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1  0.3 WS< 1.6 1.7 1.2 1.4 1.3 1.4 1.4 2.0 2.2 2.4 2.9 2.5 2.2 22.7 

2  1.6 WS< 3.4 2.2 1.7 2.4 2.7 3.4 3.3 4.5 4.0 2.7 3.3 2.4 2.9 35.5 

3  3.4 WS< 5.5 2.2 1.4 2.2 2.1 2.5 2.4 1.6 1.9 2.1 1.1 1.4 1.4 22.2 
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6 10.8 WS<13.9 0.0 0.4 0.0 0.0 0.1 0.0 - - 0.0 0.1 0.0 0.2 0.8 

7 13.9 WS<17.2 - 0.0 - 0.1 - - - - - - - 0.0 0.1 

8 17.2 WS<20.8 - - - 0.0 - - - - - 0.0 - 0.0 0.0 

 8.5 7.7 8.5 8.2 8.5 8.2 8.5 8.5 8.2 8.5 8.2 8.5 100.0 
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7.6 動物 

7.6.1 調査結果の概要 

（1）調査内容 

調査内容は、表 7.6-1 に示すとおりである。 

 

表7.6-1 調査内容 

調査内容 

動物相の状況 

哺乳類の生息状況 

鳥類の生息状況（猛禽類含む） 

両生類・爬虫類の生息状況 

昆虫類の生息状況 

魚類の生息状況 

底生動物の生息状況 

重要な種 

重要な種の分布 

重要な種の生息状況 

重要な種の生息環境の状況 

注目すべき生息地 

注目すべき生息地の分布 

当該動物の生息状況 

当該動物の生息環境の状況 

 

 

（2）調査方法 

調査方法は、既存資料調査及び現地調査とした。 

既存資料調査では、表 7.6-2 に示す資料を収集・整理した。 

現地調査では、表 7.6-3(1)～(2)に示す手法により調査を実施した。 

 

表7.6-2 既存資料一覧 

№ 文献名 

分類群毎の使用文献 

哺
乳
類 

鳥
類 

爬
虫
類 

両
生
類 

昆
虫
類 

魚
類 

底
生
動
物 

1 
「第 2 回自然環境保全基礎調査福島県動植物分布図」 

（昭和 56 年、環境庁） 
●    ●   

2 「レッドデータブックふくしまⅠ」（平成 14 年 3 月、福島県）  ●   ●  ● 

3 「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） ●  ● ●  ●  

4 
「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」 

（平成 25 年 3 月、郡山市） 
● ● ● ● ● ● ● 

5 
「こおりやま逢瀬ふるさと町史」 

（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 
● ● ● ● ● ●  

6 
「郡山市史 続編 4 資料」 

（平成 26 年 10 月、郡山市史編さん委員会） 
● ● ● ●  ●  
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表7.6-3(1) 動物に係る現地調査の基本的な手法(1) 

項目 調査手法 

生
息
状
況 

哺乳類 

・目撃法・フィールドサイン法 

調査範囲を任意に踏査し、痕跡（死体、糞、足跡、体毛、食痕等）や目撃によって確

認した。哺乳類を確認した際は、その位置とともに、種名、確認状況、確認環境等を記

録した。 

・トラップ法 

調査範囲を代表する落葉広葉樹林、針葉樹林、乾性草地、湿性草地等において、小型

のネズミ類やモグラ類を対象とし、シャーマントラップを設置した。誘引餌はピーナッ

ツ等を用い、1 地点あたり 20 個を設置した。また、トガリネズミ類、ジネズミ、ヒミズ

等を対象とし、ホールトラップを設置した。1 地点あたり 5 個を一晩設置した。 

・無人撮影法 

主に中型哺乳類を対象として、無人撮影装置を設置した。哺乳類が利用していると推

定される「けもの道」や小径、林道にカメラを設置し、撮影範囲内に誘引餌として魚肉

ソーセージ、ドッグフード等を置いた。調査範囲に 5 台程度を 1～2 晩設置した。 

・夜間調査 

日没後、調査範囲を任意に踏査し、痕跡（死体、糞、足跡、体毛、食痕等）や目撃に

よって確認した。哺乳類を確認した際は、その位置とともに、種名、確認状況、確認環

境等を記録した。 

鳥類 

（猛禽類含む） 

・任意観察法 

調査範囲を任意に踏査し、双眼鏡等を用いて周辺に出現する鳥類を目撃または鳴き声

等により確認した。確認した鳥類は、種名、個体数、確認環境、繁殖行動等を記録した。

重要な種については確認位置も記録した。 

・ラインセンサス法 

調査範囲内の植生を考慮し、様々な環境が調査対象となるように設定したセンサスル

ートを時速 2km/程度で歩きながら、双眼鏡を用いて周辺に出現する鳥類を目撃または鳴

き声等により確認した。観察幅はセンサスルートの左右約 25ｍ（計 50ｍ）の範囲とした。

確認した鳥類は、その位置を記録するとともに、種名、個体数、確認環境、繁殖行動等

を記録した。調査時間帯は鳥類の活動が活発な日の出～午前中とした。 

・定点観察法 

調査範囲を代表する落葉広葉樹林、針葉樹林、乾性草地、湿性草地等において、双眼

鏡、望遠鏡等を用いて周辺に出現する鳥類を目撃または鳴き声等により確認した。確認

した鳥類は、その位置を記録するとともに、種名、個体数、確認環境、繁殖行動等を記

録した。調査時間は 1 地点につき 30 分程度とし、調査時間帯は鳥類の活動が活発な日の

出～午前中とした。 

・夜間調査 

日没後、調査範囲を任意に踏査し、夜行性鳥類を目撃または鳴き声により確認した。

確認した鳥類は、種名、個体数、確認環境、繁殖行動等を記録した。重要な種について

は確認位置も記録した。また、ミゾゴイ、フクロウを対象に、鳴き声を録音した音源を

用いたプレイバック法を実施した。 

・猛禽類調査（定点調査） 

調査地域を広範囲に見渡せる地点を設定し、出現する希少猛禽類の観察、記録を行っ

た。各調査地点には、8～10 倍の双眼鏡及び 20 倍～60 倍程度の望遠鏡、ベースマップを

装備した調査員を 1 名配置し、無線機によってリアルタイムに情報交換を行い、希少猛

禽類を確認した際には、齢、性別、飛行経路、飛行高度、行動、時間等を記録する他、

可能な限り写真撮影を行うことにより個体識別に努めた。 

調査時間は 8～16 時の日中の時間帯の他、オオタカが活発に行動する 7 時台を含む早

朝の時間帯においても実施した。 

・猛禽類調査（営巣木・古巣調査） 

希少猛禽類が営巣可能な林分を踏査し、営巣木・古巣を確認した際には、GPS により

位置情報を記録した他、周辺環境、地形、営巣木の樹種、樹高、巣のサイズ、巣材の種

類等を記録した。 

・猛禽類調査（繁殖状況調査） 

定点調査及び営巣木・古巣調査結果を踏まえて、確認した巣を対象に、巣の利用状況、

繁殖の進行状況を把握するための観察を行った。巣の観察は利用種への繁殖阻害を考慮

し、基本的にできるだけ離れた地上から望遠鏡を用いて短時間（数分程度）で実施した。

短時間の観察で繁殖状況についての情報が得られなかった場合は、巣を観察できる地上

にビデオカメラを据え置き、無人で数時間の録画を行った。 
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表7.6-3(2) 動物に係る現地調査の基本的な手法(2) 

項目 調査手法 

生
息
状
況 

両生類・爬虫類 

・任意観察法及び鳴き声確認 

調査範囲を任意に踏査し、目撃や捕獲、鳴き声等により確認した。確認した両生類、

爬虫類は、その位置を記録するとともに、種名、個体数、確認環境等を記録した。 

・夜間調査 

日没後、調査範囲を任意に踏査し、目撃や捕獲、鳴き声等により確認した。確認した両

生類、爬虫類は、その位置を記録するとともに、種名、個体数、確認環境等を記録した。 

・卵塊・卵嚢調査 

調査範囲を任意に踏査し、卵塊・卵嚢を目視により確認した。確認した卵塊・卵嚢は、

その位置を記録するとともに、種名、確認環境等を記録した。 

昆虫類 

・任意採取 

調査範囲を任意に踏査し、捕虫網で草本類に生息している種を草ごとすくいとるスウ

ィーピング法、木本類の枝等に生息している種を竿でマットに叩き落とすビーティング

法、目撃した種を採集する見つけ取り法により確認した。 

・トラップ法（ベイトトラップ） 

調査範囲を代表する落葉広葉樹林、針葉樹林、乾性草地、湿性草地、伐採跡地におい

て、誘引餌（腐肉、発酵飲料等）を入れたプラスチックコップを地中に埋め、一晩程度

放置した後に中に落下した昆虫類を採集した。1 地点あたり 20 個を設置した。 

・トラップ法（ライトトラップ） 

調査範囲を代表する落葉広葉樹林、針葉樹林、乾性草地、湿性草地、伐採跡地におい

て、夜間に灯火に集まる昆虫類を採集した。光源は紫外線灯（ブラックライト）を用い

た。光源の下に、大型ロウト部及び昆虫収納用ボックス部からなる捕虫器を設置し、光

源をめがけて集まった昆虫類が大型ロウト部に落ちたものを、捕虫器に収納し採集した。

トラップは、樹林内では林床が見渡せる場所に設置し、草地ではできるだけ開けた場所

に設置した。夕方、日没前までに設置を完了し、翌日早めに回収した。 

 

ベイトトラップ設置イメージ※      ライトトラップ設置イメージ※ 

(高さ：約9cm、幅：約7cm、)      (高さ：約125cm、幅：約50cm) 
※出典：『河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル［河川版］（陸上昆虫類等調査編）』（平成28年、国土交通省） 

・夜間調査 

日没後、ホタル類の生息に適した水田、水路沿いに設定したセンサスルートを歩きな

がら、周辺に出現する個体を目撃により確認した。確認したホタル類は、その位置を記

録するとともに、種名、個体数、確認環境等を記録した。 

魚類 

・任意採取 

調査範囲の河川や水路、溜池等に設定した調査地点において、投網、タモ網、サデ網

等を用いた捕獲調査により確認された魚類の種名、個体数等を記録した。 

底生動物 

・定性的採取法 

各調査地点内の多様な環境においてタモ網を用いた任意採集を行った。採集した底生

動物はホルマリンで固定し、室内で種の同定を行った。 

・定量的採取法 

調査範囲の河川や水路、溜池等に設定した調査地点において、サーバーネット（目合

0.5mm）を用いて採集量が一定となるよう採集した（25cm×25cm×2 回）。採集した底生動

物はホルマリンで固定し、室内で種の同定、個体数の計数及び湿重量の測定を行った。 

重要な種 
生息状況の調査結果から資料調査による重要な種に該当する種を抽出し、一覧として

整理した。 

注目すべき生息地 
生息状況の調査結果から資料調査による注目すべき生息地の当該種を抽出し、その生

息状況を整理した。 
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（3）調査範囲等 

①既存資料調査 

調査範囲及び調査地点は、「第 3 章 対象事業実施区域及びその周囲の概況」の「3.1.13 

動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況」と同様とした。また、対象事業実施区域か

ら東側約 1.7km に位置する「郡山西部第一工業団地開発事業」（図 7.6-1 参照）の調査結果

も収集・整理した。 

 

②現地調査 

調査範囲及び調査地点は、図 7.6-2(1)～(6)に示すとおりである。 

現地調査に係る調査範囲は、対象事業実施区域境界から約 200ｍまでの範囲とした。なお、

猛禽類の調査範囲は猛禽類の出現状況を考慮して、対象事業実施区域から約 1,500ｍまでの範

囲とした。また、調査地点は飛翔が確認しやすい地点を対象に 15 地点を設定し、1 日あたり

5 地点を選定して調査を実施した。 

魚類及び底生動物の調査は、図 7.6-2(6)に示すとおり、調査範囲内の水路･河川とした。 
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図7.6-1 調査地点位置図（調査範囲） 
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図7.6-1 調査地点位置図（哺乳類） 
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図7.6-1 調査地点位置図（鳥類） 
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図7.6-1 調査地点位置図（昆虫類） 
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7.6-1 調査地点位置図（魚類、底生動物） 
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（4）調査期間及び調査頻度 

現地調査の調査期間及び調査頻度は、表 7.6-4 に示すとおりである。 

調査期間等は、動物種ごとの活動時期を考慮して設定した。 

 

表7.6-4 動物に係る調査期間及び調査頻度 

項目 調査手法 調査時期 

哺乳類 

目撃法・フィールドサイン法 

トラップ法 

無人撮影法 

夏季：平成 28 年 8 月 31 日～9 月 2 日 

秋季：平成 28 年 10 月 12 日～10 月 14 日 

冬季：平成 29 年 1 月 16 日～1 月 19 日 

春季：平成 29 年 5 月 10 日～5 月 12 日 

夜間調査 

夏季：平成 28 年 8 月 31 日 

秋季：平成 28 年 10 月 13 日 

春季：平成 29 年 5 月 11 日 

鳥類 

任意観察法 

ラインセンサス法 

定点観察法 

夏季：平成 28 年 8 月 29 日～8 月 31 日 

秋季：平成 28 年 10 月 12 日～10 月 14 日 

冬季：平成 29 年 1 月 16 日～1 月 18 日 

春季：平成 29 年 5 月 10 日～5 月 12 日 

夜間調査 

夏季：平成 28 年 8 月 29 日 

秋季：平成 28 年 10 月 12 日 

春季：平成 29 年 5 月 10 日 

鳥類 

(猛禽類） 

定点調査 

営巣木・古巣調査 

繁殖状況調査 

平成 28 年 1 月 19 日～1 月 21 日 

平成 28 年 2 月 16 日～2 月 18 日 

平成 28 年 3 月 15 日～3 月 17 日 

平成 28 年 4 月 11 日～4 月 13 日 

平成 28 年 5 月 16 日～5 月 18 日 

平成 28 年 6 月 13 日～6 月 15 日 

平成 28 年 7 月 6 日～7 月 8 日 

平成 28 年 8 月 15 日～8 月 20 日 

平成 28 年 9 月 26 日～9 月 28 日 

平成 28 年 10 月 19 日～10 月 21 日 

平成 28 年 11 月 21 日～11 月 23 日 

平成 28 年 12 月 23 日～12 月 25 日 

平成 29 年 1 月 29 日～1 月 31 日 

平成 29 年 2 月 26 日～2 月 28 日 

平成 29 年 3 月 25 日～3 月 27 日 

平成 29 年 4 月 22 日～4 月 24 日 

平成 29 年 5 月 21 日～5 月 23 日 

平成 29 年 6 月 24 日～6 月 26 日 

平成 29 年 7 月 29 日～7 月 31 日 

両生類 

任意観察法及び鳴き声確認 

夏季：平成 28 年 8 月 31 日～9 月 2 日 

秋季：平成 28 年 10 月 12 日～10 月 14 日 

春季：平成 29 年 5 月 10 日～5 月 12 日 

夜間調査 夏季：平成 28 年 8 月 31 日 

卵塊・卵嚢調査 早春季：平成 29 年 4 月 24 日～4 月 25 日 

爬虫類 
任意観察法及び鳴き声確認 

夏季：平成 28 年 8 月 31 日～9 月 2 日 

秋季：平成 28 年 10 月 12 日～10 月 14 日 

春季：平成 29 年 5 月 10 日～5 月 12 日 

夜間調査 夏季：平成 28 年 8 月 31 日 

昆虫類 

任意採取 夏季：平成 28 年 8 月 29 日～8 月 31 日 

トラップ法(ベイトトラップ) 秋季：平成 28 年 10 月 12 日～10 月 14 日 

トラップ法(ライトトラップ) 春季：平成 29 年 5 月 8 日～5 月 10 日 

夜間調査 
夏季：平成 30 年 6 月 29 日 

      平成 30 年 7 月 19 日 

魚類 任意採取 

夏季：平成 28 年 9 月 7 日～9 月 9 日 

秋季：平成 28 年 10 月 12 日～10 月 14 日 

春季：平成 29 年 5 月 8 日～5 月 10 日 

底生動物 
定性的採取法 

定量的採取法 

夏季：平成 28 年 9 月 7 日～9 月 9 日 

秋季：平成 28 年 10 月 12 日～10 月 14 日 

早春季：平成 29 年 3 月 21 日～3 月 23 日 

春季：平成 29 年 5 月 8 日～5 月 10 日 
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（5）調査結果 

①動物相の状況 

ア．既存資料調査 

既存資料調査の結果、表7.6-5～11に示す種の確認情報が得られた。 

 

表7.6-5 哺乳類の調査結果（既存資料調査） 

目名 科名 種名 資料 1 資料 2 資料 3 資料 4 資料 5 

モグラ(食虫) トガリネズミ ホンシュウジネズミ    ○  

 
モグラ ヒミズ※1   ○ ○ ○ 

  
アズマモグラ   ○ ○ ○ 

コウモリ(翼手) キクガシラコウモリ キクガシラコウモリ   ○  ○ 

  ヒナコウモリ モモジロコウモリ   ○   

    ヒナコウモリ科 1※2   ○ ○  

    ヒナコウモリ科 2※3   ○ ○  

サル(霊長) サル ニホンザル     ○ 

ウサギ ウサギ ノウサギ※1   ○ ○ ○ 

ネズミ(齧歯) リス ニホンリス   ○ ○ ○ 

  モモンガ     ○ 

  
ムササビ   ○ ○ ○ 

 ヤマネ ヤマネ     ○ 

 ネズミ スミスネズミ     ○ 

  ハタネズミ    ○ ○ 

  
アカネズミ   ○ ○ ○ 

  ヒメネズミ    ○ ○ 

  
カヤネズミ   ○   

  ドブネズミ    ○ ○ 

ネコ(食肉) クマ ツキノワグマ ○ ○ ○ ○ ○ 

  イヌ タヌキ※1 ○  ○ ○ ○ 

    キツネ※1 ○  ○ ○ ○ 

  イタチ テン   ○ ○ ○ 

    イタチ   ○ ○ ○ 

    ニホンアナグマ ○  ○ ○ ○ 

  ジャコウネコ ハクビシン   ○ ○ ○ 

ウシ(偶蹄) イノシシ イノシシ   ○  ○ 

  ウシ カモシカ  ○ ○ ○ ○ 

7 目 15 科 28 種 4 種 2 種 20 種 20 種 23 種 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

注 2）資料 1：「第 2 回自然環境保全基礎調査福島県動植物分布図」（昭和 56 年、環境庁） 

資料 2：「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

資料 3：「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3 月、郡山市） 

資料 4：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

資料 5：「郡山市史 続編 4 資料」（平成 26 年 10 月、郡山市史編さん委員会） 

注 3）資料 5 においては、「生息状況：奥羽山系」に記載された種とした。 

※1 資料 4 においては、それぞれ、ホンシュウヒミズ、トウホクノウサギ、ホンドタヌキ、ホンドキツネとして記載されている。 

※2 資料 3 においては、確認した周波数のピーク(20-25kHz)やバットディテクターの入感音、確認環境や分布情報等よりヤマコウモリまたは

ヒナコウモリとして種数に計上されている。資料 4 においては、ヤマコウモリが記載されている。 

※3 資料 3 においては、確認した周波数のピーク(40～50kHz)やバットディテクターの入感音、確認環境や分布情報等よりアブラコウモリま

たはモモジロコウモリとして種数に計上されている。資料 4 においては、アブラコウモリが記載されている。 
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表7.6-6(1) 鳥類の調査結果（既存資料調査） 

（レッドデータブックふくしまⅠ） 
目名 科名 種名 

ハト ハト アオバト 

ペリカン サギ ヨシゴイ 

  ササゴイ 

ツル クイナ ヒクイナ 

  バン 

チドリ チドリ ケリ 

タカ タカ ハチクマ 

  ハイイロチュウヒ 

  ハイタカ 

  オオタカ 

  サシバ 

  ノスリ 

  クマタカ 

フクロウ フクロウ コノハズク 

  アオバズク 

  トラフズク 

ブッポウソウ カワセミ アカショウビン 

ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ 

スズメ サンショウクイ サンショウクイ 

 カササギヒタキ サンコウチョウ 

 モズ アカモズ 

 ヒバリ ヒバリ 

 ヨシキリ オオヨシキリ 

  コヨシキリ 

 セッカ セッカ 

 ヒタキ クロツグミ 

  コサメビタキ 

 ホオジロ ホオアカ 

9 目 16 科 28 種 

出典：「レッドデータブックふくしまⅠ」（平成14年3月、福島県） 

 

表7.6-6(2) 鳥類の調査結果（既存資料調査） 

（郡山西部第一工業団地評価書） 
目名 主な科名 主な種名 

カイツブリ カイツブリ カイツブリ 

ペリカン ウ カワウ 

コウノトリ サギ ゴイサギ、ダイサギ、アオサギ 

カモ カモ マガン、オオハクチョウ、オシドリ、マガモ、カルガモ 

タカ タカ、ハヤブサ ハチクマ、トビ、オオタカ、ツミ、ハイタカ、ノスリ、サシバ、クマタカ、 

ハヤブサ、コチョウゲンボウ 

キジ キジ ヤマドリ、キジ 

チドリ チドリ、シギ タゲリ、タシギ 

ハト ハト キジバト、アオバト 

カッコウ カッコウ ジュウイチ、カッコウ、ツツドリ、ホトトギス 

フクロウ フクロウ フクロウ 

ヨタカ ヨタカ ヨタカ 

アマツバメ アマツバメ ハリオアマツバメ、アマツバメ 

ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ、カワセミ 

キツツキ キツツキ アオゲラ、アカゲラ、オオアカゲラ、コゲラ 

スズメ ヒバリ、ツバメ、セキレイ、ヒヨドリ、 

モズ、ツグミ、ウグイス、ヒタキ、 

カササギヒタキ、エナガ、シジュウカラ、

メジロ、ホオジロ、アトリ、 

ハタオリドリ、ムクドリ、カラス 

ヒバリ、イワツバメ、キセキレイ、タヒバリ、ヒヨドリ、モズ、 

ジョウビタキ、クロツグミ、アカハラ、ツグミ、ガビチョウ、ヤブサメ、 

ウグイス、オオヨシキリ、キビタキ、オオルリ、サンコウチョウ、エナガ、 

シジュウカラ、メジロ、ホオジロ、クロジ、カワラヒワ、マヒワ、シメ、 

スズメ、ムクドリ、カケス、ハシボソガラス 

15 目 39 科 109 種 

注）出典において、種名は「日本鳥類目録 改訂第6版」(平成12年、日本鳥学会)に準拠。 

出典：「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成25年3月、郡山市）  
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表7.6-6(3) 鳥類の調査結果（既存資料調査） 

（こおりやま逢瀬ふるさと町史） 
目名 科名 種名 

キジ キジ ヤマドリ、キジ、コジュケイ 

カモ カモ カルガモ、マガモ、コハクチョウ、キンクロハジロ、オシドリ、ホシハジロ、トモエガモ、 

ヒドリガモ 

カイツブリ カイツブリ カイツブリ 

ハト ハト キジバト 

ペリカン サギ チュウサギ、コサギ、アオサギ、ゴイサギ 

ツル クイナ クイナ、オオバン 

カッコウ カッコウ ツツドリ、カッコウ、ホトトギス 

ヨタカ ヨタカ ヨタカ 

チドリ チドリ タゲリ、コチドリ 

 シギ タシギ 

タカ タカ トビ、オオタカ、ツミ 

ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ、カワセミ 

キツツキ キツツキ アオゲラ、アカゲラ、コゲラ 

ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ、チョウゲンボウ 

スズメ サンショウクイ サンショウクイ 

 カササギヒタキ サンコウチョウ 

 モズ モズ 

 カラス ハシボソガラス、ハシブトガラス、カケス、オナガ 

 キクイタダキ キクイタダキ 

 シジュウカラ シジュウカラ、ヤマガラ、ヒガラ、コガラ 

 ヒバリ ヒバリ 

 ツバメ ツバメ、イワツバメ 

 ヒヨドリ ヒヨドリ 

 ウグイス ウグイス、ヤブサメ 

 エナガ エナガ 

 ムシクイ メボソムシクイ、センダイムシクイ、オオムシクイ※ 

 メジロ メジロ 

 ヨシキリ オオヨシキリ、コヨシキリ 

 レンジャク キレンジャク 

 ゴジュウカラ ゴジュウカラ 

 ミソサザイ ミソサザイ 

 ムクドリ ムクドリ、コムクドリ 

 カワガラス カワガラス 

 ヒタキ ツグミ、クロツグミ、ジョウビタキ、コルリ、アカハラ、シロハラ、ルリビタキ、 

トラツグミ、ノビタキ、オオルリ、キビタキ、コサメビタキ 

 スズメ スズメ 

 セキレイ セグロセキレイ、キセキレイ、ハクセキレイ、ビンズイ 

 アトリ イカル、ウソ、カワラヒワ、マヒワ、ベニマシコ、アカウソ、シメ、オオマシコ、アトリ 

 ホオジロ アオジ、カシラダカ、ホオアカ、ホオジロ、クロジ 

14 目 38 科 98 種 

注）種名は「日本鳥類目録 改訂第7版」(平成24年、日本鳥学会)に準拠。 

※ 資料にはコメボソムシクイとして記載されているが、「日本鳥類目録 改訂第7版」(平成24年、日本鳥学会)において分類が変更となった。 

出典：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成10年12月、逢瀬町史談会） 
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表7.6-6(4) 鳥類の調査結果（既存資料調査） 

（郡山市史 続編4 資料） 
目名 科名 種名 

キジ キジ ヤマドリ、キジ、コジュケイ 

カイツブリ カイツブリ カイツブリ、カンムリカイツブリ、ミミカイツブリ、ハジロカイツブリ 

ハト ハト キジバト、アオバト 

ペリカン ウ カワウ 

ツル クイナ クイナ、ヒクイナ、バン、オオバン 

チドリ チドリ タゲリ、ケリ、ムナグロ、イカルチドリ、コチドリ、シロチドリ 

 シギ オオジシギ、タシギ、チュウシャクシギ、アオアシシギ、タカブシギ、キアシシギ、 

イソシギ、キョウジョシギ、トウネン、ウズラシギ、ハマシギ、アカエリヒレアシシギ 

 カモメ ユリカモメ、ウミネコ、アジサシ、 

フクロウ フクロウ オオコノハズク、コノハズク、フクロウ、アオバズク、トラフズク、コミミズク 

 ヤツガシラ ヤツガシラ 

ブッポウソウ カワセミ カワセミ、ヤマセミ 

キツツキ キツツキ コゲラ、オオアカゲラ、アカゲラ、アオゲラ 

スズメ サンショウクイ サンショウクイ 

 モズ モズ 

 カラス カケス、オナガ、コクマルガラス、ミヤマガラス、ハシボソガラス、ハシブトガラス 

 シジュウカラ コガラ、ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカラ 

 ヒバリ ヒバリ、 

 ツバメ ツバメ、イワツバメ 

 ヒヨドリ ヒヨドリ 

 エナガ エナガ 

 メジロ メジロ 

 レンジャク キレンジャク、ヒレンジャク 

 ゴジュウカラ ゴジュウカラ 

 ミソサザイ ミソサザイ 

 ムクドリ ムクドリ、コムクドリ、 

 カワガラス カワガラス 

 ヒタキ科・ 

カササギヒタキ亜科 

サンコウチョウ 

 ヒタキ科・ツグミ亜科 コマドリ、コルリ、ルリビタキ、ジョウビタキ、ノビタキ、マミジロ、トラツグミ、 

クロツグミ、アカハラ、シロハラ、ツグミ 

 ヒタキ科・ウグイス亜科 ヤブサメ、ウグイス、コヨシキリ、オオヨシキリ、メボソムシクイ、エゾムシクイ、 

センダイムシクイ、キクイタダキ 

 ヒタキ科・ヒタキ亜科 キビタキ、オオルリ、コサメビタキ 

 セキレイ キセキレイ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、ビンズイ、タヒバリ 

 アトリ アトリ、カワラヒワ、マヒワ、ベニヒワ、ベニマシコ、ウソ、シメ、イカル、 

ベニバラウソ 

 ホオジロ ホオジロ、ホオアカ、カシラダカ、ミヤマホオジロ、ノジコ、アオジ、クロジ、 

オオジュリン、 

 ハタオリドリ スズメ 

 チメドリ ガビチョウ 

コウノトリ サギ ヨシゴイ、ゴイサギ、ササゴイ、アカガシラサギ、アマサギ、ダイサギ、チュウサギ、 

コサギ、アオサギ 

ガンカモ ガンカモ マガン、ヒシクイ、オオハクチョウ、コハクチョウ、アメリカコハクチョウ、オシドリ、 

マガモ、カルガモ、コガモ、アメリカコガモ、トモエガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、 

ヒドリガモ、オナガカモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、アカハジロ、キンクロハジロ、 

スズガモ、ホオジロガモ、ミコアイサ、カワアイサ 

ワシタカ ワシタカ トビ、オジロワシ、オオワシ、オオタカ、ツミ、ノスリ、サシバ、クマタカ、 

ハイイロチュウヒ、 

ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ、コチョウゲンボウ、チョウゲンボウ 

ホトトギス ホトトギス ジュウイチ、カッコウ、ツツドリ、ホトトギス 

ヨタカ ヨタカ ヨタカ 

アマツバメ アマツバメ アマツバメ 

17 目 43 科 170 種 

出典：「郡山市史 続編4 資料」（平成26年10月、郡山市史編さん委員会） 
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表7.6-7 爬虫類の調査結果（既存資料調査） 

目名 科名 種名 資料 1 資料 2 資料 3 資料 4 資料 5 

カメ イシガメ イシガメ  ○   ○ 

有鱗 トカゲ ニホントカゲ    ○ ○ 

 
カナヘビ ニホンカナヘビ   ○ ○ ○ 

 ナミヘビ シマヘビ   ○ ○ ○ 

  アオダイショウ   ○ ○ ○ 

  ジムグリ   ○ ○ ○ 

  シロマダラ   ○  ○ 

  ヒバカリ  ○ ○  ○ 

  ヤマカガシ   ○ ○ ○ 

 クサリヘビ ニホンマムシ   ○ ○ ○ 

2 目 5 科 10 種 0 種 2 種 8 種 7 種 10 種 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

注 2）資料 1：「第 2 回自然環境保全基礎調査福島県動植物分布図」（昭和 56 年、環境庁） 

資料 2：「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

資料 3：「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3 月、郡山市） 

資料 4：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

資料5：「郡山市史 続編4 資料」（平成26年10月、郡山市史編さん委員会） 

注 3）資料 5 においては、「生息状況：奥羽山系」に記載された種とした。 

 

表7.6-8 両生類の調査結果（既存資料調査） 

目名 科名 種名 資料 1 資料 2 資料 3 資料 4 資料 5 

有尾 サンショウウオ トウホクサンショウウオ  ○  ○ ○ 

  クロサンショウウオ  ○    

  ハコネサンショウウオ    ○ ○ 

 イモリ アカハライモリ※1  ○ ○ ○ ○ 

無尾 ヒキガエル ニホンヒキガエル    ○ ○ 

  アズマヒキガエル   ○  ○ 

 アマガエル ニホンアマガエル   ○ ○ ○ 

 アカガエル タゴガエル   ○  ○ 

  ニホンアカガエル   ○ ○ ○ 

  ヤマアカガエル   ○ ○ ○ 

  トノサマガエル  ○  ○ ○ 

  トウキョウダルマガエル※2  ○ ○ ○ ○ 

  ウシガエル   ○  ○ 

  ツチガエル  ○  ○ ○ 

 アオガエル シュレーゲルアオガエル   ○  ○ 

  モリアオガエル  ○   ○ 

  カジカガエル  ○  ○ ○ 

2 目 6 科 17 種 0 種 5 種 9 種 11 種 16 種 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

注 2）資料 1：「第 2 回自然環境保全基礎調査福島県動植物分布図」（昭和 56 年、環境庁） 

資料 2：「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

資料 3：「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3 月、郡山市） 

資料 4：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

資料5：「郡山市史 続編4 資料」（平成26年10月、郡山市史編さん委員会） 

注 3）資料 5 においては、「生息状況：奥羽山系」に記載された種とした。 

※1 資料 4、5 において、ニホンイモリとして記載されている。 

※2 資料 4 において、ダルマガエルとして記載されている。 
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表7.6-9(1) 昆虫類の調査結果（既存資料調査） 

（レッドデータブックふくしまⅠ） 

目名 科名 種名 

トンボ エゾトンボ ハネビロエゾトンボ 

1 目 1 科 1 種 
出典：「レッドデータブックふくしまⅠ」（平成14年3月、福島県） 

 

 

表7.6-9(2) 昆虫類の調査結果（既存資料調査） 

（郡山西部第一工業団地評価書） 

目名 科数 種数 

イシノミ 1 1 

カゲロウ 1 1 

トンボ 9 31 

カマキリ 1 2 

ハサミムシ 1 2 

カワゲラ 1 1 

バッタ 13 35 

ナナフシ 1 1 

カメムシ 34 138 

アミメカゲロウ 3 4 

シリアゲムシ 1 2 

トビケラ 11 14 

チョウ 37 345 

ハエ 24 72 

コウチュウ 43 289 

ハチ 18 67 

16 目 199 科 1,005 種 
注）目名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」 

(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

出典：「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3 月、郡山市） 
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表7.6-9(3) 昆虫類の調査結果（既存資料調査） 

（こおりやま逢瀬ふるさと町史） 

主な目名 主な科名 主な種名 

鱗翅 セセリチョウ 
ミヤマセセリ、ダイミョウセセリ、アオバセセリ、ギンイチモンジセセリ、コチャ

バネセセリ、キマダラセセリ、イチモンジセセリ 

 アゲハチョウ 
ウスバシロチョウ、アオスジアゲハ、キアゲハ、アゲハ、クロアゲハ、カラスアゲ

ハ、ミヤマカラスアゲハ、オナガアゲハ 

 シロチョウ 
ヒメシロチョウ、モンキチョウ、キチョウ、スジボソヤマキチョウ、モンシロチョ

ウ、スジグロシロチョウ 

 シジミチョウ 

ムモンアカシジミ、アカシジミ、ミズイロオナガシジミ、ミドリシジミ、オオミド

リシジミ、ミヤマカラスシジミ、ベニシジミ、ゴイシシジミ、ヤマトシジミ、ルリ

シジミ、ツバメシジミ、ヒメシジミ 

 マダラチョウ アサギマダラ 

 タテハチョウ 

ウラギンスジヒョウモン、オオウラギンスジヒョウモン、メスグロヒョウモン、ク

モガタヒョウモン、ウラギンヒョウモン、イチモンジチョウ、アサマイチモンジ、

コミスジ、オオミスジ、サカハチチョウ、キタテハ、シータテハ、ルリタテハ、ク

ジャクチョウ、アカタテハ、ヒメアカタテハ、スミナガシ、コムラサキ、ゴマダラ

チョウ、オオムラサキ、ミドリヒョウモン 

 ジャノメチョウ 
ヒメウラナミジャノメ、ジャノメチョウ、オオヒカゲ、クロヒカゲ、ヤマキマダラ

ヒカゲ、コジャノメ 

 － 
イラガ、スズメガ、メイガ、ヤガ、ヒトリガ、トラガ、シャチホコガ、カレハガ、

シャクガ、ドクガ、カイコガ、ヤママユガ等 

蜻蛉 カワトンボ ハグロトンボ、カワトンボ 

 アオイトトンボ アオイトトンボ、オオアオイトトンボ、オツネントンボ 

 モノサシトンボ モノサシトンボ 

 イトトンボ キイトトンボ、クロイトトンボ 

 サナエトンボ コサナエ、ヤマサナエ、ミヤマサナエ、ホンサナエ 

 オニヤンマ オニヤンマ 

 ヤンマ ミルンヤンマ、コシボソヤンマ、カトリヤンマ、ギンヤンマ、クロスジギンヤンマ 

 エゾトンボ エゾトンボ 

 ヤマトンボ コヤマトンボ、オオヤマトンボ 

 トンボ 

ハラビロトンボ、シオヤトンボ、シオカラトンボ、コシアキトンボ、ノシメトンボ、

マイコアカネ、マユタテアカネ、ナツアカネ、アキアカネ、ウスバキトンボ、ムツ

アカネ、ミヤマアカネ、ショウジョウトンボ、チョウトンボ 

半翅 セミ 
ニイニイゼミ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、コエゾゼミ、ヒグラシ、ツクツクホウ

シ、ハルゼミ、チッチゼミ 

 － 
カメムシ類、ヨコバイ類、アワフキムシ類、ウンカ類、タガメ、タイコウチ、ミズ

カマキリ等 

カゲロウ － モンカゲロウ、アミメカゲロウ 

カワゲラ － トワダカワゲラ 

ゴキブリ － ヤマトゴキブリ、チャバネゴキブリ 

等翅 － ヤマトシロアリ 

カマキリ － オオカマキリ、コカマキリ 

直翅 － トノサマバッタ、キリギリス、エンマコオロギ 

ナナフシ － ナナフシ 

革翅 － コブハサミムシ 

貧毛 － ニワトリハジラミ 

シラミ － アタマジラミ、コロモシラミ 

長翅 － シリアゲムシ、 

脈翅 － ヘビトンボ、ウスバカゲロウ、ツノトンボ 

双翅 － ガガンボ、アカイエカ、ブユ、アカウシアブ、イネハモグリバエ、イエバエ 

隠翅 － ヒトノミ 

膜翅 － バラクキバチ、クマバチ、アシナガバチ、スズメバチ、クロヤマアリ 

鞘翅 － 
ハンミョウ、ゲンゴロウ、テントウムシ、ヘイケボタル、カブトムシ、コガネムシ、

タマムシ、ノコギリカミキリ 
出典：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成10年12月、逢瀬町史談会） 

※：上記の種以外にも多数の種が確認されているとの記述から、目・科・種数については省略した。 
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表7.6-9(4) 昆虫類の調査結果（既存資料調査） 

（郡山市史 続編4 資料） 

目名 科数 種数 

トンボ目（蜻蛉目） イトトンボ キイトトンボ、オゼイトトンボ 

 
ムカシトンボ ムカシトンボ 

 
ヤンマ マダラヤンマ、ギンヤンマ 

 
サナエトンボ ヤマサナエ、クロサナエ、モイワサナエ 

 
オニヤンマ オニヤンマ 

 
トンボ シオカラトンボ、ウスバキトンボ、ミヤマアカネ 

カメムシ目（半翅目） セミ エゾゼミ、アブラゼミ、ニイニイゼミ、エゾハルゼミ 

  コオイムシ タガメ 

ヘビトンボ ヘビトンボ ヘビトンボ 

 
シジミチョウ 

アイノミドリシジミ、ジョウザンミドリシジミ、 

ミヤマカラスシジミ、アカシジミ、ミドリシジミ、 

フジミドリシジミ、ウラキンシジミ、ヤマトシジミ、 

 
タテハチョウ 

ヒオドシ、スミナガシ、ゴマダラチョウ、ルリタテハ、 

テングチョウ、オオムラサキ、アカタテハ 

 
アゲハチョウ 

ジャコウアゲハ、アオスジアゲハ、キアゲハ、 

ウスバシロチョウ 

 
シロチョウ モンキチョウ、スジボソヤマキチョウ、モンシロチョウ 

 
ヤママユガ ヤママユガ 

コウチュウ目（鞘翅目） オサムシ マイマイカブリ、アオオサムシ 

 
ゲンゴロウ ゲンゴロウ 

 
クワガタムシ コクワガタ、ミヤマクワガタ、ノコギリクワガタ 

 
コガネムシ カナブン、カブトムシ 

 
タマムシ ムツボシタマムシ 

 
オオキノクムシ オオキノコムシ 

 
カミキリムシ 

ゴマダラカミキリ、シロスジカミキリ、クロトラカミキリ、 

ヨツスジハナカミキリ、オオホソコバネカミキリ、 

ウスタビガ 

4 目 21 科 57 種 
出典：「郡山市史 続編4 資料」（平成26年10月、郡山市史編さん委員会） 
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表 7.6-10 魚類の調査結果（既存資料調査） 

目名 科名 種名 資料 1 資料 2 資料 3 資料 4 資料 5 

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ類  ○ ○  ○ 

ウナギ ウナギ ニホンウナギ（ウナギ）    ○ ○ 

コイ コイ コイ   ○ ○ ○ 

  ゲンゴロウブナ   ○  ○ 

  キンブナ  ○ ○ ○  

  ギンブナ   ○ ○ ○ 

  フナ属   ○   

  タナゴ  ○  ○  

  タビラ※1     ○ 

  バラタナゴ※1     ○ 

  モロコ※1     ○ 

  オイカワ   ○ ○ ○ 

  アブラハヤ   ○ ○ ○ 

  ウグイ   ○ ○ ○ 

  モツゴ   ○ ○ ○ 

  シナイモツゴ   ○   

  タモロコ     ○ 

  カマツカ   ○  ○ 

  ニゴイ     ○ 

 ドジョウ ドジョウ   ○ ○ ○ 

  シマドジョウ   ○ ○ ○ 

  ホトケドジョウ  ○ ○ ○ ○ 

ナマズ ギギ ギバチ  ○ ○ ○ ○ 

 ナマズ ナマズ    ○ ○ 

サケ アユ アユ     ○ 

 
サケ イワナ※2    ○ ○ 

  ニジマス     ○ 

  サクラマス(ヤマメ)   ○ ○ ○ 

ダツ メダカ メダカ※1  ○   ○ 

トゲウオ トゲウオ イトヨ  ○   ○ 

カサゴ カジカ カジカ  ○  ○ ○ 

スズキ サンフィッシュ ブルーギル     ○ 

  オオクチバス     ○ 

 タイワンドジョウ カムルチー     ○ 

 ハゼ 旧トウヨシノボリ類   ○   

  ヨシノボリ※2    ○ ○ 

7 目 13 科 36 種 0 種 8 種 18 種 18 種 31 種 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

注 2）資料 1：「第 2 回自然環境保全基礎調査福島県動植物分布図」（昭和 56 年、環境庁） 

資料 2：「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

資料 3：「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3 月、郡山市） 

資料 4：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

資料 5：「郡山市史 続編 4 資料」（平成 26 年 10 月、郡山市史編さん委員会） 

※1  資料 5 に記載の種名であり、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」における種名は不明確である。 

※2 資料 4 に記載の種名であり、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」における種名は不明確である。 
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表 7.6-11 底生生物の調査結果（既存資料調査） 

目名 科数 種数 

順列 1 1 

原始紐舌 1 2 

盤足 2 2 

基眼 4 8 

イシガイ 1 1 

マルスダレガイ 2 2 

オヨギミミズ 1 1 

イトミミズ 2 5 

ツリミミズ 1 1 

吻蛭 1 1 

無吻蛭 1 1 

ダニ 1 1 

ヨコエビ 1 1 

ワラジムシ 1 1 

エビ 3 3 

カゲロウ 8 19 

トンボ 9 22 

カワゲラ 3 4 

カメムシ 5 10 

ヘビトンボ 2 3 

トビケラ 16 20 

チョウ 1 1 

ハエ 11 29 

コウチュウ 8 18 

24 目 86 科 157 種 
注）目名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」 

(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

出典：「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3 月、郡山市） 
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イ．現地調査結果 

現地調査の結果、哺乳類6目13科20種、鳥類14目37科86種(猛禽類調査結果を含む)、爬虫

類1目4科7種、両生類2目6科10種、昆虫類16目203科847種、魚類4目5科11種、底生動物19

目66科140種を確認した。分類群ごとの目科種数は、表7.6-12に示すとおりである。 

 

表7.6-12 動物確認種数（現地調査） 

分類 確認種数 主な確認種 

哺乳類 6 目 13 科 20 種 ノウサギ、タヌキ、キツネ、テン、イノシシ、カモシカ等 

鳥類 13 目 35 科 80 種 
ヤマドリ、アオサギ、サシバ、クマタカ、アカゲラ、シジュウカラ、ウグイス、

ホオジロ等 

爬虫類 1 目 4 科 7 種 ニホンカナヘビ、シマヘビ、アオダイショウ等 

両生類 2 目 6 科 10 種 バンダイハコネサンショウウオ、ニホンアカガエル等 

昆虫類 16 目 203 科 847 種 ミルンヤンマ、ウスイロササキリ、コオイムシ、キタテハ、ミヤマクワガタ等 

魚類 4 目 5 科 11 種 スナヤツメ類、アブラハヤ、ドジョウ、ホトケドジョウ等 

底生動物 19 目 66 科 140 種 カワニナ、モンカゲロウ、オニヤンマ、ゲンジボタル等 

 

（ア）哺乳類の生息状況 

現地調査で確認された哺乳類は、表 7.6-13 に示すとおり、6 目 13 科 20 種である。 

 

表7.6-13 哺乳類の調査結果（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 

対象事業実施区域 

確認形態 夏季 秋季 冬季 春季 

内 外 内 外 内 外 内 外 

モグラ(食虫) モグラ ヒミズ Urotrichus talpoides 
       

○ 塚、坑道、死体、捕獲 

    アズマモグラ Mogera imaizumii ○ ○ ○ ○ 
  

○ ○ 坑道 

コウモリ(翼手) キクガシラコウモリ キクガシラコウモリ Rhinolophus ferrumequinum 
 

○ 
 

○ 
    

目撃 

  ヒナコウモリ ヒナコウモリ科 1※1 Vespertilionidae sp. 1 
 

○ 
      

バッドディテクター 

    ヒナコウモリ科 2※2 Vespertilionidae sp. 2 
 

○ 
      

バッドディテクター 

ウサギ ウサギ ノウサギ Lepus brachyurus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 糞、目撃、足跡、自動撮影 

ネズミ(齧歯) リス ニホンリス Sciurus lis ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ 食痕、足跡 

  ネズミ ハタネズミ Microtus montebelli 
       

○ 捕獲 

    アカネズミ Apodemus speciosus ○ ○ ○ ○ 
  

○ ○ 食痕、捕獲 

    ヒメネズミ Apodemus argenteus 
       

○ 捕獲 

    カヤネズミ Micromys minutus 
   

○ 
    

巣 

    ネズミ科※3※4 - 
    

○ ○ 
  

足跡 

ネコ(食肉) クマ ツキノワグマ Ursus thibetanus japonicus ○ 
 

○ ○ 
 

○ 
 

○ 足跡、糞、目撃、つめ跡 

  イヌ タヌキ Nyctereutes procyonoides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 足跡、糞、自動撮影 

    キツネ Vulpes vulpes ○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ 足跡、目撃、糞、死体 

  イタチ テン Martes melampus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 足跡、糞、自動撮影 

    イタチ Mustela itatsi 
 

○ ○ ○ 
  

○ ○ 足跡、糞、目撃 

  ジャコウネコ ハクビシン Paguma larvata 
 

○ ○ ○ 
   

○ 足跡、糞、自動撮影 

ウシ(偶蹄) イノシシ イノシシ Sus scrofa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 足跡、糞、掘り返し、自動撮影、目撃 

  シカ ニホンジカ Cervus nippon 
    

○ ○ 
  

糞、足跡、食痕 

  ウシ カモシカ Capricornis crispus ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ ○ 足跡、糞 

  - ウシ目※5※6 - 
    

○ ○ 
  

足跡、糞 

6 目 13 科 20 種 - 
10 種 14 種 12 種 14 種 7 種 8 種 9 種 15 種 

- 
15 種 14 種 9 種 15 種 

注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

※1 ヒナコウモリ科 1 は、確認した周波数のピーク(20-25kHz)やバットディテクターの入感音、確認環境や分布情報等よりヤマコウモリまたはヒナコ

ウモリの可能性が高い。 

※2 ヒナコウモリ科 2 は、確認した周波数のピークが「40～50kHz」であった。ヤマコウモリやヒナコウモリを除く、多くのヒナコウモリ科の周波数

は「40～50kHz」を含むため、種を特定するには至らなかった。 

※3 ネズミ科はアカネズミ、ヒメネズミ等の可能性があるが、足跡のみのデータでは種を特定するには至らなかった。 

※4 ネズミ科については、同科の種が確認されているため種数の合計には計上しなかった。 

※5 ウシ目はニホンジカ、カモシカであるが、足跡のみのデータでは種を特定するには至らなかった。 

※6 ウシ目については、同目の種が確認されているため種数の合計には計上しなかった。 
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（イ）鳥類の生息状況 

ａ．任意観察法、ラインセンサス法、定点観察法による調査結果 

任意観察法、ラインセンサス法、定点観察法によって確認された鳥類は、表 7.6-14(1)

～(2)に示すとおり、13 目 35 科 80 種である。 

 

表7.6-14(1) 鳥類の調査結果（現地調査：任意観察法、ラインセンサス法、定点観察法） 

目名 科名 種名 学名 

対象事業実施区域 

夏季 秋季 冬季 春季 

内 外 内 外 内 外 内 外 

キジ キジ ヤマドリ Syrmaticus soemmerringii 
 

○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ 

    キジ Phasianus colchicus 
 

○ 
   

○ 
 

○ 

カモ カモ マガモ Anas platyrhynchos 
 

○ 
      

    カルガモ Anas zonorhyncha 
 

○ 
   

○ 
 

○ 

ハト ハト キジバト Streptopelia orientalis ○ ○ ○ ○ 
  

○ ○ 

    アオバト Treron sieboldii ○ 
     

○ ○ 

カツオドリ ウ カワウ Phalacrocorax carbo ○ ○ 
    

○ 
 

ペリカン サギ アオサギ Ardea cinerea 
 

○ 
  

○ 
 

○ 
 

カッコウ カッコウ ジュウイチ Hierococcyx hyperythrus 
      

○ ○ 

    ツツドリ Cuculus optatus 
      

○ ○ 

    カッコウ Cuculus canorus 
      

○ 
 

アマツバメ アマツバメ ハリオアマツバメ Hirundapus caudacutus 
  

○ ○ 
    

    アマツバメ Apus pacificus ○ 
 

○ ○ 
    

チドリ シギ アオシギ Gallinago solitaria 
    

○ 
   

タカ タカ トビ Milvus migrans ○ ○ ○ 
 

○ ○ 
 

○ 

    ツミ Accipiter gularis 
  

○ 
     

    ハイタカ Accipiter nisus 
 

○ 
 

○ ○ 
   

    オオタカ Accipiter gentilis 
     

○ 
  

    サシバ Butastur indicus 
      

○ ○ 

    ノスリ Buteo buteo ○ 
   

○ 
  

○ 

    クマタカ Nisaetus nipalensis ○ 
 

○ ○ ○ ○ 
  

フクロウ フクロウ フクロウ Strix uralensis 
 

○ 
    

○ ○ 

ブッポウソウ カワセミ アカショウビン Halcyon coromanda  ○       

  カワセミ Alcedo atthis 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

キツツキ キツツキ コゲラ Dendrocopos kizuki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    オオアカゲラ Dendrocopos leucotos 
     

○ 
  

    アカゲラ Dendrocopos major ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    アオゲラ Picus awokera ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

スズメ サンショウクイ サンショウクイ Pericrocotus divaricatus  ○       

 カササギヒタキ サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata  ○      ○ 

 モズ モズ Lanius bucephalus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 カラス カケス Garrulus glandarius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

   ハシボソガラス Corvus corone  ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

   ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 キクイタダキ キクイタダキ Regulus regulus    ○  ○   

 シジュウカラ 

  

コガラ Poecile montanus  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 ヤマガラ Poecile varius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

   ヒガラ Periparus ater ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

   シジュウカラ Parus minor ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
ツバメ ツバメ Hirundo rustica ○ ○ ○ 

    
○ 

  ヒヨドリ ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ウグイス ウグイス Cettia diphone ○ ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ 

    ヤブサメ Urosphena squameiceps ○ 
     

○ ○ 

  エナガ エナガ Aegithalos caudatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ムシクイ センダイムシクイ Phylloscopus coronatus 
      

○ ○ 

  メジロ メジロ Zosterops japonicus ○ ○ ○ ○ 
  

○ ○ 

  ゴジュウカラ ゴジュウカラ Sitta europaea 
 

○ 
 

○ 
 

○ ○ ○ 

  ミソサザイ ミソサザイ Troglodytes troglodytes 
   

○ ○ ○ ○ ○ 

  ムクドリ ムクドリ Spodiopsar cineraceus 
       

○ 

  カワガラス カワガラス Cinclus pallasii ○ 
 

○ ○ 
 

○ 
 

○ 

注）種名は「日本鳥類目録 改訂第7版」(平成24年、日本鳥学会)に準拠。 
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表7.6-14(2) 鳥類の調査結果（現地調査：任意観察法、ラインセンサス法、定点観察法） 

目名 科名 種名 学名 

対象事業実施区域 

夏季 秋季 冬季 春季 

内 外 内 外 内 外 内 外 

スズメ  ヒタキ トラツグミ Zoothera dauma 
 

○ 
    

○ 
 

    クロツグミ Turdus cardis 
 

○ 
    

○ ○ 

    シロハラ Turdus pallidus 
    

○ ○ 
 

○ 

    アカハラ Turdus chrysolaus 
 

○ 
     

○ 

    ツグミ Turdus naumanni 
    

○ ○ 
  

    コルリ Luscinia cyane 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    ルリビタキ Tarsiger cyanurus 
      

○ 
 

    ジョウビタキ Phoenicurus auroreus 
  

○ ○ ○ ○ 
  

    エゾビタキ Muscicapa griseisticta 
  

○ 
     

    キビタキ Ficedula narcissina ○ ○ 
    

○ ○ 

    オオルリ Cyanoptila cyanomelana 
     

○ ○ ○ 

  イワヒバリ カヤクグリ Prunella rubida 
     

○ 
  

  スズメ スズメ Passer montanus 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

 セキレイ キセキレイ Motacilla cinerea ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 

    ハクセキレイ Motacilla alba  ○ ○ ○ ○ ○  ○ 

    セグロセキレイ Motacilla grandis  ○  ○  ○   

    ビンズイ Anthus hodgsoni   ○ ○     

  アトリ アトリ Fringilla montifringilla   ○ ○ ○ ○   

    カワラヒワ Chloris sinica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    マヒワ Carduelis spinus     ○    

    ベニマシコ Uragus sibiricus     ○ ○   

    オオマシコ Carpodacus roseus     ○    

    イスカ Loxia curvirostra     ○    

    シメ Coccothraustes coccothraustes     ○ ○   

    イカル Eophona personata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ホオジロ ホオジロ Emberiza cioides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    カシラダカ Emberiza rustica    ○ ○ ○   

    ミヤマホオジロ Emberiza elegans     ○ ○   

    アオジ Emberiza spodocephala ○ ○ ○    ○ ○ 

  チメドリ ガビチョウ Garrulax canorus  ○  ○  ○ ○ ○ ○ 

13 目 35 科 80 種 - 
30 種 44 種 36 種 38 種 39 種 42 種 41 種 49 種 

51 種 44 種 52 種 54 種 

注）種名は「日本鳥類目録 改訂第7版」(平成24年、日本鳥学会)に準拠。 

 

 

ｂ．猛禽類調査結果 

猛禽類調査で確認された鳥類は、表 7.6-15 に示すとおり、2 目 3 科 12 種である。 

 

表7.6-15 鳥類（猛禽類）の調査結果（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
対象事業実施区域 

内 外 

タカ ミサゴ ミサゴ Pandion haliaetus ○ ○ 
  タカ ハチクマ Pernis apivorus ○ ○ 
  ハイイロチュウヒ Circus cyaneus ○ ○ 
  ツミ Accipiter gularis ○ ○ 
    ハイタカ Accipiter nisus ○ ○ 
  オオタカ Accipiter gentilis ○ ○ 
   サシバ Butastur indicus ○ ○ 
  ノスリ Buteo buteo ○ ○ 
  クマタカ Spizaetus nipalensis ○ ○ 
ハヤブサ ハヤブサ コチョウゲンボウ Falco columbarius 

 
○ 

  
 

チゴハヤブサ Falco subbuteo ○ 
 

  ハヤブサ Falco peregrinus ○ ○ 

2 目 3 科 12 種 - 11 種 11 種 

注）種名は「日本鳥類目録 改訂第7版」(平成24年、日本鳥学会)に準拠。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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（ウ）爬虫類の生息状況 

現地調査で確認された爬虫類は、表 7.6-16 に示すとおり、1 目 4 科 7 種である。 

 

表7.6-16 爬虫類の調査結果（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 

対象事業実施区域 

夏季 秋季 春季 

内 外 内 外 内 外 

有鱗 トカゲ ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus 
 

○ 
    

  カナヘビ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  ナミヘビ シマヘビ Elaphe quadrivirgata ○ ○ ○ ○ 
 

○ 

    アオダイショウ Elaphe climacophora ○ ○ 
 

○ 
 

○ 

    ジムグリ Euprepiophis conspicillatus 
   

○ 
  

    ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus 
   

○ 
  

  クサリヘビ ニホンマムシ Gloydius blomhoffii ○ ○ 
 

○ 
  

1 目 4 科 7 種 - 
4 種 5 種 2 種 6 種 1 種 3 種 

5 種 6 種 3 種 

注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

 

（エ）両生類の生息状況 

現地調査で確認された両生類は、表 7.6-17 に示すとおり、2 目 6 科 10 種である。 

 

表7.6-17 両生類の調査結果（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 

対象事業実施区域 

夏季 秋季 早春季 春季 

内 外 内 外 内 外 内 外 

有尾 サンショウウオ トウホクサンショウウオ Hynobius lichenatus 
     

○ 
  

    バンダイハコネサンショウウオ Onychodactylus sp. 
 

○ 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

  イモリ アカハライモリ Cynops pyrrhogaster 
 

○ ○ 
   

○ ○ 

無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus 
    

○ ○ 
 

○ 

  アマガエル ニホンアマガエル Hyla japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

  アカガエル タゴガエル Rana tagoi tagoi 
 

○ 
     

○ 

    ニホンアカガエル Rana japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

    トウキョウダルマガエル Pelophylax porosus porosus ○ ○ 
 

○ 
   

○ 

    ツチガエル Glandirana rugosa ○ ○ ○ ○ 
 

○ ○ ○ 

  アオガエル シュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii 
   

○ ○ ○ ○ ○ 

2 目 6 科 10 種 - 
4 種 7 種 4 種 6 種 4 種 7 種 5 種 9 種 

7 種 7 種 7 種 9 種 

注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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（オ）昆虫類の生息状況 

現地調査で確認された昆虫類は、表 7.6-18～19 に示すとおり、16 目 203 科 847 種であ

る。 

 

表7.6-18 昆虫類の種数（現地調査） 

目名 
夏季 秋季 春季 全季 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 

カゲロウ(蜉蝣) 0 0 0 0 1 1 1 1 

トンボ(蜻蛉) 5 12 3 5 3 4 5 15 

カマキリ(蟷螂) 1 1 1 2 0 0 1 2 

ハサミムシ(革翅) 1 1 1 1 0 0 1 1 

カワゲラ(セキ翅) 0 0 0 0 2 2 2 2 

バッタ(直翅) 11 27 10 20 4 5 11 33 

チャタテムシ 0 0 3 3 0 0 3 3 

カメムシ(半翅) 23 68 22 49 19 39 31 108 

ヘビトンボ 0 0 0 0 1 1 1 1 

アミメカゲロウ(脈翅) 2 2 1 1 0 0 3 3 

シリアゲムシ(長翅) 1 1 1 1 0 0 1 1 

トビケラ(毛翅) 8 11 3 3 4 5 8 14 

チョウ(鱗翅) 21 185 9 34 14 37 24 227 

ハエ(双翅) 28 68 25 67 31 58 42 129 

コウチュウ(鞘翅) 29 102 13 40 31 105 42 201 

ハチ(膜翅) 25 72 15 45 14 40 27 106 

16目 155科 550種 107科 271種 124科 297種 203科 847種 

 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(1) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

  

内 外

カゲロウ(蜉蝣) ヒラタカゲロウ クロタニガワカゲロウ Ecdyonurus tobiironis ○ ○

トンボ(蜻蛉) アオイトトンボ オオアオイトトンボ Lestes temporalis ○ ○

オツネントンボ Sympecma paedisca ○ ○

カワトンボ ミヤマカワトンボ Calopteryx cornelia ○

ニホンカワトンボ Mnais costalis ○ ○

ヤンマ ミルンヤンマ Planaeschna milnei milnei ○

オニヤンマ オニヤンマ Anotogaster sieboldii ○ ○

トンボ ハラビロトンボ Lyriothemis pachygastra ○ ○

シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ○

シオヤトンボ Orthetrum japonicum ○ ○

オオシオカラトンボ Orthetrum melania ○ ○

ウスバキトンボ Pantala flavescens ○ ○

ナツアカネ Sympetrum darwinianum ○ ○

マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum ○

アキアカネ Sympetrum frequens ○ ○

ノシメトンボ Sympetrum infuscatum ○ ○

カマキリ(蟷螂) カマキリ コカマキリ Statilia maculata ○ ○

オオカマキリ Tenodera aridifolia ○ ○

ハサミムシ(革翅) クギヌキハサミムシ キバネハサミムシ Forficula mikado ○ ○

カワゲラ(セキ翅) オナシカワゲラ Nemoura属 Nemoura sp. ○ ○

ミドリカワゲラ Sweltsa属 Sweltsa sp. ○

バッタ(直翅) コロギス ハネナシコロギス Nippancistroger testaceus ○ ○

コロギス Prosopogryllacris japonica ○

カマドウマ コノシタウマ Diestrammena elegantissima ○ ○

マダラカマドウマ Diestrammena japonica ○

ツユムシ アシグロツユムシ Phaneroptera nigroantennata ○ ○

ヘリグロツユムシ Psyrana japonica ○

キリギリス ウスイロササキリ Conocephalus chinensis ○ ○

コバネササキリ Conocephalus japonicus ○

ササキリ Conocephalus melaenus ○ ○

ハヤシノウマオイ Hexacentrus hareyamai ○

ササキリモドキ Kuzicus suzukii ○

ヒメクサキリ Ruspolia dubia ○

ケラ ケラ Gryllotalpa orientalis ○

マツムシ カンタン Oecanthus longicauda ○ ○

コオロギ ハラオカメコオロギ Loxoblemmus campestris ○

モリオカメコオロギ Loxoblemmus sylvestris ○ ○

エンマコオロギ Teleogryllus emma ○ ○

ツヅレサセコオロギ Velarifictorus mikado ○

ヒバリモドキ マダラスズ Dianemobius nigrofasciatus ○ ○

シバスズ Polionemobius mikado ○ ○

ヤチスズ Pteronemobius ohmachii ○ ○

バッタ ショウリョウバッタ Acrida cinerea ○

ヒナバッタ Glyptobothrus maritimus maritimus ○

トノサマバッタ Locusta migratoria ○

クルマバッタモドキ Oedaleus infernalis ○

ヒロバネヒナバッタ Stenobothrus fumatus ○

イボバッタ Trilophidia japonica ○

イナゴ アオフキバッタ Aopodisma subaptera ○

コバネイナゴ Oxya yezoensis ○ ○

ミカドフキバッタ Parapodisma mikado ○

ヒシバッタ トゲヒシバッタ Criotettix japonicus ○ ○

コバネヒシバッタ Formosatettix larvatus ○ ○

ハラヒシバッタ Tetrix japonica ○ ○

チャタテムシ ホソチャタテ ホソチャタテ Stenopsocus aphidiformis ○

ケブカチャタテ ウスベニチャタテ Amphipsocus rubrostigma ○

チャタテ オオチャタテ Amphigerontia nubila ○

カメムシ(半翅) コガシラウンカ ウチワコガシラウンカ Catanidia sobrina ○ ○

ウンカ ナガラガワウンカ Garaga nagaragawana ○ ○

Stenocranus属 Stenocranus sp. ○ ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(2)昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

カメムシ(半翅) ハネナガウンカ アカメガシワハネビロウンカ Vekunta malloti ○

マルウンカ クサビウンカ Sarima amagisana ○

ハゴロモ ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus ○ ○

ヒメベッコウハゴロモ Ricania taeniata ○

セミ アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata ○ ○

ミンミンゼミ Hyalessa maculaticollis ○ ○

チッチゼミ Kosemia radiator ○ ○

エゾゼミ Lyristes japonicus ○ ○

ツクツクボウシ Meimuna opalifera ○ ○

ツノゼミ トビイロツノゼミ Machaerotypus sibiricus ○ ○

アワフキムシ シロオビアワフキ Aphrophora intermedia ○

イシダアワフキ Aphrophora ishidae ○

コガタアワフキ Aphrophora obtusa ○

マエキアワフキ Aphrophora pectoralis ○ ○

マダラアワフキ Awafukia nawae ○

マルアワフキ Lepyronia coleoptrata ○

Peuceptyelus属 Peuceptyelus sp. ○

コガシラアワフキムシ コガシラアワフキ Eoscarta assimilis ○

ヨコバイ アオズキンヨコバイ Batracomorphus mundus ○ ○

ツマグロオオヨコバイ Bothrogonia ferruginea ○ ○

オオヨコバイ Cicadella viridis ○ ○

ヒシモンヨコバイ Hishimonus sellatus ○

シダヨコバイ Japanagallia pteridis ○

マエジロオオヨコバイ Kolla atramentaria ○

ミドリヒロヨコバイ Laburrus impictifrons ○

ミミズク Ledra auditura ○

ムツテンヨコバイ Macrosteles sexnotatus ○

ヨモギシロテンヨコバイ Mileewa margheritae ○

オヌキシダヨコバイ Onukigallia onukii ○

リンゴマダラヨコバイ Orientus ishidae ○

ズキンヨコバイ Podulmorinus vitticollis ○

シラホシスカシヨコバイ Scaphoideus festivus ○ ○

サシガメ オオトビサシガメ Isyndus obscurus ○

クロモンサシガメ Peirates turpis ○

ヤニサシガメ Velinus nodipes ○

グンバイムシ アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata ○

チャイログンバイ Physatocheila orientis ○

ハナカメムシ ヤサハナカメムシ Amphiareus obscuriceps ○

カスミカメムシ クロバカスミカメ Apolygopsis nigritulus ○

フタモンアカカスミカメ Apolygus hilaris ○

ツマグロアオカスミカメ Apolygus spinolae ○ ○

ヒメセダカカスミカメ Charagochilus angusticollis ○ ○

マダラカスミカメ Cyphodemidea saundersi ○

メンガタカスミカメ Eurystylus coelestialium ○ ○

クロマルカスミカメ Orthocephalus funestus ○

フタトゲムギカスミカメ Stenodema calcarata ○ ○

マキバサシガメ アカマキバサシガメ Gorpis brevilineatus ○

ハラビロマキバサシガメ Himacerus apterus ○

コバネマキバサシガメ Nabis apicalis ○ ○

ハネナガマキバサシガメ Nabis stenoferus ○

キバネアシブトマキバサシガメ Prostemma kiborti ○

ヒラタカメムシ トビイロオオヒラタカメムシ Neuroctenus castaneus ○

ホソヘリカメムシ ホソヘリカメムシ Riptortus pedestris ○

ヘリカメムシ ホソハリカメムシ Cletus punctiger ○

ハリカメムシ Cletus schmidti ○

ハラビロヘリカメムシ Homoeocerus dilatatus ○

ホシハラビロヘリカメムシ Homoeocerus unipunctatus ○ ○

オオツマキヘリカメムシ Hygia lativentris ○ ○

キバラヘリカメムシ Plinachtus bicoloripes ○

ヒメヘリカメムシ アカヒメヘリカメムシ Rhopalus maculatus ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(3) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

カメムシ(半翅) ヒメヘリカメムシ コブチヒメヘリカメムシ Stictopleurus minutus ○ ○

ナガカメムシ セスジナガカメムシ Arocatus melanostoma ○

アカヘリナガカメムシ Arocatus sericans ○

ヒョウタンナガカメムシ Caridops albomarginatus ○

チビヒメヒラタナガカメムシ Cymodema basicornis ○

コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes ○ ○

オオメナガカメムシ Geocoris varius ○ ○

キベリヒョウタンナガカメムシ Horridipamera lateralis ○ ○

ホソコバネナガカメムシ Macropes obnubilus ○

チャイロナガカメムシ Neolethaeus dallasi ○

ホソメダカナガカメムシ Ninomimus flavipes ○

ヒメナガカメムシ Nysius plebeius ○ ○

Nysius属 Nysius sp. ○

ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata ○

シロヘリナガカメムシ Panaorus japonicus ○

チャモンナガカメムシ Paradieuches dissimilis ○

チビナガカメムシ Stigmatonotum rufipes ○ ○

メダカナガカメムシ メダカナガカメムシ Chauliops fallax ○ ○

ツノカメムシ セアカツノカメムシ Acanthosoma denticaudum ○

ベニモンツノカメムシ Elasmostethus humeralis ○ ○

エサキモンキツノカメムシ Sastragala esakii ○ ○

ツチカメムシ ミツボシツチカメムシ Adomerus triguttulus ○

ツチカメムシ Macroscytus japonensis ○

カメムシ シロヘリカメムシ Aenaria lewisi ○ ○

トゲカメムシ Carbula abbreviata ○ ○

ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum ○

オオトゲシラホシカメムシ Eysarcoris lewisi ○ ○

クサギカメムシ Halyomorpha halys ○

ヨツボシカメムシ Homalogonia obtusa ○ ○

ツマジロカメムシ Menida violacea ○ ○

オオクチブトカメムシ Picromerus bidens ○

クチブトカメムシ Picromerus lewisi ○

チャバネアオカメムシ Plautia stali ○

ヒメカメムシ Rubiconia intermedia ○

マルカメムシ マルカメムシ Megacopta punctatissima ○ ○

キンカメムシ アカスジキンカメムシ Poecilocoris lewisi ○

アメンボ オオアメンボ Aquarius elongatus ○

アメンボ Aquarius paludum paludum ○

ヒメアメンボ Gerris latiabdominis ○ ○

ヤスマツアメンボ Gerris insularis ○ ○

シマアメンボ Metrocoris histrio ○ ○

ミズムシ(昆) ハラグロコミズムシ Sigara nigroventralis ○ ○

メミズムシ メミズムシ Ochterus marginatus ○

コオイムシ コオイムシ Appasus japonicus ○ ○

オオコオイムシ Appasus major ○ ○

マツモムシ マツモムシ Notonecta triguttata ○ ○

ヘビトンボ センブリ トウホククロセンブリ Sialis tohokuensis ○ ○

アミメカゲロウ(脈翅ヒロバカゲロウ ヒロバカゲロウ Lysmus harmandinus ○

クサカゲロウ ムモンクサカゲロウ Chrysotropia ciliata ○

ウスバカゲロウ ホシウスバカゲロウ Glenuroides japonicus ○

シリアゲムシ(長翅)シリアゲムシ ヤマトシリアゲ Panorpa japonica ○ ○

トビケラ(毛翅) シマトビケラ ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia ○ ○

ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ○ ○

Hydropsyche属 Hydropsyche sp. ○ ○

ヒゲナガカワトビケラ ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ○

チャバネヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche sauteri ○ ○

ヤマトビケラ ニチンカタヤマトビケラ Glossosoma nichinkata ○

イノプスヤマトビケラ Glossosoma ussuricum ○ ○

ニンギョウトビケラ Goera属 Goera sp. ○

カクツツトビケラ Lepidostoma属 Lepidostoma sp. ○ ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(4) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

トビケラ(毛翅) ヒゲナガトビケラ アオヒゲナガトビケラ Mystacides azureus ○

ゴマダラヒゲナガトビケラ Oecetis nigropunctata ○

エグリトビケラ トウヨウウスバキトビケラ Limnephilus orientalis ○

エグリトビケラ Nemotaulius admorsus ○

ナガレエグリトビケラ Rivulophilus sakaii ○ ○

トビケラ ムラサキトビケラ Eubasilissa regina ○ ○

チョウ(鱗翅) マガリガ ケブカヒゲナガ Adela nobilis ○

キバガ キバガ科 Gelechiidae sp. ○

スガ コナガ Plutella xylostella ○

オオボシオオスガ Yponomeuta polystictus ○

スカシバガ セスジスカシバ Pennisetia fixseni ○

ハマキガ プライヤハマキ Acleris affinatana ○

ヒメサザナミハマキ Acleris takeuchii ○

アトキハマキ Archips audax ○

クサビホソハマキ Cochylimorpha jaculana ○

クリミドリシンクイガ Fibuloides aestuosa ○

コホソスジハマキ Neocalyptis angustilineata ○

クリオビキヒメハマキ Olethreutes obovata ○

スジトビハマキ Pandemis dumetana ○ ○

セジロホソハマキ Phtheochroa pistrinana ○

ヨモギオオホソハマキ Phtheochroides clandestina ○

セセリチョウ アオバセセリ本土亜種 Choaspes benjaminii japonicus ○

ダイミョウセセリ Daimio tethys tethys ○ ○

ミヤマセセリ Erynnis montana montana ○ ○

イチモンジセセリ Parnara guttata guttata ○ ○

チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri ○

オオチャバネセセリ Polytremis pellucida pellucida ○ ○

シジミチョウ コツバメ Callophrys ferrea ferrea ○

ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides ○ ○

ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta ○ ○

ツバメシジミ Everes argiades argiades ○

ウラナミシジミ Lampides boeticus ○

ベニシジミ Lycaena phlaeas chinensis ○ ○

トラフシジミ Rapala arata ○ ○

ヤマトシジミ本土亜種 Zizeeria maha argia ○

タテハチョウ サカハチチョウ Araschnia burejana burejana ○

ミドリヒョウモン Argynnis paphia tsushimana ○ ○

ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius ○

オオウラギンスジヒョウモン Argyronome ruslana ○

ルリタテハ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum ○ ○

クロヒカゲ本土亜種 Lethe diana diana ○ ○

ヒカゲチョウ Lethe sicelis ○ ○

テングチョウ日本本土亜種 Libythea lepita celtoides ○ ○

イチモンジチョウ Limenitis camilla japonica ○ ○

コジャノメ Mycalesis francisca perdiccas ○

ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia ○ ○

ヤマキマダラヒカゲ本土亜種 Neope niphonica niphonica ○ ○

クモガタヒョウモン Nephargynnis anadyomene ella ○ ○

コミスジ Neptis sappho intermedia ○ ○

アサギマダラ Parantica sita niphonica ○ ○

シータテハ Polygonia c-album hamigera ○

キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum ○ ○

アカタテハ Vanessa indica indica ○

ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus argus ○ ○

アゲハチョウ カラスアゲハ本土亜種 Papilio dehaanii dehaanii ○ ○

キアゲハ Papilio machaon hippocrates ○ ○

オナガアゲハ Papilio macilentus macilentus ○

クロアゲハ本土亜種 Papilio protenor demetrius ○

アゲハ Papilio xuthus ○ ○

シロチョウ ツマキチョウ本土亜種 Anthocharis scolymus scolymus ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(5) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

チョウ(鱗翅) シロチョウ モンキチョウ Colias erate poliographa ○ ○

キタキチョウ Eurema mandarina ○ ○

スジグロシロチョウ Pieris melete ○ ○

モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ○

ツトガ シロテンウスグロノメイガ Bradina atopalis erectalis ○

ウスクロスジツトガ Chrysoteuchia diplogramma ○

ナカモンツトガ Chrysoteuchia porcelanella ○

モモノゴマダラノメイガ Conogethes punctiferalis ○

シロスジツトガ Crambus argyrophorus ○

スカシノメイガ Glyphodes pryeri ○

モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosale zelleri ○ ○

ミツテンノメイガ Mabra charonialis ○

マメノメイガ Maruca vitrata ○

ヒメクロミスジノメイガ Omiodes miserus ○

フキノメイガ Ostrinia zaguliaevi ○

マタスジノメイガ Pagyda quinquelineata ○

コガタシロモンノメイガ Piletocera sodalis ○

コヨツメノメイガ Pleuroptya inferior ○ ○

タテシマノメイガ Sclerocona acutella ○

タイワンモンキノメイガ Syllepte taiwanalis ○

メイガ オオウスベニトガリメイガ Endotricha icelusalis ○ ○

アカマダラメイガ Oncocera semirubella ○

シロスジクロマダラメイガ Ortholepis infausta ○

カギバガ マエキカギバ Agnidra scabiosa scabiosa ○

ニッコウトガリバ Epipsestis nikkoensis ○

ヒメウスベニトガリバ Habrosyne aurorina aurorina ○

アヤトガリバ Habrosyne pyritoides derasoides ○

ヤマトカギバ Nordstromia japonica ○

アシベニカギバ Oreta pulchripes ○

モントガリバ Thyatira batis ○

ヒメナカジロトガリバ Togaria tancrei ○

シャクガ ナカウスエダシャク Alcis angulifera ○ ○

ゴマフキエダシャク Angerona nigrisparsa ○

キジマエダシャク Arichanna tetrica ○

ヨモギエダシャク本州以南亜種 Ascotis selenaria cretacea ○

ホソバトガリナミシャク Carige scutilimbata ○

ギンスジエダシャク Chariaspilates formosaria ○ ○

オオトビエダシャク Duliophyle majuscularia ○

オオハガタナミシャク Ecliptopera umbrosaria umbrosaria ○ ○

フトフタオビエダシャク Ectropis crepuscularia ○

オオトビスジエダシャク Ectropis excellens ○

ウスジロエダシャク Ectropis obliqua ○

フタシロスジナミシャク Epirrhoe supergressa supergressa ○

オビカバナミシャク Eupithecia selinata fusei ○

キアミメナミシャク Eustroma japonica ○

ハガタナミシャク Eustroma melancholica melancholica ○

セスジナミシャク Evecliptopera illitata illitata ○

キマダラオオナミシャク Gandaritis fixseni ○ ○

カギシロスジアオシャク Geometra dieckmanni ○

ウラベニエダシャク Heterolocha aristonaria ○

ハミスジエダシャク Hypomecis roboraria displicens ○

ウスキヒメシャク Idaea biselata ○

ナカモンキナミシャク Idiotephria evanescens ○

セグロナミシャク Laciniodes unistirpis ○

アトクロナミシャク Lampropteryx minna ○

クロミスジシロエダシャク Myrteta angelica angelica ○

マエキトビエダシャク Nothomiza formosa ○

ウスキツバメエダシャク Ourapteryx nivea ○

ツマキリウスキエダシャク Pareclipsis gracilis ○ ○

ウラモンアカエダシャク Parepione grata ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(6) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

チョウ(鱗翅) シャクガ クワエダシャク Phthonandria atrilineata atrilineata ○ ○

フタナミトビヒメシャク Pylargosceles steganioides steganioides ○

ナミスジエダシャク Racotis petrosa ○

フタヤマエダシャク Rikiosatoa grisea ○

ソトキクロエダシャク Scionomia mendica ○

マエキヒメシャク Scopula nigropunctata imbella ○

フトベニスジヒメシャク Timandra apicirosea ○

ホソバナミシャク Tyloptera bella bella ○

フタトビスジナミシャク Xanthorhoe hortensiaria ○

ミスジツマキリエダシャク Xerodes rufescentaria ○

ツバメガ クロホシフタオ Dysaethria moza ○

イカリモンガ イカリモンガ Pterodecta felderi ○

オビガ オビガ Apha aequalis ○

カレハガ ツガカレハ Dendrolimus superans ○

タケカレハ Euthrix albomaculata directa ○ ○

ヤママユガ ヤママユ Antheraea yamamai yamamai ○ ○

クスサン Saturnia japonica japonica ○

シャチホコガ コトビモンシャチホコ Drymonia japonica ○

クワゴモドキシャチホコ Gonoclostera timoniorum ○

ツマジロシャチホコ Hexafrenum leucodera leucodera ○

ハイイロシャチホコ Microphalera grisea grisea ○

ナカスジシャチホコ Nerice bipartita ○ ○

ナカキシャチホコ Peridea gigantea ○

スズキシャチホコ Pheosiopsis cinerea cinerea ○

オオエグリシャチホコ Pterostoma gigantinum ○ ○

トビギンボシシャチホコ Rosama ornata ○

アオバシャチホコ Zaranga permagna ○

ヒトリガ シロヒトリ Chionarctia nivea ○

ムジホソバ Eilema deplana pavescens ○

ニセキマエホソバ Eilema nankingica ○

キシタホソバ Eilema vetusta aegrota ○

カクモンヒトリ Lemyra inaequalis inaequalis ○

ヨツボシホソバ Lithosia quadra ○ ○

オオベニヘリコケガ Melanaema venata ○

ハガタキコケガ Miltochrista calamina ○

ベニヘリコケガ Miltochrista miniata rosaria ○

クロスジホソバ Pelosia noctis ○

クロミャクホソバ Pelosia ramosula jezoensis ○

ベニシタヒトリ Rhyparioides nebulosa ○

ドクガ ヒメシロドクガ Arctornis chichibense ○

マメドクガ Cifuna locuples confusa ○ ○

ブドウドクガ Ilema eurydice ○

ニワトコドクガ Topomesoides jonasii ○

ヤガ ミツモンキンウワバ Acanthoplusia agnata ○

フタテンヒメヨトウ Acosmetia biguttula ○

ナシケンモン Acronicta rumicis ○

オオウスヅマカラスヨトウ Amphipyra erebina ○

カラスヨトウ Amphipyra livida corvina ○ ○

サビイロヤガ Amyna stellata ○

ホソバカバアツバ Anachrostis minutissima ○

ウスベリケンモン Anacronicta nitida ○

ヒメナミグルマアツバ Anatatha misae ○

アオバハガタヨトウ Antivaleria viridimacula ○

ソトジロツマキリクチバ Arytrura musculus ○ ○

エゾウスイロヨトウ Athetis correpta ○

シロモンオビヨトウ Athetis lineosa ○

ヒメサビスジヨトウ Athetis stellata ○

クロハナコヤガ Aventiola pusilla ○

モクメヤガ Axylia putris ○

シロスジアツバ Bertula spacoalis ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(7) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

チョウ(鱗翅) ヤガ ホシムラサキアツバ Bomolocha nigrobasalis ○

オニベニシタバ Catocala dula ○ ○

マメキシタバ Catocala duplicata ○

ベニシタバ Catocala electa zalmunna ○ ○

シロシタバ Catocala nivea nivea ○

キシタバ Catocala patala ○ ○

カクモンキシタバ Chrysorithrum amatum ○

シマフコヤガ Corgatha nitens ○

キノコヨトウ Cryphia mitsuhashi ○

ハイイロセダカモクメ Cucullia maculosa ○

オオバコヤガ Diarsia canescens ○ ○

アカフヤガ Diarsia pacifica ○

モンオビヒメヨトウ Dysmilichia gemella ○ ○

モンムラサキクチバ Ercheia umbrosa ○

アカテンクチバ Erygia apicalis ○

アトヘリヒトホシアツバ Gesonia fallax ○

ゴボウトガリヨトウ Gortyna fortis ○

スギタニゴマケンモン Harrisimemna marmorata ○

ウスキミスジアツバ Herminia arenosa ○ ○

クロスジアツバ Herminia grisealis ○

トビスジアツバ Herminia tarsicrinalis ○

クロクモヤガ Hermonassa cecilia ○ ○

チョウセンコウスグロアツバ Hypertrocon umbrosalis ○

チビアツバ Luceria fletcheri ○

クビグロクチバ Lygephila maxima ○ ○

ギンモンシロウワバ Macdunnoughia purissima ○

ネジロコヤガ Maliattha chalcogramma ○

ホシミミヨトウ Mesapamea concinnata ○

ツマオビアツバ Mesoplectra griselda ○

シロスジトモエ Metopta rectifasciata ○

オオハガタヨトウ Mniotype melanodonta ○

ニセウンモンクチバ Mocis ancilla ○

ウンモンクチバ Mocis annetta ○ ○

ミヤマフタオビキヨトウ Mythimna matsumuriana ○ ○

クロシタキヨトウ Mythimna placida ○

フタオビキヨトウ Mythimna turca ○

クロギシギシヤガ Naenia contaminata ○

フタオビコヤガ Naranga aenescens ○ ○

チャオビヨトウ Niphonyx segregata ○

マエジロヤガ Ochropleura plecta glaucimacula ○

ノコメセダカヨトウ Orthogonia sera ○

シロテンムラサキアツバ Paracolax pryeri ○

シロマダラコヤガ Protodeltote distinguenda ○

シロフコヤガ Protodeltote pygarga ○ ○

マエホシヨトウ Pyrrhidivalva sordida ○

イネヨトウ Sesamia inferens ○

スジキリヨトウ Spodoptera depravata ○ ○

ナマリケンモン Tambana plumbea ○

ムクゲコノハ Thyas juno ○

キイロキリガ Xanthia togata ○

クロフトビイロヤガ Xestia fuscostigma ○

ハイイロキシタヤガ Xestia semiherbida decorata ○ ○

コブガ クロオビリンガ Gelastocera kotschubeji ○

ハエ(双翅) ガガンボ Antocha属 Antocha sp. ○ ○

Cheilotrichia属 Cheilotrichia sp. ○

Cladura属 Cladura sp. ○

Helius属 Helius sp. ○

Hexatoma属 Hexatoma sp. ○

マダラヒメガガンボ Limonia quadrimaculata ○

Limonia属 Limonia sp. ○ ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(8) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

ハエ(双翅) ガガンボ Molophilus属 Molophilus sp. ○

Nephrotoma属 Nephrotoma sp. ○

Pilaria属 Pilaria sp. ○

キリウジガガンボ Tipula aino ○ ○

Tipula属 Tipula sp. ○ ○

コシボソガガンボ オビコシボソガガンボ Ptychoptera japonica ○

ヌカカ ヌカカ科 Ceratopogonidae sp. ○ ○

ユスリカ ユスリカ科 Chironomidae sp. ○ ○

カバエ Sylvicola属 Sylvicola sp. ○

ハルカ ハマダラハルカ Haruka elegans ○

ケバエ ウスイロアシブトケバエ Bibio flavihalter ○ ○

アシブトケバエ Bibio gracilipalpus ○

Bibio属 Bibio sp. ○

タマバエ タマバエ科 Cecidomyiidae sp. ○

キノコバエ キノコバエ科 Mycetophilidae sp. ○ ○

クロバネキノコバエ クロバネキノコバエ科 Sciaridae sp. ○ ○

ミズアブ ネグロミズアブ Craspedometopon frontale ○

コウカアブ Ptecticus tenebrifer ○

ルリミズアブ Sargus niphonensis ○

アブ イヨシロオビアブ Tabanus iyoensis ○ ○

ヤマトアブ Tabanus rufidens ○ ○

ムシヒキアブ イッシキイシアブ Choerades isshikii ○

ヒメキンイシアブ Choerades japonicus ○

コムライシアブ Choerades komurae ○ ○

Laphria属 Laphria sp. ○

サキグロムシヒキ Machimus scutellaris ○

シオヤアブ Promachus yesonicus ○ ○

ツリアブ ビロウドツリアブ Bombylius major ○ ○

ニトベハラボソツリアブ Systropus nitobei ○ ○

スズキハラボソツリアブ Systropus suzukii ○

スキバツリアブ Villa limbata ○ ○

アシナガバエ Condylostylus属 Condylostylus sp. ○

Dolichopus属 Dolichopus sp. ○ ○

アシナガバエ科 Dolichopodidae sp. ○

オドリバエ Empis属 Empis sp. ○

Hybos属 Hybos sp. ○

Rhamphomyia属 Rhamphomyia sp. ○

Syneches属 Syneches sp. ○ ○

オドリバエ科 Empididae sp. ○

ハナアブ オオヒメヒラタアブ Allograpta iavana ○ ○

マダラコシボソハナアブ Baccha maculata ○

Betasyrphus属 Betasyrphus sp. ○

Cheilosia属 Cheilosia sp. ○ ○

ヨコジマオオヒラタアブ Dideoides latus ○

ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus ○ ○

キゴシハナアブ Eristalinus quinquestriatus ○

シマハナアブ Eristalis cerealis ○ ○

キョウコシマハナアブ Eristalis kyokoae ○

ナミハナアブ Eristalis tenax ○ ○

Eristalis属 Eristalis sp. ○

マドヒラタアブ Eumerus japonicus ○ ○

フタホシヒラタアブ Eupeodes corollae ○

ガロアアナアキハナアブ Graptomyza alabeta ○

アシブトハナアブ Helophilus eristaloideus ○ ○

Melangyna属 Melangyna sp. ○

Melanostoma属 Melanostoma sp. ○ ○

キアシマメヒラタアブ Paragus haemorrhous ○ ○

オオハナアブ Phytomia zonata ○ ○

ミナミヒメヒラタアブ Sphaerophoria indiana ○ ○

ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(9) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

ハエ(双翅) ハナアブ スズキナガハナアブ Spilomyia suzukii ○

オオフタホシヒラタアブ Syrphus ribesii ○

キイロナミホシヒラタアブ Syrphus vitripennis ○

Triglyphus属 Triglyphus sp. ○

クロベッコウハナアブ Volucella nigricans ○

スズキベッコウハナアブ Volucella suzukii ○

ナミルリイロハラナガハナアブ Xylota amamiensis ○ ○

ノミバエ ノミバエ科 Phoridae sp. ○ ○

ハモグリバエ Liriomyza属 Liriomyza sp. ○

ハモグリバエ科 Agromyzidae sp. ○

アブラコバエ アブラコバエ科 Chamaemyiidae sp. ○ ○

キモグリバエ Elachiptera属 Elachiptera sp. ○

カトウトゲムネキモグリバエ Togeciphus katoi ○

キモグリバエ科 Chloropidae sp. ○

ヒゲブトコバエ Cryptochetum属 Cryptochetum sp. ○

ホソショウジョウバエ モンホソショウジョウバエ Diastata ussurica ○

ホソショウジョウバエ科 Diastatidae sp. ○

ショウジョウバエ Drosophila属 Drosophila sp. ○ ○

Scaptomyza属 Scaptomyza sp. ○

ベッコウバエ ベッコウバエ Dryomyza formosa ○ ○

ミギワバエ Brachydeutera属 Brachydeutera sp. ○ ○

Psilopa属 Psilopa sp. ○ ○

ホソハマダラミギワバエ Scatella stagnalis ○

ミギワバエ科 Ephydridae sp. ○ ○

トゲハネバエ Suillia属 Suillia sp. ○

シマバエ シモフリシマバエ Homoneura euaresta ○ ○

Homoneura属 Homoneura sp. ○

Minettia属 Minettia sp. ○

Protrigonometopus属 Protrigonometopus sp. ○

Steganopsis属 Steganopsis sp. ○ ○

クロツヤバエ クロツヤバエ科 Lonchaeidae sp. ○

ナガズヤセバエ ホシアシナガヤセバエ Stypocladius appendiculatus ○

ハネオレバエ Chyliza属 Chyliza sp. ○

ヤチバエ ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens ○ ○

ヒガシヒゲナガヤチバエ Sepedon noteoi ○ ○

ツヤホソバエ Sepsis属 Sepsis sp. ○

フンコバエ フンコバエ科 Sphaeroceridae sp. ○

ミバエ チャイロケブカミバエ Oxyna amurensis ○

ツマホシケブカミバエ Trupanea gratiosa ○

ハナバエ タネバエ Delia platura ○ ○

ハナバエ科 Anthomyiidae sp. ○ ○

クロバエ ケブカクロバエ Aldrichina grahami ○

オオクロバエ Calliphora nigribarbis ○

ホホグロオビキンバエ Chrysomya pinguis ○

ショウジョウクロバエ Dexopollenia flava ○

コガネキンバエ Lucilia ampullacea ○

ミヤマキンバエ Lucilia papuensis ○ ○

Lucilia属 Lucilia sp. ○

コチビクロバエ Onesia nartshukae ○ ○

ハイイロバエ Polleniopsis mongolica ○

ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta ○ ○

クロバエ科 Calliphoridae sp. ○

ヒメイエバエ Fannia属 Fannia sp. ○

イエバエ イネクキイエバエ Atherigona oryzae ○ ○

Caricea属 Caricea sp. ○ ○

アシマダラハナレメイエバエ Coenosia variegata ○

Coenosia属 Coenosia sp. ○ ○

カガハナゲバエ Dichaetomyia bibax ○ ○

セスジミドリイエバエ Eudasyphora cyanicolor ○

ヨツボシホソイエバエ Helina quardrum ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(10) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

ハエ(双翅) イエバエ Helina属 Helina sp. ○ ○

キタミズギワイエバエ Limnophora septentrionalis ○

トウヨウカトリバエ Lispe orientalis ○

モモグロオオイエバエ Muscina angustifrons ○ ○

オオイエバエ Muscina stabulans ○

ヘリグロハナレメイエバエ Orchisia costata ○

Phaonia属 Phaonia sp. ○ ○

ニクバエ トラツメニクバエ Sarcophaga unguitigris ○ ○

フィールドニクバエ Sarcophaga uniseta ○

ニクバエ科 Sarcophagidae sp. ○

フンバエ ヒメフンバエ Scathophaga stercoraria ○

ヤドリバエ Cylindromyia属 Cylindromyia sp. ○

Ectophasia属 Ectophasia sp. ○

Exorista属 Exorista sp. ○

Gonia属 Gonia sp. ○

マルボシヒラタハナバエ Gymnosoma rotundata ○ ○

Linnaemya属 Linnaemya sp. ○ ○

Phasia属 Phasia sp. ○

ヨコジマオオハリバエ Tachina jakovlevi ○ ○

Tachina属 Tachina sp. ○ ○

ヤドリバエ科 Tachinidae sp. ○ ○

コウチュウ(鞘翅) ホソクビゴミムシ ミイデラゴミムシ Pheropsophus jessoensis ○

オサムシ ニセマルガタゴミムシ Amara congrua ○

ヒメゴミムシ Anisodactylus tricuspidatus tricuspidatus ○

クロオサムシ東北地方中部亜種 Carabus albrechti hagai ○ ○

アオオサムシ東北地方亜種 Carabus insulicola kita ○

クロナガオサムシ Carabus procerulus procerulus ○ ○

アカガネアオゴミムシ Chlaenius abstersus ○

コキベリアオゴミムシ Chlaenius circumdatus ○

アトボシアオゴミムシ Chlaenius naeviger ○ ○

アオゴミムシ Chlaenius pallipes ○

ムナビロアオゴミムシ Chlaenius sericimicans ○

コガシラアオゴミムシ Chlaenius variicornis ○

クロモリヒラタゴミムシ Colpodes atricomes ○

オオアオモリヒラタゴミムシ Colpodes buchanani ○

ハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodes japonicus ○

コハラアカモリヒラタゴミムシ Colpodes lampros ○

セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis ○ ○

ホソアトキリゴミムシ Dromius prolixus ○

ムラサキスジアシゴミムシ Eobroscus lutshniki ○

マルガタゴモクムシ Harpalus bungii ○

オオズケゴモクムシ Harpalus eous ○

ケウスゴモクムシ Harpalus griseus ○

ヒメケゴモクムシ Harpalus jureceki ○

ウスアカクロゴモクムシ Harpalus sinicus ○

コゴモクムシ Harpalus tridens ○

ケゴモクムシ Harpalus vicarius ○ ○

トックリゴミムシ Lachnocrepis prolixa ○

フタホシアトキリゴミムシ Lebia bifenestrata ○

ジュウジアトキリゴミムシ Lebia retrofasciata ○ ○

コルリアトキリゴミムシ Lebia viridis ○

フトクチヒゲヒラタゴミムシ Parabroscus crassipalpis ○

オオヨツアナアトキリゴミムシ Parena perforata ○

オオヒラタゴミムシ Platynus magnus ○

ホソヒラタゴミムシ Pristosia aeneola ○

ヒロムネナガゴミムシ Pterostichus dulcis ○

コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus ○ ○

キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis ○ ○

ニッコウヒメナガゴミムシ Pterostichus polygenus ○ ○

アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-19(11) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

 

内 外

コウチュウ(鞘翅) オサムシ ミヤギクロナガゴミムシ Pterostichus tokui ○

ヨリトモナガゴミムシ Pterostichus yoritomus ○ ○

Pterostichus属 Pterostichus sp. ○

マルガタツヤヒラタゴミムシ Synuchus arcuaticollis ○

クロツヤヒラタゴミムシ Synuchus cycloderus ○

コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho ○

オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus nitidus ○ ○

クビアカツヤゴモクムシ Trichotichnus longitarsis ○

ハンミョウ ニワハンミョウ Cicindela japana ○ ○

ハンミョウ Cicindela japonica ○

ゲンゴロウ マメゲンゴロウ Agabus japonicus ○

ホソセスジゲンゴロウ Copelatus weymarni ○ ○

クロゲンゴロウ Cybister brevis ○

シマゲンゴロウ Hydaticus bowringii ○

コシマゲンゴロウ Hydaticus grammicus ○ ○

ツブゲンゴロウ Laccophilus difficilis ○

ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis ○ ○

ミズスマシ ミズスマシ Gyrinus japonicus ○ ○

コガシラミズムシ コガシラミズムシ Peltodytes intermedius ○ ○

ガムシ トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius ○ ○

コガムシ Hydrochara affinis ○ ○

ガムシ Hydrophilus acuminatus ○

シデムシ ヨツボシモンシデムシ Nicrophorus quadripunctatus ○ ○

ハネカクシ オサシデムシモドキ Apatetica princeps ○

Gabrius属 Gabrius sp. ○

コアリガタハネカクシ Megalopaederus lewisi ○ ○

アカバホソハネカクシ Othius rufipennis ○

アシマダラメダカハネカクシ Stenus cicideloides ○

マルハナノミ トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus ○

センチコガネ オオセンチコガネ Phelotrupes auratus auratus ○ ○

クワガタムシ スジクワガタ Dorcus binervis binervis ○ ○

コクワガタ Dorcus rectus rectus ○ ○

ミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus ○ ○

コガネムシ ドウガネブイブイ Anomala cuprea ○

アオハナムグリ Cetonia roelofsi roelofsi ○ ○

コアオハナムグリ Gametis jucunda ○ ○

クロハナムグリ Glycyphana fulvistemma ○ ○

ナガチャコガネ Heptophylla picea ○

ヒメビロウドコガネ Maladera orientalis ○ ○

ハラゲビロウドコガネ Nipponoserica pubiventris ○

ヒラタハナムグリ Nipponovalgus angusticollis angusticollis ○ ○

ツヤエンマコガネ Onthophagus nitidus ○

カブトムシ Trypoxylus dichotomus septentrionalis ○

コブスジコガネ ヒメコブスジコガネ Trox opacotuberculatus ○ ○

ドロムシ ムナビロツヤドロムシ Elmomorphus brevicornis ○ ○

タマムシ アサギナガタマムシ Agrilus moerens ○

ホソアシナガタマムシ Agrilus tibialis ○

シロオビナカボソタマムシ Coraebus quadriundulatus ○ ○

ヤナギチビタマムシ Trachys minuta salicis ○

アカガネチビタマムシ Trachys tsushimae ○

コメツキムシ サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus ○ ○

ムナビロサビキコリ Agrypnus cordicollis ○

ヒメクロコメツキ Ampedus carbunculus ○

アカハラクロコメツキ Ampedus hypogastricus hypogastricus ○

ホソクロコメツキ Ampedus tenuistriatus ○

クロハナコメツキ Cardiophorus pinguis ○

ドウガネヒラタコメツキ Corymbitodes gratus ○

キバネホソコメツキ Dolerosomus gracilis ○

ヨツキボシコメツキ Ectinoides insignitus insignitus ○

ムナボソコメツキ Ectinus exulatus ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表 7.6-19(12) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

  

内 外

コウチュウ(鞘翅) コメツキムシ コハナコメツキ Paracardiophorus pullatus pullatus ○ ○

ヒラタクシコメツキ Spheniscosomus koikei ○

ヘリムネマメコメツキ Yukoana carinicollis ○

ジョウカイボン クロヒメクビボソジョウカイ Asiopodabrus malthinoides malthinoides ○

Asiopodabrus属 Asiopodabrus sp. ○

ジョウカイボン Lycocerus suturellus suturellus ○

ホタル ゲンジボタル Luciola cruciata ○ ○

ヘイケボタル Luciola lateralis ○ ○

ジョウカイモドキ ツマキアオジョウカイモドキ Malachius prolongatus ○ ○

キスイモドキ キスイモドキ Byturus affinis ○ ○

テントウムシ ナナホシテントウ Coccinella septempunctata ○

ナミテントウ Harmonia axyridis ○

ヒメカメノコテントウ Propylea japonica ○ ○

ベニヘリテントウ Rodolia limbata ○

クロヘリヒメテントウ Scymnus hoffmanni ○ ○

コクロヒメテントウ Scymnus posticalis ○

シロホシテントウ Vibidia duodecimguttata ○

テントウムシダマシ ヨツボシテントウダマシ Ancylopus pictus asiaticus ○

オオキノコムシ カタモンオオキノコムシ Aulacochilus japonicus ○

コメツキモドキ ルイスコメツキモドキ Languriomorpha lewisi ○

ケシキスイ クロハナケシキスイ Carpophilus chalybeus ○

カクアシヒラタケシキスイ Epuraea bergeri ○

Epuraea属 Epuraea sp. ○

ニセアカマダラケシキスイ Lasiodactylus borealis ○ ○

コヨツボシケシキスイ Librodor ipsoides ○ ○

ヨツボシケシキスイ Librodor japonicus ○

オドリコソウチビケシキスイ Meligethes morosus ○

クロキマダラケシキスイ Soronia lewisi ○

ヒメハナムシ トビイロヒメハナムシ Olibrus consanguineus ○ ○

アリモドキ ムナグロホソアリモドキ Sapintus cohaeres ○

クビナガムシ クビカクシナガクチキムシ Scotodes niponicus ○

ナガクチキムシ アカアシナガクチキ Melandrya mongolica ○

カミキリモドキ クロアオカミキリモドキ Oedemera concolor ○

モモブトカミキリモドキ Oedemera lucidicollis lucidicollis ○ ○

アカハネムシ ムナビロアカハネムシ Pseudopyrochroa laticollis ○ ○

アカハネムシ Pseudopyrochroa vestiflua ○ ○

ハナノミダマシ クロフナガタハナノミ Anaspis marseuli ○

ゴミムシダマシ アオハムシダマシ Arthromacra viridissima ○

ナガニジゴミムシダマシ Ceropria induta ○

スジコガシラゴミムシダマシ Heterotarsus carinula ○

ヒゲブトゴミムシダマシ Luprops orientalis ○

カミキリムシ ヒメスギカミキリ Callidiellum rufipenne ○

ハスオビヒゲナガカミキリ Cleptometopus bimaculatus ○

ヒナルリハナカミキリ Dinoptera minuta ○

ミヤマカミキリ Neocerambyx raddei ○

クロカミキリ Spondylis buprestoides ○

ハムシ キクビアオハムシ Agelasa nigriceps ○ ○

アカバナカミナリハムシ Altica oleracea ○

ツブノミハムシ Aphthona perminuta ○ ○

ムナグロツヤハムシ Arthrotus niger ○ ○

セモンジンガサハムシ Cassida crucifera ○ ○

ヒメカメノコハムシ Cassida piperata ○

ヒサゴトビハムシ Chaetocnema ingenua ○

ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea ○ ○

ミドリトビハムシ Crepidodera japonica ○ ○

クロボシツツハムシ Cryptocephalus signaticeps ○ ○

Demotina属 Demotina sp. ○

アザミオオハムシ Galeruca vicina ○

コガタルリハムシ Gastrophysa atrocyanea ○

フジハムシ Gonioctena rubripennis ○ ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表 7.6-19(13) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

内 外

コウチュウ(鞘翅) ハムシ ケブカクロナガハムシ Hesperomorpha hirsuta ○

アカクビナガハムシ Lilioceris subpolita ○

フタスジヒメハムシ Medythia nigrobilineata ○

キイロクワハムシ Monolepta pallidula ○

ルリマルノミハムシ Nonarthra cyanea ○

ドウガネツヤハムシ Oomorphoides cupreatus ○ ○

アオグロツヤハムシ Oomorphoides nigrocaeruleus ○

アワクビボソハムシ Oulema dilutipes ○

キアシクビボソハムシ Oulema tristis ○

ツヤキバネサルハムシ Pagria flavopustulata ○

マルキバネサルハムシ Pagria ussuriensis ○

アトボシハムシ Paridea angulicollis ○

ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora ○ ○

サンゴジュハムシ Pyrrhalta humeralis ○ ○

ムナキルリハムシ Smaragdina semiaurantiaca ○

カバノキハムシ Syneta adamsi ○ ○

イチモンジカメノコハムシ Thlaspida biramosa ○

トビサルハムシ Trichochrysea japana ○

ヒゲナガゾウムシ キノコヒゲナガゾウムシ Euparius oculatus oculatus ○

カオジロヒゲナガゾウムシ Sphinctotropis laxa ○

ホソクチゾウムシ ヒゲナガホソクチゾウムシ Pseudopirapion placidum ○

ヒレルホソクチゾウムシ Sergiola hilleri ○

ホソクチゾウムシ科 Apionidae sp. ○

オトシブミ ウスモンオトシブミ Apoderus balteatus ○

ヒメクロオトシブミ Apoderus erythrogaster ○

アカクビナガオトシブミ Centrocorynus nigricollis ○ ○

カシルリオトシブミ Euops splendidus ○ ○

ヒメケブカチョッキリ Involvulus pilosus ○

カシルリチョッキリ Rhodocyrtus assimilis ○

ゾウムシ イチゴハナゾウムシ Anthonomus bisignifer ○ ○

Ceutorhynchus属 Ceutorhynchus sp. ○

セダカシギゾウムシ Curculio convexus ○

クリシギゾウムシ Curculio sikkimensis ○

クリイロクチブトゾウムシ Cyrtepistomus castaneus ○

ヒメシロコブゾウムシ Dermatoxenus caesicollis ○

オオタコゾウムシ Donus punctatus ○

マダラアシゾウムシ Ectatorhinus adamsii ○ ○

マツアナアキゾウムシ Hylobius haroldi ○

ケブカクチブトゾウムシ Lepidepistomodes fumosus ○

アラムネクチカクシゾウムシ Monaulax rugicollis ○

チビヒョウタンゾウムシ Myosides seriehispidus ○

カシワクチブトゾウムシ Nothomyllocerus griseus ○

リンゴヒゲボソゾウムシ Phyllobius prolongatus ○

キイチゴトゲサルゾウムシ Scleropteroides hypocrita ○ ○

オサゾウムシ オオゾウムシ Sipalinus gigas gigas ○

キクイムシ クワノキクイムシ Xyleborus atratus ○

ハチ(膜翅) ヒラタハバチ Pamphilius属 Pamphilius sp. ○ ○

ミフシハバチ アカスジチュウレンジ Arge nigronodosa ○

ルリチュウレンジ Arge similis ○ ○

ハバチ セグロカブラハバチ Athalia infumata ○ ○

ニホンカブラハバチ Athalia japonica ○ ○

カブラハバチ Athalia rosae ruficornis ○ ○

Corymbas属 Corymbas sp. ○

Dolerus属 Dolerus sp. ○

イハバチ Eutomostethus apicalis ○

Eutomostethus属 Eutomostethus sp. ○

Pachyprotasis属 Pachyprotasis sp. ○

Taxonus属 Taxonus sp. ○

コマユバチ Rogas属 Rogas sp. ○ ○

コマユバチ科 Braconidae sp. ○ ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表 7.6-19(14) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

  

内 外

ハチ(膜翅) ヒメバチ Callajoppa属 Callajoppa sp. ○

Mesochorus属 Mesochorus sp. ○

Netelia属 Netelia sp. ○

Ophion属 Ophion sp. ○ ○

Syrphophilus属 Syrphophilus sp. ○

ヒメバチ科 Ichneumonidae sp. ○ ○

ハエヤドリクロバチ ハエヤドリクロバチ科 Diapriidae sp. ○ ○

タマゴクロバチ タマゴクロバチ科 Scelionidae sp. ○

アシブトコバチ フィスケアシブトコバチ Brachymeria fiskei ○

ヒメコバチ ヒメコバチ科 Eulophidae sp. ○

カタビロコバチ カタビロコバチ科 Eurytomidae sp. ○

コガネコバチ コガネコバチ科 Pteromalidae sp. ○ ○

アリ ミカドオオアリ Camponotus kiusiuensis ○

ナワヨツボシオオアリ Camponotus nawai ○ ○

ムネアカオオアリ Camponotus obscuripes ○ ○

テラニシシリアゲアリ Crematogaster teranishii ○ ○

シベリアカタアリ Dolichoderus sibiricus ○

ハヤシクロヤマアリ Formica hayashi ○ ○

クロヤマアリ Formica japonica ○ ○

クロクサアリ Lasius fuji ○ ○

ハヤシケアリ Lasius hayashi ○

トビイロケアリ Lasius japonicus ○ ○

ヒラアシクサアリ Lasius spathepus ○

Lasius属 Lasius sp. ○ ○

ハラクシケアリ Myrmica ruginodis ○

アメイロアリ Nylanderia flavipes ○ ○

アズマオオズアリ Pheidole fervida ○ ○

アミメアリ Pristomyrmex punctatus ○ ○

トビイロシワアリ Tetramorium tsushimae ○

ドロバチ ヤマトスジドロバチ Ancistrocerus japonicus ○

オオフタオビドロバチ本土亜種 Anterhynchium flavomarginatum micado ○

ミカドトックリバチ Eumenes micado ○ ○

ムモントックリバチ本州亜種 Eumenes rubronotatus rubronotatus ○ ○

スズバチ Oreumenes decoratus ○

カタグロチビドロバチ Stenodynerus chinensis kalinowskii ○

ムナグロチビドロバチ本土亜種 Stenodynerus tokyanus tokyanus ○

スズメバチ ムモンホソアシナガバチ Parapolybia crocea ○

ヒメホソアシナガバチ Parapolybia varia ○

キボシアシナガバチ Polistes nipponensis ○ ○

コアシナガバチ Polistes snelleni ○ ○

コガタスズメバチ Vespa analis ○ ○

ヒメスズメバチ Vespa ducalis ○

オオスズメバチ Vespa mandarinia ○ ○

キイロスズメバチ Vespa simillima ○ ○

シダクロスズメバチ Vespula shidai ○ ○

クモバチ オオモンクロクモバチ Anoplius samariensis ○ ○

Anoplius属 Anoplius sp. ○

Auplopus属 Auplopus sp. ○

Dipogon属 Dipogon sp. ○

オオシロフクモバチ Episyron arrogans ○ ○

アリバチ Priocnemis属 Priocnemis sp. ○

ヤマトアリバチモドキ Taimyrmosa nigrofasciata ○

コツチバチ Tiphia属 Tiphia sp. ○ ○

ツチバチ オオハラナガツチバチ Megacampsomeris grossa matsumurai ○

キンケハラナガツチバチ Megacampsomeris prismatica ○ ○

コモンツチバチ Scolia decorata ventralis ○

キオビツチバチ Scolia oculata ○

ギングチバチ Crossocerus属 Crossocerus sp. ○

ヘロスギングチ Lestica heros ○

ヒメコオロギバチ本土亜種 Liris festinans japonicus ○ ○

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表 7.6-19(15) 昆虫類の調査結果（現地調査） 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

  

内 外

ハチ(膜翅) ギングチバチ ヤマトヌカダカバチ本土亜種 Tachysphex nigricolor nigricolor ○

オオハヤバチ本土亜種 Tachytes sinensis sinensis ○

ニッポンジガバチモドキ Trypoxylon nipponicum ○

Trypoxylon属 Trypoxylon sp. ○

アリマキバチ Passaloecus属 Passaloecus sp. ○

Pemphredon属 Pemphredon sp. ○ ○

Psen属 Psen sp. ○

キアシマエダテバチ Psenulus carinifrons iwatai ○

フシダカバチ ナミツチスガリ Cerceris hortivaga ○

ソボツチスガリ Cerceris sobo ○ ○

アナバチ コクロアナバチ Isodontia nigella ○

ヒメハナバチ Andrena属 Andrena sp. ○ ○

ミツバチ ニホンミツバチ Apis cerana japonica ○

セイヨウミツバチ Apis mellifera ○ ○

コマルハナバチ本土亜種 Bombus ardens ardens ○

トラマルハナバチ本土亜種 Bombus diversus diversus ○ ○

オオマルハナバチ本土亜種 Bombus hypocrita hypocrita ○ ○

クロマルハナバチ Bombus ignitus ○

キオビツヤハナバチ Ceratina flavipes ○

ヤマトツヤハナバチ Ceratina japonica ○

ニッポンヒゲナガハナバチ Eucera nipponensis ○

ダイミョウキマダラハナバチ Nomada japonica ○

ミツクリヒゲナガハナバチ Tetraloniella mitsukurii ○

ナミルリモンハナバチ Thyreus decorus ○

キムネクマバチ Xylocopa appendiculata circumvolans ○ ○

ムカシハナバチ アシブトムカシハナバチ Colletes patellatus ○ ○

Colletes属 Colletes sp. ○ ○

Hylaeus属 Hylaeus sp. ○ ○

コハナバチ アカガネコハナバチ Halictus aerarius ○ ○

サビイロカタコハナバチ Lasioglossum mutilum ○

シロスジカタコハナバチ Lasioglossum occidens ○

フタモンカタコハナバチ Lasioglossum scitulum ○

Lasioglossum属 Lasioglossum sp. ○ ○

Sphecodes属 Sphecodes sp. ○ ○

ハキリバチ ヤノトガリハナバチ Coelioxys yanonis ○

ハラアカヤドリハキリバチ Euaspis basalis ○

スミスハキリバチ Megachile humilis ○ ○

スミゾメハキリバチ Megachile sumizome ○

ツルガハキリバチ Megachile tsurugensis ○

ヒトツバツツハナバチ Osmia cornifrons ○

16目 203科 847種 - 545種 641種

対象事業

実施区域目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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（カ）魚類の生息状況 

現地調査で確認された魚類は、表 7.6-20 に示すとおり、4 目 5 科 11 種である。 

 

表7.6-20 魚類の調査結果（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
夏季 秋季 春季 

内 外 内 外 内 外 

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ類 Lethenteron sp.N-sp.S complex 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

コイ コイ キンブナ Carassius buergeri subsp.2 
   

○ 
  

    オイカワ Opsariichthys platypus 
   

○ 
  

    アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

    モツゴ Pseudorasbora parva 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

    カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

  ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 
 

○ 
 

○ ○ ○ 

    ヒガシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type C 
     

○ 

    ホトケドジョウ Lefua echigonia 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

サケ サケ ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius 
   

○ 
  

スズキ ハゼ 旧トウヨシノボリ類 Rhinogobius sp.OR morphotype unidentified 
 

○ 
 

○ 
 

○ 

4 目 5 科 11 種 - 
0 種 7 種 0 種 10 種 1 種 8 種 

7 種 10 種 8 種 

注）種名は河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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（キ）底生動物の生息状況 

現地調査で確認された底生動物は、表 7.6-21～22 に示すとおり、19 目 66 科 140 種であ

る。 

 

表7.6-21 底生動物の調査結果（現地調査） 

目名 
夏季 秋季 早春季 春季 全季 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 

三岐腸 
  

1 1 1 1 1 1 1 1 

原始紐舌 
  

1 2 
  

1 1 1 2 

盤足 2 2 2 2 1 1 1 1 2 2 

マルスダレガイ 
  

1 1 
    

1 1 

オヨギミミズ 
    

1 1 
  

1 1 

イトミミズ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

ツリミミズ 1 1 1 1 1 1 
  

1 1 

吻無蛭 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

ヨコエビ 1 1 
  

1 1 
  

1 1 

ワラジムシ 1 1 
  

1 1 1 1 1 1 

エビ 4 4 4 4 2 2 4 4 4 4 

カゲロウ(蜉蝣) 6 15 5 14 7 19 8 20 8 28 

トンボ(蜻蛉) 5 9 5 12 3 4 4 7 5 14 

カワゲラ(セキ翅) 2 4 2 4 3 7 4 8 4 8 

カメムシ(半翅) 3 5 5 8 
  

3 5 5 9 

ヘビトンボ 1 2 2 3 1 1 1 1 2 4 

トビケラ(毛翅) 7 8 11 12 10 15 7 9 13 19 

ハエ(双翅) 7 15 4 12 5 12 4 12 7 21 

コウチュウ(鞘翅) 5 12 6 13 4 6 5 9 7 21 

19 目 47 科 81 種 52 科 91 種 43 科 74 種 46 科 81 種 66 科 140種 

 

 

表7.6-22(1) 底生動物の調査結果（現地調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

 

  

扁形動物 渦虫 三岐腸 サンカクアタマウズムシ ナミウズムシ Dugesia japonica
軟体動物 腹足 原始紐舌 タニシ マルタニシ Cipangopaludina chinensis laeta

オオタニシ Cipangopaludina japonica
盤足 カワニナ カワニナ Semisulcospira libertina

ミズツボ コモチカワツボ Potamopyrgus antipodarum
二枚貝 マルスダレガイ マメシジミ マメシジミ属 Pisidium sp.

環形動物 ミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ オヨギミミズ科 Lumbriculidae sp.
イトミミズ ミズミミズ ミズミミズ亜科 Naidinae sp.

ミズミミズ科 Naididae sp.
ツリミミズ ツリミミズ ツリミミズ科 Lumbricidae sp.

ヒル 吻無蛭 イシビル シマイシビル Dina lineata
イシビル科 Erpobdellidae sp.

節足動物 軟甲 ヨコエビ マミズヨコエビ フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus
ワラジムシ ミズムシ(甲) ミズムシ(甲) Asellus hilgendorfi
エビ ヌマエビ ヌカエビ Paratya improvisa

テナガエビ スジエビ Palaemon paucidens
アメリカザリガニ アメリカザリガニ Procambarus clarkii
サワガニ サワガニ Geothelphusa dehaani

昆虫 カゲロウ(蜉蝣) ヒメフタオカゲロウ ヒメフタオカゲロウ属 Ameletus sp.
コカゲロウ ヨシノコカゲロウ Alainites yoshinensis

フタバコカゲロウ Baetiella japonica
シロハラコカゲロウ Baetis thermicus

門名 綱名 目名 科名 種名 学名

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




319 

表7.6-22(2) 底生動物の調査結果（現地調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

 

節足動物 昆虫 カゲロウ(蜉蝣) コカゲロウ Fコカゲロウ Baetis sp. F
フタバカゲロウ属 Cloeon sp.
ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis
Dコカゲロウ Nigrobaetis sp. D
ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora

ヒラタカゲロウ ミヤマタニガワカゲロウ属 Cinygmula sp.
クロタニガワカゲロウ Ecdyonurus tobiironis
シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae
キイロヒラタカゲロウ Epeorus aesculus
ウエノヒラタカゲロウ Epeorus curvatulus
ナミヒラタカゲロウ Epeorus ikanonis
ユミモンヒラタカゲロウ Epeorus nipponicus
ヒラタカゲロウ属 Epeorus sp.

チラカゲロウ チラカゲロウ Isonychia japonica
フタオカゲロウ フタオカゲロウ属 Siphlonurus sp.
トビイロカゲロウ ウェストントビイロカゲロウ Paraleptophlebia westoni

トビイロカゲロウ属 Paraleptophlebia sp.
モンカゲロウ フタスジモンカゲロウ Ephemera japonica

モンカゲロウ Ephemera strigata
マダラカゲロウ オオクママダラカゲロウ Cincticostella elongatula

クロマダラカゲロウ Cincticostella nigra
トウヨウマダラカゲロウ属 Cincticostella sp.
オオマダラカゲロウ Drunella basalis
ヨシノマダラカゲロウ Drunella ishiyamana
フタマタマダラカゲロウ Drunella sachalinensis
トゲマダラカゲロウ属 Drunella sp.
ホソバマダラカゲロウ Ephemerella atagosana
アカマダラカゲロウ Uracanthella punctisetae

トンボ(蜻蛉) カワトンボ ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata
ミヤマカワトンボ Calopteryx cornelia
ニホンカワトンボ Mnais costalis

ヤンマ クロスジギンヤンマ Anax nigrofasciatus nigrofasciatus
ギンヤンマ Anax parthenope julius
コシボソヤンマ Boyeria maclachlani
ミルンヤンマ Planaeschna milnei milnei

サナエトンボ ヤマサナエ Asiagomphus melaenops
ダビドサナエ属 Davidius sp.
オナガサナエ Melligomphus viridicostus
アオサナエ Nihonogomphus viridis
コオニヤンマ Sieboldius albardae
サナエトンボ科 Gomphidae sp.

オニヤンマ オニヤンマ Anotogaster sieboldii
エゾトンボ コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena

カワゲラ(セキ翅) オナシカワゲラ フサオナシカワゲラ属 Amphinemura sp.
オナシカワゲラ属 Nemoura sp.

ミドリカワゲラ ミドリカワゲラ科 Chloroperlidae sp.
カワゲラ カミムラカワゲラ属 Kamimuria sp.

フタツメカワゲラ属 Neoperla sp.
オオヤマカワゲラ属 Oyamia sp.
カワゲラ科 Perlidae sp.

アミメカワゲラ クサカワゲラ属 Isoperla sp.
コグサヒメカワゲラ属 Ostrovus sp.

カメムシ(半翅) アメンボ アメンボ Aquarius paludum paludum
ヒメアメンボ Gerris latiabdominis
シマアメンボ Metrocoris histrio

ミズムシ(昆) エサキコミズムシ Sigara septemlineata
コオイムシ コオイムシ Appasus japonicus

オオコオイムシ Appasus major
タガメ Lethocerus deyrolli

タイコウチ ミズカマキリ Ranatra chinensis
マツモムシ マツモムシ Notonecta triguttata

ヘビトンボ ヘビトンボ タイリククロスジヘビトンボ Parachauliodes continentalis
ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus
ヘビトンボ Protohermes grandis

センブリ センブリ科 Sialidae sp.
トビケラ(毛翅) シマトビケラ コガタシマトビケラ属 Cheumatopsyche sp.

門名 綱名 目名 科名 種名 学名Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.6-22(3) 底生動物の調査結果（現地調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注 1）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部他の文献を参考にした。 

注 2）～sp.は同科、同属の種が確認されている場合は種数に計上しない。 

 

81 節足動物 昆虫 トビケラ(毛翅) シマトビケラ ミヤマシマトビケラ属 Diplectrona sp.
82 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis
83 カワトビケラ ヒメタニガワトビケラ属 Wormaldia sp.
84 ヒゲナガカワトビケラ ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata
85 ヤマトビケラ ヤマトビケラ属 Glossosoma sp.
86 カワリナガレトビケラ ツメナガナガレトビケラ Apsilochorema sutshanum
87 ナガレトビケラ ヒロアタマナガレトビケラ Rhyacophila brevicephala
88 キソナガレトビケラ Rhyacophila kisoensis
89 トランスクィラナガレトビケラ Rhyacophila transquilla
90 ヤマナカナガレトビケラ Rhyacophila yamanakensis
- ナガレトビケラ属 Rhyacophila sp.
91 アシエダトビケラ コバントビケラ Anisocentropus kawamurai
92 ニンギョウトビケラ ニンギョウトビケラ Goera japonica
93 カクツツトビケラ カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp.
94 エグリトビケラ スジトビケラ属 Nemotaulius sp.
95 Nothopsyche sp. NA Nothopsyche sp. NA
96 キタガミトビケラ キタガミトビケラ Limnocentropus insolitus
97 トビケラ ムラサキトビケラ Eubasilissa regina
98 ケトビケラ Gumaga orientalis Gumaga orientalis
99 ハエ(双翅) ガガンボ ウスバガガンボ属 Antocha sp.

100 Dicranota属 Dicranota sp.
101 ヒゲナガガガンボ属 Hexatoma sp.
102 ガガンボ属 Tipula sp.
103 ヌカカ ヌカカ科 Ceratopogonidae sp.
104 ユスリカ カマガタユスリカ属 Cryptochironomus sp.
105 ナガスネユスリカ属 Micropsectra sp.
106 ツヤムネユスリカ属 Microtendipes sp.
107 ニセコブナシユスリカ属 Parachironomus sp.
108 ニセヒゲユスリカ属 Paratanytarsus sp.
109 ハモンユスリカ属 Polypedilum sp.
110 ナガレユスリカ属 Rheotanytarsus sp.
111 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus sp.
112 エリユスリカ亜科 Orthocladiinae sp.
113 モンユスリカ亜科 Tanypodinae sp.
- ユスリカ科 Chironomidae sp.
114 ブユ アシマダラブユ属 Simulium sp.
115 ナガレアブ ミヤマナガレアブ Atherix basilica
116 ハマダラナガレアブ Atherix ibis japonica
117 コモンナガレアブ Atrichops morimotoi
118 ミズアブ ミズアブ科 Stratiomyidae sp.
119 アブ アブ科 Tabanidae sp.
120 コウチュウ(鞘翅) ゲンゴロウ コシマゲンゴロウ Hydaticus grammicus
121 サワダマメゲンゴロウ Platambus sawadai
122 ヒメゲンゴロウ Rhantus suturalis
123 ミズスマシ ミズスマシ Gyrinus japonicus
124 オナガミズスマシ Orectochilus regimbarti regimbarti
125 コガシラミズムシ コガシラミズムシ Peltodytes intermedius
126 ガムシ マルガムシ Hydrocassis lacustris
127 コガムシ Hydrochara affinis
128 ガムシ Hydrophilus acuminatus
129 ヒメドロムシ ヒメハバビロドロムシ Dryopomorphus nakanei
130 ツヤナガアシドロムシ Grouvellinus nitidus
131 ツヤヒメドロムシ Optioservus nitidus
132 ケスジドロムシ Pseudamophilus japonicus
133 ミゾツヤドロムシ Zaitzevia rivalis
- ツヤドロムシ属 Zaitzevia sp.
134 ヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria brevis
135 ホソヒメツヤドロムシ Zaitzeviaria gotoi
- ヒメツヤドロムシ属 Zaitzeviaria sp.
- ヒメドロムシ亜科 Elminae sp.
- ヒメドロムシ科 Elmidae sp.
136 ヒラタドロムシ チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca
137 クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis
138 チビマルヒゲナガハナノミ Macroeubria lewisi
139 ヒラタドロムシ属 Mataeopsephus sp.
140 ホタル ゲンジボタル Luciola cruciata

No. 門名 綱名 目名 科名 種名 学名

4門 7綱 19目 66科 140種 -
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②重要な種 

重要な動物の選定基準は、表 7.6-23(1)～(2)に示すとおりである。 

 

表7.6-23(1) 重要な動物の選定基準（哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、昆虫類、魚類） 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(昭和 25 年法律第 214 号) 
・特別天然記念物(特天) 

・天然記念物(天) 

Ⅱ 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関す

る法律(種の保存法)』(平成 4 年法律第 75 号) 

・国内希少野生動植物(国内) 

・国際希少野生動植物(国際) 

Ⅲ 

『【哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、昆虫類、汽水・

淡水魚類】環境省レッドリスト 2018』 

（平成 30 年、環境省報道発表資料） 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

Ⅳ 『ふくしまレッドリスト 2017』（平成 29 年、福島県） 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)※ 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 
※ 哺乳類、両生類、爬虫類、昆虫類においては、定量的要件による評価が可能となるようなデータか得られないことから 

定性的要件によるカテゴリー区分に従って，絶滅危惧I類をⅠＡ類とⅠＢ類に分けていない。 
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表7.6-23(2) 重要な動物の選定基準（底生動物） 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(昭和 25 年法律第 214 号) 
・特別天然記念物(特天) 

・天然記念物(天) 

Ⅱ 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関す

る法律(種の保存法)』(平成 4 年法律第 75 号) 

・国内希少野生動植物(国内) 

・国際希少野生動植物(国際) 

Ⅲ 
『【昆虫類】環境省レッドリスト 2018』 

（平成 30 年、環境省報道発表資料） 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

Ⅳ 
『【貝類】環境省レッドリスト 2018』 

（平成 30 年、環境省報道発表資料） 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

Ⅴ 
『【その他無脊椎動物】環境省レッドリスト 2018』 

（平成 30 年、環境省報道発表資料） 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 

Ⅵ 『ふくしまレッドリスト 2017』（平成 29 年、福島県） 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)※ 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある地域個体群(LP) 
※ 哺乳類、両生類、爬虫類、昆虫類においては、定量的要件による評価が可能となるようなデータか得られないことから 

定性的要件によるカテゴリー区分に従って，絶滅危惧I類をⅠA類とⅠB類に分けていない。 
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ア．既存資料調査 

既存資料調査において確認情報が得られた種のうち、重要な動物に該当する種は、表

7.6-24～30に示すとおりである。 

哺乳類4目6科7種、鳥類13目23科59種、爬虫類2目4科7種、両生類2目5科11種、昆虫類4

目8科11種、魚類8目9科16種、底生動物3目3科4種であった。 

 

表7.6-24 重要な哺乳類（既存資料調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

コウモリ(翼手) ヒナコウモリ 
ヒナコウモリ科 1※1 

（ヤマコウモリまたはヒナコウモリ） 
- 

  
VU※2 

CR+EN 

・DD※3 

ネズミ(齧歯) リス ホンドモモンガ Pteromys momonga    DD※4 

ヤマネ ヤマネ Glirulus japonicus 天   DD 

ネズミ スミスネズミ Eothenomys smithii    DD 

カヤネズミ Micromys minutus 
   

DD 

ネコ(食肉) クマ ツキノワグマ Ursus thibetanus japonicus  国際   

ウシ(偶蹄) ウシ カモシカ Capricornis crispus 特天 
   

4 目 6 科 7 種 - 2 種 1 種 1 種 5 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

※1 ヒナコウモリ科 1 は、確認した周波数のピーク(20-25kHz)やバットディテクターの入感音、確認環境や分布情報等よりヤマコウモリまたは 

ヒナコウモリの可能性が高い。 

※2 基準Ⅲにおいてヤマコウモリは「VU」に該当するが、ヒナコウモリは該当しない。 

※3 基準Ⅳにおいてヤマコウモリは「CR+EN」に該当し、ヒナコウモリは「DD」に該当する。 

※4：ふくしまレッドリスト 2017 には「ニホンモモンガ」と記載されている。 
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表7.6-25 重要な鳥類（既存資料調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

カモ カモ ヒシクイ Anser fabalis 天  VU NT 
マガン Anser albifrons 天 

 
NT NT 

    オシドリ Aix galericulata 
  

DD NT 
  トモエガモ Anas formosa   VU NT 
  アカハジロ Aythya baeri   DD  
ハト ハト アオバト Treron sieboldii 

   
NT 

ペリカン サギ ヨシゴイ Ixobrychus sinensis 
  

NT VU 
  ササゴイ Butorides striata    NT 
  アマサギ Bubulcus ibis    NT 
  チュウサギ Egretta intermedia   NT NT 
  コサギ Egretta garzetta    NT 
ツル 
 

クイナ 
 

クイナ Rallus aquaticus    NT 
ヒクイナ Porzana fusca   NT EN 

  バン Gallinula chloropus    NT 
カッコウ カッコウ カッコウ Cuculus canorus 

   
NT 

ヨタカ ヨタカ ヨタカ Caprimulgus indicus 
  

NT NT 
チドリ チドリ タゲリ Vanellus vanellus 

   
NT 

ケリ Vanellus cinereus    EN 
  シロチドリ Charadrius alexandrinus   VU NT 
 シギ 

 
 

オオジシギ Gallinago hardwickii   NT VU 
 タカブシギ Tringa glareola   VU  
 キョウジョシギ Arenaria interpres    NT 
  ハマシギ Calidris alpina   NT NT 
タカ ミサゴ ミサゴ Pandion haliaetus 

  
NT NT 

  タカ 
 
 

ハチクマ Pernis ptilorhynchus 
  

NT NT 
 オジロワシ Haliaeetus albicilla 天 国内･国際 VU CR+EN 
 オオワシ Haliaeetus pelagicus 天 国内 VU CR+EN 
    チュウヒ Circus spilonotus 

 
国内 EN NT 

    ハイイロチュウヒ Circus cyaneus 
   

NT 
    ツミ Accipiter gularis 

   
NT 

    ハイタカ Accipiter nisus 
  

NT NT 
    オオタカ Accipiter gentilis 

  
NT VU 

    サシバ Butastur indicus 
  

VU NT 
    クマタカ Nisaetus nipalensis 

 
国内 EN EN 

フクロウ 
 

フクロウ 
 

オオコノハズク Otus lempiji    DD 

コノハズク Otus sunia    VU 

  フクロウ Strix uralensis    NT 

  アオバズク Ninox scutulata    VU 
  トラフズク Asio otus    CR 
ブッポウソウ カワセミ アカショウビン Halcyon coromanda 

   
NT 

  ヤマセミ Megaceryle lugubris    NT 
キツツキ キツツキ オオアカゲラ Dendrocopos leucotos 

   
NT 

ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ Falco tinnunculus 
   

NT 
    コチョウゲンボウ Falco columbarius 

   
NT 

    ハヤブサ Falco peregrinus 
 

国内 VU VU 
スズメ サンショウクイ サンショウクイ Pericrocotus divaricatus 

  
VU NT 

  カササギヒタキ サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata 
   

NT 
 モズ アカモズ Lanius cristatus   EN CR 
  ヒバリ ヒバリ Alauda arvensis 

   
NT 

 ムシクイ オオムシクイ Phylloscopus examinandus    DD 
  ヨシキリ オオヨシキリ Acrocephalus orientalis 

   
NT 

  コヨシキリ Acrocephalus bistrigiceps    NT 
 セッカ セッカ Cisticola juncidis    NT 
 ヒタキ マミジロ Zoothera sibirica    NT 
  トラツグミ Zoothera dauma    NT 
  

 
クロツグミ Turdus cardis 

   
NT 

    コサメビタキ Muscicapa dauurica 
   

NT 

 
ホオジロ 
 

ホオアカ Emberiza fucata    VU 
ノジコ Emberiza sulphurata   NT NT 

13 目 23 科 59 種 - 4 種 5 種 26 種 57 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「日本鳥類目録 改訂第 7 版」(平成 24 年、日本鳥学会)に準拠。 
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表7.6-26 重要な爬虫類（既存資料調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

カメ イシガメ ニホンイシガメ Mauremys japonica   NT  

有鱗 

 

トカゲ ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus    NT 

ナミヘビ ジムグリ Euprepiophis conspicillatus       DD 

    シロマダラ Dinodon orientale       NT 

    ヒバカリ Hebius vibakari vibakari       NT 

    ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus       NT 

  クサリヘビ ニホンマムシ Gloydius blomhoffii       NT 

2 目 4 科 7 種 - 0 種 0 種 1 種 6 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 
 
 

表7.6-27 重要な両生類（既存資料調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

有尾 イモリ アカハライモリ Cynops pyrrhogaster 
  

NT NT 

サンショウウオ トウホクサンショウウオ Hynobius lichenatus   NT NT 

 クロサンショウウオ Hynobius nigrescens   NT NT 

 ハコネサンショウウオ Onychodactylus japonicus    LP※1 

 バンダイハコネサンショウウオ Onychodactylus intermedius   NT  

無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus 
   

NT 

  アカガエル ニホンアカガエル Rana japonica 
   

NT 

  トノサマガエル Pelophylax nigromaculatus   NT NT 

    トウキョウダルマガエル Pelophylax porosus porosus 
  

NT NT 

 アオガエル 

 

モリアオガエル Rhacophorus arboreus    LP※2 

 カジカガエル Buergeria buergeri    NT 

2 目 5 科 11 種 - 0 種 0 種 6 種 10 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

   LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

※1：八溝山周辺のハコネサンショウウオ。 

※2：阿武隈高地のモリアオガエル。 

 
 

表7.6-28 重要な昆虫類（既存資料調査） 

目名 科名 種名 学名 
 選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

トンボ（蜻蛉） 

 

 

ヤンマ 

 

マダラヤンマ Aeshna mixta soneharai   NT DD 

カトリヤンマ Gynacantha japonica    VU 

エゾトンボ ハネビロエゾトンボ Somatochlora clavata   VU VU 

カメムシ(半翅) コオイムシ タガメ Kirkaldyia deyrolli   VU NT 

チョウ(鱗翅) 

 

セセリチョウ 

 

ギンイチモンジセセリ Leptalina unicolor   NT  

スジグロチャバネセセリ Thymelicus leoninus leoninus     NT   

  

シジミチョウ ヒメシジミ Plebejus argus micrargus   NT  

タテハチョウ ウラギンスジヒョウモン Argyronome laodice japonica   VU  

オオムラサキ Sasakia charonda charonda     NT   

シロチョウ ヒメシロチョウ Leptidea amurensis vibilia   EN VU 

コウチュウ(鞘翅) ゲンゴロウ ゲンゴロウ Cybister chinensis   VU NT 

4 目 8 科 11 種 - 0 種 0 種 10 種 6 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に従ったが、 

一部については図鑑等の文献を参考にした。 
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表7.6-29 重要な魚類（既存資料調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ類※1 Lethenteron sp.N-sp.S complex     VU※2 EN・DD※3 

ウナギ ウナギ ニホンウナギ Anguilla japonica   DD EN 

コイ  コイ  キンブナ Carassius buergeri subsp.2     VU EN 

  タナゴ Acheilognathus melanogaster   EN EN 

  キタノアカヒレタビラ Acheilognathus tabira tohokuensis   EN EN 

    シナイモツゴ Pseudorasbora pumila     CR CR 

  ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus     NT DD 

  ヒガシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type C   NT・LP※4  

    ホトケドジョウ Lefua echigonia     EN VU 

ナマズ ギギ ギバチ Tachysurus tokiensis     VU EN 

サケ サケ アメマス（エゾイワナ） Salvelinus leucomaenis leucomaenis   LP※5  

  ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius   LP※5 DD 

  サクラマス(ヤマメ) Oncorhynchus masou masou     NT  

ダツ メダカ ミナミメダカ Oryzias latipes   EN VU 

トゲウオ トゲウオ イトヨ Gasterosteus aculeatus aculeatus   EN LP※6 

カサゴ カジカ カジカ Cottus pollux     EN NT 

8 目 9 科 16 種 - 0 種 0 種 16 種 13 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

   LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

※1 スナヤツメ類はスナヤツメ北方種、スナヤツメ南方種のいずれかであるが、形態形質から 2 種を識別するのは困難である。 

※2 環境省 RL においてスナヤツメ北方種、スナヤツメ南方種はいずれも「VU」に該当する。 

※3 福島県 RL においてスナヤツメ北方種は「EN」、スナヤツメ南方種は「DD」に該当する。 

※4 阿賀野川水系のシマドジョウ類。 

※5 阿武隈高地の在来イワナ。 

※6 福島県以南の太平洋系陸封型イトヨ。 

 

 

表7.6-30 重要な底生動物（既存資料調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

新生腹足 タニシ マルタニシ Cipangopaludina chinensis laeta       VU     

    オオタニシ Cipangopaludina japonica       NT     

汎有肺 モノアラガイ モノアラガイ Radix auricularia japonica       NT     

カメムシ(半翅) コオイムシ コオイムシ Appasus japonicus     NT       

3 目 3 科 4 種 - 0 種 0 種 1 種 3 種 0 種 0 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 
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イ．現地調査 

現地調査において確認された種のうち、重要な動物に該当する種は表7.6-31～37、各種

の生態は表7.6-38～44に示すとおりである。 

哺乳類4目4科4種、鳥類9目12科22種、爬虫類1目3科4種、両生類2目4科6種、昆虫類4目6

科9種、魚類3目4科6種、底生動物3目5科8種であった。 

重要な動物の確認状況は、生息地保全の観点から、別冊（非公開資料）に示す。 

 

表7.6-31 重要な哺乳類（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

対象事業 

実施区域 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 内 外 

コウモリ(翼手) ヒナコウモリ ヒナコウモリ科 1※1 Vespertilio sinensis 
  

VU※2 CR+EN・DD※3 
 

○ 

ネズミ(齧歯) ネズミ カヤネズミ Micromys minutus 
   

DD 
 

○ 

ネコ(食肉) クマ ツキノワグマ Ursus thibetanus japonicus  国際   ○ ○ 

ウシ(偶蹄) ウシ カモシカ Capricornis crispus 特天 
   

○ ○ 

4 目 4 科 4 種 - 1 種 1 種 1 種 2 種 2 種 4 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

※1 ヒナコウモリ科 1 は、確認した周波数のピーク(20-25kHz)やバットディテクターの入感音、確認環境や分布情報等よりヤマコウモリまたはヒ

ナコウモリの可能性が高い。 

※2 基準Ⅲにおいてヤマコウモリは「VU」に該当するが、ヒナコウモリは該当しない。 

※3 基準Ⅳにおいてヤマコウモリは「CR+EN」に該当し、ヒナコウモリは「DD」に該当する。 

 

表7.6-32 重要な鳥類（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

対象事業 

実施区域 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 内 外 

ハト ハト アオバト Sphenurus sieboldii    NT ○ 
 

カッコウ カッコウ カッコウ Cuculus canorus    NT ○  

チドリ シギ アオシギ Gallinago solitaria    DD ○  

タカ ミサゴ ミサゴ Pandion haliaetus   NT NT ○ ○ 

タカ ハチクマ Pernis ptilorhynchus   NT NT ○ ○ 

ハイイロチュウヒ Circus cyaneus    NT ○ ○ 

  ツミ Accipiter gularis    NT ○ ○ 

ハイタカ Accipiter nisus nisosimilis   NT NT ○ ○ 

  オオタカ Accipiter gentilis fujiyamae   NT VU ○ ○ 

  サシバ Butastur indicus   VU NT ○ ○ 

  
クマタカ Spizaetus nipalensis orientalis  国内 EN EN ○ ○ 

フクロウ フクロウ フクロウ Strix uralensis    NT ○ ○ 

ブッポウソウ カワセミ アカショウビン Halcyon coromanda    NT  ○ 

キツツキ キツツキ オオアカゲラ Dendrocopos leucotos    NT  ○ 

ハヤブサ ハヤブサ コチョウゲンボウ Falco columbarius    NT  ○ 

チゴハヤブサ Falco subbuteo    VU ○  

ハヤブサ Falco peregrinus  国内 VU VU ○ ○ 

スズメ サンショウクイ サンショウクイ Pericrocotus divaricatus divaricatus   VU NT 
 

○ 

 
カササギヒタキ サンコウチョウ Terpsiphone atrocaudata    NT 

 
○ 

 

ヒタキ トラツグミ Zoothera dauma    NT ○ ○ 

クロツグミ Turdus cardis    NT ○ ○ 

アカハラ Turdus chrysolaus    NT  ○ 

9 目 12 科 22 種 - 0 種 2 種 8 種 22 種 16 種 18 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、 

DD：情報不足 

注 2）種名は「日本鳥類目録 改訂第 7 版」(平成 24 年、日本鳥学会)に準拠。 
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表7.6-33 重要な爬虫類（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

対象事業 

実施区域 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 内 外 

有鱗 トカゲ ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus 
  

 NT  ○ 

  ナミヘビ ジムグリ Euprepiophis conspicillatus 
  

 DD  ○ 

  

 

ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus 
  

 NT  ○ 

 

クサリヘビ ニホンマムシ Gloydius blomhoffii 
  

 NT ○ ○ 

1 目 3 科 4 種 - 0 種 0 種 0 種 4 種 1 種 4 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、 

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベ

ース)に準拠。 

 

 

表7.6-34 重要な両生類（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

対象事業 

実施区域 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 内 外 

有尾 サンショウウオ トウホクサンショウウオ Hynobius lichenatus   NT NT  ○ 

バンダイハコネサンショウウオ Onychodactylus intermedius   NT NT  ○ 

イモリ アカハライモリ Cynops pyrrhogaster   NT NT ○ ○ 

無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus    NT ○ ○ 

 
アカガエル ニホンアカガエル Rana japonica    NT ○ ○ 

  
トウキョウダルマガエル Rana porosa porosa   NT NT ○ ○ 

2 目 4 科 6 種 - 0 種 0 種 4 種 6 種 4 種 6 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

 

表7.6-35 重要な昆虫類（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

対象事業 

実施区域 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 内 外 

カメムシ(半翅) コオイムシ コオイムシ Appasus japonicus   NT  ○ ○ 

ハエ(双翅) ハルカ ハマダラハルカ Haruka elegans   DD   ○ 

コウチュウ(鞘翅) ゲンゴロウ クロゲンゴロウ Cybister brevis   NT  ○  

  
シマゲンゴロウ Hydaticus bowringii   NT DD  ○ 

 
ミズスマシ ミズスマシ Gyrinus japonicus   VU DD ○ ○ 

 
ガムシ コガムシ Hydrochara affinis   DD  ○ ○ 

  
ガムシ Hydrophilus acuminatus   NT   ○ 

ハチ(膜翅) ミツバチ クロマルハナバチ Bombus ignitus   NT  ○  

  
ナミルリモンハナバチ Thyreus decorus   DD DD ○  

4 目 6 科 9 種 - 0 種 0 種 9 種 3 種 6 種 6 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、 

DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に 

従ったが、一部については図鑑等の文献を参考にした。 
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表7.6-36 重要な魚類（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
重要種選定基準 

対象事業 

実施区域 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 内 外 

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ類※1 Lethenteron sp.N-sp.S complex   VU※2 EN・DD※3 
 

○ 

コイ コイ キンブナ Carassius auratus subsp. 2   VU EN  ○ 

ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus   NT DD ○ ○ 

ヒガシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type C    NT  ○ 

  
ホトケドジョウ Lefua echigonia   EN VU 

 
○ 

サケ サケ ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius   DD   ○ 

3 目 4 科 6 種 - 0 種 0 種 5 種 5 種 1 種 6 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

※1 スナヤツメ類はスナヤツメ北方種、スナヤツメ南方種のいずれかであるが、形態形質から 2 種を識別するのは困難である。 

※2 環境省 RL においてスナヤツメ北方種、スナヤツメ南方種はいずれも「VU」に該当する。 

※3 福島県 RL においてスナヤツメ北方種は「EN」、スナヤツメ南方種は「DD」に該当する。 
 

 

表7.6-37 重要な底生動物（現地調査） 

目名 科名 種名 学名 
選定基準 

対象事業 

実施区域 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 内 外 

原始紐舌 タニシ マルタニシ Cipangopaludina chinensis laeta    VU    ○ 

オオタニシ Cipangopaludina japonica    NT    ○ 

カメムシ(半翅) コオイムシ コオイムシ Appasus japonicus   NT     ○ 

  
タガメ Kirkaldyia deyrolli   VU   NT  ○ 

コウチュウ(鞘翅) ミズスマシ ミズスマシ Gyrinus japonicus   VU   DD  ○ 

 
ガムシ コガムシ Hydrochara affinis   DD     ○ 

  
ガムシ Hydrophilus acuminatus   NT    ○  

 
ヒメドロムシ ケスジドロムシ Pseudamophilus japonicus   VU   NT  ○ 

3目 5科 8種 - 0 種 0 種 6 種 2 種 0 種 3 種 1 種 7 種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 
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表7.6-38(1) 重要な哺乳類の一般生態 

種名 ヒナコウモリ科※1（ヒナコウモリ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類※2 
福島県レッドリスト CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類※3 DD：情報不足※3 

一般生態等 ヤマコウモリ、ヒナコウモリのいずれも北海道、本州、四国、九州に分布し、樹

洞を昼間の隠れ家にするコウモリである。夕方に隠れ家から飛び出し、飛翔する昆

虫類を捕食する。昆虫類が飛翔しない冬季には冬眠する。出産・哺育は初夏に雌だ

けの集団で行われ、1-2 仔出産する。 

出典：「日本の哺乳類[改訂版]」（平成 17 年、東海大学出版会） 

※1 ヒナコウモリ科は、確認した周波数のピーク(20-25kHz)やバットディテクターの入感音、確認環境や分布情報

等よりヤマコウモリまたはヒナコウモリの可能性が高い。 

※2 環境省 RL においてヤマコウモリは「VU」に該当するが、ヒナコウモリは該当しない。 

※3 福島県 RL においてヤマコウモリは「CR+EN」に該当し、ヒナコウモリは「DD」に該当する。 

 

表7.6-38(2) 重要な哺乳類の一般生態 

種名 カヤネズミ（ネズミ科） 

選定基準 福島県レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 本州の太平洋側では宮城県以南、日本海側では新潟県・石川県以南、四国、九州、

隠岐諸島、淡路島、対馬などに分布する。低地から標高 1,200ｍあたりまで広く分

布する。通常、低地の草地、水田、畑、休耕地、沼沢地などのイネ科やカヤツリグ

サ科植物が密生し、水気のあるところに多い。球形の巣を作り、巣材にはススキ、

チガヤ、エノコログサ、スゲ類などを用いる。巣のある高さは 70～110cm で、晩春

と初冬に低く、夏～秋は高い位置にある。繁殖期は大部分の地域で春と秋の年 2 山

型であるが、まれに夏にも繁殖する。1 回に生まれる仔の数は 2～8 頭で、平均 5.4

頭である。 

出典：「日本の哺乳類[改訂版]」（平成17年、東海大学出版会） 

 

表7.6-38(3) 重要な哺乳類の一般生態 

種名 ツキノワグマ（クマ科） 

選定基準 種の保存法：国際希少野生動植物 

一般生態等 本州・四国の冷温帯落葉広葉樹林（ブナ林）を中心に生息する。九州では絶滅し

た可能性が高く、四国でも絶滅が危惧されている。春はブナの若芽や草本類、夏は

アリやハチなどの昆虫類、秋はクリ、ミズナラ、コナラ、サワグルミなどの堅果類

を多く採食する。12 月～4 月まで冬眠する。越冬場所としては、ブナ・天然スギな

どの大木の樹洞、あるいは岩穴や土穴を利用する。冬眠中に 2～3 年間隔で 1～2（平

均 1.7）仔を出産する。 

出典：「日本の哺乳類[改訂版]」（平成17年、東海大学出版会） 

 

表7.6-38(4) 重要な哺乳類の一般生態 

種名 カモシカ（ウシ科） 

選定基準 文化財保護法：特別天然記念物 

一般生態等 本州、四国、九州に分布する日本固有種で、低山帯から亜高山帯にかけてのブナ

やミズナラが優占する落葉広葉樹林、針広混交林に多く生息する。完全な植物食で、

各種木本類の葉、広葉草本、ササ類、冬季は冬芽や常緑樹の葉を採食する。交尾期

のピークは 10 月下旬～11 月で、5～6 月に通常 1 仔を出産する。 

出典：「日本の哺乳類[改訂版]」（平成17年、東海大学出版会） 
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表 7.6-39(1) 重要な鳥類の一般生態 

種名 アオバト（ハト科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 北海道や北日本では夏鳥、他は留鳥。本州中部以南に多い。繁殖分布は日本に限

られ、北海道、本州、四国、九州などで繁殖し、樹木の枝上に小枝を集め粗雑な巣

をつくる。数羽～数十羽の群れで活動し、採食は樹上で行い、特に小枝や葉の茂る

樹冠部で採食したり、林内や林縁の地上で採食したりする。樹木や草の実や種子な

どを食べ、ドングリのような堅果もむしりとり丸呑みする。また、海水や温泉のほ

か、味噌や醤油工場から出る塩分の高い水に集まって飲む習性を持つ。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

 

表7.6-39(2) 重要な鳥類の一般生態 

種名 カッコウ（カッコウ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本には夏鳥として九州以北に渡来し、平地から山地の河川敷、草原、農耕地、

疎林、林縁など開けた環境を好む。昆虫類を主食とし、樹上で鱗翅類の幼虫を好ん

で食べる。托卵を行う種類であり、5～8 月頃、仮親が産卵期にある巣に 1 卵ずつ托

卵を行う。仮親となる種は、ホオジロ類、ヨシキリ類、モズ類、セキレイ類、オナ

ガ等。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

 

表7.6-39(3) 重要な鳥類の一般生態 

種名 アオシギ（シギ科） 

選定基準 福島県レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 日本では冬鳥として、山地の渓流や雪に埋もれた湧き水の周辺などで見られる。

山地や山岳地の渓流に住む。湧き水周辺の砂泥地や樹林のふちの小さい流れで長い

くちばしを砂泥に差し込んで採食する。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

 

表7.6-39(4) 重要な鳥類の一般生態 

種名 ミサゴ（ミサゴ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧種 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 主に海岸や湖沼、大河川などの水辺に周年生息するが、冬季は暖地へ移動するも

のも多い。海岸や山中で繁殖し、大岩の頂や樹冠部に営巣する。巣材には、太い枝

や乾燥した海藻、ロープなどの人工物も使う。海上の灯台や高圧線の鉄塔など人工

物に営巣する例も知られている。ボラやスズキ、トビウオなどの魚類を餌とし、水

面近くに浮上した魚を、ダイビングして捕らえる。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 
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表7.6-39(5) 重要な鳥類の一般生態 

種名 ハチクマ（タカ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本には夏鳥として 5 月ごろ渡来し、本州、佐渡島、北海道で繁殖し、冬はマレ

ー半島、スマトラ島、ボルネオ島など東南アジアで越冬する。標高 1,500ｍ以下の

丘陵地や低山の山林に生息する。名前が示すようにハチの幼虫や蛹を好んで食べ、

クロスズメバチなどのジバチ類を特に好む。繁殖期は 5 月下旬から 9 月、年に 1 回、

一夫一妻で繁殖する。低山帯の大木の枝上に、他の猛禽類の古巣を利用して皿形の

巣をつくる。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(6) 重要な鳥類の一般生態 

種名 ハイイロチュウヒ（タカ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本には冬鳥として渡来する。平地の広い草原、ヨシ原、農耕地や牧草地に生息

するが、山地の草地や造成地にもたびたび出現する。草むらにひそむネズミ、小鳥

類、カエルなどの小動物が飛び出すと急旋回して捕らえる。停空飛翔をして狙いを

つけることもある。ユーラシア大陸の亜寒帯や北アメリカ大陸で繁殖する。産卵期

は 4 月下旬から 5 月下旬で一夫一妻。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(7) 重要な鳥類の一般生態 

種名 ツミ（タカ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 全国各地で繁殖する。平地から亜高山帯の林に生息し、暖地では留鳥として年中

生息するが、積雪の多い寒地のものは暖地に移動して越冬する。主にスズメ、ツバ

メ、セキレイ類などの小型の鳥類を捕食するが、小型のネズミや昆虫類も食べる。

水田地帯や牧草地、住宅街やその周辺などでも繁殖が確認されている。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(8) 重要な鳥類の一般生態 

種名 ハイタカ（タカ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本では本州以北で繁殖する留鳥だが 、冬には少数が暖地に移動する。平地か

ら亜高山帯の林に生息する。営巣林として選ばれるのは、立木密度の高い、構造的

に林内空間の閉じた若齢林である。巣は高木の樹冠部に架けられ、通常は毎年新し

い場所に造られる。他のタカ科と異なり、樹皮などを産座に敷き、青葉を入れるこ

とは少ない。林内、林縁、農耕地や草地などで主にツグミ位までの鳥類を捕食する

が、ネズミやリス、ヒミズなどの哺乳類や昆虫類を捕食することもある。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 
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表7.6-39(9) 重要な鳥類の一般生態 

種名 オオタカ（タカ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

一般生態等 四国の一部及び本州、北海道の広い範囲で繁殖するが、繁殖記録は東日本で多く、

西日本では少ない。留鳥として年中生息するが、秋から冬になると高地や山地のも

のの一部は低地や暖地に移動する。平地から亜高山帯（秋・冬は低山帯）のアカマ

ツ林やコナラとアカマツの混交林など森林に生息し、しばしば餌動物（鳥類、小型

哺乳類）を求めて農耕地、牧草地や水辺などの開けた場所にも飛来する。平地や丘

陵地に多く、急峻な地形の地域には少ない。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(10) 重要な鳥類の一般生態 

種名 サシバ（タカ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本には、九州から青森県にかけて夏鳥として 3～4 月ごろ渡来し、9～10 月ごろ

渡去する。南西諸島では冬鳥。低山から丘陵の森林に生息し、周辺の水田などの開

けた環境で狩りをする。森林や丘陵地の奥まった谷の枝上に、枯れ枝を積み重ねて

皿形の巣をつくる。へビやトカゲ、カエルなどの両生類や爬虫類を好んで食べるほ

か、ネズミ、モグラ、小鳥や、バッタなどの昆虫もよく食べる。秋の渡りの時期に

は昆虫が主食となる。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(11) 重要な鳥類の一般生態 

種名 クマタカ（タカ科） 

選定基準 種の保存法：国内希少野生動植物 

環境省レッドリスト EN：絶滅危惧ⅠB 類 

福島県レッドリスト EN：絶滅危惧ⅠB 類 

一般生態等 日本では低山帯や亜高山帯の針葉樹林、広葉樹林に生息する。巣は大木に木の枝

を使ってつくり、急斜面につくる傾向が強い。林内を移動することが多く、山間の

伐採地や草地、まばらな林間、開けた谷、林道などで地上 1～15ｍの空間を飛びな

がら、または木の枝に止まって見回しながら餌を探す。小型から中型の哺乳類、小

型から大型の鳥類、ヘビなどの爬虫類を捕食する。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(12) 重要な鳥類の一般生態 

種名 フクロウ（フクロウ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本では北海道、本州、四国、九州にかけて見られる留鳥である。低地、低山帯

から亜高山帯にかけてのいろいろなタイプの樹林にすみ、特に大きい樹木のある広

葉樹林や針広混交林を好む。夜行性でネズミなどの小型哺乳類や鳥類などを捕食す

る。巣は樹洞やカラスなど他種の古巣や、ときには壁穴や地上を利用する。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 
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表7.6-39(13) 重要な鳥類の一般生態 

種名 アカショウビン（カワセミ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本には夏鳥として渡来する。低地や低山帯の常緑広葉樹林、落葉広葉樹林のほ

か、スギ林などを交えた山間の集落付近でも繁殖する。樹洞のほか、朽木や崖の土

壁などに穴を掘り、巣として利用する。また、キツツキ類の古巣、樹上のアリ塚な

ども巣として利用することがある。小魚、サワガニ、カエル、オタマジャクシ、ゴ

ミムシ、コオロギ、カタツムリ、トカゲなどを捕食する。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(14) 重要な鳥類の一般生態 

種名 オオアカゲラ（キツツキ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本では北海道から本州、四国、九州、奄美大島に留鳥として生息する。山地の

落葉広葉樹林や広葉樹の混じった針葉樹林に生息する。繁殖期以外は単独で生活す

ることが多い。枯れ木で採食することが多く、アリ類、甲虫類の幼虫などを食べる。

秋から冬には木の実も食べる。巣は枯れ木に掘る樹洞。直径 6.5～6.8cm ぐらい。深

さ 40cm ぐらいの巣穴を掘る。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

 

表7.6-39(15) 重要な鳥類の一般生態 

種名 コチョウゲンボウ（ハヤブサ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 ユーラシア大陸と北アメリカ大陸の高緯度地方で繁殖し、冬に低緯度地方に渡っ

てくる。日本では冬鳥として 9 月から翌 4 月まで見られ、特に本州中部以南の海岸

や内陸の広々とした草地に現れる。人気のないところを好み、樹木のてっぺんや電

線などに止まって見回りをしている。旋回することもあるが小回りで、低空を飛ん

で主要食の小鳥などを急襲する。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(16) 重要な鳥類の一般生態 

種名 チゴハヤブサ（ハヤブサ科） 

選定基準 福島県レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

一般生態等 北海道、南千島、青森県の平地から低山の林で繁殖している。岩手県、秋田県、

山形県でも繁殖例が報告されている。日本では越冬しないという報告もある。繁殖

地では平地の疎林に生息し、周辺の耕作地や草原などで狩りを行う。春と秋の渡り

の時期には各地で見られる。主な餌は鳥類と昆虫類でまれにコウモリ類などを捕食

する。飛びながら獲物を探すことが多い。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 
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表7.6-39(17) 重要な鳥類の一般生態 

種名 ハヤブサ（ハヤブサ科） 

選定基準 種の保存法：（国内希少野生動植物種） 

環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

一般生態等 留鳥として九州以北に分布するほか、冬鳥として沖縄を含む全国に渡来する。平

地から山地の海岸、河口、河川、湖沼、農作地などに生息し、海岸の断崖や岸壁の

岩棚や横穴で繁殖するが、ビルや橋脚など人工構造物に営巣することもある。日本

では鉄塔にあるカラス類の古巣を利用した例がある。主に鳥類を餌とし、空中で捕

獲したり、水面にたたきつけて捕食する。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

「図鑑日本のワシタカ図鑑」（平成7年、文一総合出版） 

 

表7.6-39(18) 重要な鳥類の一般生態 

種名 サンショウクイ（サンショウクイ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本には夏鳥として平地から山地の明るい林に渡来し、広葉樹林に多い。高い木

の頂近くにいることが多い。近年、全国で著しく減少している。高木上部の枝の上

に、木のこぶのように見える椀形の巣をつくる。内装は樹皮や細枝等を使い、外装

はウメノキゴケなどをクモの糸を使って貼り付ける。樹冠部の葉や小枝が茂る下側

で、ホバリングしながら昆虫類やクモをとる。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

 

表7.6-39(19) 重要な鳥類の一般生態 

種名 サンコウチョウ（カササギヒタキ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州以南の低地から山地のよく茂った比較的暗い林に夏鳥として渡来し、繁殖す

る。スギやホオノキなどの上斜め方向に延びた細い枝や枝の叉に、樹皮やコケ、ク

モの巣を使ってコップ状の巣をつくる。樹林内を飛翔する能力が発達しており、採

餌や巣材集め、水浴びなど行動の大半を飛翔しながら行う。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

 

表7.6-39(20) 重要な鳥類の一般生態 

種名 トラツグミ（ヒタキ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 全国的に分布し、積雪の多い地方のものは、冬に暖地の雑木林に漂行する。丘陵

から低山帯の山地の暗い広葉樹林や針広混交林で繁殖し、木の枝の上にコケ類や枯

れ技で椀形の巣をつくる。主に地上で昆虫類やミミズなどを採食するが、秋冬は種

子なども食べる。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

 

表7.6-39(21) 重要な鳥類の一般生態 

種名 クロツグミ（ヒタキ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 日本には夏鳥として渡来し、九州以北で繁殖を行う。低山帯から標高 1,000ｍ以

下の山地の林に生息する。木の枝上にコケ類や枯れ草、土などを材料とした椀型の

巣をつくる。ミミズやゴミムシなどの昆虫類の他、ヤマザクラ、ノブドウなどの果

実も食べる。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 
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表7.6-39(22) 重要な鳥類の一般生態 

種名 アカハラ（ヒタキ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州中部以北やサハリン、千島列島と限られた地域で繁殖する。本州中部では山

地帯上部から亜高山帯の森林で繁殖し、東北地方では低標高地でも繁殖する。北海

道では平地の林でも普通に見られる。急峻な地形よりもなだらかな斜面や平坦地に

多い。冬は本州中部以西から中国南部など暖地に渡り、都市公園などでも見られる

が、関西地方では少ない。明るい林や木がまばらに生えた環境を好む。主に地上で

昆虫やミミズ、クモなどを捕食するほか、木の実も好んで食べる。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑[陸鳥編]」（平成7年、保育社） 

 

表7.6-40(1) 重要な爬虫類の一般生態 

種名 ヒガシニホントカゲ（トカゲ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州に分布。草地や石垣、日当たりの良い斜面などに生息

する。隠れ場と日光浴ができる場所さえあれば市街地などでも見られる。昆虫やミ

ミズなどを食すが、果実なども採食する。4～5 月に交尾し、年 1 回、5～6 月に石

の下や巣穴で 5～16 個の卵を生む。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社） 

 

表7.6-40(2) 重要な爬虫類の一般生態 

種名 ジムグリ（ナミヘビ科） 

選定基準 福島県レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州、国後、伊豆大島、隠岐、壱岐、屋久島、種子島に分

布。丘陵地から山地の林床に生息し、ネズミやモグラ等を捕食する。4～6 月に交尾

し、7～8 月に 1～7 卵を産む。非常におとなしい性質であまり咬むようなことはな

い。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社） 

 

表7.6-40(3) 重要な爬虫類の一般生態 

種名 ヤマカガシ（ナミヘビ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州、四国、九州、佐渡島、隠岐、壱岐、五島列島、甑島列島、屋久島、種子島

の他、国外では沿海州から中国南部、台湾に分布。山沿いの田んぼや川沿いに生息

し、カエルやオタマジャクシ、魚などを捕食する。秋に交尾し、翌年の初夏に産卵

をすることから冬眠明けに体内で受精すると考えられている。おとなしいが比較的

強い毒を持っていることが知られている。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社） 

 

表7.6-40(4) 重要な爬虫類の一般生態 

種名 ニホンマムシ（クサリヘビ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州、国後島、焼尻島、天売島、佐渡島、隠岐、壱岐、五

島列島、甑島列島、屋久島、種子島、伊豆大島に分布。基本的に夜行性で、山地森

林に生息し、その周辺の田畑にも生息。カエルやネズミなどを中心に様々な脊椎動

物を捕食する。卵胎生で 8～9 月に交尾し、翌年の 8～10 月に 5～6 匹を産仔する。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社） 
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表7.6-41(1) 重要な両生類の一般生態 

種名 トウホクサンショウウオ（サンショウウオ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 新潟県、群馬・栃木・茨城県北部、東北地方全域に分布。海岸地方の平地から標

高 1500m 付近の高所まで、生息範囲は広いが、主として標高数百 m の低地に多い。

主に夜行性で、ミミズ、昆虫類などの土壌動物を餌とする。3～6 月の雪解けの頃に、

繁殖個体が止水に集まり産卵する。止水といっても、分布が重なるクロサンショウ

ウオと異なり、山間の細流のよどみ等のようなわずかに流れのあるところが好まれ

る。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社） 

 

表7.6-41(2) 重要な両生類の一般生態 

種名 バンダイハコネサンショウウオ（サンショウウオ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 宮城県南部、山形県、新潟県北部、福島県東部、茨城県北東部に分布。（以下ハ

コネサンショウウオの一般生態）標高 500～2000ｍの山地に広く生息する。主に夜

行性で、ミミズ、クモなどの小動物を餌とする。流水性で産卵場所は渓流源流地域

の伏流水、卵は滅多に見つからない。繁殖期は、5 月～6 月が一般的だが、10 月下

旬～12 月下旬に繁殖する個体も知られる。肺を持たず、皮膚呼吸のみで生活する。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社） 

「爬虫類両棲類学会報 第2015巻 第1号」（平成27年、日本爬虫両棲類学会）  

 

表7.6-41(3) 重要な両生類の一般生態 

種名 アカハライモリ（イモリ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州、四国、九州、佐渡島、隠岐、壱岐、大隅諸島、中之島などに分布。平地か

ら山地の、水のきれいな池、水田、緩い流れに生息する。夜に活発で、ミミズ、昆

虫類、カエルの幼生などの小動物を餌とする。水草、枯れ葉などに 1 卵ずつ産卵す

る。繁殖期は 4 月～7 月頃。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社） 

 

表7.6-41(4) 重要な両生類の一般生態 

種名 アズマヒキガエル（ヒキガエル科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州の近畿付近から東北部、伊豆大島、北海道の一部に分布。生息場所は広く、

海岸から高山まで広範囲に及び、都市部の公園や人家の庭などにもすみついてい

る。繁殖期は 2～7 月頃と地域や標高によりばらつきがある。 

出典：「決定版 日本の両生爬虫類」（平成14年、平凡社） 

 

表7.6-41(5) 重要な両生類の一般生態 

種名 ニホンアカガエル（アカガエル科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州、四国、九州、隠岐、大隅諸島、八丈島 に分布。平地から丘陵地にかけて

明るい森林、池沼、水田周辺の草むら、湿地等に生息する。繁殖は本州に生息する

カエルの中で一番早く、1 月から 3 月に行われる。産卵場所は、水の残った水田が

普通。その他湿地の水たまり等の止水。そのため、結氷して死滅することがある。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社）  
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表7.6-41(6) 重要な両生類の一般生態 

種名 トウキョウダルマガエル（アカガエル科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 仙台平野、関東平野、新潟県中部・南部、長野県北部・中部に分布。池、湿地、

河川などにもいるが、水田周辺に多く生息する。昆虫類やクモ、カニ、陸生貝類、

小さなカエルなどを餌とする。水田や浅い池、沼、河川敷の水たまりなどの浅い止

水に産卵する。繁殖期は 4 月下旬～7 月。 

出典：「日本動物大百科 第5巻 両生類・爬虫類・軟骨魚類」（平成12年、平凡社） 

 

表7.6-42(1) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 コオイムシ（コオイムシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州から九州に分布。体長は 17～20mm。体は楕円形で淡褐色から黄褐色。頭部

の下顎腺から臭いが強い白色の液体を分泌する。水深の浅い開放的な止水域に生息

し、オタマジャクシ、小魚、ヤゴ、巻貝などを捕食する。雌は雄の背面(前翅上)に

卵塊を産む。 

出典：「レッドデータブック2014 5昆虫類」（平成26年、環境省） 

「日本産水生昆虫-科･属･種への検索-」（平成17年、東海大学出版会） 

 

表7.6-42(2) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 ハマダラハルカ（ハルカ科） 

選定基準 環境省レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 体長 12mm、翅長 7mm。本州・四国・九州に分布する。体色は光沢のある黒色で、

翅に顕著な斑紋をもつ。日本特産種で、山地の森林に普通に見られる。成虫は早春

に出現し、林間を低くかつ素早く飛翔し、交尾のため立木に集合する。幼虫はネム

ノキの朽木の樹皮下に生息する。 

出典：「原色日本昆虫図鑑、下」（平成 8 年、保育社） 

 

表 7.6-42(3) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 クロゲンゴロウ（ゲンゴロウ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 体長 20～25mm。本州、四国、九州に分布する。体型は卵形で光沢がある。腹面

は黒～赤褐色で腹部第 3～4 節の両端部に黄褐色の小紋を有する。水生植物の生え

た池沼、放棄水田、水田の溝などに生息する。産地はやや局地的だが個体数は比較

的多い。新成虫は 8～9 月に出現し、成虫で越冬する。 

出典：「図説日本のゲンゴロウ」（平成 5 年、文一総合出版） 

 

表7.6-42(4) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 シマゲンゴロウ（ゲンゴロウ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州、南西諸島(トカラ中之島、宝島)に分布。体長は 12.5

～14mm。体型は卵形で背面はよく膨隆し、光沢がある。近郊の里山的な環境の良好

な地域に見られる。産地での個体数は比較的多く、日中でも活動中の姿を見ること

が多い。冬期間(10 月頃から 4 月頃)は水域でほとんど見られない。夏には灯火に飛

来する。 

出典：「図説日本のゲンゴロウ」（平成 5 年、文一総合出版） 
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表7.6-42(5) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 ミズスマシ（ミズスマシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州に分布。体長は 6.0～7.5mm。体は流線型で、背面に光

沢はあるがやや鈍い。池沼、水田、小川などの一般的に流れの緩やかな浅い場所に

生息している。 

出典：「日本産水生昆虫-科･属･種への検索-」（平成17年、東海大学出版会） 

 

表7.6-42(6) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 コガムシ（ガムシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州に分布｡体長 16～18mm。一般的には、平野部～丘陵部

の有機物の豊富な浅い池沼、湿地、水田に生息する｡6 月頃に水草の間に白いまゆ状

のゆりかごをつくり、その中に産卵する。幼虫は肉食性で他の水生昆虫や巻貝など

を捕食するが、成虫は主に草食性である。幼虫は 3 齢になり老熟すると岸辺に上陸

し土中で蛹化する。灯火に飛来する。 

出典：「レッドデータブック2014 -日本の絶滅のおそれのある野生生物- 5 昆虫類」（平成27年、環境省） 

 

表7.6-42(7) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 ガムシ（ガムシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州、琉球列島に分布。体長 33～40mm。全身緑色を帯び

た黒色で、触角・口枝は黄褐色。後胸突起は腹部第 2 節に達し、腹部は無毛。浅く

て水生植物がよく繁茂した池沼・川・用水路・水田・湿地などに生息している。成

虫は水草をよく食べ、小動物の死骸を食べることもある。幼虫は肉食性で、巻貝を

好んで食べる。 

出典：「日本産水生昆虫-科･属･種への検索-」（平成 17 年、東海大学出版会） 

「川の生物図鑑」（平成 8 年、財団法人リバーフロント整備センター） 

 

表7.6-42(8) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 クロマルハナバチ（ミツバチ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 体長は女王 19～23 ㎜、働きバチ 9～20 ㎜、雄 16～19 ㎜。全体に黒色で、腹部第

4 節以降は赤褐色。雄は胸部から腹部第 2 節まで鮮黄色、胸部の中央と腹部第 3 節

は黒色で第 4 節は赤褐色。本州、四国、九州に分布。土中に営巣し、総繭数 200～

400 室。サクラ類、リンゴ、オドリコソウ、ミカン類などに訪花する。 

出典：「日本の真社会性ハチ」（平成17年、信濃毎日新聞社） 

 

表7.6-42(9) 重要な昆虫類の一般生態 

種名 ナミルリモンハナバチ（ミツバチ科） 

選定基準 環境省レッドリスト DD：情報不足 

福島県レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 体長雌 11～14 ㎜、雄 10～13 ㎜。体毛は黒色に覆われ、斑紋をなす羽状毛は鮮や

かな青色。本州、四国、九州、種子島、屋久島に分布。7～10 月に出現し、センダ

ングサ、マリーゴールド、ランタナ等に訪花する。スジボソフトハナバチに労働寄

生すると推定されている。 

出典：「日本産ハナバチ図鑑」（平成26年、文一総合出版） 
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表7.6-43(1) 重要な魚類の一般生態 

種名 スナヤツメ類※1（ヤツメウナギ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類※2 

福島県レッドリスト EN：絶滅危惧ⅠB 類※3 DD：情報不足※3 

一般生態等 スナヤツメ類には遺伝的に分化した北方種と南方種の 2 種が含まれているが、形

態形質で 2 種を区別することはできず、生態的に大きな差異も確認されていない。

北方種は北海道から滋賀県・三重県まで、南方種は秋田県以南に分布。終生を通じ、

ウナギ型の体形である。幼生期は目が未発達で口は裂溝状になっており、泥中で生

活する。変態後は吸盤状の口を持つ。成魚の全長は 15～20cm 程度。一生を淡水域

で過ごし、主に河川中流部の流れの緩やかな場所に生息する。幼生は泥中の有機物

を食べて成長し、変態後は餌を摂らない。変態までには数年を要し、変態後は海に

降りずそのまま越冬、翌年の 5～6 月に礫底の河床に産卵し、死亡する。 

出典：「山渓カラー名鑑 訂版 日本の淡水魚」（平成13年、山と渓谷社） 

「山渓ハンディ図鑑15 日本の淡水魚」（平成27年、山と渓谷社） 

※1 スナヤツメ類はスナヤツメ北方種、スナヤツメ南方種のいずれかであるが、形態形質から2種を識別するのは

困難である。 

※2 環境省RLにおいてスナヤツメ北方種、スナヤツメ南方種はいずれも「VU」に該当する。 

※3 福島県RLにおいてスナヤツメ北方種は「EN」、スナヤツメ南方種は「DD」に該当する。 

 

表7.6-43(2) 重要な魚類の一般生態 

種名 キンブナ（コイ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト EN：絶滅危惧ⅠB 類 

一般生態等 全長 15cm、フナ類の中では最も小さい。日本固有亜種で、東日本を中心に太平洋

側では関東地方以北、日本海側では山形県以北に分布する。体形は側扁するが、ギ

ンブナに比べると紡錘形に近く体高は低い。体色は黄褐色で、鱗の外縁は明るい。

雑食性で、溜池、小川や農業水路といった、平地の湿地帯等の小規模な水域に多い。

繁殖期は 3～6 月。抽水植物帯で産卵する。 

出典：「山渓カラー名鑑 改訂版 日本の淡水魚」（平成13年、山と渓谷社） 

「山渓ハンディ図鑑15 日本の淡水魚」（平成27年、山と渓谷社） 

 

表7.6-43(3) 重要な魚類の一般生態 

種名 ドジョウ（ドジョウ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 全長 12cm、北海道から琉球列島に至る日本全国に分布するが、北海道と琉球列島

のものは天然分布かどうか明らかでない。背面は褐色を帯び、不明瞭な斑紋を持つ。

腹面は淡色で斑紋がない。尾鰭と背鰭に褐色の小斑が散在し、尾鰭基部の上角に小

さな黒色斑がある。口髭は 5 対、うち 3 対は上唇にある。水田や湿地とその周辺の

細流など、泥底域に生息する。動物主体の雑食性。産卵期は 6～7 月で、水路を経

て水田内に侵入し、一時的な水たまりで産卵する。 

出典：「山渓カラー名鑑 改訂版 日本の淡水魚」（平成13年、山と渓谷社） 

「川と湖の魚①」（平成元年、保育社） 

「山渓フィールドブックス 淡水魚」（平成9年、山と渓谷社） 
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表7.6-43(4) 重要な魚類の一般生態 

種名 ヒガシシマドジョウ（ドジョウ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 全長 6～10cm。日本固有種で神奈川県以北の太平洋側と山形県以北の日本海側に

分布する。体側の暗色斑はニシシマドジョウと比べると小さく、暗色斑間の距離は

広い傾向がある。尾びれ基底には眼径より小さい黒色斑が上下に 2 つ並ぶ。東北地

方ではこれが不明瞭になる個体が多い。河川中流域の砂底もしくは砂礫底に生息

し、よく砂にもぐり込む。繁殖期は 5～6 月。川に流れ込む細流などで産卵が行わ

れる。砂中の小動物やデトリタスを食う。 

出典：「山渓ハンディ図鑑15 日本の淡水魚」（平成27年、山と渓谷社） 

 

表7.6-43(5) 重要な魚類の一般生態 

種名 ホトケドジョウ（ドジョウ科） 

選定基準 環境省レッドリスト EN：絶滅危惧ⅠB 類 

福島県レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

一般生態等 全長 6cm、日本固有種で青森・中国地方を除く本州、四国東部に分布する。体は

円筒形で細長いが頭部は縦扁し、尾部は側扁する。口ひげは 4 対。流れの緩やかな

細流などに生息し、砂泥底の水草の間などの中層を中心に生活する。主に浮遊性か

ら底生性の小動物を捕食する。産卵期は 3 月下旬～6 月上旬で、水草などに産卵す

る。 

出典：「山渓カラー名鑑 訂版 日本の淡水魚」（平成13年、山と渓谷社） 

 

表7.6-43(6) 重要な魚類の一般生態 

種名 ニッコウイワナ（サケ科） 

選定基準 環境省レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 全長 30～60cm、東北地方日本海側から北陸、山陰、関東地方に分布するが、他型

のイワナとの分布境界は不明瞭である。背に小さい白斑、側線から腹にかけて黄色、

桃色の斑点が散在する。色の地域変異が大きく、北方へ行く程、また成長につれて

淡色となる。河川上流域を中心に生息するが、分布域北部では中・下流域にも出現

し、一部は降海する。流れの緩い場所に多く、水生昆虫や落下昆虫などを捕食する。

産卵期は 9 月下旬～11 月上旬で、砂礫底の緩流部に産卵床を掘削する。 

出典：「山渓カラー名鑑 改訂版 日本の淡水魚」（平成13年、山と渓谷社） 

「Field Selection 12 淡水魚」（平成4年、北隆館） 

 

表7.6-44(1) 重要な底生動物の一般生態 

種名 マルタニシ（タニシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

一般生態等 北海道から琉球列島に分布。沖縄諸島での分布は史前帰化と考えられている。自

然湖沼やため池では最大で殻長 60mm 程度に達するが、水田環境では 40mm 程度ま

でが普通である。螺層の周辺部は丸く、縫合部は深い。殻表面には刻点列状の彫刻

がある。緑褐色から黒褐色の殻皮を有する。育児嚢（子宮）で稚貝を育てる卵胎生

で、成長段階の異なる胎児が保有されている。成長した胎児は順次産み出される。

自然湖沼、湿原、ため池、水田などを主な生息環境としている。 

出典：｢レッドデータブック 2014 6 貝類」（平成 26 年、環境省） 

「日本産淡水貝類図鑑 2-汽水を含む全国の淡水貝類-」（平成 26 年、株式会社ピーシーズ） 
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表7.6-44(2) 重要な底生動物の一般生態 

種名 オオタニシ（タニシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 北海道から九州にかけて分布。殻高 60mm 前後になり、北海道産では 80mm に達

する。各螺層の膨らみは弱く、縫合は浅い傾向にある。殻底角があり、弱いながら

も螺条脈もある。流れの穏やかな河川や用水路、ため池や湖などの水量と水質の安

定した場所に生息する。育児嚢（子宮）で稚貝を育てる卵胎生で、成長段階の異な

る胎児が保有されている。成長した胎児は順次産み出される。 

出典：｢日本産淡水貝類図鑑 2-汽水を含む全国の淡水貝類-｣（平成 16 年、株式会社ピーシーズ） 

 

表7.6-44(3) 重要な底生動物の一般生態 

種名 コオイムシ（コオイムシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州から九州に分布。体長は 17～20mm。体は楕円形で淡褐色から黄褐色。頭部

の下顎腺から臭いが強い白色の液体を分泌する。水深の浅い開放的な止水域に生息

し、オタマジャクシ、小魚、ヤゴ、巻貝などを捕食する。雌は雄の背面(前翅上)に

卵塊を産む。 

出典：「レッドデータブック 2014 5 昆虫類」（平成 26 年、環境省） 

「日本産水生昆虫-科･属･種への検索-」（平成 17 年、東海大学出版会） 

 

表 7.6-44(4) 重要な底生動物の一般生態 

種名 タガメ（コオイムシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州、四国、九州、沖縄諸島に分布。体長は 48～65mm で日本最大の異翅半翅類

である。雄は後胸に 1 対の臭腺をもち、バナナ臭を発する。抽水植物が豊富な止水

域や緩流に生息する。雌は初夏に水面よりも数 cm 上の草茎に卵塊を産み、雄がこ

れを保護する。水生昆虫や幼魚の体液を吸う。 

出典：「日本産水生昆虫-科･属･種への検索-」（平成 17 年、東海大学出版会） 

「原色日本昆虫図鑑 下」（昭和 30 年、保育社） 

 

表 7.6-44(5) 重要な底生動物の一般生態 

種名 ミズスマシ（ミズスマシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州に分布。体長は 6.0～7.5mm。体は流線型で、背面に光

沢はあるがやや鈍い。池沼、水田、小川などの一般的に流れの緩やかな浅い場所に

生息している。 

出典：「原色日本甲虫図鑑Ⅱ」（昭和 60 年、保育社） 

「川の生物図鑑」（平成 8 年、財団法人リバーフロント整備センター） 

 

表7.6-44(6) 重要な底生動物の一般生態 

種名 コガムシ（ガムシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト DD：情報不足 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州に分布｡体長 16～18mm。一般的には、平野部～丘陵部

の有機物の豊富な浅い池沼、湿地、水田に生息する｡6 月頃に水草の間に白いまゆ状

のゆりかごをつくり、その中に産卵する。幼虫は肉食性で他の水生昆虫や巻貝など

を捕食するが、成虫は主に草食性である。幼虫は 3 齢になり老熟すると岸辺に上陸

し土中で蛹化する。灯火に飛来する。 

出典：「レッドデータブック 2014 -日本の絶滅のおそれのある野生生物- 5 昆虫類」（平成 27 年、環境省） 
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表7.6-44(7) 重要な底生動物の一般生態 

種名 ガムシ（ガムシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 北海道、本州、四国、九州、琉球列島に分布。体長 33～40mm。全身緑色を帯び

た黒色で、触角・口枝は黄褐色。後胸突起は腹部第 2 節に達し、腹部は無毛。浅く

て水生植物がよく繁茂した池沼・川・用水路・水田・湿地などに生息している。成

虫は水草をよく食べ、小動物の死骸を食べることもある。幼虫は肉食性で、巻貝を

好んで食べる。 

出典：「日本産水生昆虫-科･属･種への検索-」（平成 17 年、東海大学出版会） 

「川の生物図鑑」（平成 8 年、財団法人リバーフロント整備センター） 

 

表7.6-44(8) 重要な底生動物の一般生態 

種名 ケスジドロムシ（ヒメドロムシ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 本州に分布。体長 4.8～5.3mm。暗褐色で、上翅間室に顕著な黄色毛を有する。比

較的大きい清流にすむ。 

出典：「原色日本甲虫図鑑Ⅱ」（昭和 60 年、保育社） 

 

 

 

③注目すべき生息地 

調査範囲において、希少猛禽類の営巣及び繁殖が確認された。 

希少猛禽類の営巣及び繁殖の確認状況は、生息地保全の観点から、別冊（非公開資料）に

示す。 
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7.6.2 予測及び評価結果 

予測及び評価項目は、表7.6-45に示すとおりである。また、予測の対象種は、表7.6-46(1)

～(2)に示すとおり、現地調査において確認された重要な種とした。 

 

表7.6-45 予測及び評価項目 

影響要因 予測項目 

建設機械の稼働 

重要な種及び注目すべき生息地の 

分布又は生息環境の改変の程度 

資材及び機械の運搬車両の運行 

造成等の施工による一時的な影響 

敷地の存在（土地の改変） 

 

表7.6-46(1) 予測対象種 

分類群 科名 種名 

哺乳類 

(4 種） 

ヒナコウモリ 
ヒナコウモリ科 

（ヤマコウモリまたはヒナコウモリ） 

ネズミ カヤネズミ 

クマ ツキノワグマ 

ウシ カモシカ 

鳥類 

(22 種) 

ハト アオバト 

カッコウ カッコウ 

シギ アオシギ 

ミサゴ ミサゴ 

タカ ハチクマ 

  ハイイロチュウヒ 

  ツミ 

  ハイタカ 

  オオタカ 

  サシバ 

  クマタカ 

フクロウ フクロウ 

カワセミ アカショウビン 

キツツキ オオアカゲラ 

ハヤブサ コチョウゲンボウ 

  チゴハヤブサ 

  ハヤブサ 

サンショウクイ サンショウクイ 

カササギヒタキ サンコウチョウ 

ヒタキ トラツグミ 

  クロツグミ 

  アカハラ 

爬虫類 

(4 種） 

トカゲ ヒガシニホントカゲ 

ナミヘビ ジムグリ 

  ヤマカガシ 

クサリヘビ ニホンマムシ 

両生類 

(6 種) 

サンショウウオ トウホクサンショウウオ 

  バンダイハコネサンショウウオ 

イモリ アカハライモリ 

ヒキガエル アズマヒキガエル 

アカガエル ニホンアカガエル 

  トウキョウダルマガエル 
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表7.6-46(2) 予測対象種 

分類群 科名 種名 

昆虫類 

(9 種) 

コオイムシ コオイムシ 

ハルカ ハマダラハルカ 

ゲンゴロウ クロゲンゴロウ 

  シマゲンゴロウ 

ミズスマシ ミズスマシ 

ガムシ コガムシ 

  ガムシ 

ミツバチ クロマルハナバチ 

  ナミルリモンハナバチ 

魚類 

(6 種） 

ヤツメウナギ スナヤツメ類 

コイ キンブナ 

ドジョウ ドジョウ 

  ヒガシシマドジョウ 

  ホトケドジョウ 

サケ ニッコウイワナ 

底生動物 

(8 種) 

タニシ マルタニシ 

  オオタニシ 

コオイムシ コオイムシ 

  タガメ 

ミズスマシ ミズスマシ 

ガムシ コガムシ 

  ガムシ 

ヒメドロムシ ケスジドロムシ 

 

 

（1）建設機械の稼働、資材及び機械の運搬車両の運行、造成等の施工による一時的な影響、敷

地の存在（土地の改変） 

①予測地域及び予測地点 

予測地域は、図 7.6-2(1)に示した調査範囲と同様とした。 

 

②予測対象時期 

予測対象時期は、工事計画に基づき、工事中における動物の生息環境への影響が最大とな

る時期及び造成工事の完了後とした。 

 

③予測方法 

予測は、重要な種及び注目すべき生息地の分布又は生息環境の改変の程度について、造成

計画との重ね合わせ、事例の引用・解析とした。 

また、本事業の事業計画における動物への配慮と、工事中の影響（大気質、騒音、振動、

水質）の予測結果を踏まえて予測した。 
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④予測結果 

建設機械の稼働（主に騒音・振動）による影響については、低騒音・低振動型の建設機械

の採用に努めることにより、重要な種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないか、環境保全

のための措置を講じることにより低減されると予測する。 

なお、調査範囲内において営巣が確認されている希少猛禽類のクマタカについては、クレ

ーンのアームが動くとそちらを凝視したり、発破時に首をすくめて驚くしぐさを見せること

があったが、それ以外はほとんど気にする様子はなく、工事の影響は小さいと報告されてい

る※。また、工事に伴う騒音は一時的なものであることから、クマタカを含む希少猛禽類への

影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じることから、低減できるも

のと予測する。 

資材及び機械の運搬車両の運行による影響については、造成計画として、対象事象実施区

域内で切土、盛土のバランスを図り、残土を発生させない計画とすることで、工事用車両の

走行台数を低減するほか、工事用車両の走行による動物との接触事故を回避するため、現場

内における走行速度の制限や工事関係者への注意喚起に努めることにより、重要な種へ及ぼ

す影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより低減される

と予測する。 

造成等の施工による一時的な影響（工事中の濁水の排水による影響）については、造成工

事に先行して調節池を完成させ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、また必要に応じて

土砂流出防止柵を設置するなど、対象事業実施区域外への土砂や濁水の流出防止に努めるこ

とから、重要な種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じ

ることにより低減されると予測する。 

敷地の存在（土地の改変）による影響については、「7.7 植物」（表 7.7-17 参照）に示すと

おり、事業の実施により、調査範囲内のコナラ群落が約 13％、落葉低木二次林が約 76％、ア

カマツ林が約 4％、スギ植林が約 4％、竹林、ヨシ群落、ヨモギ群落、人工裸地が合わせて約

4％が減少する。最も改変割合の大きい落葉低木二次林においては、重要な種としてツキノワ

グマ、カモシカといった大型哺乳類が確認されている。両種とも落葉低木二次林（伐採跡地）

の作業道を移動経路の一部として利用していると推定されるが、いずれも本来樹林性の種で

あることから、餌場やねぐらといった重要な環境は、対象事業実施区域外に広く分布する樹

林環境をより利用、依存していると推定される。したがって、本事業が両種に及ぼす影響は

ほとんどないと予測する。 

また、サシバ及びクマタカについては、調査範囲内において営巣が確認されているが、ク

マタカについては、「7.8 生態系」（図 7.8-13 参照）に示すとおり、営巣適地の推定結果にお

いて対象事業実施区域内には営巣適地としてポテンシャルの高いエリアは少ないことから営

巣環境への影響は小さいものと予測する。さらに、サシバ、クマタカ両種の営巣地近傍は改

変を避ける計画とするとともに、繁殖期には営巣地近傍における工事を控えるなどの環境保

全のための措置を講じることから影響は低減されると予測する。 

 

 
※ 園田陽一・松江正彦・上野裕介・栗原正夫（2013）国土技術政策総合研究所資料No.721道路環境影響評価の技術手法 

「13．動物、植物、生態系」の環境保全措置に関する事例集、p-49-51. 
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⑤評価結果 

ア．環境影響の回避・低減に係る評価 

「建設機械の稼働」、「資材及び機械の運搬車両の運行」、「造成等の施工による一時的

な影響」及び「敷地の存在（土地の改変）」に係る動物の重要な種への影響を回避又は低

減するため、表7.6-47に示す環境保全のための措置を講じる。 

予測の結果、動物の重要な種への影響はほとんどないか、環境保全のための措置を講じ

ることにより影響が低減されると予測した。 

以上のことから、本事業に係る動物の重要な種への影響は、事業者の実行可能な範囲内

で回避又は低減が図られていると評価する。 

なお、工事中において、新たに重要な動物が確認された場合には、専門家の指導・助言

を得て、適切な措置を講じるものとする。 
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7.6.3 環境保全のための措置 

動物への影響に関する環境保全のための措置は、表7.6-47に示すとおりである。 

予測結果より、事業の実施により生息環境の保全に影響が生じる可能性があると判断され

た種はなかった。 

 

表 7.6-47 動物への影響に関する環境保全のための措置 

影響要因 環境保全のための措置 

建設機械の稼働 ・工事にあたっては、可能な限り低騒音型の建設機械を使用する。 

・猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事

は可能な限り避ける。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおい

て、建設機械等のアイドリングストップや無用な空ぶかし、過

積載や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底す

る。 

資材及び機械の運搬車両の運行 ・対象事業実施区域内の搬入路を工事用車両が通行する際は、十

分に減速し、動物が接触する事故を未然に防止する。 

・工事計画の策定にあたっては、工事用車両が一時的に集中しな

いよう工事を平準化し、計画的かつ効率的な運行を行う等、環

境の保全に努める。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおい

て、車両等のアイドリングストップや無用な空ぶかし、過積載

や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

造成等の施工による一時的な影響 ・造成工事においては、先行して調節池を完成させ、工事期間中

の仮設沈砂池として利用し、濁水の発生を抑制する。 

・土砂の流出を防止するため、土砂流出防止柵（板柵工）・土堰堤

やふとんかご等を必要に応じ適所に設置する。 

・必要に応じ、濁水濾過フィルター等を設け、対象事業実施区域

外及び放流河川への土砂や濁水の流出防止に努める。 

・太陽光発電パネル及び搬入路の設置に伴う樹木の伐採は必要最

小限にとどめ、改変面積、切土量の削減に努める。また、地形

を十分考慮し、地形の改変を極力小さくする。 

・造成により生じた裸地部は、必要に応じ緑化する。緑化の際に

は、可能な限り造成時の表土等を活用し、植生の回復に努める。 

・地上移動性の小動物等の逃避に配慮して徐々に造成を進めるな

ど、配慮した施工方法を検討する。 

・改変区域外への工事関係者の必要以上の立ち入りを制限する。 

・工事中は定期的に会議を実施し、環境保全措置の内容について、

工事関係者に周知徹底する。 

敷地の存在（土地の改変） ・道路脇などの排水施設は、落下後の這い出しが可能となるよう

な設計を極力採用し、動物の生息環境の分断を低減する。 

・付帯する送電線は基本的に公道地下埋設とする。 
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7.6.4 事後調査計画 

①事後調査の必要性 

本事業では、猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可能な限り

避けるなど、環境保全のための措置を講じることとしている。 

しかしながら、環境保全のための措置を講じた場合でも影響の回避には不確実性を伴うこ

とから、希少猛禽類の生息状況を確認し、環境保全のための措置の効果を検証することを目

的として、以下の事後調査を実施するものとする。 

なお、有識者へのヒアリング結果は、表 7.6-48 に示すとおりである。 

 

表 7.6-48 有識者へのヒアリング結果 

専門分野 概要 

昆虫類 【平成 30 年 10 月ヒアリング】 

○対象事業実施区域からの排水の影響について 

・小さい規模の調節池の場合、排水の水温が高くなる可能性がある。そのため、排水が河川

に流入することで、高い水温に適応できない生物種の生息に影響を及ぼすおそれがある

が、本事業では比較的大きい調節池を計画していることから、排水の水温が高くなるおそ

れはないと考えられる。 

○緑化について 

・自然環境保全の観点からは、植樹による緑化をせずに、そのまま放置して植生遷移を促す

ほうが良いと考える。あえて植樹をするのであれば、遺伝的な偏りが生じないよう、対象

事業実施区域内全域からある程度まんべんなく移植個体を採取することが望ましい。 

・樹林を伐採した後をそのままにしておくと荒地的な環境になり、草地に生息する生物にと

って好ましい環境となるので、生物の生息適地の拡大というプラスの影響があるとみなす

ことができる。 

○重要種への配慮について 

・調査範囲内のヨシ群落のような湿地的な環境では、ミズスマシ等の重要種が確認されてい

るので、そのような環境がこの区域に存続することが望ましい。対象事業実施区域周辺（特

に東側や北側）には同様の環境が存在していることから、それらの環境に対し本事業の影

響が及ばないようにすること。 

・本事業では、対象事業実施区域内のヨシ群落がある場所に調節池が計画されているが、対

象事業実施区域周辺にも同様の環境が存在していることから、特別な配慮は不要と考え

る。また、調節池の存在により、水辺が必要な種の存続にはある程度寄与するものと考え

られる。 

・自然環境保全の観点からは、生物多様性が高い環境があること、食物連鎖が適正に機能し

ていることが重要であり、食物連鎖の低次に位置する生物（一次消費者など）が生息でき

る環境を存続させることが重要である。 

○事後調査について 

・生態系の上位種に該当するクマタカ等の猛禽類の生息状況を把握することで、他の生物の

生息状況についてもある程度把握できるものと考える。 
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②事後調査の概要 

事後調査の概要は、表 7.6-49 に示すとおりである。 

 

表 7.6-49 事後調査の概要（供用後） 

調査項目 調査内容 

希少猛禽類の 

生息状況調査 

調査対象 希少猛禽類 

調査時期 供用開始後１年間、毎月 3 日間とする。 

調査方法 

定点調査 

（調査方法は現況調査に準ずることとし、定点は 1 日につき 5 地

点とする。） 

 

 

③事後調査の結果により環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

本書において予測し得ない環境上の著しい影響が生じた場合は、事業者が関係機関と協議

し、必要に応じて専門家の指導・助言を得て追加調査を行い、適切な措置を講じる。 

 

④事後調査の結果の公表の方法 

事後調査結果の公表については、原則として事業者が行うものとするが、公表時期・方法

等については、関係機関と連携しつつ適切に実施するものとする。 
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7.7 植物 

7.7.1 調査結果の概要 

（1）調査内容 

調査内容は、表 7.7-1 に示すとおりである。 

 

表7.7-1 調査内容 

調査内容 

植物相・植生の状況 
・植物相の状況 

・植生の状況 

重要な種 

・重要な種の分布 

・重要な種の生育状況 

・重要な種の生育環境の状況 

注目すべき生育地 

・重要な群落の分布 

・重要な群落の生育状況 

・重要な群落の生育環境の状況 

 

 

（2）調査方法 

調査方法は、既存資料調査及び現地調査とした。 

既存資料調査では、表 7.7-2 に示す資料を収集・整理した。 

現地調査では、表 7.7-3 に示す手法により調査を実施した。 

 

表7.7-2 既存資料一覧 

№ 文献名 

1 「第 2 回自然環境保全基礎調査福島県動植物分布図」（昭和 56 年、環境庁） 

2 「レッドデータブックふくしまⅠ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

3 「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3 月、郡山市） 

4 「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

5 「郡山市史 続編 4 資料」（平成 26 年 10 月、郡山市史編さん委員会） 
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表7.7-3 植物に係る現地調査の基本的な手法 

項目 調査手法 

植物相 

・任意確認調査 

調査地域内を任意に踏査し、シダ植物以上の維管束植物を対象に確認した。

現地で同定が困難な種については標本を採集し、室内で同定を行った。踏査で

は地域内の環境類型区分を踏まえ、各環境類型（アカマツ林やスギ植林等の樹

林地、乾性や湿性草地等）の植物相を把握できるよう踏査ルートの設定に努め

た。 

重要な種が確認された場合は、確認位置及び確認個体(株)数、生育環境につ

いて記録するとともに写真撮影とGPSによる位置情報の取得に努めた。 

植生 

・航空写真判読による植生図の作成 

既存資料、空中写真判読を参考に現地を踏査し、植生や土地利用の状況によっ

て植物群落を区分した現存植生図を作成した。 

・コドラート調査 

調査地域内を区分した植物群落について、各群落を代表する箇所にコドラー

ト（コドラートの大きさは、群落内の植物の高さを1辺の長さとする方形区と

し、1辺の長さは約0.5～20ｍとした。）を設定し、群落内の各階層（高木層、

草本層等）に出現する植物の種名、被度・群度等を記録した。 

重要な種 
植物相の調査結果から資料調査による重要な種に該当する種を抽出し、一覧

として整理した。 

注目すべき生育地 
植生図及び植物相の調査結果から資料調査による注目すべき生育地の当該

種を抽出し、その生育状況を整理した。 

 

 

（3）調査範囲等 

①既存資料調査 

調査範囲及び調査地点は、「第 3 章 対象事業実施区域及びその周囲の概況」の「3.1.13 

動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況」と同様とした。また、対象事業実施区域か

ら東側約 1.7km に位置する「郡山西部第一工業団地開発事業」（図 7.6-1 参照）の調査結果

も収集・整理した。 

 

②現地調査 

調査範囲は、図 7.7-1 に示すとおりであり、動物と同様に対象事業実施区域境界から約 200m

までの範囲とした。 

 

（4）調査期間及び調査頻度 

現地調査の調査期間及び調査頻度は、表 7.7-4 に示すとおりである。 

調査期間等は、植物種の一般的な生態を考慮して設定した。 

 

表7.7-4 植物に係る調査期間及び調査頻度 

項目 調査手法 調査時期 

植物相 任意確認調査 

夏 季：平成 28 年 8 月 29 日～8 月 31 日 

秋 季：平成 28 年 10 月 12 日～10 月 14 日 

早春季：平成 29 年 4 月 17 日～4 月 18 日 

春 季：平成 29 年 5 月 10 日～5 月 12 日 

植生 
航空写真判読による植生図の作成 

コドラート調査 

夏 季：平成 28 年 9 月 7 日～9 月 9 日 

秋 季：平成 28 年 10 月 25 日～10 月 27 日 
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図7.7-1 調査地点位置図（事業実施区域周辺） 
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（5）調査結果 

①植物相・植生の状況 

ア．既存資料調査 

既存資料調査の結果、表7.7-5～6に示す種の確認情報が得られた。 

 

表7.7-5(1) 植物の調査結果（既存資料調査） 

分類 科名 種名 学名 資料 2 資料 4 資料 5 

シダ植物 トクサ スギナ Equisetum arvense  ○ ○ 

 
ハナヤスリ フユノハナワラビ Botrychium ternatum  ○ 

 
 

コバノイシカグマ ワラビ Pteridium aquilinum var.latiusculum  ○ 
 

 
シシガシラ シシガシラ Struthiopteris niponica  ○ 

 
 

オシダ リョウメンシダ Arachniodes standishii  ○ 
 

  
オシダ Dryopteris crassirhizoma  ○ 

 
  

ジュウモンジシダ Polystichum tripteron  ○ 
 

裸子植物 イチョウ イチョウ Ginkgo biloba  ○ 
 

 
マツ アカマツ Pinus densiflora  ○ 

 
  

マツ※1 －  ○ 
 

 
スギ スギ Cryptomeria japonica  ○ 

 
 

ヒノキ アスナロ Thujopsis dolabrata  ○ 
 

 
イチイ キャラボク Taxus cuspidata var.nana  ○ 

 
離弁花類 ツチトリモチ ミヤマツチトリモチ Balanophora nipponica ○   

 
クルミ サワグルミ Pterocarya rhoifolia  ○ 

 
 

ヤナギ ネコヤナギ Salix gracilistyla   ○ 

  
シロヤナギ Salix jessoensis  ○ 

 
 

カバノキ ヤシャブシ Alnus firma  ○ 
 

  
ハンノキ Alnus japonica   ○ 

  
クマシデ Carpinus japonica  ○ 

 
  

アカシデ Carpinus laxiflora  ○ 
 

 
ブナ クリ Castanea crenata  ○ ○ 

  
ブナ Fagus crenata  ○ 

 
  

イヌブナ Fagus japonica  ○ 
 

  
クヌギ Quercus acutissima  ○ 

 
  

ミズナラ Quercus crispula  ○ 
 

  
コナラ Quercus serrata  ○ 

 
 

ニレ ハルニレ Ulmus japonica  ○ 
 

  
ケヤキ Zelkova serrata  ○ 

 
 

タデ サクラタデ Persicaria conspicua   ○ 

  
イヌタデ Persicaria longiseta   ○ 

  
ミゾソバ Persicaria thunbergii  ○ ○ 

  
ギシギシ Rumex japonicus  ○ 

 
 

ナデシコ カワラナデシコ Dianthus superbus var.longicalycinus   ○ 

  
フシグロセンノウ Lychnis miqueliana   ○ 

 
モクレン ホオノキ Magnolia hypoleuca  ○ 

 
  

コブシ Magnolia praecocissima   ○ 

  
タムシバ Magnolia salicifolia  ○ ○ 

 
クスノキ クロモジ Lindera umbellata  ○ 

 
  

シロダモ Neolitsea sericea  ○ 
 

 
キンポウゲ オクトリカブト Aconitum subcuneatum   ○ 

  
ニリンソウ Anemone flaccida  ○ ○ 

  
キクザキイチゲ Anemone pseudoaltaica  ○ ○ 

  
セリバオウレン Coptis japonica var.dissecta   ○ 

  
スハマソウ Hepatica nobilis var.japonica f.variegata   ○ 

  
オキナグサ Pulsatilla cernua   ○ 

  
ウマノアシガタ Ranunculus japonicus  ○ 

 
 

メギ イカリソウ Epimedium grandiflorum var.thunbergianum  ○ ○ 

 
アケビ アケビ Akebia quinata  ○ 

 
 

センリョウ ヒトリシズカ Chloranthus japonicus  ○ ○ 

  
フタリシズカ Chloranthus serratus  ○ 

 
 

ウマノスズクサ ウスバサイシン Asarum sieboldii   ○ 

 
ボタン ヤマシャクヤク Paeonia japonica   ○ 

 
ツバキ ツバキ Camellia japonica var.hortensis  ○ 

 
 

オトギリソウ オトギリソウ Hypericum erectum  ○ ○ 

注）資料 2：「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

資料 4：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

資料 5：「郡山市史 続編 4 資料」（平成 26 年 10 月、郡山市史編さん委員会） 

※ 種名は不明である。  
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表7.7-5(2) 植物の調査結果（既存資料調査） 

分類 科名 種名 学名 資料 2 資料 4 資料 5 

離弁花類 マンサク マンサク Hamamelis japonica  ○ ○ 
 ベンケイソウ キリンソウ Sedum aizoon var.floribundum  ○  
 ユキノシタ アカショウマ Astilbe thunbergii  ○  

  
タマアジサイ Hydrangea involucrata  ○ 

 
  

ノリウツギ Hydrangea paniculata  ○ 
 

  
ヤマアジサイ Hydrangea serrata  ○ 

 
  

ウメバチソウ Parnassia palustris var.multiseta   ○ 

  
ヤグルマソウ Rodgersia podophylla  ○ 

 
  

ダイモンジソウ Saxifraga fortunei var.incisolobata   ○ 

 
バラ キンミズヒキ Agrimonia japonica  ○ 

 
  

ヤマブキ Kerria japonica   ○ 

  
カワラサイコ Potentilla chinensis  ○ 

 
  

イワキンバイ Potentilla dickinsii  ○ 
 

  
キジムシロ Potentilla fragarioides var.major   ○ 

  
ウワミズザクラ Prunus grayana  ○ ○ 

  
エゾヤマザクラ Prunus sargentii  ○ ○ 

  
カスミザクラ Prunus verecunda  ○ ○ 

  
ノイバラ Rosa multiflora   ○ 

  
ニガイチゴ Rubus microphyllus  ○ 

 
  

モミジイチゴ Rubus palmatus var.coptophyllus  ○ 
 

  
ワレモコウ Sanguisorba officinalis  ○ ○ 

  キビナワシロイチゴ Rubus yoshinoi ○   

  
アズキナシ Sorbus alnifolia  ○ 

 
  

ナナカマド Sorbus commixta  ○ 
 

 
マメ ヤマハギ Lespedeza bicolor   ○ 

  
メドハギ Lespedeza cuneata  ○ 

 
  

クズ Pueraria lobata   ○ 

  
ヤマフジ Wisteria brachybotrys   ○ 

  
ハギ※1 －  ○ 

 
 

ウルシ ヤマウルシ Rhus trichocarpa  ○ 
 

 
カエデ ハウチワカエデ Acer japonicum  ○ 

 
  

ヤマモミジ Acer palmatum var.matumurae  ○ 
 

  
イタヤカエデ Acer pictum  ○ 

 
  

ウリハダカエデ Acer rufinerve  ○ 
 

  
オオイタヤメイゲツ Acer shirasawanum  ○ 

 
  

コハウチワカエデ Acer sieboldianum  ○ 
 

 
トチノキ トチノキ Aesculus turbinata  ○ 

 
 

ツリフネソウ ツリフネソウ Impatiens textori   ○ 

 
モチノキ イヌツゲ Ilex crenata  ○ 

 
  

アオハダ Ilex macropoda  ○ 
 

  
アカミノイヌツゲ Ilex sugerokii var.brevipedunculata  ○ 

 
 

ニシキギ マユミ Euonymus sieboldianus  ○ 
 

 
シナノキ シナノキ Tilia japonica  ○ 

 
 

スミレ エイザンスミレ Viola eizanensis   ○ 

  
タチツボスミレ Viola grypoceras   ○ 

  
スミレ Viola mandshurica  ○ ○ 

 
ミソハギ ミソハギ Lythrum anceps   ○ 

 
アカバナ メマツヨイグサ Oenothera biennis   ○ 

  
オオマツヨイグサ Oenothera erythrosepala   ○ 

 
ミズキ ヒメアオキ Aucuba japonica var.borealis  ○ 

 
  

ヤマボウシ Benthamidia japonica  ○ ○ 

  
ミズキ Cornus controversa  ○ 

 
  

ハナイカダ Helwingia japonica   ○ 

 
ウコギ コシアブラ Acanthopanax sciadophylloides  ○ 

 
  

タラノキ Aralia elata  ○ 
 

  
ハリギリ Kalopanax pictus  ○ 

 
 セリ ハクサンサイコ Bupleurum nipponicum  ○   

 
イワウメ イワウチワ Shortia uniflora var.kantoensis  ○ ○ 

 
リョウブ リョウブ Clethra barbinervis  ○ 

 
 

イチヤクソウ ギンリョウソウ Monotropastrum humile   ○ 

  
ベニバナイチヤクソウ Pyrola incarnata   ○ 

注）資料 2：「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

資料 4：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

資料 5：「郡山市史 続編 4 資料」（平成 26 年 10 月、郡山市史編さん委員会） 

※ 種名は不明である。 
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表7.7-5(3) 植物の調査結果（既存資料調査） 

分類 科名 種名 学名 資料 2 資料 4 資料 5 

合弁花類 ツツジ サラサドウダン Enkianthus campanulatus  ○ 
 

  
アブラツツジ Enkianthus subsessilis  ○ 

 
  

ネジキ Lyonia ovalifolia var.elliptica  ○ 
 

  
ムラサキヤシオ Rhododendron albrechtii  ○ ○ 

  
ハクサンシャクナゲ Rhododendron brachycarpum   ○ 

  
アズマシャクナゲ Rhododendron degronianum   ○ 

  
レンゲツツジ Rhododendron japonicum  ○ ○ 

  
ヤマツツジ Rhododendron obtusum var.kaempferi  ○ ○ 

  
バイカツツジ Rhododendron semibarbatum  ○ 

 
  

コメツツジ Rhododendron tschonoskii  ○ 
 

  
トウゴクミツバツツジ Rhododendron wadanum  ○ ○ 

  
ホツツジ Tripetaleia paniculata  ○ 

 
  

ナツハゼ Vaccinium oldhamii  ○ 
 

  
ツツジ※1 －  ○ 

 
 

サクラソウ オカトラノオ Lysimachia clethroides  ○ 
 

  
クリンソウ Primula japonica   ○ 

  
サクラソウ Primula sieboldii   ○ 

 
ハイノキ サワフタギ Symplocos sawafutagi  ○ 

 
 

モクセイ アオダモ Fraxinus lanuginosa f.serrata  ○ 
 

 
リンドウ リンドウ Gentiana scabra var.buergeri   ○ 

  
エゾリンドウ Gentiana triflora var.japonica   ○ 

  
フデリンドウ Gentiana zollingeri   ○ 

  
ツルリンドウ Tripterospermum japonicum  ○ 

 
 

ミツガシワ アサザ Nymphoides peltata   ○ 

 
ヒルガオ ヒルガオ Calystegia japonica   ○ 

 
ムラサキ ホタルカズラ Lithospermum zollingeri   ○ 

 
シソ ヒメオドリコソウ Lamium purpureum   ○ 

  
メハジキ Leonurus japonicus  ○ 

 
  

ラショウモンカズラ Meehania urticifolia   ○ 

  
ウツボグサ Prunella vulgaris ssp.asiatica  ○ 

 
  ムシャリンドウ Dracocephalum argunense Fisch. ex Link  ○   

 
ゴマノハグサ オオイヌノフグリ Veronica persica   ○ 

 
ハマウツボ ナンバンギセル Aeginetia indica   ○ 

 
オオバコ オオバコ Plantago asiatica  ○ 

 
 

スイカズラ ツクバネウツギ Abelia spathulata  ○ 
 

  
スイカズラ Lonicera japonica   ○ 

  
ガマズミ Viburnum dilatatum  ○ 

 
  

オオカメノキ Viburnum furcatum  ○ 
 

  
タニウツギ Weigela hortensis  ○ ○ 

 
オミナエシ オミナエシ Patrinia scabiosaefolia  ○ ○ 

 
マツムシソウ マツムシソウ Scabiosa japonica  ○ ○ 

 
キキョウ ツリガネニンジン Adenophora triphylla var.japonica  ○ 

 
  

ホタルブクロ Campanula punctata  ○ ○ 

 
キク モミジハグマ Ainsliaea acerifolia  ○ 

 
  

ヨモギ Artemisia indica var.maximowiczii  ○ 
 

  
ノコンギク Aster ageratoides ssp.ovatus  ○ ○ 

  
オケラ Atractylodes japonica  ○ 

 
  

カニコウモリ Cacalia adenostyloides  ○ 
 

  
アワコガネギク Chrysanthemum boreale   ○ 

  
ノアザミ Cirsium japonicum  ○ ○ 

  
ノハラアザミ Cirsium oligophyllum   ○ 

  
アズマギク Erigeron thunbergii  ○ ○ 

  
ハハコグサ Gnaphalium affine   ○ 

  
ニガナ Ixeris dentata  ○ 

 
  

ユウガギク Kalimeris pinnatifida   ○ 

  
センボンヤリ Leibnitzia anandria  ○ 

 
  

フキ Petasites japonicus  ○ ○ 
  オオニガナ Prenanthes tanakae ○   
  コウリンカ Senecio flammeus var.glabrifolius ○   

  
セイタカアワダチソウ Solidago altissima   ○ 

  
アキノキリンソウ Solidago virgaurea var.asiatica  ○ ○ 

  
エゾタンポポ Taraxacum hondoense   ○ 

  
オヤマボクチ Synurus pungens  ○ 

 
  

セイヨウタンポポ Taraxacum officinale  ○ ○ 

注）資料 2：「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

資料 4：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

資料 5：「郡山市史 続編 4 資料」（平成 26 年 10 月、郡山市史編さん委員会） 

※ 種名は不明である。  
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表7.7-5(4) 植物の調査結果（既存資料調査） 

分類 科名 種名 学名 資料 2 資料 4 資料 5 

単子葉植物 ユリ チゴユリ Disporum smilacinum  ○ 
 

  
カタクリ Erythronium japonicum  ○ ○ 

  
ショウジョウバカマ Helonias orientalis  ○ ○ 

  
ヤブカンゾウ Hemerocallis fulva var.kwanso   ○ 

  
ニッコウキスゲ Hemerocallis middendorfii var.esculenta   ○ 

  
コバギボウシ Hosta sieboldii f.lancifolia  ○ 

 
  

ヤマユリ Lilium auratum  ○ ○ 

  
ウバユリ Lilium cordatum   ○ 

  
マイヅルソウ Maianthemum dilatatum  ○ 

 
  

ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus  ○ 
 

  
ナルコユリ Polygonatum falcatum  ○ 

 
  

ユキザサ Smilacina japonica  ○ 
 

  
サルトリイバラ Smilax china  ○ 

 
  

エンレイソウ Trillium smallii  ○ 
 

 
ヒガンバナ キツネノカミソリ Lycoris sanguinea   ○ 

 
アヤメ ノハナショウブ Iris ensata var.spontanea  ○ ○ 

  
カキツバタ Iris laevigata   ○ 

  
アヤメ Iris sanguinea   ○ 

 
ツユクサ ツユクサ Commelina communis   ○ 

 
イネ ススキ Miscanthus sinensis  ○ ○ 

  
チシマザサ Sasa kurilensis  ○ 

 
  

チマキザサ Sasa palmata  ○ 
 

  
チヂミザサ※1 －  ○ 

 
 

サトイモ マムシグサ Arisaema japonicum group   ○ 

  
ウラシマソウ Arisaema thunbergii ssp.urashima   ○ 

  
ミズバショウ Lysichiton camtschatcense   ○ 

  
ザゼンソウ Symplocarpus foetidus   ○ 

 
カヤツリグサ カンスゲ Carex morrowii  ○ 

 
  

ミヤマカンスゲ Carex multifolia  ○ 
 

  
タガネソウ Carex siderosticta  ○ 

 
 

ラン エビネ Calanthe discolor   ○ 

  
キンラン Cephalanthera falcata   ○ 

  
ササバギンラン Cephalanthera longibracteata   ○ 

  
シュンラン Cymbidium goeringii  ○ ○ 

  アケボノシュスラン Goodyera foliosa var.maximowicziana ○   

  
シュスラン Goodyera velutina  ○ 

 
  コケイラン Oreorchis patens ○   

  
トキソウ Pogonia japonica   ○ 

  
ネジバナ Spiranthes sinensis var.amoena   ○ 

  トケンラン Cremastra unguiculata ○   

－ 74 220 220 9 144 104 

注）資料 2：「レッドデータブックふくしまⅡ」（平成 14 年 3 月、福島県） 

資料 4：「こおりやま逢瀬ふるさと町史」（平成 10 年 12 月、逢瀬町史談会） 

資料 5：「郡山市史 続編 4 資料」（平成 26 年 10 月、郡山市史編さん委員会） 

※ 種名は不明である。 

 

表7.7-6 植物の調査結果（既存資料調査） 

（郡山西部第一工業団地評価書） 

分類 科数 種数 

シダ植物 13 60 

種子植物 

裸子植物 5 9 

被子植物 
双子葉植物 

離弁花類 69 325 

合弁花類 26 183 

単子葉植物 16 178 

合計 129 755 

出典：「郡山西部第一工業団地開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3 月、郡山市） 
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イ．現地調査 

（ア）植物相の状況 

現地調査の結果、表7.7-7～8に示すとおり対象事業実施区域及びその周辺において、126

科764種の植物が確認された。 

対象事業実施区域内の丘陵部は、主に伐採後遷移した落葉低木林になっており、タラノ

キやヌルデ、タニウツギ、ノリウツギ、クマイチゴ等の先駆性植物が多く確認された。一

方、対象事業実施区域外の丘陵部は、主に高木林となっており、コナラやクリ、ミズナラ、

カスミザクラ等の落葉広葉樹、スギやアカマツ等の常緑針葉樹が確認された。林床は立地

によって種構成が異なっており、尾根上では、ヤマツツジやホツツジ、ナツハゼ、シュン

ラン等のやや乾燥した環境を好む種が多くみられ、沢沿いでは、リョウメンシダ、ジュウ

モンジシダ、ミヤマベニシダ等のシダ植物、ツルネコノメソウ、ニリンソウ等のやや湿潤

な環境を好む種が多く確認された。また、斜面部では、スズダケやアズマネザサが多く確

認された他、アキノキリンソウ、キバナアキギリ、タチツボスミレ、チゴユリ、ツルリン

ドウ、タガネソウ等の林床性の植物が確認された。 

平野部の水田では、イボクサ、トキンソウ、セリ等の水田雑草がみられ、畑地では、エ

ノキグサやスベリヒユ、クワクサ、ハキダメギク等の畑地雑草が確認された。また、放棄

された耕作地では、ヨシやガマ、アブラガヤ、ウキヤガラ等の抽水性の植物がみられた他、

ミゾソバやアキノウナギツカミ、チゴザサ、カサスゲ等の湿地性の植物が確認された。集

落周辺や道路脇では、メヒシバやチカラシバ、イヌタデ、ゲンノショウコ、オオバコがみ

られた他、オニウシノケグサやカモガヤ、シロツメクサ、ヒメジョオン、オオイヌノフグ

リ、ヒメオドリコソウ、ヘラオオバコ等の帰化植物が多く確認された。
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表7.7-7 植物確認種数（現地調査） 

分類群 

平成 28 年 平成 29 年 

合計 夏季 秋季 早春季 春季 

植物相 植生 植物相 植物相 植物相 植生 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 

シダ植物 13 49 6 9 12 55 8 21 11 37 3 10 13 61 

種

子

植

物 

裸子植物 4 5 3 3 3 5 3 3 4 6 2 2 4 7 

被子

植物 

双子葉 

植物 

離弁花類 59 253 39 100 65 256 37 115 56 225 26 41 68 335 

合弁花類 25 134 17 61 24 133 14 52 18 99 11 24 26 181 

単子葉植物 14 124 9 38 15 111 5 30 12 95 4 11 15 180 

合計 115 565 74 211 119 560 67 221 101 462 46 88 126 764 

 

 

表7.7-8(1) 植物の調査結果（現地調査）(1) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

内 外

シダ植物 ヒカゲノカズラ ヒカゲノカズラ Lycopodium clavatum ○ ○

トウゲシバ Lycopodium serratum ○ ○

トクサ スギナ Equisetum arvense ○ ○

ハナヤスリ オオハナワラビ Botrychium japonicum ○

ナガホノナツノハナワラビ Botrychium strictum ○

フユノハナワラビ Botrychium ternatum ○

ナツノハナワラビ Botrychium virginianum ○

ゼンマイ ゼンマイ Osmunda japonica ○ ○

コバノイシカグマ オウレンシダ Dennstaedtia wilfordii ○ ○

ワラビ Pteridium aquilinum var. latiusculum ○ ○

ミズワラビ クジャクシダ Adiantum pedatum ○

イワガネゼンマイ Coniogramme intermedia ○

イワガネソウ Coniogramme japonica ○

イノモトソウ オオバノイノモトソウ Pteris cretica ○

チャセンシダ トラノオシダ Asplenium incisum ○ ○

コタニワタリ Asplenium scolopendrium ○

シシガシラ シシガシラ Struthiopteris niponica ○ ○

オシダ ホソバナライシダ Arachniodes borealis ○ ○

リョウメンシダ Arachniodes standishii ○ ○

ヤブソテツ Cyrtomium fortunei ○

ヤマヤブソテツ Cyrtomium fortunei var. clivicola ○ ○

オシダ Dryopteris crassirhizoma ○ ○

オオクジャクシダ Dryopteris dickinsii ○

ベニシダ Dryopteris erythrosora ○ ○

クマワラビ Dryopteris lacera ○ ○

ミヤマベニシダ Dryopteris monticola ○ ○

ミヤマイタチシダ Dryopteris sabaei ○ ○

タニヘゴ Dryopteris tokyoensis ○ ○

オクマワラビ Dryopteris uniformis ○ ○

ヤマイタチシダ Dryopteris varia var. setosa ○ ○

アイアスカイノデ Polystichum longifrons ○

ツヤナシイノデ Polystichum ovatopaleaceum ○

イワシロイノデ Polystichum ovatopaleaceum var. coraiense ○ ○

サカゲイノデ Polystichum retrosopaleaceum ○ ○

ジュウモンジシダ Polystichum tripteron ○ ○

ヒメシダ ミゾシダ Stegnogramma pozoi ssp. mollissima ○ ○

ゲジゲジシダ Thelypteris decursivepinnata ○

ハリガネワラビ Thelypteris japonica ○

ヤワラシダ Thelypteris laxa ○

ヒメシダ Thelypteris palustris ○ ○

ミドリヒメワラビ Thelypteris viridifrons ○

メシダ カラクサイヌワラビ Athyrium clivicola ○ ○

サトメシダ Athyrium deltoidofrons ○

ホソバイヌワラビ Athyrium iseanum ○

ヌリワラビ Athyrium mesosorum ○

イヌワラビ Athyrium niponicum ○ ○

ヤマイヌワラビ Athyrium vidalii ○ ○

ヘビノネゴザ Athyrium yokoscense ○ ○

イッポンワラビ Cornopteris crenulatoserrulata ○ ○

シケチシダ Cornopteris decurrentialata ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(2) 植物の調査結果（現地調査）(2) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

内 外

シダ植物 メシダ ホソバシケシダ Deparia conilii ○ ○

シケシダ Deparia japonica ○ ○

ハクモウイノデ Deparia pycnosora var. albosquamata ○ ○

ミヤマシケシダ Deparia pycnosora var. pycnosora ○ ○

ミドリワラビ Deparia viridifrons ○

オニヒカゲワラビ Diplazium nipponicum ○

キヨタキシダ Diplazium squamigerum ○ ○

イヌガンソク Matteuccia orientalis ○ ○

クサソテツ Matteuccia struthiopteris ○ ○

コウヤワラビ Onoclea sensibilis var. interrupta ○ ○

ウラボシ ノキシノブ Lepisorus thunbergianus ○

裸子植物 マツ モミ Abies firma ○

カラマツ Larix kaempferi ○

アカマツ Pinus densiflora ○ ○

スギ スギ Cryptomeria japonica ○ ○

ヒノキ ヒノキ Chamaecyparis obtusa ○ ○

ネズ Juniperus rigida ○

イチイ カヤ Torreya nucifera ○

離弁花類 クルミ オニグルミ Juglans ailanthifolia ○ ○

ヤナギ ヤマナラシ Populus sieboldii ○

バッコヤナギ Salix bakko ○ ○

ジャヤナギ Salix eriocarpa ○

カワヤナギ Salix gilgiana ○

ネコヤナギ Salix gracilistyla ○

イヌコリヤナギ Salix integra ○ ○

シロヤナギ Salix jessoensis ○ ○

オノエヤナギ Salix sachalinensis ○ ○

タチヤナギ Salix subfragilis ○ ○

キツネヤナギ Salix vulpina ○ ○

カバノキ ミヤマハンノキ Alnus maximowiczii ○

ミズメ Betula grossa ○ ○

ウダイカンバ Betula maximowicziana ○

サワシバ Carpinus cordata ○ ○

クマシデ Carpinus japonica ○ ○

アカシデ Carpinus laxiflora ○ ○

イヌシデ Carpinus tschonoskii ○ ○

ツノハシバミ Corylus sieboldiana ○ ○

アサダ Ostrya japonica ○ ○

ブナ クリ Castanea crenata ○ ○

イヌブナ Fagus japonica ○

クヌギ Quercus acutissima ○ ○

ミズナラ Quercus crispula ○ ○

カシワ Quercus dentata ○ ○

シラカシ Quercus myrsinaefolia ○

コナラ Quercus serrata ○ ○

ニレ エゾエノキ Celtis jessoensis ○

エノキ Celtis sinensis var. japonica ○

ケヤキ Zelkova serrata ○ ○

クワ ヒメコウゾ Broussonetia kazinoki ○ ○

クワクサ Fatoua villosa ○ ○

カナムグラ Humulus japonicus ○

カラハナソウ Humulus lupulus var. cordifolius ○ ○

ヤマグワ Morus australis ○ ○

イラクサ メヤブマオ Boehmeria platanifolia ○

アカソ Boehmeria silvestrii ○ ○

コアカソ Boehmeria spicata ○

ウワバミソウ Elatostema umbellatum var. majus ○ ○

ムカゴイラクサ Laportea bulbifera ○ ○

アオミズ Pilea pumila ○ ○

ビャクダン ツクバネ Buckleya lanceolata ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(3) 植物の調査結果（現地調査）(3) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

内 外

離弁花類 ビャクダン カナビキソウ Thesium chinense ○

タデ ミズヒキ Antenoron filiforme ○ ○

オオツルイタドリ Fallopia dentatoalata ○

ヤナギタデ Persicaria hydropiper ○ ○

オオイヌタデ Persicaria lapathifolia ○

イヌタデ Persicaria longiseta ○ ○

オオネバリタデ Persicaria makinoi ○

タニソバ Persicaria nepalensis ○ ○

ヤノネグサ Persicaria nipponensis ○

ハナタデ Persicaria posumbu ○ ○

アキノウナギツカミ Persicaria sieboldii ○ ○

ミゾソバ Persicaria thunbergii ○ ○

ミチヤナギ Polygonum aviculare ○

ケイタドリ Reynoutria japonica var. uzensis ○ ○

スイバ Rumex acetosa ○ ○

ノダイオウ Rumex longifolius ○

エゾノギシギシ Rumex obtusifolius ○ ○

ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca americana ○

スベリヒユ スベリヒユ Portulaca oleracea ○ ○

ナデシコ ノミノツヅリ Arenaria serpyllifolia ○

オランダミミナグサ Cerastium glomeratum ○ ○

ミミナグサ Cerastium holosteoides var. angustifolium ○ ○

カワラナデシコ Dianthus superbus var. longicalycinus ○

フシグロセンノウ Lychnis miqueliana ○ ○

ツメクサ Sagina japonica ○

フシグロ Silene firma ○

ノミノフスマ Stellaria alsine var. undulata ○ ○

ウシハコベ Stellaria aquatica ○ ○

サワハコベ Stellaria diversiflora ○ ○

コハコベ Stellaria media ○ ○

アカザ シロザ Chenopodium album ○

ヒユ ヒカゲイノコズチ Achyranthes bidentata var. japonica ○ ○

ヒナタイノコズチ Achyranthes bidentata var. tomentosa ○

モクレン ホオノキ Magnolia hypoleuca ○ ○

コブシ Magnolia praecocissima ○ ○

タムシバ Magnolia salicifolia ○

マツブサ マツブサ Schisandra repanda ○ ○

シキミ シキミ Illicium anisatum ○

クスノキ オオバクロモジ Lindera umbellata ssp. membranacea ○ ○

シロダモ Neolitsea sericea ○ ○

アブラチャン Parabenzoin praecox ○ ○

フサザクラ フサザクラ Euptelea polyandra ○ ○

キンポウゲ オクトリカブト Aconitum subcuneatum ○

ニリンソウ Anemone flaccida ○ ○

キクザキイチゲ Anemone pseudoaltaica ○ ○

アズマイチゲ Anemone raddeana ○

レンゲショウマ Anemonopsis macrophylla ○

オオバショウマ Cimicifuga acerina ○ ○

サラシナショウマ Cimicifuga simplex ○

ボタンヅル Clematis apiifolia ○ ○

クサボタン Clematis stans ○ ○

センニンソウ Clematis terniflora ○

セリバオウレン Coptis japonica var. dissecta ○ ○

スハマソウ Hepatica nobilis var. japonica f. variegata ○ ○

ウマノアシガタ Ranunculus japonicus ○ ○

タガラシ Ranunculus sceleratus ○ ○

キツネノボタン Ranunculus silerifolius var. glaber ○ ○

アキカラマツ Thalictrum minus var. hypoleucum ○ ○

モミジカラマツ Trautvetteria japonica ○

メギ メギ Berberis thunbergii ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(4) 植物の調査結果（現地調査）(4) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

内 外

離弁花類 メギ ルイヨウボタン Caulophyllum robustum ○

イカリソウ Epimedium grandiflorum var. thunbergianum ○ ○

ナンテン Nandina domestica ○

アケビ アケビ Akebia quinata ○ ○

ミツバアケビ Akebia trifoliata ○ ○

ツヅラフジ アオツヅラフジ Cocculus orbiculatus ○ ○

ドクダミ ドクダミ Houttuynia cordata ○ ○

センリョウ ヒトリシズカ Chloranthus japonicus ○ ○

フタリシズカ Chloranthus serratus ○ ○

ウマノスズクサ トウゴクサイシン Asarum tohokuense ○ ○

ボタン ヤマシャクヤク Paeonia japonica ○

Paeonia属 Paeonia sp. ○

マタタビ サルナシ Actinidia arguta ○ ○

マタタビ Actinidia polygama ○ ○

ツバキ ヤブツバキ Camellia japonica ○

チャノキ Camellia sinensis ○

ナツツバキ Stewartia pseudocamellia ○ ○

オトギリソウ トモエソウ Hypericum ascyron ○ ○

オトギリソウ Hypericum erectum ○ ○

コケオトギリ Hypericum laxum ○

ケシ クサノオウ Chelidonium majus var. asiaticum ○

ムラサキケマン Corydalis incisa ○ ○

ヤマエンゴサク Corydalis lineariloba ○ ○

ナガミノツルキケマン Corydalis raddeana ○

タケニグサ Macleaya cordata ○ ○

アブラナ ヤマハタザオ Arabis hirsuta ○

ハルザキヤマガラシ Barbarea vulgaris ○

セイヨウカラシナ Brassica juncea ○

セイヨウアブラナ Brassica napus ○

ナズナ Capsella bursa-pastoris var. triangularis ○ ○

タネツケバナ Cardamine flexuosa ○ ○

ミチタネツケバナ Cardamine hirsuta ○ ○

コンロンソウ Cardamine leucantha ○ ○

オオバタネツケバナ Cardamine scutata ○ ○

マルバコンロンソウ Cardamine tanakae ○ ○

イヌナズナ Draba nemorosa ○

ワサビ Eutrema japonica ○

マメグンバイナズナ Lepidium virginicum ○

イヌガラシ Rorippa indica ○ ○

スカシタゴボウ Rorippa islandica ○ ○

マンサク マンサク Hamamelis japonica ○ ○

ベンケイソウ コモチマンネングサ Sedum bulbiferum ○

ツルマンネングサ Sedum sarmentosum ○

ユキノシタ チダケサシ Astilbe microphylla ○

トリアシショウマ Astilbe thunbergii var. congesta ○ ○

クサアジサイ Cardiandra alternifolia ○

ツルネコノメソウ Chrysosplenium flagelliferum ○

ネコノメソウ Chrysosplenium grayanum ○

チシマネコノメ Chrysosplenium kamtschaticum ○ ○

ニッコウネコノメソウ Chrysosplenium macrostemon var. shiobarense ○ ○

ウツギ Deutzia crenata ○ ○

ノリウツギ Hydrangea paniculata ○

ゴトウヅル Hydrangea petiolaris ○ ○

エゾアジサイ Hydrangea serrata var. megacarpa ○ ○

コチャルメルソウ Mitella pauciflora ○ ○

タコノアシ Penthorum chinense ○ ○

ユキノシタ Saxifraga stolonifera ○ ○

イワガラミ Schizophragma hydrangeoides ○ ○

バラ キンミズヒキ Agrimonia japonica ○ ○

ヒメキンミズヒキ Agrimonia nipponica ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(5) 植物の調査結果（現地調査）(5) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

内 外

離弁花類 バラ ヤマブキショウマ Aruncus dioicus var. tenuifolius ○ ○

ヘビイチゴ Duchesnea chrysantha ○ ○

ヤブヘビイチゴ Duchesnea indica ○ ○

ダイコンソウ Geum japonicum ○ ○

ヤマブキ Kerria japonica ○ ○

ヒメヘビイチゴ Potentilla centigrana ○ ○

キジムシロ Potentilla fragarioides var. major ○ ○

ミツバツチグリ Potentilla freyniana ○ ○

カマツカ Pourthiaea villosa var. laevis ○ ○

チョウジザクラ Prunus apetala ○ ○

イヌザクラ Prunus buergeriana ○

ウワミズザクラ Prunus grayana ○ ○

エゾヤマザクラ Prunus sargentii ○ ○

カスミザクラ Prunus verecunda ○ ○

ノイバラ Rosa multiflora ○ ○

テリハノイバラ Rosa wichuraiana ○ ○

クマイチゴ Rubus crataegifolius ○ ○

クサイチゴ Rubus hirsutus ○ ○

ニガイチゴ Rubus microphyllus ○ ○

モミジイチゴ Rubus palmatus var. coptophyllus ○ ○

ナワシロイチゴ Rubus parvifolius ○ ○

エビガライチゴ Rubus phoenicolasius ○ ○

キビナワシロイチゴ Rubus yoshinoi ○

ワレモコウ Sanguisorba officinalis ○ ○

アズキナシ Sorbus alnifolia ○ ○

ナナカマド Sorbus commixta ○

ウラジロノキ Sorbus japonica ○ ○

コゴメウツギ Stephanandra incisa ○ ○

マメ ネムノキ Albizia julibrissin ○ ○

イタチハギ Amorpha fruticosa ○ ○

ヤブマメ Amphicarpaea edgeworthii var. japonica ○ ○

ホドイモ Apios fortunei ○

フジカンゾウ Desmodium oldhamii ○

ヌスビトハギ Desmodium podocarpum ssp. oxyphyllum ○ ○

ノササゲ Dumasia truncata ○ ○

ツルマメ Glycine max ssp. soja ○ ○

ヤハズソウ Kummerowia striata ○ ○

ヤマハギ Lespedeza bicolor ○ ○

キハギ Lespedeza buergeri ○

メドハギ Lespedeza cuneata ○ ○

マルバハギ Lespedeza cyrtobotrya ○

ツクシハギ Lespedeza homoloba ○ ○

ネコハギ Lespedeza pilosa ○ ○

マキエハギ Lespedeza virgata ○

イヌエンジュ Maackia amurensis var. buergeri ○

クズ Pueraria lobata ○ ○

ハリエンジュ Robinia pseudoacacia ○

コメツブツメクサ Trifolium dubium ○ ○

ムラサキツメクサ Trifolium pratense ○ ○

シロツメクサ Trifolium repens ○ ○

ヤハズエンドウ Vicia angustifolia ○ ○

ヤブツルアズキ Vigna angularis var. nipponensis ○ ○

フジ Wisteria floribunda ○ ○

カタバミ カタバミ Oxalis corniculata ○ ○

エゾタチカタバミ Oxalis fontana ○

ミヤマカタバミ Oxalis griffithii ○ ○

フウロソウ アメリカフウロ Geranium carolinianum ○

ゲンノショウコ Geranium thunbergii ○ ○

トウダイグサ エノキグサ Acalypha australis ○ ○

オオニシキソウ Euphorbia maculata ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 
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表7.7-8(6) 植物の調査結果（現地調査）(6) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

内 外

離弁花類 トウダイグサ タカトウダイ Euphorbia pekinensis ○

ナツトウダイ Euphorbia sieboldiana ○

コニシキソウ Euphorbia supina ○

シラキ Sapium japonicum ○ ○

ユズリハ エゾユズリハ Daphniphyllum macropodum var. humile ○ ○

ミカン マツカゼソウ Boenninghausenia japonica ○

サンショウ Zanthoxylum piperitum ○ ○

イヌザンショウ Zanthoxylum schinifolium ○

ニガキ ニガキ Picrasma quassioides ○

ヒメハギ ヒメハギ Polygala japonica ○

ドクウツギ ドクウツギ Coriaria japonica ○

ウルシ ツタウルシ Rhus ambigua ○ ○

ヌルデ Rhus javanica var. chinensis ○ ○

ヤマウルシ Rhus trichocarpa ○ ○

カエデ チドリノキ Acer carpinifolium ○ ○

ミツデカエデ Acer cissifolium ○ ○

ウリカエデ Acer crataegifolium ○ ○

カジカエデ Acer diabolicum ○ ○

ヒトツバカエデ Acer distylum ○

ハウチワカエデ Acer japonicum ○ ○

メグスリノキ Acer nikoense ○

オオモミジ Acer palmatum var. amoenum ○ ○

ヤマモミジ Acer palmatum var. matumurae ○ ○

オニイタヤ Acer pictum f. ambiguum ○ ○

ウラゲエンコウカエデ Acer pictum f. connivens ○

エンコウカエデ Acer pictum f. dissectum ○

ウリハダカエデ Acer rufinerve ○ ○

コハウチワカエデ Acer sieboldianum ○

トチノキ トチノキ Aesculus turbinata ○

アワブキ アワブキ Meliosma myriantha ○ ○

ミヤマハハソ Meliosma tenuis ○ ○

ツリフネソウ キツリフネ Impatiens nolitangere ○ ○

ツリフネソウ Impatiens textori ○ ○

モチノキ イヌツゲ Ilex crenata ○ ○

ハイイヌツゲ Ilex crenata var. paludosa ○ ○

アオハダ Ilex macropoda ○ ○

ウメモドキ Ilex serrata ○

ニシキギ ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus ○ ○

ニシキギ Euonymus alatus ○ ○

コマユミ Euonymus alatus f. ciliatodentatus ○ ○

ツルマサキ Euonymus fortunei var. radicans ○ ○

マサキ Euonymus japonicus ○

ツリバナ Euonymus oxyphyllus ○ ○

マユミ Euonymus sieboldianus ○ ○

ミツバウツギ ミツバウツギ Staphylea bumalda ○ ○

ツゲ フッキソウ Pachysandra terminalis ○

クロウメモドキ クマヤナギ Berchemia racemosa ○ ○

ケンポナシ Hovenia dulcis ○

クロウメモドキ Rhamnus japonica var. decipiens ○ ○

ブドウ ノブドウ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla ○ ○

ヤブガラシ Cayratia japonica ○

ヤマブドウ Vitis coignetiae ○ ○

エビヅル Vitis ficifolia var. lobata ○

サンカクヅル Vitis flexuosa ○ ○

シナノキ シナノキ Tilia japonica ○

オオバボダイジュ Tilia maximowicziana ○ ○

グミ アキグミ Elaeagnus umbellata ○

スミレ エイザンスミレ Viola eizanensis ○ ○

タチツボスミレ Viola grypoceras ○ ○

アオイスミレ Viola hondoensis ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(7) 植物の調査結果（現地調査）(7) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

内 外

離弁花類 スミレ ケマルバスミレ Viola keiskei f. okuboi ○ ○

オオタチツボスミレ Viola kusanoana ○ ○

マキノスミレ Viola makinoi ○ ○

スミレ Viola mandshurica ○ ○

ニオイタチツボスミレ Viola obtusa ○ ○

アカネスミレ Viola phalacrocarpa ○ ○

アケボノスミレ Viola rossii ○ ○

ナガハシスミレ Viola rostrata var. japonica ○ ○

ヒナスミレ Viola takedana ○ ○

スミレサイシン Viola vaginata ○ ○

ツボスミレ Viola verecunda ○ ○

ヒカゲスミレ Viola yezoensis ○ ○

キブシ キブシ Stachyurus praecox ○ ○

ミゾハコベ ミゾハコベ Elatine triandra var. pedicellata ○

ウリ アマチャヅル Gynostemma pentaphyllum ○ ○

スズメウリ Melothria japonica ○

アレチウリ Sicyos angulatus ○

キカラスウリ Trichosanthes kirilowii var. japonica ○ ○

アカバナ タニタデ Circaea erubescens ○ ○

ミズタマソウ Circaea mollis ○ ○

アカバナ Epilobium pyrricholophum ○ ○

チョウジタデ Ludwigia epilobioides ○ ○

メマツヨイグサ Oenothera biennis ○ ○

アリノトウグサ アリノトウグサ Haloragis micrantha ○ ○

ウリノキ ウリノキ Alangium platanifolium var. trilobum ○ ○

ミズキ アオキ Aucuba japonica ○ ○

ヤマボウシ Benthamidia japonica ○ ○

ミズキ Cornus controversa ○ ○

クマノミズキ Cornus macrophylla ○ ○

ハナイカダ Helwingia japonica ○ ○

ウコギ コシアブラ Acanthopanax sciadophylloides ○ ○

ヤマウコギ Acanthopanax spinosus ○ ○

ウド Aralia cordata ○ ○

タラノキ Aralia elata ○ ○

タカノツメ Evodiopanax innovans ○

キヅタ Hedera rhombea ○ ○

ハリギリ Kalopanax pictus ○ ○

トチバニンジン Panax japonicus ○ ○

セリ ノダケ Angelica decursiva ○ ○

アマニュウ Angelica edulis ○ ○

ハナビゼリ Angelica inaequalis ○

シラネセンキュウ Angelica polymorpha ○

シシウド Angelica pubescens ○

シャク Anthriscus sylvestris ○

セントウソウ Chamaele decumbens ○ ○

ミツバ Cryptotaenia japonica ○ ○

ノチドメ Hydrocotyle maritima ○

オオチドメ Hydrocotyle ramiflora ○ ○

セリ Oenanthe javanica ○ ○

ヤブニンジン Osmorhiza aristata ○

ウマノミツバ Sanicula chinensis ○ ○

ムカゴニンジン Sium sisarum ○

カノツメソウ Spuriopimpinella calycina ○ ○

オヤブジラミ Torilis scabra ○ ○

リョウブ リョウブ Clethra barbinervis ○ ○

イチヤクソウ シャクジョウソウ Monotropa hypopithys ○

ギンリョウソウ Monotropastrum humile ○

イチヤクソウ Pyrola japonica ○ ○

マルバイチヤクソウ Pyrola nephrophylla ○ ○

合弁花類 ツツジ アブラツツジ Enkianthus subsessilis ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(8) 植物の調査結果（現地調査）(8) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

内 外

合弁花類 ツツジ ネジキ Lyonia ovalifolia var. elliptica ○ ○

ヤマツツジ Rhododendron obtusum var. kaempferi ○ ○

バイカツツジ Rhododendron semibarbatum ○

トウゴクミツバツツジ Rhododendron wadanum ○ ○

ホツツジ Tripetaleia paniculata ○

ウスノキ Vaccinium hirtum var. pubescens ○ ○

アクシバ Vaccinium japonicum ○ ○

ナツハゼ Vaccinium oldhamii ○ ○

ヤブコウジ ヤブコウジ Ardisia japonica ○

サクラソウ オカトラノオ Lysimachia clethroides ○ ○

コナスビ Lysimachia japonica f. subsessilis ○ ○

クサレダマ Lysimachia vulgaris var. davurica ○

カキノキ カキノキ Diospyros kaki ○

マメガキ Diospyros lotus ○

エゴノキ エゴノキ Styrax japonica ○ ○

ハクウンボク Styrax obassia ○ ○

ハイノキ サワフタギ Symplocos sawafutagi ○

モクセイ アオダモ Fraxinus lanuginosa f. serrata ○ ○

マルバアオダモ Fraxinus sieboldiana ○ ○

イボタノキ Ligustrum obtusifolium ○ ○

リンドウ リンドウ Gentiana scabra var. buergeri ○ ○

フデリンドウ Gentiana zollingeri ○ ○

センブリ Swertia japonica ○ ○

ツルリンドウ Tripterospermum japonicum ○ ○

キョウチクトウ テイカカズラ Trachelospermum asiaticum f. intermedium ○

ガガイモ ガガイモ Metaplexis japonica ○ ○

オオカモメヅル Tylophora aristolochioides ○ ○

アカネ クルマバソウ Asperula odorata ○

ヤエムグラ Galium spurium var. echinospermon ○ ○

ホソバノヨツバムグラ Galium trifidum var. brevipedunculatum ○ ○

オククルマムグラ Galium trifloriforme ○ ○

クルマムグラ Galium trifloriforme var. nipponicum ○ ○

オオハシカグサ Hedyotis lindleyana var. glabra ○

ハシカグサ Hedyotis lindleyana var. hirsuta ○

ツルアリドオシ Mitchella undulata ○ ○

ヘクソカズラ Paederia scandens ○ ○

アカネ Rubia argyi ○ ○

ヒルガオ ヒルガオ Calystegia japonica ○

ネナシカズラ Cuscuta japonica ○

ムラサキ ハナイバナ Bothriospermum tenellum ○ ○

オニルリソウ Cynoglossum asperrimum ○ ○

ホタルカズラ Lithospermum zollingeri ○ ○

ノハラムラサキ Myosotis arvensis ○

ワスレナグサ Myosotis scorpioides ○ ○

コンフリー Symphytum x uplandicum ○

キュウリグサ Trigonotis peduncularis ○ ○

クマツヅラ ムラサキシキブ Callicarpa japonica ○ ○

ヤブムラサキ Callicarpa mollis ○ ○

クサギ Clerodendrum trichotomum ○ ○

シソ カワミドリ Agastache rugosa ○

クルマバナ Clinopodium chinense var. parviflorum ○ ○

ヤマクルマバナ Clinopodium chinense var. shibetchense ○

イヌトウバナ Clinopodium micranthum ○ ○

ミヤマトウバナ Clinopodium sachalinense ○

ナギナタコウジュ Elsholtzia ciliata ○ ○

カキドオシ Glechoma hederacea var. grandis ○ ○

ヤマハッカ Isodon inflexus ○

ヒメオドリコソウ Lamium purpureum ○ ○

シロネ Lycopus lucidus ○

ヒメシロネ Lycopus maackianus ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




367 

表7.7-8(9) 植物の調査結果（現地調査）(9) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

内 外

合弁花類 シソ コシロネ Lycopus ramosissimus var. japonicus ○

ラショウモンカズラ Meehania urticifolia ○ ○

ハッカ Mentha arvensis var. piperascens ○

ヒメジソ Mosla dianthera ○ ○

イヌコウジュ Mosla punctulata ○ ○

ウツボグサ Prunella vulgaris ssp. asiatica ○

イヌゴマ Stachys riederi var. intermedia ○

ニガクサ Teucrium japonicum ○

ツルニガクサ Teucrium viscidum var. miquelianum ○ ○

ナス クコ Lycium chinense ○

イガホオズキ Physaliastrum japonicum ○ ○

ヒヨドリジョウゴ Solanum lyratum ○ ○

ゴマノハグサ タケトアゼナ Lindernia dubia ○ ○

アメリカアゼナ Lindernia dubia ssp. major ○ ○

アゼナ Lindernia procumbens ○

ムラサキサギゴケ Mazus miquelii ○

トキワハゼ Mazus pumilus ○ ○

ミゾホオズキ Mimulus nepalensis ○ ○

ヒキヨモギ Siphonostegia chinensis ○

タチイヌノフグリ Veronica arvensis ○ ○

オオイヌノフグリ Veronica persica ○ ○

ノウゼンカズラ キリ Paulownia tomentosa ○ ○

ハエドクソウ ハエドクソウ Phryma leptostachya var. asiatica ○ ○

オオバコ オオバコ Plantago asiatica ○ ○

ヘラオオバコ Plantago lanceolata ○ ○

スイカズラ ツクバネウツギ Abelia spathulata ○ ○

ヤマウグイスカグラ Lonicera gracilipes ○ ○

スイカズラ Lonicera japonica ○ ○

ニワトコ Sambucus racemosa ssp. sieboldiana ○ ○

ガマズミ Viburnum dilatatum ○ ○

オオカメノキ Viburnum furcatum ○ ○

カンボク Viburnum opulus var. calvescens ○

オトコヨウゾメ Viburnum phlebotrichum ○ ○

ヤブデマリ Viburnum plicatum var. tomentosum ○ ○

マルバゴマギ Viburnum sieboldii var. obovatifolium ○

ミヤマガマズミ Viburnum wrightii ○ ○

タニウツギ Weigela hortensis ○ ○

オミナエシ オトコエシ Patrinia villosa ○ ○

キキョウ ソバナ Adenophora remotiflora ○

ツリガネニンジン Adenophora triphylla var. japonica ○ ○

ホタルブクロ Campanula punctata ○

ツルニンジン Codonopsis lanceolata ○

ミゾカクシ Lobelia chinensis ○

タニギキョウ Peracarpa carnosa var. circaeoides ○ ○

キク ノブキ Adenocaulon himalaicum ○ ○

オクモミジハグマ Ainsliaea acerifolia var. subapoda ○ ○

キッコウハグマ Ainsliaea apiculata ○ ○

オオブタクサ Ambrosia trifida ○ ○

ヤマハハコ Anaphalis margaritacea ○

ヨモギ Artemisia indica var. maximowiczii ○ ○

オトコヨモギ Artemisia japonica ○ ○

イヌヨモギ Artemisia keiskeana ○ ○

シロヨメナ Aster ageratoides ssp. leiophyllus ○ ○

ノコンギク Aster ageratoides ssp. ovatus ○ ○

ゴマナ Aster glehnii var. hondoensis ○ ○

シラヤマギク Aster scaber ○ ○

オケラ Atractylodes japonica ○ ○

アメリカセンダングサ Bidens frondosa ○ ○

タウコギ Bidens tripartita ○ ○

モミジガサ Cacalia delphiniifolia ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(10) 植物の調査結果（現地調査）(10) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

内 外

合弁花類 キク タマブキ Cacalia farfaraefolia var. bulbifera ○ ○

イヌドウナ Cacalia hastata ssp. tanakae ○

オオカニコウモリ Cacalia nikomontana ○

ヤブタバコ Carpesium abrotanoides ○ ○

サジガンクビソウ Carpesium glossophyllum ○

トキンソウ Centipeda minima ○ ○

フランスギク Chrysanthemum leucanthemum ○

ナンブアザミ Cirsium nipponicum ○ ○

ノハラアザミ Cirsium oligophyllum ○ ○

Cirsium属 Cirsium sp. ○

オオアレチノギク Conyza sumatrensis ○ ○

オオキンケイギク Coreopsis lanceolata ○

ベニバナボロギク Crassocephalum crepidioides ○

アメリカタカサブロウ Eclipta alba ○ ○

ダンドボロギク Erechtites hieracifolia ○ ○

ヒメムカシヨモギ Erigeron canadensis ○ ○

ハルジオン Erigeron philadelphicus ○ ○

サワヒヨドリ Eupatorium lindleyanum ○ ○

オオヒヨドリバナ Eupatorium makinoi var. oppositifolium ○ ○

ハキダメギク Galinsoga ciliata ○ ○

ハハコグサ Gnaphalium affine ○ ○

キクイモ Helianthus tuberosus ○

オグルマ Inula japonica ○

オオヂシバリ Ixeris debilis ○ ○

ニガナ Ixeris dentata ○

イワニガナ Ixeris stolonifera ○ ○

ユウガギク Kalimeris pinnatifida ○ ○

アキノノゲシ Lactuca indica ○ ○

ヤマニガナ Lactuca raddeana var. elata ○ ○

ヤブタビラコ Lapsana humilis ○ ○

センボンヤリ Leibnitzia anandria ○ ○

ナガバノコウヤボウキ Pertya glabrescens ○ ○

オヤリハグマ Pertya triloba ○ ○

フキ Petasites japonicus ○ ○

コウゾリナ Picris hieracioides var. glabrescens ○ ○

フクオウソウ Prenanthes acerifolia ○

オオニガナ Prenanthes tanakae ○

オオハンゴンソウ Rudbeckia laciniata ○ ○

センダイトウヒレン Saussurea nipponica var. sendaica ○

ハンゴンソウ Senecio cannabifolius ○

サワオグルマ Senecio pierotii ○

ノボロギク Senecio vulgaris ○ ○

コメナモミ Siegesbeckia orientalis ssp. glabrescens ○

メナモミ Siegesbeckia orientalis ssp. pubescens ○

セイタカアワダチソウ Solidago altissima ○ ○

オオアワダチソウ Solidago gigantea var. leiophylla ○

アキノキリンソウ Solidago virgaurea var. asiatica ○ ○

オニノゲシ Sonchus asper ○ ○

ノゲシ Sonchus oleraceus ○ ○

ヒメジョオン Stenactis annuus ○ ○

ヤブレガサ Syneilesis palmata ○ ○

オヤマボクチ Synurus pungens ○ ○

エゾタンポポ Taraxacum hondoense ○ ○

セイヨウタンポポ Taraxacum officinale ○ ○

ヤクシソウ Youngia denticulata ○ ○

オニタビラコ Youngia japonica ○ ○

単子葉植物 オモダカ ヘラオモダカ Alisma canaliculatum ○ ○

ウリカワ Sagittaria pygmaea ○

オモダカ Sagittaria trifolia ○ ○

ユリ ホウチャクソウ Disporum sessile ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 
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Expired 
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Expired 
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表7.7-8(11) 植物の調査結果（現地調査）(11) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

内 外

単子葉植物 ユリ チゴユリ Disporum smilacinum ○ ○

カタクリ Erythronium japonicum ○ ○

ショウジョウバカマ Helonias orientalis ○

トウギボウシ Hosta sieboldiana ○ ○

コバギボウシ Hosta sieboldii f. lancifolia ○ ○

ヤマユリ Lilium auratum ○ ○

オオウバユリ Lilium cordatum var. glehnii ○ ○

ヒメヤブラン Liriope minor ○

マイヅルソウ Maianthemum dilatatum ○

ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus ○ ○

オオバジャノヒゲ Ophiopogon planiscapus ○ ○

ツクバネソウ Paris tetraphylla ○ ○

ミヤマナルコユリ Polygonatum lasianthum ○ ○

オオナルコユリ Polygonatum macranthum ○

アマドコロ Polygonatum odoratum var. pluriflorum ○

オモト Rohdea japonica ○

ユキザサ Smilacina japonica ○

サルトリイバラ Smilax china ○ ○

タチシオデ Smilax nipponica ○ ○

シオデ Smilax riparia var. ussuriensis ○ ○

ヤマカシュウ Smilax sieboldii ○ ○

ヤマジノホトトギス Tricyrtis affinis ○ ○

エンレイソウ Trillium smallii ○ ○

アオヤギソウ Veratrum maackii var. maackioides f. virescens ○ ○

ヒガンバナ ヒガンバナ Lycoris radiata ○

ヤマノイモ ヤマノイモ Dioscorea japonica ○ ○

ウチワドコロ Dioscorea nipponica ○

オニドコロ Dioscorea tokoro ○ ○

ミズアオイ コナギ Monochoria vaginalis var. plantaginea ○

アヤメ シャガ Iris japonica ○

キショウブ Iris pseudacorus ○

イグサ ハナビゼキショウ Juncus alatus ○

イ Juncus effusus var. decipiens ○ ○

コウガイゼキショウ Juncus leschenaultii ○ ○

アオコウガイゼキショウ Juncus papillosus ○ ○

クサイ Juncus tenuis ○ ○

スズメノヤリ Luzula capitata ○ ○

ヌカボシソウ Luzula plumosa var. macrocarpa ○ ○

ツユクサ ツユクサ Commelina communis ○ ○

イボクサ Murdannia keisak ○ ○

イネ ハネガヤ Achnatherum extremiorientale ○ ○

カモジグサ Agropyron tsukushiense var. transiens ○

コヌカグサ Agrostis alba ○

スズメノテッポウ Alopecurus aequalis var. amurensis ○

ハルガヤ Anthoxanthum odoratum ○ ○

コブナグサ Arthraxon hispidus ○ ○

トダシバ Arundinella hirta ○ ○

コウヤザサ Brachyelytrum japonicum ○

ヤマカモジグサ Brachypodium sylvaticum ○

キツネガヤ Bromus pauciflorus ○

ノガリヤス Calamagrostis arundinacea var. brachytricha ○ ○

ヤマアワ Calamagrostis epigeios ○

ヒメノガリヤス Calamagrostis hakonensis ○

カモガヤ Dactylis glomerata ○ ○

メヒシバ Digitaria ciliaris ○ ○

アキメヒシバ Digitaria violascens ○ ○

アブラススキ Eccoilopus cotulifer ○ ○

イヌビエ Echinochloa crusgalli ○ ○

オヒシバ Eleusine indica ○

カゼクサ Eragrostis ferruginea ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(12) 植物の調査結果（現地調査）(12) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

内 外

単子葉植物 イネ ニワホコリ Eragrostis multicaulis ○

ナルコビエ Eriochloa villosa ○

オニウシノケグサ Festuca arundinacea ○ ○

ドジョウツナギ Glyceria ischyroneura ○

ウシノシッペイ Hemarthria sibirica ○

チガヤ Imperata cylindrica var. koenigii ○

チゴザサ Isachne globosa ○ ○

アシカキ Leersia japonica ○

エゾノサヤヌカグサ Leersia oryzoides ○

サヤヌカグサ Leersia sayanuka ○ ○

ササガヤ Microstegium japonicum ○ ○

アシボソ Microstegium vimineum var. polystachyum ○

オギ Miscanthus sacchariflorus ○ ○

ススキ Miscanthus sinensis ○ ○

ネズミガヤ Muhlenbergia japonica ○

ケチヂミザサ Oplismenus undulatifolius ○ ○

コチヂミザサ Oplismenus undulatifolius var. japonicus ○ ○

ヌカキビ Panicum bisulcatum ○

オオクサキビ Panicum dichotomiflorum ○ ○

スズメノヒエ Paspalum thunbergii ○ ○

チカラシバ Pennisetum alopecuroides f. purpurascens ○ ○

ヨシ Phragmites australis ○ ○

ツルヨシ Phragmites japonica ○

マダケ Phyllostachys bambusoides ○

ハチク Phyllostachys nigra var. henonis ○ ○

モウソウチク Phyllostachys pubescens ○ ○

アズマネザサ Pleioblastus chino ○ ○

スズメノカタビラ Poa annua ○ ○

ヤマミゾイチゴツナギ Poa hisauchii ○ ○

ナガハグサ Poa pratensis ○ ○

オオスズメノカタビラ Poa trivialis ○ ○

ヤダケ Pseudosasa japonica ○

ヌメリグサ Sacciolepis indica var. oryzetorum ○

オクヤマザサ Sasa cernua ○ ○

ミヤコザサ Sasa nipponica ○ ○

チマキザサ Sasa palmata ○ ○

クマイザサ Sasa senanensis ○ ○

アズマザサ Sasaella ramosa ○ ○

スズダケ Sasamorpha borealis ○ ○

アキノエノコログサ Setaria faberi ○ ○

キンエノコロ Setaria pumilla ○ ○

エノコログサ Setaria viridis ○

オオアブラススキ Spodiopogon sibiricus ○ ○

カニツリグサ Trisetum bifidum ○

マコモ Zizania latifolia ○

シバ Zoysia japonica ○

イネ科 Gramineae sp. ○

サトイモ ショウブ Acorus calamus ○

セキショウ Acorus gramineus ○ ○

コウライテンナンショウ Arisaema peninsulae ○ ○

ウラシマソウ Arisaema thunbergii ssp. urashima ○ ○

カラスビシャク Pinellia ternata ○

ヒメザゼンソウ Symplocarpus nipponicus ○

ウキクサ アオウキクサ Lemna aoukikusa ○ ○

ウキクサ Spirodela polyrhiza ○

ガマ ヒメガマ Typha angustifolia ○

ガマ Typha latifolia ○ ○

カヤツリグサ ウキヤガラ Bolboschoenus fluviatilis ○

ミノボロスゲ Carex albata ○ ○

エナシヒゴクサ Carex aphanolepis ○ ○

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-8(13) 植物の調査結果（現地調査）(13) 

 
注）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

 

 

内 外

単子葉植物 カヤツリグサ マツバスゲ Carex biwensis ○ ○

ショウジョウスゲ Carex blepharicarpa ○ ○

ハリガネスゲ Carex capillacea ○ ○

ミヤマシラスゲ Carex confertiflora ○

ヒメカンスゲ Carex conica ○ ○

ナルコスゲ Carex curvicollis ○

カサスゲ Carex dispalata ○ ○

オクノカンスゲ Carex foliosissima ○ ○

タニガワスゲ Carex forficula ○ ○

ヤマアゼスゲ Carex heterolepis ○

ホソバヒカゲスゲ Carex humilis ○

カワラスゲ Carex incisa ○ ○

ヒゴクサ Carex japonica ○ ○

ヒカゲスゲ Carex lanceolata ○ ○

アズマスゲ Carex lasiolepis ○ ○

アオスゲ Carex leucochlora ○ ○

ヒメシラスゲ Carex mollicula ○ ○

コジュズスゲ Carex parciflora var. macroglossa ○ ○

タカネマスクサ Carex planata ○

イトアオスゲ Carex puberula ○ ○

コカンスゲ Carex reinii ○ ○

クサスゲ Carex rugata ○

アズマナルコ Carex shimidzensis ○ ○

タガネソウ Carex siderosticta ○ ○

ミチノクホンモンジスゲ Carex stenostachys var. cuneata ○ ○

アゼスゲ Carex thunbergii ○

Carex属 Carex sp. ○ ○

ヒメクグ Cyperus brevifolius var. leiolepis ○ ○

タマガヤツリ Cyperus difformis ○ ○

ヒナガヤツリ Cyperus flaccidus ○

アゼガヤツリ Cyperus globosus ○ ○

コゴメガヤツリ Cyperus iria ○

カヤツリグサ Cyperus microiria ○ ○

ウシクグ Cyperus orthostachyus ○ ○

カワラスガナ Cyperus sanguinolentus ○ ○

マツバイ Eleocharis acicularis var. longiseta ○

ハリイ Eleocharis congesta ssp. japonica ○

クログワイ Eleocharis kuroguwai ○

シカクイ Eleocharis wichurae ○

ヒメヒラテンツキ Fimbristylis autumnalis ○ ○

ノテンツキ Fimbristylis complanata ○

テンツキ Fimbristylis dichotoma var. tentsuki ○

イヌホタルイ Schoenoplectus juncoides ○ ○

フトイ Schoenoplectus tabernaemontani ○

カンガレイ Schoenoplectus triangulatus ○

サンカクイ Schoenoplectus triqueter ○ ○

コマツカサススキ Scirpus fuirenoides ○

アブラガヤ Scirpus wichurae ○ ○

エゾアブラガヤ Scirpus wichurae ssp. asiaticus ○

ショウガ ミョウガ Zingiber mioga ○ ○

ラン エビネ Calanthe discolor ○

ササバギンラン Cephalanthera longibracteata ○ ○

サイハイラン Cremastra appendiculata ○ ○

シュンラン Cymbidium goeringii ○ ○

アケボノシュスラン Goodyera foliosa var. maximowicziana ○

ミヤマウズラ Goodyera schlechtendaliana ○ ○

クモキリソウ Liparis kumokiri ○

ヒトツボクロ Tipularia japonica ○

5類 126科 764種 536種 735種

分類群 科名 種名 学名
対象事業実施区域Expired 


Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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（イ）植生の状況 

調査範囲の植生図は図7.7-2、コドラート調査地点位置図は図7.7-3に示すとおりである。

また、調査範囲の植物群落及びコドラート調査地点一覧は表7.7-9、植物群落概要は表

7.7-10(1)～(20)に示すとおりである。 

調査範囲は、主に樹林部と平野部から構成されている。樹林部では、対象事業実施区域

内は主に落葉低木二次林が、対象事業実施区域外は主に尾根部にアカマツ群落、斜面から

谷部にかけてはスギ植林やコナラ群落が分布していた。 

平野部では、水田や畑地等がみられた他、放棄水田がみられた。また、長期間放棄され

た耕作地では、ヨシ群落やウキヤガラ群落、ヨモギ群落、セイタカアワダチソウ群落等の

多年生草本群落、ヤナギ低木群落といった木本群落に遷移している様子が確認された。 

なお、図7.7-2に示す斜線の範囲は、平成30年2月頃から他の事業者の太陽光発電所とし

て利用されており、現況は人工構造物に区分される。 

 

表7.7-9 植物群落と主な群落構成種 

No. 
植生 

区分 
植生図凡例 主な群落構成種 

コドラート 

調査地点 No. 

1 

木
本
群
落 

コナラ群落 
コナラ、カスミザクラ、アズマネザサ、チゴユリ、

アキノキリンソウ 
Q7､Q16､Q26 

2 落葉低木二次林 
ヌルデ、タラノキ、クマイチゴ、アズマネザサ、

クズ、ヨモギ 
Q5､Q8 

3 ヤナギ低木林 
タチヤナギ、イヌコリヤナギ、ヨモギ、 

アメリカセンダングサ 
Q14 

4 アカマツ群落 
アカマツ、マンサク、ヤマツツジ、アクシバ、 

ナツハゼ、シュンラン 
Q1､Q3､Q28 

5 スギ植林 
スギ、アブラチャン、クマイザサ、ミゾシダ、 

リョウメンシダ、コバギボウシ 
Q2､Q4､Q27 

6 スギ植林(若齢林) スギ、ヨモギ、アカソ、ススキ Q18 

7 竹林 モウソウチク、ノブドウ、ヘクソカズラ Q9 

8 ササ群落 ミヤコザサ、クズ、ボタンヅル Q22 

9 

草
本
群
落 

クズ群落 クズ、カナムグラ、ヒメムカシヨモギ Q24 

10 伐採跡地群落 ナガバノコウヤボウキ、コナラ、ヤマハギ Q6 

11 ススキ群落 ススキ、オニウシノケグサ、カモガヤ、ヨモギ Q11 

12 ヨシ群落 ヨシ、ミゾソバ、スギナ Q19 

13 ウキヤガラ群落 ウキヤガラ、カサスゲ、ミゾソバ、クサソテツ Q12 

14 ヨモギ群落 ヨモギ、ノコンギク、シロツメクサ、ツルマメ Q10､Q17 

15 タコノアシ群落 タコノアシ、アカバナ、コブナグサ Q21 

16 セイタカアワダチソウ群落 セイタカアワダチソウ、オオブタクサ、ヨモギ Q15 

17 メヒシバ-アキノエノコログサ群落 メヒシバ、アキノエノコログサ、キンエノコロ Q20 

18 

土
地
利
用
等 

果樹園 - - 

19 水田 
イヌビエ、アゼナ、セリ、 

アメリカタカサブロウ、コナギ 
Q25 

20 畑地 スベリヒユ、ハキダメギク、エノキグサ Q23 

21 放棄水田 セリ、イ、ミゾソバ、イヌビエ Q13 

22 植栽樹林 - - 

23 人工構造物 - - 

24 道路 - - 

25 人工裸地 - - 

26 開放水域 - - 
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Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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図7.7-2 現存植生図 
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図7.7-3 コドラート調査地点位置図 
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表7.7-10(1) 植物群落概要（コナラ群落） 

【植生凡例】 

コナラ群落 (Q7、Q16、Q26) 

【群落概要】 

低地から山地にかけて広く分布する落葉高木群落で、里

山の代表的な二次林である。 

【分布状況】 

調査範囲全域に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 16～20m で、高木層には

コナラが優占する他、カスミザクラ等がみられた。亜高

木層にはマンサク、アオハダ等が、低木層にはヤマボウ

シ、ヤマモミジ等がみられた。草本層にはチゴユリやス

ゲ属、タガネソウ等が生育していた。出現種数は 33～62

種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 9 日 

(写真、断面図は Q7 地点) 

 

 

表7.7-10(2) 植物群落概要（落葉低木二次林） 

【植生凡例】 

落葉低木二次林 (Q5、Q8) 

【群落概要】 

高木群落に遷移する途中段階の落葉低木である。 

【分布状況】 

調査範囲の中央部に広く分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 2.5～4m で、低木層には

コナラ、タラノキ、ヌルデ等が混生していた。草本層に

はアズマネザサが優占する他、ヨモギ、クズ、ヤマハギ

等が生育していた。出現種数は 18～24 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 9 日 

(写真、断面図は Q5 地点) 
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表7.7-10(3) 植物群落概要（ヤナギ低木林） 

【植生凡例】 

ヤナギ低木林 (Q14) 

【群落概要】 

湿地等に発達する、落葉低木群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の北側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 2.5m で、低木層にはタチ

ヤナギ、イヌコリヤナギが混生し、草本層にはススキ、

ヨモギ、ツルマメ等が生育していた。確認種数は 14 種で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 7 日 

(写真、断面図は Q14 地点) 

 

 

表7.7-10(4) 植物群落概要（アカマツ群落） 

【植生凡例】 

アカマツ群落 (Q1、Q3、Q28) 

【群落概要】 

尾根等乾燥した場所に発達する常緑高木群落である。 

【分布状況】 

調査範囲全域に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 17～21m で、高木層には

アカマツが優占する他、カスミザクラ等がみられた。亜

高木層にはマンサク、サワシバ等が、低木層にはアオハ

ダ、ムラサキシキブ等が確認された。草本層にはミヤコ

ザサが優占する他、オオバクロモジ、ゴトウヅル等が生

育していた。確認種数は 33～47 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 9 日 

(写真、断面図は Q3 地点) 
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表7.7-10(5) 植物群落概要（スギ植林） 

【植生凡例】 

スギ植林 

 (Q2、Q4、Q27) 

【群落概要】 

自然植生を切り開いて植栽された代償植生である。 

【分布状況】 

調査範囲全域に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 18～22m で、高木層には

スギが優占し、亜高木層にはクリが、低木層にはキブシ

等がみられた。草本層にはミゾシダ、フタリシズカ、ヤ

ブレガサ、ゴトウヅル等が生育していた。出現種数は 36

～46 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q2 地点) 

 

 

表7.7-10(6) 植物群落概要（スギ植林(若齢林)） 

【植生凡例】 

スギ植林(若齢林) (Q18) 

【群落概要】 

自然植生を切り開いて植栽された代償植生である。 

【分布状況】 

調査範囲の北側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 5m で、低木層にはスギが

優占していた。草本層にはヨモギ、ススキ、ケチヂミザ

サ、ヒメジソ、アカソ等が生育していた。出現種数は 36

種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 7 日 

(写真、断面図は Q18 地点) 
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表7.7-10(7) 植物群落概要（竹林） 

【植生凡例】 

竹林 (Q9) 

【群落概要】 

モウソウチクやマダケ等が優占するタケ群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 7m で、亜高木層にはモウ

ソウチクが優占し、草本層にはノブドウ、ヘクソカズラ、

ミツバアケビ、ケチヂミザサ等がわずかに生育していた。

確認種数は 9 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 7 日 

(写真、断面図は Q9 地点) 

 

 

表7.7-10(8) 植物群落概要（ササ群落） 

【植生凡例】 

ササ群落 (Q22) 

【群落概要】 

低山や丘陵地に広く分布するササ群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の北側、東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 0.7m で、草本層にはミヤ

コザサが優占する他、クズ、ヤマブキ等が生育していた。

出現種数は 7 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 7 日 

(写真、断面図は Q22 地点) 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-10(9) 植物群落概要（クズ群落） 

【植生凡例】 

クズ群落 (Q24) 

【群落概要】 

河川の堤防斜面、河川敷、畑地脇、路傍等に成立するつ

る性の多年生草本群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 0.7m で、草本層にはクズ

が優占する他、カナムグラ、スギナ、キクイモ等が生育

していた。出現種数は 8 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q24 地点) 

 

 

表7.7-10(10) 植物群落概要（伐採跡地群落） 

【植生凡例】 

伐採跡地群落 (Q6) 

【群落概要】 

伐採跡地等に先駆的に成立する群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の南西側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 0.8m で、草本層にはナガ

バノコウヤボウキ、イヌシデ、コナラ、ヒメムカシヨモ

ギ、イネ科等が生育していた。出現種数は 12 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q6 地点) 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-10(11) 植物群落概要（ススキ群落） 

【植生凡例】 

ススキ群落 (Q11) 

【群落概要】 

伐採跡地、耕作放棄地、造成地等に成立する多年生草本

群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の中央部、東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 2m で、草本層にはススキ

が優占する他、オニウシノケグサ、カモガヤ、ヨモギ、

ワラビ等が生育していた。出現種数は 9 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 7 日 

(写真、断面図は Q11 地点) 

 

 

表7.7-10(12) 植物群落概要（ヨシ群落） 

【植生凡例】 

ヨシ群落 (Q19) 

【群落概要】 

湖沼や河川、湿地、放棄水田等に成立する多年生草本群

落である。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 1.6m で、草本層にはヨシ

が優占する他、ヤブツルアズキ、スギナ等が生育してい

た。出現種数は 4 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q19 地点) 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-10(13) 植物群落概要（ウキヤガラ群落） 

【植生凡例】 

ウキヤガラ群落 (Q12) 

【群落概要】 

池の岸部、湿地等に成立する多年生草本群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の中央部に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 1.6m で、草本層にはウキ

ヤガラが優占する他、カサスゲ、ミゾソバ、ヤブツルア

ズキ、クサソテツ等が生育していた。確認種数は 9 種で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 7 日 

(写真、断面図は Q12 地点) 

 

 

表7.7-10(14) 植物群落概要（ヨモギ群落） 

【植生凡例】 

ヨモギ群落 (Q10、Q17) 

【群落概要】 

造成地、路傍、放棄耕作地、河川敷等に成立する多年生

草本群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 1.3～1.5m で、草本層には

ヨモギが優占する他、シロツメクサ、スギナ等が生育し

ていた。確認種数は 7～8 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 7 日 

(写真、断面図は Q10 地点) 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-10(15) 植物群落概要（タコノアシ群落） 

【植生凡例】 

タコノアシ群落 (Q21) 

【群落概要】 

沼湿地に成立する多年生草本群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に小面積に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 1.2m で、草本層にはタコ

ノアシが優占する他、アカバナ、コブナグサ等が生育し

ていた。確認種数は 5 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q21 地点) 

 

 

表7.7-10(16) 植物群落概要（セイタカアワダチソウ群落） 

【植生凡例】 

セイタカアワダチソウ群落 (Q15) 

【群落概要】 

河川敷、空地、放棄耕作地、路傍等、人里の日当たりが

良い場所に成立する多年生草本群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の北側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 2m で、草本層にはセイタ

カアワダチソウが優占する他、オオブタクサ、ヨモギ、

ヤブツルアズキ等が生育していた。確認種数は 5 種であ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q15 地点) 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-10(17) 植物群落概要（メヒシバ-アキノエノコログサ群落） 

【植生凡例】 

メヒシバ-アキノエノコログサ群落 (Q20) 

【群落概要】 

路傍や河川の堤防斜面等に成立する一年生草本群落であ

る。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 0.6m で、草本層にはメヒ

シバ、キンエノコロ、アキノエノコログサ等が生育して

いた。確認種数は 6 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 7 日 

(写真、断面図は Q20 地点) 

 

 

表7.7-10(18) 植物群落概要（水田） 

【植生凡例】 

水田 (Q25) 

【群落概要】 

水田に成立する草本群落である。湿潤な環境を好む草本

類から構成されるのが特徴である。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 0.5m で、草本層にはイヌ

ビエ、アメリカセンダングサ、セリ、コナギ、アゼナ等

が生育していた。確認種数は 12 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q25 地点) 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.7-10(19) 植物群落概要（畑地） 

【植生凡例】 

畑地 (Q23) 

【群落概要】 

畑地に成立する草本群落である。陽地性の低茎草本から

構成されるのが特徴である。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約 0.3m で、草本層にはスベ

リヒユ、スギナ、エノキグサ、イネ科等が生育していた。

出現種数は 6 種であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q23 地点) 

 

 

表7.7-10(20) 植物群落概要（放棄水田） 

【植生凡例】 

放棄水田 (Q13) 

【群落概要】 

放棄された水田に成立する草本群落である。 

【分布状況】 

調査範囲の東側に分布していた。 

【群落構造・組成】 

調査を行った地点の群落高は約0.8mで、草本層にはセリ、

イ、ミゾソバ、ガマ等が生育していた。確認種数は 11 種

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【撮影日】平成 28 年 9 月 8 日 

(写真、断面図は Q13 地点) 

 

  

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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②重要な種 

重要な植物の選定基準は、表 7.7-11 に示すとおりである。 

 

表7.7-11 重要な植物の選定基準 

番号 選定基準 カテゴリー 

Ⅰ 『文化財保護法』(昭和 25 年法律第 214 号) 
・特別天然記念物(特天) 

・天然記念物(天) 

Ⅱ 
『絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関

する法律(種の保存法)』(平成 4 年法律第 75 号) 

・国内希少野生動植物(国内) 

・国際希少野生動植物(国際) 

Ⅲ 
『【植物Ⅰ】環境省レッドリスト 2018』 

(平成 30 年、環境省報道発表資料) 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠB 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある 

地域個体群(LP) 

Ⅳ 
『ふくしまレッドリスト 2017(植物)』 

(平成 29 年、福島県) 

・絶滅(EX) 

・野生絶滅(EW) 

・絶滅危惧ⅠA 類(CR) 

・絶滅危惧ⅠA 類(EN) 

・絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

・準絶滅危惧(NT) 

・情報不足(DD) 

・絶滅のおそれのある 

地域個体群(LP) 

 

 

  

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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ア．既存資料調査 

既存資料調査において確認情報が得られた種のうち、重要な植物に該当する種は、表

7.7-12に示すとおり、22科34種であった。 

 

表7.7-12 重要な植物（既存資料調査） 

分類群 科名 種名 
選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

シダ植物 オシダ オオクジャクシダ 
   

NT 

 
 

オオベニシダ 
   

NT 

 メシダ ホソバイヌワラビ 
   

NT 

裸子植物 イチイ キャラボク    NT 

離弁花類 ツチトリモチ ミヤマツチトリモチ   VU VU 

 
キンポウゲ 

 

ミスミソウ属※1 
  

NT 
 

オキナグサ   VU EN 

 ボタン Paeonia 属※2 
  

  

  (ヤマシャクヤク)   (NT) (VU) 

  (ケナシベニバナヤマシャクヤク)   (VU) (CR) 

 ケシ ナガミノツルキケマン 
  

NT 
 

 バラ キビナワシロイチゴ    NT 

 
 

ナンキンナナカマド 
   

NT 

 マメ マルバヌスビトハギ 
   

NT 

 カエデ オオイタヤメイゲツ    NT 

 セリ ハクサンサイコ    NT 

合弁花類 

 

サクラソウ サクラソウ   NT EN 

ミツガシワ アサザ   NT VU 

シソ ムシャリンドウ   VU CR 

アカネ オオハシカグサ 
   

DD 

 ハマウツボ ナンバンギセル    VU 

 マツムシソウ マツムシソウ    EN 

 キキョウ キキョウ 
  

VU VU 

 
キク 

 

アワコガネギク   NT NT 

オオニガナ 
   

NT 

  コウリンカ   VU EN 

単子葉植物 オモダカ アギナシ 
  

NT VU 

 アヤメ ノハナショウブ    DD 

  カキツバタ   NT VU 

 ラン エビネ 
  

NT VU 

  ギンラン 
   

NT 

  キンラン 
  

VU VU 

  コケイラン    VU 

  トケンラン 
  

VU EN 

  アケボノシュスラン    NT 

  トキソウ   NT NT 

5 類 22 科 34 種 0 種 0 種 18 種 33 種 
注）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

※1 「ミスミソウ属」は、ミスミソウが選定基準Ⅲで NT に該当するため、重要種として扱った。 

※2 「福島県植物誌」（昭和 62 年、福島県植物誌さん委員会）によると、福島県に生育する Paeonia 属の植物はヤマシャクヤク、ケナシベニバナヤマ

シャクヤク（ベニバナヤマシャクヤクと同一種）の 2 種である。この 2 種はいずれも重要種選定基準に該当するため、Paeonia 属を重要種として

扱った。 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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イ．現地調査 

現地調査において確認された種のうち、重要な植物に該当する種は、表7.7-13に示すとお

り、14科19種であった。各種の生態は、表7.7-14(1)～(20)に示すとおりである。 

重要な植物の確認状況は、生育地保全の観点から、別冊（非公開資料）に示す。 

 

表7.7-13 重要な植物（現地調査） 

分類群 科名 種名 
選定基準 

確認状況 

夏季 秋季 冬季 春季 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 内 外 内 外 内 外 内 外 

シダ植物 オシダ オオクジャクシダ    NT   ○             

  メシダ ホソバイヌワラビ    NT       ○         

 シケチシダ    VU  ○       

    オニヒカゲワラビ    NT   ○             

離弁花類 タデ ノダイオウ   VU EN               ○ 

  キンポウゲ レンゲショウマ    NT   ○             

    ミスミソウ属※1   NT        ○   ○ ○ ○ 

  ボタン ヤマシャクヤク   NT VU           ○     

  

  

  Paeonia属※2               
 

  ○ 

  (ヤマシャクヤク)   (NT) (VU)                 

    (ケナシベニバナヤマシャクヤク)   (VU) (CR)                 

  ケシ ナガミノツルキケマン   NT    ○   ○         

  ユキノシタ タコノアシ   NT NT   ○   ○     ○   

  バラ キビナワシロイチゴ    NT   ○             

  セリ ハナビゼリ    EN   ○             

合弁花類 アカネ オオハシカグサ    DD       ○         

ゴマノハグサ ヒキヨモギ    VU ○        

  キク オオニガナ    NT       ○         

単子葉植物 オモダカ ウリカワ    EN   ○   ○         

  ラン エビネ   NT VU   ○   ○       ○ 

    アケボノシュスラン    NT   ○       ○   ○ 

    ヒトツボクロ    NT               ○ 

4類 14科 19種 0 種 0 種 6 種 17 種 
1種 11種 0種 8種 0種 3種 2種 6種 

12種 8種 3種 7種 

注 1）選定基準に示すカテゴリーは以下のとおりである。 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧 IA 類、EN：絶滅危惧 IB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足 

注 2）種名は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト 平成 29 年度生物リスト」(平成 29 年、国土交通省 河川環境データベース)に準拠。 

※1 「ミスミソウ属」は、ミスミソウが選定基準Ⅲで NT に該当するため、重要種として扱った。 

※2 「福島県植物誌」（昭和62年、福島県植物誌さん委員会）によると、福島県に生育するPaeonia属の植物はヤマシャクヤク、ケナシベニバナヤマシャク

ヤク（ベニバナヤマシャクヤクと同一種）の2種である。この2種はいずれも重要種選定基準に該当するため、Paeonia属を重要種として扱った。 
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表7.7-14(1) 重要な植物の一般生態 

種名 オオクジャクシダ（オシダ科） 

選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 山地のやや湿った林下に生える常緑性シダ。葉柄は基部に密に、上部にはまばら

に鱗片をつける。鱗片は線状披針形から長楕円形、先端に向かって急に狭くなり、

全縁かごくまれに突起があり、赤褐色から褐色。葉身は倒披針形、幅 18～23cm、長

さ 40～70cm、急鋭尖頭、下部の羽片は短くなる。羽片は 20～30 対、三角状の線形、

先端へ向けてしだいに狭くなり、鋭尖頭、辺縁は大きく鈍鋸歯があるか、浅裂～中

裂。葉脈の表面はいちじるしくくぼんで浅い溝があり、下面には微小な鱗片がある。

葉質はやや厚い紙質、表面は黄緑色。胞子嚢群は羽片の辺縁寄りに広く散在し、包

膜は円腎形。国内では北海道(奥尻島)・本州・四国・九州に分布する。 

出典：「日本の野生植物(シダ)」（平成4年、平凡社） 

 

表7.7-14(2) 重要な植物の一般生態 

種名 ホソバイヌワラビ（メシダ科） 
選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 
一般生態等 やや湿った林床等に生える夏緑性シダ。根茎は塊状で直立か斜上する。葉を叢生

し、やや二形になる。春に出る葉はやや広がってつき、胞子をつけず、夏に出る葉

は直立し、胞子嚢群をつける。葉柄は基部に鱗片がある。鱗片は狭披針形、褐色で

膜質、全縁。葉身は卵形から長楕円形、2 回羽状複生～3 回羽状全裂、尾状鋭尖頭、

長さ 50cm をこえるものもあり、やわらかい草質、葉身の上部に無性芽をつける。

羽片は披針形、柄がある。羽軸はほぼ紫色で下面に毛がある。胞子嚢群は中肋にや

や近くつき、包膜は半月状か鉤形、ほぼ全縁から波状縁。国内では東北地方から屋

久島に分布する。 

出典：「日本の野生植物(シダ)」（平成4年、平凡社） 

 

表7.7-14(3) 重要な植物の一般生態 

種名 シケチシダ（メシダ科） 
選定基準 福島県レッドリスト VU：絶滅危惧 II 類 
一般生態等 低地の山林中のやや湿った地面に生じる夏緑性シダ。根茎は横走する。葉柄は長

さ 45cm 以上に達し、緑色で、紫紅色をおびることがあり、淡褐色で披針形の鱗片

をまばらにつけ、基部は膨らむ。葉身は広披針形からほぼ楕円形、鋭頭～鋭尖頭、

長さ 25～50cm、幅 12～35cm、2 回羽状に中裂～複生する。羽片は長楕円状披針形、

無柄、鈍頭～円頭。葉質は薄い草質、表面はやや光沢のある緑色で、裏面は淡色。

胞子嚢群は長楕円形～線形、Y 字状になることもあり、長さ 4mm に達し、小羽片の

辺縁と小羽軸の中間か、やや小羽軸寄りにつく。国内では、本州・四国・九州に分

布する。 

出典：「日本の野生植物(シダ)」（平成4年、平凡社） 

 

表7.7-14(4) 重要な植物の一般生態 

種名 オニヒカゲワラビ（メシダ科） 
選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 
一般生態等 山地のやや陰湿な林下に生える常緑性シダ（北方のものは夏緑性になることもあ

る。）根茎は横走するが太く、葉はこみ合ってつく。葉柄は長さ 30～60cm、緑色～

わら色、基部は汚褐色で鱗片ある。鱗片はやや密につき、狭披針形、先端は細く長

くとがり、黒褐色～茶褐色、膜質、辺縁に突起があり、宿存性。葉身は広卵状三角

形、長さ、幅ともに 40～70cm、2 回羽状複生～3 回羽状深裂。中軸、羽軸、小羽軸

の裏面に小さな鱗片と毛がある。下部の羽片は有柄。胞子嚢群は線形、小羽片の中

肋寄りにつき、包膜は薄い膜質、辺縁は細裂する。国内では本州・四国・九州に分

布する。 

出典：「日本の野生植物(シダ)」（平成4年、平凡社） 
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表7.7-14(5) 重要な植物の一般生態 

種名 ノダイオウ（タデ科） 

選定基準 環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト EN：絶滅危惧ⅠB 類 

一般生態等 道ばたや畑等にはえる多年草。茎は壮大で分枝し、高さ 1m 以上になる。根出葉

や茎の下部の葉は大きく、有柄で、長卵状楕円形、波状縁、先は鈍形、基部はふつ

う円形、長さ 20～35cm、上部の葉は小さくて細くなり、披針形～長楕円形をなす。

花期は 6～8 月。翼状内萼片は広倒心形、低鋸歯縁または全縁で、長さ 5～6mm。国

内では北海道・本州(中部以北及び和歌山県等)に分布する。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

 

表7.7-14(6) 重要な植物の一般生態 

種名 レンゲショウマ（キンポウゲ科） 
選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 
一般生態等 落葉広葉樹林の林床にはえる多年草。茎は高さ 40～80cm になる。根出葉と茎の

下部の葉は大型で、2～4 回 3 出複葉で、小葉は卵形で長さ 4～8cm、ときに 3 浅～

中裂し、先は鋭くとがり、不ぞろいのあらく鋭い鋸歯がある。7～8 月、数個～十数

個の花をつける。花は径 3～3.5cm。萼片は長楕円径で先は円く長さ 1.5～2cm で淡

紫色。花弁は倒卵形で、長さ 1.2cm、開出せず、淡紫色で先の方はしばしば濃色と

なる。袋果は無毛で、長さ 1.5～2cm。国内では本州(福島県～奈良県)の主として太

平洋側の温帯に分布する。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

 

表7.7-14(7) 重要な植物の一般生態 

種名 ミスミソウ属※（キンポウゲ科） 
選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 
一般生態等 細長く匍匐する根茎がある多年草。根出葉は根茎の先に束生し、長い葉柄がある。

葉身はやや 3 角形で基部は心状、3(ときに 5)浅～中裂し、裂片は全縁。花茎は根出

葉の葉腋より生じる。茎葉は 3 枚で輪生し、柄がなく、全縁、花のすぐ下にあって、

萼のように見える。花は 1 個で、頂生する。萼片は 6-10 枚、花弁状。花弁はない。

雄蕊は多数、雌蕊も多数。果実は 1 個の種子があるそう果で、無柄、数個が集まり、

緑色の茎葉輪に半ば被われる。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

※ 「ミスミソウ属」は、ミスミソウが選定基準ⅢでNTに該当するため、重要種として扱った。 

 

表7.7-14(8) 重要な植物の一般生態 

種名 ヤマシャクヤク（ボタン科） 
選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト VU：絶滅危惧 II 類 
一般生態等 落葉広葉樹林の下にはえる多年草。根茎は横に這い、太い根を出す。茎は高さ 30

～40cm、3～4 枚の葉を互生し、基部には数枚の鱗片がある。葉はふつう 2 回 3 出複

葉で、小葉は楕円形～倒卵形、先は狭まってとがり、両面とも毛はなく、裏面は白

色を帯びる。5 月頃、茎の先端に径 4～5cm の花を 1 個つけ、上を向いて開く。萼片

は緑色、ふつう 3 枚で、卵形。花弁は白色、5～7 枚で、倒卵形、完全に開ききらず、

縁は互いに重なり合う。雌蕊は多くは 3 個、ときに 2、または 4 個。花柱は短く外

に曲がる。袋果は開出し、長さ 2.5～3.5cm。種子は黒色、球形で径 6～7mm。国内

では本州(関東・中部地方以西)・四国・九州に分布する。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 
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表7.7-14(9) 重要な植物の一般生態 

種名 Paeonia 属※（ボタン科） 
選定基準 【ヤマシャクヤク】 

環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 
福島県レッドリスト VU：絶滅危惧 II 類 
 
【ケナシベニバナヤマシャクヤク】 
環境省レッドリスト VU：絶滅危惧Ⅱ類 

福島県レッドリスト CR：絶滅危惧ⅠA 類 
一般生態等 【ヤマシャクヤク】 

前記の通り 
 

【ケナシベニバナヤマシャクヤク】 

落葉広葉樹林の下にはえる多年草。ヤマシャクヤクによく似ているが花弁は淡紅

色、雌蕊の柱頭は長くて巻くようになる。国内では北海道～九州に分布する。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

※「福島県植物誌」(昭和62年、福島県植物誌編さん委員会)によると、福島県に生育するPaeonia属の植物はヤマシ

ャクヤク、ケナシベニバナヤマシャクヤク（ベニバナヤマシャクヤクと同一種）の2種である。この2種はいず

れも重要種選定基準に該当するため、Paeonia属を重要種として扱った。 

 

表7.7-14(10) 重要な植物の一般生態 

種名 ナガミノツルキケマン（ケシ科） 
選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 山中の半日陰地にはえる 1～越年生草本。茎は稜があり、よく伸びて分枝し、直

立せず長さ 1m にもなり、葉を互生する。葉は柄があって、2～3 回 3 出の複葉、小

葉は 3 深裂する。苞は幅狭く、小型で幅 2～5mm。蒴果は線状倒披針形で、幅 2～

2.5mm、種子はほぼ 1 列に並ぶ。8～10 月に開花する。国内では北海道・本州・九

州に分布する。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

 

表7.7-14(11) 重要な植物の一般生態 

種名 タコノアシ（ユキノシタ科） 
選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 

一般生態等 泥湿地、沼、水田、川原等にはえる多年草。茎の地上部は直立し、分枝せず、高

さ 30～80cm、無毛でふつう淡紅色を帯びる。葉は狭披針形～披針形または狭楕円形、

縁には細鋸歯があり、両端は長い鋭尖形となる。花期は 8～10 月。花序の枝は、は

じめ先端が渦巻状に外向きに巻いているが、のちに伸長して斜上する。花は径 4～

5mm、ふつう花弁がなく、全体が黄緑色なのであまり目立たないが、ときに花柱や

萼裂片の先端が紫紅色を帯びることもある。花弁はふつうない。国内では本州～奄

美大島に分布する。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 
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表7.7-14(12) 重要な植物の一般生態 

種名 キビナワシロイチゴ（バラ科） 
選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 
一般生態等 山野にはえる落葉小低木。茎は長く伸長し、鉤刺を疎生し、はじめ軟毛がある。

徒長枝の葉は 3～5 小葉よりなり、頂小葉は細長く、狭卵形ないし狭長楕円形で先

へしだいに狭まり、鋸歯はやや低い。花枝の葉は 3 小葉よりなり、頂小葉はひし状

卵形ないしひし状長楕円形、短鋭尖頭、不斉欠刻鋸歯縁、鋸歯の先は急尖する。花

期は 5～6 月。花枝は数葉をつけ、花序は枝の上部に腋生または頂生し、花が総状

または散房状に配列する。花軸には軟毛がある。花弁は紅紫色、小型で、倒卵状へ

ら形、萼裂片よりわずかに長く、直立する。果実は球形、紅熟する。花托は無毛。

国内では本州(福島県・長野県・岡山県等)・九州に稀産する。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

 

表7.7-14(13) 重要な植物の一般生態 

種名 ハナビゼリ（セリ科） 
選定基準 福島県レッドリスト EN：絶滅危惧ⅠB 類 
一般生態等 山地にはえる多年草。茎は直立し、少数の枝をわけ、高さ 60～100cm になる。葉

は 2～3 回 3 出羽状複葉で、葉柄の下部または全部が長い鞘状をなし、小葉は長卵

形～広卵形、表面は深緑色、裏面は淡色で、多少あらい鋸歯がある。花は 8～9 月

に開き、花序にはまばらな花柄があり、総苞片は少なく、小総包片は 4～6 個で、

細長い。萼歯片は明らかか、または目立たない。花弁は白色。果実は広楕円形で、

非常に広くて薄い側翼があり、分果の背隆条は脈状、油管は各背溝下に 3(～4)個、

合生面に 4～8 個ある。国内では本州(関東以西)～九州に分布する。 

出典：「日本の野生植物(離弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

 

表7.7-14(14) 重要な植物の一般生態 

種名 オオハシカグサ（アカネ科） 
選定基準 福島県レッドリスト DD：情報不足 
一般生態等 山野や端の木陰に生える 1 年草。茎はやわらかく、枝分かれして地に広がる。葉

は対生で、長卵形で長さ 4cm、ほとんど毛がなく、光沢がある。茎の先端や葉腋に

小さな白い花を数個束生する。萼の筒部が無毛。国内では中部地方の日本海側から

東北地方に分布する。 

出典：「日本の野生植物(合弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

「野に咲く花」（平成元年、山と渓谷社） 

 

表7.7-14(15) 重要な植物の一般生態 

種名 ヒキヨモギ（ゴマノハグサ科） 
選定基準 福島県レッドリスト VU：絶滅危惧 II 類 
一般生態等 低山の日当たりのよい草地に生える 1 年草。茎は直立し、上部がやや分枝して高

さ 30～70cm になり、全体に曲がった短毛が密にはえる。葉は卵形で、長さ 1.5～5cm、

幅 1～3cm、3 片ほどの広線形の裂片に裂け、両面特に裏面の脈上には曲がった短毛

がはえる。8～9 月、枝先の葉腋ごとに 1 花をつける。萼は細い筒型で、曲がった短

毛がはえ、花期に長さ 11～17mm、裂片は卵状長楕円形でとがり、長さ 4～5mm。花

冠は鮮黄色で長さ 2.8cm、上唇の先は細くなり先端は 2 裂する。蒴果は狭長楕円形

で長さ 14～17mm、幅 3mm。国内では、南千島・北海道から琉球の全土に分布する。 

出典：「日本の野生植物(合弁花類)」（昭和57年、平凡社） 
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表7.7-14(16) 重要な植物の一般生態 

種名 オオニガナ（キク科） 
選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 
一般生態等 山中の湿地にはえる多年草。花は 9～10 月に咲き、黄白色で、総苞は太く、長さ

12～14mm、内片は 12～13 個、外片は 2 列で披針形をなし、鈍頭、長さ 3.5～7mm。

小花は 26～39 個つく。茎は高さ 60～90cm、葉は有翼の長柄があり、頭大羽状中裂

または深裂する。国内では本州(近畿以北)に分布する。 

出典：「日本の野生植物(合弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

 

表7.7-14(17) 重要な植物の一般生態 

種名 ウリカワ（オモダカ科） 
選定基準 福島県レッドリスト EN：絶滅危惧ⅠB 類 
一般生態等 水田や浅い池にはえる多年草。葉は根生し、株をつくる。走出枝を出し、その先

が新しい株となる。葉は沈水性、線形、先端部は基部よりもわずかに広がり、不明

瞭なへら形となっている。7～10 月に直立する花茎を水面より上に出す。雌花には

花柄がなく、花序の基部に 1～2 個つく。雄花には花柄があり、3 個ずつ 1～2 段に

輪生する。萼片は 3 個で緑色。花弁は 3 個、卵形、白色、雄花には多数の雄蕊があ

り、花糸はへら形で、葯は黄色。雌花には多数の扁平な心皮がある。そう果は不規

則なとさか状の翼がある。国内では北海道西南部～琉球に分布する。 

出典：「日本の野生植物(合弁花類)」（昭和57年、平凡社） 

 

表7.7-14(18) 重要な植物の一般生態 

種名 エビネ（ラン科） 
選定基準 環境省レッドリスト NT：準絶滅危惧 

福島県レッドリスト VU：絶滅危惧 II 類 
一般生態等 雑木林の下等にはえる多年草。偽球茎は球状。葉は 2～3 個ついて、長さ 15～25cm、

幅 5～8cm、鋭頭、無毛。花茎は高さ 20～40cm、1～2 個の鱗片葉がある。花期は 4

～5 月、ややまばらに 8～15 花をつける。苞は披針形で、長さ 5～10mm。花被片は

暗褐色。萼片は狭卵形、鋭頭。側花弁は萼片よりやや狭く、同長。唇弁は萼片と同

長、帯紅色または白色で、扇形、3 深裂し、側裂片はひろいくさび形、斜上し全縁、

中裂片はくさび形で 2 裂し、うね状の条が 3 本ある。国内では北海道西南部～琉球

に分布する。 

出典：「日本の野生植物草本Ⅰ 単子葉類」（昭和 57 年、平凡社） 

 

表7.7-14(19) 重要な植物の一般生態 

種名 アケボノシュスラン（ラン科） 
選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 
一般生態等 落葉広葉樹林下にはえる多年草。茎は基部が地表近くをはい、上部は斜上し、高

さ 5～10cm。葉は 4～5 個を互生し、長さ 2～4cm、幅 1～2cm、鋭頭。花序は直立し、

淡紅紫色の 3～7 花をやや偏ってつけ、苞の縁及び子房にやや硬い突起状の毛があ

る。苞は披針形、長さ 10～15mm。背萼片は狭卵形、鈍頭、長さ 8～10mm。花弁は

広倒披針形、背萼片に密着する。唇弁はほぼ萼片と同長、基部は胞状にふくらむ。

国内では南千島・北海道～九州・奄美大島に分布する。 

出典：「日本の野生植物草本Ⅰ 単子葉類」（昭和57年、平凡社） 
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表7.7-14(20) 重要な植物の一般生態 

種名 ヒトツボクロ（ラン科） 
選定基準 福島県レッドリスト NT：準絶滅危惧 
一般生態等 アカマツ林のような明るい林床にはえる多年草。偽球茎は狭卵形、汚白色で、2

～3 個が連なり、細いひも状の根がある。葉は卵状楕円形、鋭尖頭、表面は光沢の

ある深緑色で中肋が白く、裏面は紫色、長さ 3.5～7cm、幅 1.5～3cm。花茎は直立

し、細くて高さ 20～30cm、下半部に 2～3 個の鞘状葉がある。5～6 月、黄緑色の小

さな花を 5～10 個、まばらにつける。苞は微細で痕跡だけとなる。萼片及び側萼片

は狭倒披針形、鈍頭、長さ 4mm。唇弁は倒卵形で長さ約 3mm、3 裂し、中裂片は円

頭、広線形で全縁、側裂片には細歯牙がある。距は淡紅紫色、長さ約 5mm で、下垂

する。蕊柱は長さ 3mm。国内では本州～九州に分布する。 

出典：「日本の野生植物草本Ⅰ 単子葉類」（昭和57年、平凡社） 

 

 

 

③注目すべき生育地 

調査範囲において、学術上及び希少性の観点から注目すべき特性をもった生育地は確認さ

れなかった。 
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7.7.2 予測及び評価結果 

予測及び評価項目は、表7.7-15に示すとおりである。また、予測の対象種は、表7.7-16

に示すとおり、現地調査において確認された重要な種とした。 

 

表7.7-15 予測及び評価項目 

影響要因 予測項目 

造成等の施工による一時的な影響 重要な種及び群落の分布又は 

生育環境の改変の程度 敷地の存在（土地の改変） 

 

 

表7.7-16 予測対象種 

分類群 科名 種名 

植物 

(19 種) 

オシダ オオクジャクシダ 

メシダ ホソバイヌワラビ 

  シケチシダ 

  オニヒカゲワラビ 

タデ ノダイオウ 

キンポウゲ レンゲショウマ 

  ミスミソウ属 

ボタン ヤマシャクヤク 

  Paeonia 属 

  (ヤマシャクヤク） 

  (ケナシベニバナヤマシャクヤク) 

ケシ ナガミノツルキケマン 

ユキノシタ タコノアシ 

バラ キビナワシロイチゴ 

セリ ハナビゼリ 

アカネ オオハシカグサ 

ゴマノハグサ ヒキヨモギ 

キク オオニガナ 

オモダカ ウリカワ 

ラン エビネ 

  アケボノシュスラン 

  ヒトツボクロ 
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（1）造成等の施工による一時的な影響、敷地の存在（土地の改変） 

①予測地域及び予測地点 

予測地域は、図 7.7-1 に示した調査範囲と同様とした。 

 

②予測対象時期 

予測対象時期は、工事計画に基づき、工事中における植物の生育環境への影響が最大とな

る時期及び造成工事の完了後とした。 

 

③予測方法 

予測は、重要な種及び群落の分布または生育環境の改変の程度について、造成計画との重

ね合わせ、事例の引用・解析とした。 

また、本事業の事業計画における植物への配慮と、工事中の影響（大気質、騒音、振動、

水質）の予測結果を踏まえて予測した。 

 

④予測結果 

事業の実施に伴い改変される植物群落の面積及び割合は表 7.7-17、植生改変区域図は図

7.7-4 に示すとおりである。 

造成等の施工による一時的な影響（工事中の濁水の排水による影響）については、造成工

事に先行して調節池を完成させ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、また必要に応じて

土砂流出防止柵を設置するなど、対象事業実施区域外への土砂や濁水の流出防止に努めるこ

とから、重要な種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないと予測する。 

敷地の存在（土地の改変）による影響については、事業の実施により、調査範囲内のコナ

ラ群落が約 13％、落葉低木二次林が約 76％、アカマツ林が約 4％、スギ植林が約 4％、竹林、

ヨシ群落、ヨモギ群落、人工裸地が合わせて約 4％が減少する。ただし、最も改変の割合が大

きい落葉低木二次林は、自然度の低い伐採跡地から遷移した植生である。一方、その他の植

生は対象事業実施区域周辺に同様の環境が広く分布していることから、事業の実施による植

物相への影響はほとんどなく、今後も持続すると予測する。 

なお、重要な種のうち、対象事業実施区域内の休耕田部に生育するタコノアシについては、

生育地点2ヶ所各1株が、土地の改変により消失するおそれがある。ただし、対象事業実施区

域近辺には多数の生育が確認されていることから、影響は軽微と予測する。同じく対象事業

実施区域内において確認されているミスミソウ属及びヒキヨモギについては、残置森林とし

て周辺の樹林環境も含め残存する計画であることから、影響はないと予測する。 
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表7.7-17 植物群落の改変面積及び割合 

区分（植生タイプ） 

現況 改変 残存 

面積① 

(ha) 

割合 

(％) 

面積② 

(ha) 

割合 

(％) 

改変率 

②/①(％) 

面積 

(ha) 

割合 

(％) 

コナラ群落 45.3  17.32  8.4 12.59  18.50  36.9  81.50  

落葉低木二次林 85.2  32.58  50.6 76.02  59.36  34.6  40.64  

ヤナギ低木林 0.2  0.08  0.0 0.00  0.00  0.2  100.00  

アカマツ群落 36.1  13.80  2.6 3.93  7.24  33.5  92.76  

スギ植林 53.3  20.39  2.5 3.77  4.71  50.8  95.29  

スギ植林(若齢林) 1.0  0.40  0.0 0.00  0.00  1.0  100.00  

竹林 1.4  0.53  0.3 0.39  18.72  1.1  81.28  

ササ群落 0.8  0.30  0.0 0.00  0.00  0.8  100.00  

クズ群落 0.2  0.08  0.0 0.00  0.00  0.2  100.00  

伐採跡地群落 13.8  5.28  0.0 0.00  0.00  13.8  100.00  

ススキ群落 0.8  0.32  0.0 0.00  0.00  0.8  100.00  

ヨシ群落 1.0  0.40  0.2 0.29  18.16  0.9  81.84  

ウキヤガラ群落 0.0  0.00  0.0 0.00  0.00  0.0  100.00  

ヨモギ群落 3.9  1.49  1.7 2.48  42.33  2.3  57.67  

タコノアシ群落 0.2  0.07  0.0 0.00  0.00  0.2  100.00  

セイタカアワダチソウ群落 0.8  0.29  0.0 0.00  0.00  0.8  100.00  

メヒシバ-アキノエノコログサ群落 0.2  0.06  0.0 0.00  0.00  0.2  100.00  

果樹園 0.0  0.02  0.0 0.00  0.00  0.0  100.00  

水田 8.2  3.15  0.0 0.00  0.00  8.2  100.00  

畑地 0.4  0.16  0.0 0.00  0.00  0.4  100.00  

放棄水田 1.0  0.39  0.0 0.00  0.00  1.0  100.00  

植栽樹林 0.0  0.00  0.0 0.00  0.00  0.0  100.00  

人工構造物 5.1  1.94  0.0 0.00  0.00  5.1  100.00  

道路 1.8  0.67  0.0 0.00  0.00  1.8  100.00  

人工裸地 0.5  0.18  0.4 0.53  74.01  0.1  25.99  

開放水域 0.2  0.09  0.0 0.00  0.00  0.2  100.00  

合計 261.6  100.00  66.5  100.00  25.44  195.0  74.56  

注）四捨五入の端数処理をしているため、各区分の値の和と合計値が合わないことがある。 

植物群落の改変面積及び割合は、平成 30 年 2 月頃から他の事業者の太陽光発電所として利用されていることを踏まえ計算している。 
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⑤評価結果 

ア．環境影響の回避・低減に係る評価 

「造成等の施工による一時的な影響」及び「敷地の存在（土地の改変）」に係る植物の重

要な種及び群落への影響を回避または低減させるため、表7.7-18に示す環境保全のための措

置を講じる。 

予測の結果、植物の重要な種及び群落への影響は、一部の種を除き、ほとんどないか、

環境保全のための措置を講じることにより低減されると予測した。 

以上のことから、本事業に係る植物の重要な種及び群落への影響は、事業者の実行可能

な範囲内で回避又は低減が図られていると評価する。 

なお、工事中において、新たに重要な植物が確認された場合には、適切な措置を講じる

ものとする。 

 

7.7.3 環境保全のための措置 

植物への影響に関する環境保全のための措置は、表 7.7-18 に示すとおりである。 

 

表7.7-18 植物への影響に関する環境保全のための措置 

影響要因 環境保全のための措置 

造成等の施工による一時的な影響 ・太陽光パネル及び搬入路の設置に伴う樹木の伐採は必要最小限

にとどめ、改変面積、切土量の削減に努める。また、地形を十

分考慮し、地形の改変を極力小さくする。 

・造成により生じた裸地部は、必要に応じ緑化する。緑化の際に

は、可能な限り造成時の表土等を活用し、植生の回復に努める。 

・造成工事においては、先行して調節池を完成させ、工事期間中

の仮設沈砂池として利用し、濁水の発生を抑制する。 

・土砂の流出を防止するため、土砂流出防止柵（板柵工）・土堰堤

やふとんかご等を必要に応じ適所に設置する。 

・必要に応じ、濁水濾過フィルター等を設け、対象事業実施区域

外及び放流河川への土砂や濁水の流出防止に努める。 

・改変区域外への工事関係者の必要以上の立ち入りを制限する。 

・工事中は定期的に会議を実施し、環境保全措置の内容について、

工事関係者に周知徹底する。 

敷地の存在（土地の改変） ・太陽光パネルの設置に影響がない範囲で現存の植生を残存させ

る。 

・残置森林を確保するとともに、可能な限り植物の生育環境を保

全するため、伐採されていて樹木が少ない部分は自然の遷移に

よる緑化を図る。 

 

 

 

7.7.4 事後調査計画 

本事業に伴う植物への影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評

価するため、事後調査は実施しない。 

なお、有識者へのヒアリング結果は、表 7.7-19 に示すとおりである。 
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表 7.7-19 有識者へのヒアリング結果 

専門分野 概要 

植物 【平成 30 年 9 月ヒアリング】 

○造成計画について 

・太陽光パネル設置範囲は切盛による改変をする計画になっているが、でき

る限り切盛する面積を減らして、元々の地形を活かしたほうが、より生物

多様性への配慮になる。 

○残置森林の管理について 

・里地では茅場の放棄や植林などにより草原的環境が急減してしまったこと

が生物多様性上の問題となっている。残置森林のうち太陽光パネル隣接地

で重要種などが生息・生育しない場所などは伐採し、1～数年に一度伐採を

継続して草原的な環境を維持できると、事業と保全の両立になって良いと

思われる。 

○緑化について 

・造成によって生じた裸地部については、急斜面等で土壌流出等が起こるお

それがある場所の緑化は致し方ないが、そのまま放置する方が望ましい。

緑化する場合でも表土を活かした緑化をすることが望ましい。なお、アカ

マツ、スギなどの一般的な植林樹種は仕方ないとしても、その他の郷土種

を利用した緑化は、「広葉樹の種苗の移動に関する遺伝的ガイドライン」（平

成 23 年 3 月、森林総合研究所）などに従ったものでない限り、遺伝的かく

乱を生じる恐れがあるため、生物多様性保全の見地からは望ましくない。 

○重要種への配慮について 

・タコノアシは対象事業実施区域周辺で多数確認されているため、特別な配

慮は不要と考える。 

○事後調査について 

・上記の様な配慮がなされるのであれば、本事業において、植物に関する事

後調査は必要ない。 
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7.8 生態系 

7.8.1 調査結果の概要 

（1）調査内容 

調査内容は、表 7.8-1 に示すとおりである。 

 

表7.8-1 調査内容 

調査内容 

生態系の状況 

動植物その他の自然環境に係る概況 

複数の注目種等の生態、他の動植物との関係 

又は生息環境若しくは生育環境の状況 

 

 

（2）調査方法 

動物調査及び植物調査の結果から、環境類型区分図を作成した。また、生態系の概況につ

いて生物群集断面模式図及び食物連鎖模式図を作成した。 

 

（3）調査範囲等 

調査範囲及び調査地点は、動物及び植物と同様とした。 

 

（4）調査期間及び調査頻度 

現地調査の調査期間及び調査頻度は、動物及び植物と同様とした。 

 

（5）調査結果 

①生態系の状況 

ア．動植物その他の自然環境に係る概況 

調査範囲の地形及び地質は、「3.1.12 地形、地質及び土壌の状況」に示すとおりである。

対象事業実施区域は、標高は約 310～550ｍであり、額取山の東の尾根から連なる丘陵地上

に位置し、対象事業実施区域の北西から東方向に流れる後庵川と、南側を流れる藤田川の

間に位置している。また、対象事業実施区域の地質は、砂岩・頁岩等からなる固結堆積物

が広く分布し、西側の一部は石英安山岩からなる火成岩（火山岩）が、東側の一部は火山

性堆積物や変成岩が分布している。 

調査範囲の植物群落は、「7.7 植物」に示すとおりである。 

これらのことから、地域を特徴づける自然環境の類型区分としては、表 7.8-2 及び図 7.8-1

に示すとおり 3 つに区分された。 

また、図 7.8-2 及び図 7.8-3 に示すとおり、動植物の生息・生育環境を考慮し、生物群集

断面模式図及び食物連鎖模式図を整理した。 

 

表7.8-2 自然環境の類型区分 

地形 環境類型区分 主な植生区分 
丘陵地 樹林環境 コナラ群落、落葉低木二次林、アカマツ群落、スギ植林、伐採跡地群落 
谷戸 乾性草地環境 ススキ群落、ヨモギ群落、竹林、畑地、人工構造物 
谷戸 湿性草地環境 ヨシ群落、水田、放棄水田、開放水域 
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図7.8-● 自然環境の類型区分図 
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図7.8-3 食物連鎖模式図 
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イ．複数の注目種等の生態、他の動植物との関係又は生息環境若しくは生育環境の状況 

対象事業実施区域及びその周辺における地域の生態系を特徴づける注目種等について、

表 7.8-3 に示す観点から選定した。選定した注目種等とその理由は、表 7.8-4 に示すとお

りである。 

 

表7.8-3 生態系を特徴づける注目種等の選定の観点 

区分 内容 

上位性 
地域を特徴づける生態系の中で栄養段階の上位に位置する種を対象とする。上位性の注

目種は、生態系の撹乱や環境変動の影響を受けやすい。 

典型性 
地域を特徴づける生態系を典型的に表す種、群集や、生態系の多様性の指標となる種、

群集を対象とする。 

特殊性 
地域を特徴づける特殊な環境条件（湿原、洞窟、石灰岩地等）に依存する種、群集を対

象とする。 

 

 

表7.8-4 注目種等の選定結果 

区分 注目種等 選定理由 

上位性 クマタカ 

調査地域の生態系において、最上位に位置する消費者である。調査地域を営

巣地として利用しているほか、餌資源の一部を調査地域に生息する哺乳類、

鳥類、爬虫類に依存していると推定される。 

典型性 

ノウサギ 

調査範囲の樹林環境、草地環境において広く確認されている。生態系におけ

る中間消費者（植物食）であるほか、キツネ、クマタカといった上位消費者

の餌資源として重要な存在であると推定される。 

ドジョウ 

調査範囲の河川、水路、ため池といった水域環境において広く確認されてい

る。底生動物や藻類を摂餌する生態系の中間消費者であるほか、イタチ、ア

オサギといった上位消費者の餌資源として重要な存在であると推定される。 

特殊性 該当なし 
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（ア）上位性注目種の調査結果 

ａ．形態・生態等 

上位性注目種であるクマタカの形態や生態等は表 7.8-5、生活史は図 7.8-4 に示すと

おりである。 

 

表7.8-5 クマタカの形態・生態等 

分布 国内では北海道、本州、四国、九州に留鳥として繁殖する。 

形態 全長雄約 70～74.5cm、雌約 77～83cm、翼開長雄 140～雌 165cm 

暗灰褐色で非常に大きい精悍なタカ類。体の下面は淡色で、胸には縦斑、

腹には幅の広いやや不明瞭な横斑がある。翼は幅が広く翼先と後縁に丸み

があり、風切羽と尾羽に明瞭な黒色横帯がある。 

生態 生息環境 

及び習性 

低山帯や亜高山帯の針葉樹林、広葉樹林にすみ、特に高木の多い原生林を

好む。急峻山腹のある、深い渓谷でよく見られる。 

食性 獲物のうち多いものはノウサギ、ヘビ類、ヤマドリで、これら 3 種がクマ

タカにとって全国的に重要な獲物となっている。また、ニホンリス、ムサ

サビ、カケス、キジ等は複数の地域で確認されている獲物である。 

採食方法は斜面すれすれを飛行しながら獲物を探す飛行型と林内や林縁

等の木に止まって獲物を待ち伏せする待ち伏せ型がある。 

行動圏 狭いもので 10km2、広いもので約 35km2 

繁殖 一夫一妻で繁殖する。巣は大木の大枝の叉の上に作る。一巣卵数は 1～2

個である。求愛期は 11～12 月に始まり、本格的な巣作りは 1～2 月頃、3

月頃に産卵し、幼鳥は 7～8 月頃に巣立ちするが、巣立ち後も長い間親か

らの給餌を受ける。 

出典：「原色日本野鳥生態図鑑 <陸鳥編>」（平成 7 年、保育社） 

「猛禽類保護の進め方（改訂版）－特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて－」 

（平成 24 年、環境省）より作成 

 

 

  1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

求愛期             
造巣期             
抱卵期             

巣内育雛期             
巣外育雛期             

出典：「猛禽類保護の進め方（改訂版）－特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて－」 

（平成 24 年、環境省）より作成 

 

図7.8-4 クマタカの生活史 

 

ｂ．生息状況調査結果 

調査地点は図 7.8-5 に示すとおりである。 

現地調査の結果、確認されたクマタカは当該地域を営巣環境、採餌環境として利用

していると考えられる。 

調査結果の詳細は、生息地保全の観点から、別冊（非公開資料）に示す。 
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ｃ．餌資源生息状況調査結果 

対象事業実施区域より約 1,500ｍの範囲において、林道や登山道にラインセンサス

ルートを設定し、文献よりクマタカの餌資源と成り得るノウサギやヤマドリ、現地調

査においても持ち運びが確認されているヘビ類を対象に生息状況を把握した。また、

冬季のノウサギについては INTGEP 法により行った。 

餌動物調査ルートは図 7.8-6、餌資源生息状況調査結果は表 7.8-6～7 に示すとおり

である。 

 

■INTGEP 法 

 

冬季の INTGEP 法については、積雪上に残された足跡の総延長（m/ha）を 1 個体 1 夜の平均移動距離（m）で

除し、生息密度（頭/ha）を推定する方法である。足跡総延長は調査基線に沿って設定したコドラート（幅 2m×

長さ 10m）を横切る足跡数から算出する。調査基線は調査地域をランダムに通るように左右に角度をとって（直

線ではランダム性に欠けるため）、長さ 50m ごとに連続して設定する。足跡総延長は、以下の式により算出する。 

 

X = nj/n×2.95×500 

 

X：1ha あたりの足跡総延長 

n：コドラート数 

nj：測定足跡本数 

2.95：幾何確率から算出されたコドラートを横切る足跡の平均的な長さ。足跡は様々な角度と長さでコドラ

ートを横切るが、｢2.95｣は長方形をモデルとし、この内部に引かれる直線の平均長を求めたものであ

る。 

500：1ha あたりに換算するために乗算 

 

 

本調査において、1 個体 1 夜の平均移動距離は、矢竹ほか(2002)で適当とされている「1,000m」を適用する。

コドラートは、森林野生動物研究会(1997)を参考に、以下に示す方法で、各調査地域内に、200 個設定する。1 個

のコドラートサイズは 2m×10m とし、コドラート 5 個を 1 セットとする。 

 

 

 

 
 

調査地域に、任意に調査始点及び進行方向を定め、1 セットのコドラートを設置した後、右側へ 135°方向転

換する。その後、再び 1 セットのコドラートを設置し、左側へ 135°方向転換する。このような一連のルールを

定め、コドラート設置に際し、恣意性を排除する。 

 

 
 

ただし、以下に示すような状況の際には、再度、任意に調査始点及び進行方向を定め、コドラートを設置した。 

・進行方向に崖や河川、安全確保が困難な急傾斜地が出現した場合 

・対象外の植生タイプが出現した場合 

（ex.森林を対象とした調査地域内に伐採地や林道が出現した場合、伐採地を対象とした調査地域内にパッチ

状に分布する樹林が出現した場合など） 
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表 7.8-6 クマタカの餌資源生息状況調査結果（ラインセンサス） 

種名 
R1 R2 R3 

合計 
夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 

ノウサギ 

  

6 2 

  

29 4 

  

24 

 

65 

ヤマドリ 

 

1 1 2 

 

1 3 

  

2 

 

1 11 

シマヘビ 

    

1 

       

1 

アオダイショウ 1 

           

1 

ヤマカガシ 

        

1 

   

1 

 

 

表7.8-7 クマタカの餌資源生息状況調査結果（INTGEP） 

環境類型区分 足跡数 生息密度（個体/ha) 

落葉広葉樹林 77 0.5679 

針葉樹林 34 0.2508 

草地 19 0.1401 

伐採跡地 29 0.2139 

 

 

ｄ．植生環境類型区分調査結果 

対象事業実施区域及びその周囲 1,500m の植生環境区分の調査結果は、図 7.8-7 に示

すとおりである。 

 

ｅ．行動圏解析 

行動圏の解析は、「猛禽類保護の進め方（改訂版）－特に、イヌワシ、クマタカ、

オオタカについて-」（平成 24 年、環境省）に基づいて、「採餌環境」、「餌資源量」、「営

巣環境」、「幼鳥の行動圏」を推定した。 

「採餌環境」については、クマタカの採餌及び探餌行動（以下、採餌行動とする）

の確認位置と環境要素との関係から、統計モデルにより採餌行動の出現確率を推定し

た。 

「餌資源量」については、主な餌資源であるノウサギ・ヘビ類の生息状況を調査し、

環境類型区分毎の生息密度を環境類型面積に乗じ、調査地域内の推定餌重量を算出し

た。 

「営巣環境」については、現地調査により確認された営巣木の状況等を踏まえ、営

巣に適した樹林環境を抽出した。 

「幼鳥の行動圏」については、現地調査により確認されたクマタカの幼鳥の飛翔状

況から、幼鳥の行動圏を推定した。 
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（ａ）解析方法 

ⅰ 採餌環境 

生息状況調査で得られたクマタカの採餌及び探餌行動の確認位置と環境要素

との関係から、Maxent モデル（Phillips et al. 2004）を用いて、調査地域のクマ

タカの採餌環境としての適合性を推定した。 

 

■Maxent モデル 

適合性の推定に用いた Maxent モデルは、確認位置情報と調査地域の環境要素から対象種の出

現確率（0～1）を推定する手法であり、現地調査等で得られた「在」データのみからその推定を

行うことができる。Maxent モデルは、調査地域における調査量の偏りに脆弱であるとされてい

るため、生息状況調査では調査地域の全面を把握できるよう調査地点を配置した。 

解析は調査地域を 50m メッシュに細分して行い、「在」データには、クマタカの生息状況調

査において「採餌行動」が確認された地点（探餌と思われる飛翔及び止まりの地点）、ハンティ

ングと思われる「急降下」が確認された地点を用いた。 

 

また、クマタカの採餌環境の適合性に影響を与えると考えられる環境要素は、

表 7.8-8 に示すとおりである。 

 

表7.8-8 クマタカの採餌行動にかかる環境要素 

環境要素 内 容 データ取得方法 

V1 落葉広葉樹林面積 調査地域内の植生タイプは落葉広葉樹林、

アカマツ林、スギ・ヒノキ・カラマツ植林、

低木林、草地、その他の 6 タイプの環境類

型に分類した。各メッシュ内に存在する各

環境類型区分の面積を解析に用いた。 

現地調査結果を

もとに GIS により

算出した。 

 

V2 針葉樹林面積 

V3 草地面積 

V4 樹林の空間構造 

クマタカの採餌行動として階層構造をも

つ樹林地内で採餌行動を行うことから、樹

林の高木、低木の疎密の程度を 5 段階で示

した。 

（0：樹林地外、１：高木-疎,低木-疎、２：

高木-疎,低木-密、３：高木-密,低木-疎、

４：高木-密,低木-密） 

V5 林縁からの距離 

各メッシュの中心点から最も近い林縁ま

での距離を、樹林地の林縁を 0、樹林地内

はマイナス値として算出し、計算に用い

た。 

V6 標高値 
調査地域内の標高について、メッシュ内の

平均標高値を算出し、解析に用いた。 既存の数値標高

モデル（10m メッ

シュ）をもとに

GIS により算出し

た。 

V7 傾斜角度 
調査地域内の地形の起伏について、メッシ

ュ内の傾斜角度を算出し、解析に用いた。 

V8 斜面方位 

調査地域内の地形の起伏について、メッシ

ュ内の斜面方位（度）を算出し、解析に用

いた。 
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ⅱ 餌資源量 

餌資源生息状況調査結果により確認されたノウサギ、ヤマドリ、ヘビ類を重

量(g)換算し、環境類型区分ごとの合計餌重量を算出した。また、調査地域の餌

資源量を評価するため、環境類型区分ごとの合計餌資源量を各面積で除すこと

で、単位面積あたりの餌資源量(g/ha)を算出し、その値をメッシュごとの環境類

型区分面積で乗じたものを餌資源指数とした。また、クマタカが必要とする餌

資源量を推定した。 

 

ⅲ 営巣環境 

既往文献及び現地調査結果から、営巣適地にかかる環境要素とその条件を抽

出し、各環境要素に 1 点を付加し、点数が大きいほどクマタカの営巣適地とし

てのポテンシャルが高い場所として評価した。クマタカの営巣に関する環境要

素と抽出した条件は、表 7.8-9 に示すとおりである。 

 

表7.8-9 クマタカの営巣に関する環境要素 

環境要素 抽出条件 データ取得方法 

標高 

生息地域の最低標高と最高標高の差の1/2より低い

位置で営巣するとされている。 

本地域では、最低標高302m、最高標高964mである

ことから、302m～633mの標高域を抽出した。 

既存の数値標高モデル

（10m メッシュ）をもとに

GIS により算出した。 

傾斜角 
クマタカは急傾斜の斜面を営巣適地とすることか

ら斜面角度 15 度以上の斜面を抽出した。 

植生 

文献から、クマタカの営巣地として針葉樹が選択さ

れやすいことから、アカマツ、スギなどの針葉樹の

ある場所を抽出した。 

現地調査結果を基に GIS に

より算出した。 

 

 

ⅳ 幼鳥の行動圏 

幼鳥の行動圏の算出は、「猛禽類保護の進め方（改訂版）－特に、イヌワシ、

クマタカ、オオタカについて-」（平成 24 年、環境省）を参考にした。まず、幼

鳥を対象にメッシュごとの通過回数の合計を求め、その合計をメッシュの中心

から営巣地までの距離で割った値を調査地域内のメッシュごとに求めた。その

値が小さいほうの 5％を除いた残りの 95％分のメッシュを凹地ができないよう

に囲んだ範囲を幼鳥の行動圏と推定した。なお、対象とした幼鳥の飛翔は、巣

立ちした翌年(平成 29 年)の 2 月までのものを対象とした。 
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（ｂ）解析結果 

ⅰ 採餌環境 

クマタカの採餌行動に関する各環境要素の寄与度は表 7.8-10、各環境要素と

採餌・探餌行動出現確率の関係は図 7.8-8 に示すとおりである。 

クマタカの採餌・探餌について最も寄与度が高かったのは、標高値であった。

また、Maxent モデルにより推定された各メッシュの採餌・探餌行動出現確率を

5 段階にランク分けした採餌環境好適性は、図 7.8-9 に示すとおりである。 

対象事業実施区域内は全域で採餌・探餌行動出現確率が低く、採餌環境の適

合性は低いと推定される。採餌・探餌行動出現確率が相対的に高い傾向が認め

られたのは、対象事業実施区域北西側の樹林が分布する場所であった。モデル

の当てはまりのよさを示す AUC（Area under the curve：曲線下面積）※の値は

0.853 であった。 

 

表7.8-10 採餌行動に関する環境要素の寄与度 

環境要素 寄与度（％） 

標高値 51.1 

林縁からの距離 17.3 

斜面方位 10.5 

針葉樹林面積 10.1 

草地面積 3.8 

落葉広葉樹林面積 3.1 

傾斜角度 2.2 

樹林の空間構造 2.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ AUC (Area Under the Curve) ：モデルの精度評価に用いる数値であり、0.5～1 の値をとる。モデルの精度は

1 に近いほど高く、目安として 0.9 超：very good、0.7～0.9：good、0.7 未満：uninformative とされる。 

（Baldwin, R. A., (2009) Use of Maximum Entropy Modeling in Wildlife Research, entropy,11,854-866.） 
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標高値 

 

斜面方位 

 

    針葉樹林面積 

 

林縁からの距離 

 

草地面積 

 

樹林の空間構造 

 

傾斜角度 

 

  落葉広葉樹林面積 

      

 

図7.8-8 各環境要素と採餌行動出現確率の関係 
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ⅱ 餌資源量 

環境類型区分ごとの合計餌資源量及び単位面積あたりの餌資源量(g/ha)は表

7.8-11、調査地域の餌資源量の評価は図 7.8-10 に示すとおりである。 

 

表7.8-11 環境類型区分ごとの餌資源量の推定結果 

環境類型区分 

踏査 

面積 

(ha) 

餌資源生息状況調査結果から換算した 

餌資源量（g） 

単位面積あたりの 

餌資源量(g/ha) 

ノウサギ ヤマドリ アオダイショウ シマヘビ ヤマガカシ 合計 
密度 

(g/ha) 

INTGEP 

(g/ha) 

合計 

(g/ha) 

針葉樹林 38.8  4,700.0  5,045.0  0.0  0.0  315.0  10,060.0  259.3 589.4 848.7 

落葉広葉樹林 81.3  7,050.0  3,027.0  607.1  528.8  0.0  11,212.9  137.9 1,334.6 1,472.5 

竹林 0.6  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0 0.0  0.0 

低木林 22.1  2,350.0  3,027.0  0.0  0.0  0.0  5,377.0  243.3 0.0  243.3 

伐採跡地 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  502.7 502.7 

人工地 3.6  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

水域 0.1  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

草地 19.0  0.0  1,009.0  607.1  0.0  0.0  1,616.1  85.1 329.2 414.3 

注 1）各餌資源の重量は以下のものを参考値とした。 

・ノウサギ：2,350g 「日本動物大百科 哺乳類」（平成 8 年、平凡社） 

・ヤマドリ：1,009g 「日本動物大百科」（平成 9 年、平凡社） 

・ヤマカガシ：315g 「日本動物大百科」（平成 8 年、平凡社） 

・その他のヘビ類については、ヤマカガシの前兆・体重を参考に単位長さあたりの体重を算出し、各種の全長に乗じることで 

算出し、アオダイショウ：607.1g、シマヘビ 528.8g とした。 

注 2）ノウサギは、冬季のルートセンサスによる確認はいずれも足跡であることから、冬季のノウサギの餌資源量としては INTGEP 法で推定され

た生息密度から算出し、ルートセンサスの結果と平均した。 

 

また、クマタカが必要とする餌資源量の推定過程は、表 7.8-12 に示すとおり

である。 

「クマタカの平均体重（2,750g）」から推定式を用いて算出した「1 個体あた

り 1 日に必要とするエネルギー量」は、866kJ/日である。このエネルギー量を

「餌資源動物 1g あたりのエネルギー量の平均値（6.17kJ）」により餌資源量に

換算すると、140.4g/日と推定される。 

よって、必要餌資源量は、クマタカ 1 個体あたり 51.25kg/年、1 つがいあた

り 102.50kg/年、繁殖が成功した場合は 3 個体分の 153.75kg/年と推定される。 

 

表7.8-12 エネルギー量に基づくクマタカの必要餌資源量の推定過程 

エネルギー量または餌資源量 推定方法等 

1 個体の体重（W） 2,750g 2,000～3,500g の平均※1 

1 個体が 1 日に必要とするエネルギー量（Eday） 866kJ Eday=5.45*W0.640 ※2 

餌資源動物の 1g あたりのエネルギー量（Ebird） 6.17kJ 文献の哺乳類、鳥類、両生・爬虫類の平均値 

1 個体が 1 日に必要とする餌資源量（Fday） 140.4g Fday= Eday/ Ebird 

1 個体が必要とする年間餌資源量（Fyear） 51.25kg Fyear= Fday*365/1,000 

つがいが必要とする滞在期間餌資源量（F） 102.50kg F= Fyear*2 

※1 ｢日本動物大百科 鳥類Ⅱ｣（平成 9年、平凡社） 

※2 「鳥類の食物連鎖と住環境に関する一考察．大成建設技術研究所報第 33 号：81-84」（平成 12年、青島正和） 
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ⅲ 営巣環境 

営巣環境の適合性の推定結果は、表 7.8-13 及び図 7.8-11 に示すとおりであ

る。 

解析範囲におけるクマタカの営巣適地は、指数 1（低）428ha、指数 2（中）

852.6ha、指数 3（高）349.4ha メッシュと推定した。そのうち対象事業実施区域

に含まれるものは、指数 1（低）61.5ha、指数 2（中）55.1ha、指数 3（高）4.0ha

であった。 

 

表7.8-13 営巣環境の適合性の推定結果 

営巣適地指数 解析範囲(ha) 対象事業実施区域(ha) 

3 349.4 3.9 

2 852.6 55.1 

1 428.0 61.5 

0 40.0 0.00 

合計 1,670.0 120.5 

 

 

ⅳ 幼鳥の行動圏 

幼鳥の 95％行動圏の面積は、約 3ha と推定された。 

解析結果の詳細は、生息地保全の観指から、別冊（非公開資料）に示す。 
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図7.8-11 クマタカの営巣環境好適性 
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（イ）典型性注目種の調査結果 

ａ．形態・生態等 

ノウサギ、ドジョウの形態や生態は、表 7.8-14(1)～(2)に示すとおりである。 

 

表7.8-14(1) ノウサギの形態・生態等 

分布 本州、四国、九州、佐渡、隠岐諸島、淡路島、小豆島、五島列島などに分

布する。 

形態 頭胴長 43-54cm、尾長 2～5cm、耳長 6～8cm、後足長 12.2～16.5cm、体重

は 1.3～2.5kg。腹が白色である以外ほぼ全身茶褐色で、耳の先端が黒い。

本州の東北部や日本海側の積雪地帯及び佐渡のものは、冬になると耳の先

端が黒いのを除く全身白色になる。 

生態 生息環境 

及び習性 

低地から亜高山帯までの森林や草原など様々な環境に見られるが、低山か

ら山地帯に多い。夜行性で巣は作らない。 

食性 植物食性で、多くの植物の葉、芽、枝、樹皮を採食する。 

繁殖 早春から秋まで連続して数回の出産を繰り返す。1 回に生まれる仔の数は

1～4 頭、ふつう 2 頭である。 

出典：「日本の哺乳類[改訂版]」（平成 17 年、東海大学出版会） 

 

表7.8-14(2) ドジョウの形態・生態等 

分布 北海道から琉球列島に至る日本全国に分布するが、北海道と琉球列島のも

のは天然分布かどうか明らかでない。 

形態 全長 12cm、背面は褐色を帯び、不明瞭な斑紋を持つ。腹面は淡色で斑紋

がない。尾鰭と背鰭に褐色の小班が散在し、尾鰭基部の上角に小さな黒色

班がある。口髭は 5 対、うち 3 対は上唇にある。 

生態 生息環境 

及び習性 

水田や湿地とその周辺の細流など、泥底域に生息する。 

食性 動物主体の雑食性。 

繁殖 産卵期は 6～7 月で、水路を経て水田内に侵入し、一時的な水たまりで産

卵する。 

出典：「山渓カラー名鑑 改訂版 日本の淡水魚」（平成13年、山と渓谷社） 

「川と湖の魚①」（昭和63年、保育社） 

「山渓フィールドブックス 淡水魚」（平成9年、山と渓谷社） 

 

 

ｂ．生息状況調査結果 

現地調査の結果、ノウサギは足跡や糞等により、夏季調査時に 5 地点、秋季調査時

に 3 地点、冬季調査時に 89 地点、春季調査時に 11 地点において確認された。丘陵地

の樹林環境及び谷戸の乾性草地、湿性草地のいずれにおいても確認されたが、丘陵地

の樹林環境において比較的多く確認された。 

ドジョウは、夏季調査時に 28 地点、秋季調査時に 39 地点、春季調査時に 25 地点

において確認された。調査範囲内の水路のほか、対象事業実施区域外下流の後庵川、

藤田川や溜池等において広く確認された。 

ノウサギの確認位置は図 7.8-12(1)～(4)、ドジョウの確認位置は図 7.8-13(1)～(3)に

示すとおりである。 
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7.8.2 予測及び評価結果 

予測及び評価項目は、表 7.8-15 に示すとおりである。 

 

表7.8-15 予測及び評価項目 

影響要因 予測及び評価項目 

建設機械の稼働 

注目種等の分布、生息環境又は 

生育環境の改変の程度 

資材及び機械の運搬車両の運行 

造成等の施工による一時的な影響 

敷地の存在（土地の改変） 

 

 

（1）建設機械の稼働、資材及び機械の運搬車両の運行、造成等の施工による一時的な影響、敷

地の存在（土地の改変） 

①予測地域及び予測地点 

予測地域は、動物及び植物の予測地域と同様とした。 

 

②予測対象時期 

予測対象時期は、工事計画に基づき、工事中における注目種または生息環境への影響が最

大となる時期及び造成工事の完了後とした。 

 

③予測方法 

予測は、注目種または生息環境の改変の程度について、造成計画との重ね合わせ、事例の

引用・解析とした。 

また、本事業の事業計画における動物及び植物への配慮と、工事中の影響（大気質、騒音、

振動、水質）の予測結果を踏まえて予測した。 

上位種として選定したクマタカについては、「採餌環境」、「餌資源量」、「営巣環境」

の推定結果と、事業に伴う土地改変計画のレイアウトを重ね合わせ、対象事業実施前後の変

化量を算出することにより、事業による影響を予測した。 

 

④予測結果 

ア．注目種等の分布、生息環境又は生育環境の改変の程度 

建設機械の稼働（主に騒音・振動）による影響については、低騒音・低振動型の建設機

械の採用に努めることにより、注目種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないか、環境保

全のための措置を講じることにより低減されると予測する。 

なお、調査範囲内において営巣が確認されている希少猛禽類のクマタカについては、ク

レーンのアームが動くとそちらを凝視したり、発破時に首をすくめて驚くしぐさを見せる

ことがあったが、それ以外はほとんど気にする様子はなく、工事の影響は小さいと報告さ

れている※。また、工事に伴う騒音は一時的なものであることから、クマタカを含む希少猛

禽類については、影響はほとんどないか、環境保全のための措置を講じることから、影響

は低減されると予測する。 

※ 園田陽一・松江正彦・上野裕介・栗原正夫（2013）国土技術政策総合研究所資料No.721道路環境影響評価の技術手法 

「13．動物、植物、生態系」の環境保全措置に関する事例集、p-49-51. 
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資材及び機械の運搬車両の運行による影響については、造成計画として、対象事象実施

区域内で切土、盛土のバランスを図り、残土を発生させない計画とすることで、工事用車

両の走行台数を低減するほか、工事用車両の走行による動物との接触事故を回避するため、

現場内における走行速度の制限や工事関係者への注意喚起に努めることにより、重要な種

へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより低

減されると予測する。 

造成等の施工による一時的な影響（工事中の濁水の排水による影響）については、対象

事業実施区域に近接する水路に生息する一部のドジョウに対して、工事による濁水の排水

により、生息環境が悪化するおそれがある。しかし、造成工事に先行して調節池を完成さ

せ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、また必要に応じて土砂流出防止柵を設置する

など、対象事業実施区域外への土砂や濁水の流出防止に努めることから、ドジョウへ及ぼ

す影響はほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより影響が低減されると

予測する。 

敷地の存在（土地の改変）による影響については、事業の実施により、調査範囲内のコ

ナラ群落が約 13％、落葉低木二次林が約 76％、アカマツ林が約 4％、スギ植林が約 4％、

竹林、ヨシ群落、ヨモギ群落、人工裸地が合わせて約 4％が減少する。 

ノウサギは、最も改変割合の大きい落葉低木二次林での確認例は少なく、対象事業実施

区域外に広く分布する樹林環境や草地環境を生息地としてより選好する傾向がみられた。

このため、本種への影響はほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより影

響は低減されると予測する。 

ドジョウは、春季調査時に谷戸沿いの水路において生息が確認された 2 地点が改変によ

り消失する。但し、本種は対象事業実施区域外に広く個体群が分布していること、及びそ

れらの個体群や生息地は環境保全のための措置を講じることにより影響が低減、保全され

ることから、一部の生息地は消失するものの、個体群及び生息地の多くは持続すると予測

する。 

クマタカについては、「イ．クマタカへの影響の程度」（p.433 参照）に示すとおり、営巣

適地の推定結果において対象事業実施区域内には営巣適地としてポテンシャルの高いエリ

アは少ないことから営巣環境への影響は小さいものと予測する。さらに、クマタカの営巣

地近傍は改変を避ける計画とするとともに、繁殖期には営巣地近傍における工事を控える

などの環境保全のための措置を講じることから影響は低減されるものと予測する。 
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イ．クマタカへの影響の程度 

（ア）採餌環境への影響 

クマタカの採餌環境の変化は、表 7.8-16 及び図 7.8-14 に示すとおりである。 

面積改変率の最大値は、適合性区分 0.00-0.20 における約 5.4％であり、いずれの適合性

区分においても面積改変率は小さいと予測する。 

 

表7.8-16 クマタカの採餌環境好適性指数ごとの改変面積及び変化率 

採餌環境の適合性区分 
面積(ha) 変化率（％） 

解析範囲 改変区域 解析範囲に対する改変率 

0.81 - 1.00 13.1 0.0 0.0  

0.61 - 0.80 120.8 0.7 0.6  

0.41 - 0.60 189.9 2.9 1.5  

0.21 - 0.40 509.6 18.1 3.6  

0.00 - 0.20 836.6 44.8 5.4  

合計 1,670.0 66.5 4.0 

 

 

（イ）餌資源量への影響 

環境類型区分ごとの餌資源量の変化は、表 7.8-17 及び図 7.8-15 に示すとおりである。 

調査地域における餌資源量は、本事業の実施により約 30.1kg 減少し、事業実施後の餌資

源量は約 1,598.2kg と推定されることから、調査地域周辺に生息するクマタカの必要餌資

源量を上回っている。よって、本事業の実施後においても、クマタカが必要とする餌資源

量は対象事業実施区域及びその周囲において維持されると予測する。 

 

表7.8-17 環境類型区分ごとの餌資源量と変化率 

環境類型区分 

単位面積あたりの 

餌資源量 

(g/ha) 

調査地域 改変 

区域面積

（ha） 

餌資源 

減少量 

（kg） 

変化率 

(％) 面積（ha） 餌資源量（kg） 

針葉樹林 848.7 664.7 564.1 5.3 4.5 0.8 

落葉広葉樹林 1,472.5 645.7 950.8 8.6 12.6 1.3 

竹林 0.0 1.7 0.0 0.3 0.0 0.0 

低木林 243.3 123.9 30.1 50.2 12.2 40.5 

伐採跡地 502.7 13.8 6.9 0.0 0.0 0.0 

果樹・植栽 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 

人工地 0.0 29.7 0.0 0.3 0.0 0.0 

水域 0.0 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 

草地 414.3 184.3 76.3 1.8 0.8 0.0 

合計 － 1670.0 1628.3 66.5 30.1 1.8 
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（ウ）営巣環境への影響 

クマタカの営巣環境の変化は、表 7.8-18 及び図 7.8-16 に示すとおりである。 

営巣適地指数ごとの解析範囲に対する改変率は、指数 1（低）9.20％、指数 2（中）2.94％、

指数 3（高）0.57％であり、いずれにおいてもその改変率は小さいと予測する。 

 

表7.8-18 クマタカの営巣環境の改変面積及び変化率 

営巣適地指数 解析範囲(ha) 改変区域(ha) 
解析範囲に対する 

改変率(％) 

3 349.4 2.0 0.57 

2 852.7 25.1 2.94 

1 428.1 39.4 9.20 

0 39.8 0.0 0.00 

合計 1,670.0 66.5 3.98 

 

 
（エ）幼鳥の行動圏への影響 

幼鳥の 95％行動圏内に含まれる改変区域の面積は約 0.1ha であると予測する。また、改

変部は営巣木のある斜面の反対側であり、営巣木からは視認できないことから、幼鳥の行

動圏への影響は小さいと予測する。 

なお、幼鳥の行動圏の改変区域は、生息地保全の観点から、別冊（非公開資料）に示す。 
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図7.8-15 営巣適地及び改変区域 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




438 

⑤評価結果 

ア．環境影響の回避・低減に係る評価 

「建設機械の稼働」、「資材及び機械の運搬車両の運行」、「造成等の施工による一時的な

影響」及び「敷地の存在（土地の改変）」に係る地域を特徴づける生態系への影響を回避又

は低減するため、表 7.8-19 に示す環境保全のための措置を実施する。 

予測の結果、地域を特徴づける生態系への影響はほとんどないか、環境保全のための措

置を講じることにより影響が低減されると予測した。 

以上のことから、本事業に係る地域を特徴づける生態系への影響は、事業者の実行可能

な範囲内で影響を回避又は低減が図られていると評価する。 
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7.8.3 環境保全のための措置 

生態系への影響に関する環境保全のための措置は、表 7.8-19 に示すとおりである。 

予測結果より、事業の実施により生息環境の保全に影響が生じる可能性があると判断された

種はなかった。 

 

表7.8-19 生態系への影響に関する環境保全のための措置 

影響要因 環境保全のための措置 

建設機械の稼働 ・工事にあたっては、可能な限り低騒音型の建設機械を使用する。 

・猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事

は可能な限り避ける。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおい

て、建設機械等のアイドリングストップや無用な空ぶかし、過

積載や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底す

る。 

資材及び機械の運搬車両の運行 ・対象事業実施区域内の搬入路を関係車両が通行する際は、十分

に減速し、動物が接触する事故を未然に防止する。 

・工事計画の策定にあたっては、工事用車両が一時的に集中しな

いよう工事を平準化し、計画的かつ効率的な運行を行う等、環

境の保全に努める。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおい

て、車両等のアイドリングストップや無用な空ぶかし、過積載

や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

造成等の施工による一時的な影響 ・造成工事においては、先行して調節池を完成させ、工事期間中

の仮設沈砂池として利用し、濁水の発生を抑制する。 

・土砂の流出を防止するため、土砂流出防止柵（板柵工）・土堰堤

やふとんかご等を必要に応じ適所に設置する。 

・必要に応じ、濁水濾過フィルター等を設け、対象事業実施区域

外及び放流河川への土砂や濁水の流出防止に努める。 

・太陽光パネル及び搬入路の設置に伴う樹木の伐採は必要最小限

にとどめ、改変面積、切土量の削減に努める。また、地形を十

分考慮し、地形の改変を極力小さくする。 

・造成により生じた裸地部は、必要に応じ緑化する。緑化の際に

は可能な限り造成時の表土等を活用し、植生の回復に努める。 

・地上移動性の小動物等の逃避に配慮して徐々に造成を進めるな

ど、配慮した施工方法を検討する。 

・改変区域外への工事関係者の必要以上の立ち入りを制限する。 

・工事中は定期的に会議を実施し、環境保全措置の内容について、

工事関係者に周知徹底する。 

敷地の存在（土地の改変） ・道路脇などの排水施設は、落下後の這い出しが可能となるよう

な設計を極力採用し、動物の生息環境の分断を低減する。 

・付帯する送電線は基本的に公道地下埋設とする。 
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7.8.4 事後調査計画 

（1）事後調査の必要性 

本事業では、猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可能な限り

避けるなど、環境保全のための措置を講じることとしている。 

しかしながら、環境保全のための措置を講じた場合でも影響の回避には不確実性を伴うこ

とから、希少猛禽類の生息状況を確認し、環境保全のための措置の効果を検証することを目

的として、以下の事後調査を実施するものとする。 

なお、事後調査の内容は、表 7.8-20 に示す有識者の指導に基づいた。 

 

表7.8-20 有識者へのヒアリング結果 

専門分野 概要 

鳥類 【平成 30 年 9 月ヒアリング】 

○事後調査について 

・供用後に姿が確認されていれば生息し続けているという認識で、他の猛禽

類同様 1 年間の調査で十分であると考える。 

 

 

（2）事後調査の概要 

事後調査の概要は、表 7.8-21 に示すとおりである。 

 

表7.8-21 事後調査の概要（供用後） 

調査項目 調査内容 

希少猛禽類の 

生息状況調査 

調査対象 希少猛禽類 

調査時期 供用開始後１年間、毎月 3 日間とする。 

調査方法 

定点調査 

（調査方法は現況調査に準ずることとし、定点は 1 日につき 5 地

点とする。） 

 

 

（3）事後調査の結果により環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方針 

本書において予測し得ない環境上の著しい影響が生じた場合は、事業者が関係機関と協議

し、必要に応じて専門家の指導・助言を得て追加調査を行い、適切な措置を講じる。 

 

（4）事後調査の結果の公表の方法 

事後調査結果の公表については、原則として事業者が行うものとするが、公表時期・方法

等については、関係機関と連携しつつ適切に実施するものとする。 
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7.9 景観 

7.9.1 調査結果の概要 

（1）調査内容 

調査内容は、表 7.9-1 に示すとおりである。 

 

表7.9-1 調査内容 

調査内容 

景観 

・主要な眺望点の状況 

・景観資源の状況 

・主要な眺望景観の状況 

 

 

（2）調査方法 

調査方法は、既存資料調査及び現地調査とした。 

既存資料調査では、観光パンフレット等により、不特定多数の人が集まる場所及び調査範

囲内の景観を構成する要素を抽出した。 

現地調査では、既存資料調査より抽出した地点からの対象事業実施区域の視認性の確認と

主要な眺望点を選定し、眺望を写真撮影した。 

 

（3）調査範囲等 

調査範囲は、図 7.9-1 に示すとおりであり、対象事業実施区域の広域的な位置づけがわか

るように対象事業実施区域を含む約 5km とした。 

 

①既存資料調査 

調査範囲及び調査地点は、「第 3 章 対象事業実施区域及びその周囲の概況」の「3.1.14 

景観」と同様とした。 

 

②現地調査 

調査地点は、表 7.9-2 及び図 7.9-2 に示すとおり、調査範囲内の対象事業実施区域が視認で

きる可能性がある主要な眺望点とした。 

なお、調査範囲北側には、名勝・公園等が多数存在する熱海町熱海が位置しているが、対

象事業実施区域との間に標高が高い山地があり、さらに、対象事業実施区域の標高が高い区

域は、概ね南側斜面であることから、熱海町熱海から対象事業実施区域を視認することはで

きない。よって、調査範囲北側においては、調査地点を設定していない。 
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表7.9-2 景観に係る調査地点 

番号 名称 選定理由 
出典 

1 2 3 

1 
逢瀬公園（西側駐車場付

近の階段最上段） 

対象事業実施区域の南南東側に位置し、景観資源に位置付けて

おり、多くの市民等に親しまれ利用される公園のため 
○ ○ 

 

2 
高篠山森林公園 

（展望台付近） 

対象事業実施区域の南南西側に位置し、景観資源に位置付けて

おり、展望台から眺望が望め、市民から親しまれる公園のため 
○ ○ 

 

3 額取山（頂上） 
対象事業実施区域の西側に位置し、景観資源に位置付けてお

り、山頂からは 360 度の眺望が望めるため 
 ○ 

 

4 
待池公園北西角付近の 

交差点 

対象事業実施区域の東側に位置し、郡山西部第二工業団地内の

中央に位置し、団地内従業員等に利用される公園のため 
  ○ 

5 四ッ谷集落 
対象事業実施区域の東側に位置し、西側の山並みが眺望される

ため 
  ○ 

6 屋敷集落 
対象事業実施区域の東側に位置し、西側の山並みが眺望される

ため 
  ○ 

7 磐越西線喜久田駅 
多くの市民が利用している駅であり、周辺は市街地が広がる中

に駅正面から西側の山並みが眺望されるため 
  ○ 

8 後庵集落 対象事業実施区域東北東側近傍の集落であるため   ○ 

9 乙宿禰神社 
対象事業実施区域の近傍の夏出集落にある神社で、指定文化財

の大イチョウや大キャラが存在しているため 
  ○ 

10 慈眼寺 
対象事業実施区域東側の中景域に位置する長橋集落内にある

寺であるため 
  ○ 

11 長橋神社 
対象事業実施区域東側の中景域に位置する長橋集落内にある

神社であるため 
  ○ 

12 鹿島神社 
対象事業実施区域東側の中景域に位置する上伊豆島集落内に

ある神社であるため 
  ○ 

13 熊野神社 
対象事業実施区域北北東側の中景域に位置する上伊豆島裡森

集落内にある神社であるため 
  ○ 

14 鬼渡神社 

対象事業実施区域東南東側の遠景域に位置する片平町地区内

にあり、市指定重要無形民俗文化財である岩倉の獅子舞が奉納

される神社であるため 

  ○ 

15 滝集落 対象事業実施区域南側に近接する集落であるため   ○ 

16 大穴集落 対象事業実施区域北東側に近接する集落であるため   ○ 

17 松葉集落 対象事業実施区域東南東側近傍の集落であるため   ○ 

注）表中番号は、図7.9-1及び図7.9-2に対応する。 

出典：1「ＷＥＬ（ウエル）2015年版」（株式会社コスモアトリエ） 

2「郡山へ行こう」（平成27年12月閲覧、郡山市観光協会ホームページ） 

3 地形図より読み取った地点である。 

 

 

（4）調査期間及び調査頻度 

既存資料の収集対象期間は、5 年間とした。 

現地調査は、表 7.9-3 に示すとおり、落葉期と展葉期に実施した。 

 

表7.9-3 調査期間等 

調査項目 調査時期 調査期間等 

景観 
・主要な眺望点の状況 

・主要な眺望景観の状況 

落葉期 平成 28 年 12 月 9 日、平成 29 年 1 月 18 日 

展葉期 
平成 28 年 8 月 5 日、平成 28 年 8 月 20 日、 

平成 29 年 9 月 13 日 
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図7.9-1 調査地点位置図 
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（5）調査結果 

①既存資料調査 

景観の状況は、「第3章 対象事業実施区域及びその周囲の概況」の「3.1.14 景観」に示

すとおりである。 

対象事業実施区域及びその近傍には、景観資源及び主要な眺望点はない。 

 

②現地調査 

ア．主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況 

主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況は、表 7.9-4(1)～(17)に示すとおりである。 

 

表7.9-4(1) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況 

（No.1：逢瀬公園（西側駐車場付近の階段最上段）） 

調査地点 No.1：逢瀬公園（西側駐車場付近の階段最上段） 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
南、約 4.4ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.1 は、逢瀬公園内の「芝生の広場」付近の階段に位置している。 

逢瀬公園は、標高 280～350ｍ、面積は全体で約 32.5ha であり、広場や庭園などの施

設がある。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の樹林や対象事業実施区域より手前にある尾根により遮られるものの、対象

事業実施区域の一部を視認できる。 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.9-4(2) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.2：高篠山森林公園（展望台付近）） 

調査地点 No.2：高篠山森林公園（展望台付近） 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期 

眺望景観の状況 

 

― 

 

 

 

※閉鎖期間のため撮影不可 

対象事業実施区域 

からの距離 
南西、約 4.0ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.2 は、郡山市高篠山森林公園内の展望台に位置している。 

郡山市高篠山森林公園は、標高約 300ｍ、面積は全体で約 67ha であり、森林の中に遊

歩道や広場、バンガローなどの施設がある。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の樹林に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

 

表7.9-4(3) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.3：額取山（頂上）） 

調査地点 No.3：額取山（頂上） 

調査時期 展葉期（平成 29 年 9 月 13 日） 落葉期（平成 28 年 12 月 9 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
西、約 2.1ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.3 は、額取山の頂上に位置している。 

額取山は、標高 1,009ｍであり、複数の登山道が整備されている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の樹林により遮られるものの、対象事業実施区域の一部を視認できる。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.9-4(4) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.4：待池公園北西角付近の交差点） 

調査地点 No.4：待池公園北西角付近の交差点 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
東、約 3.6ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.4 は、待池公園の北西角にある交差点に位置している。 

待池公園は、郡山西部第二工業団地の中心部にあり、池や園路等が設置されている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の植栽や建物等により遮られるものの、対象事業実施区域の一部を視認でき

る。 

 

表7.9-4(5) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.5：四ッ谷集落） 

調査地点 No.5：四ッ谷集落 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
東、約 3.8ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.5 は、四ッ谷集落の道路上に位置している。 

眺望点周辺は、建物が複数存在するほか、耕作地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

対象事業実施区域より手前にある尾根により遮られるものの、対象事業実施区域の一部

を視認できる。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.9-4(6) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.6：屋敷集落） 

調査地点 No.6：屋敷集落 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
東、約 4.4ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.6 は、屋敷集落の道路上に位置している。 

眺望点周辺は、建物が複数存在するほか、耕作地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

対象事業実施区域より手前にある尾根により遮られるものの、対象事業実施区域の一部

を視認できる。 

 

表7.9-4(7) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.7：磐越西線喜久田駅） 

調査地点 No.7：磐越西線喜久田駅 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
東、約 6.4ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.7 は、磐越西線喜久田駅の出入口に位置している。 

眺望点周辺は、市街地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の建物より遮られるものの、対象事業実施区域の一部を視認できる。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




449 

表7.9-4(8) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.8：後庵集落） 

調査地点 No.8：後庵集落 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 20 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
東、約 350ｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.8 は、後庵集落の道路上に位置している。 

眺望点周辺は、建物が複数存在ほか、耕作地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の植栽や建物により遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

 

表7.9-4(9) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.9：乙宿禰神社） 

調査地点 No.9：乙宿禰神社 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 20 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
南東、約 500ｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.9 は、乙宿禰神社の鳥居前に位置している。 

眺望点周辺は、樹林が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の樹林等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.9-4(10) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.10：慈眼寺） 

調査地点 No.10：慈眼寺 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
東、約 1.4ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.10 は、慈眼寺付近の道路上に位置している。 

眺望点周辺は、慈眼寺等の建物のほか耕作地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の建物等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

 

表7.9-4(11) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.11：長橋神社） 

調査地点 No.11：長橋神社 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
東、約 1.9ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.10 は、長橋神社の出入口付近に位置している。 

眺望点周辺は、長橋神社や慈眼寺等の建物のほか耕作地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の建物等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.9-4(12) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.12：鹿島神社） 

調査地点 No.12：鹿島神社 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
東、約 2.7km 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.12 は、鹿島神社付近の道路上に位置している。 

眺望点周辺は、複数の建物が存在する。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の建物等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

 

表7.9-4(13) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.13：熊野神社） 

調査地点 No.13：熊野神社 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
北東、約 2.1ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.13 は、熊野神社の出入口付近に位置している。 

眺望点周辺は、熊野神社の建物のほか樹林が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の樹林に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.9-4(14) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況況（No.14：鬼渡神社） 

調査地点 No.14：鬼渡神社 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 5 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
南東、約 3.0ｋｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.14 は、鬼渡神社の出入口付近に位置している。 

眺望点周辺は、鬼渡神社の建物のほか樹林が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の建物等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

 

表7.9-4(15) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.15：滝集落） 

調査地点 No.15：滝集落 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 20 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
南、約 450ｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.15 は、滝集落の道路上に位置している。 

眺望点周辺は、複数の建物のほか耕作地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の建物や対象事業実施区域より手前にある尾根により遮られており、対象事

業実施区域は視認できない。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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表7.9-4(16) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.16：大穴集落） 

調査地点 No.16：大穴集落 

調査時期 展葉期（平成 30 年 7 月 19 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
北東、約 150ｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.16 は、大穴集落の道路上に位置している。 

眺望点周辺は、複数の建物のほか耕作地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の建物等により遮られるものの、対象事業実施区域の一部を視認できる。 

 

表7.9-4(17) 主要な眺望点の状況及び主要な眺望景観の状況（No.17：松葉集落） 

調査地点 No.17：松葉集落 

調査時期 展葉期（平成 28 年 8 月 20 日） 落葉期（平成 29 年 1 月 18 日） 

眺望景観の状況 

  

対象事業実施区域 

からの距離 
南東、約 600ｍ 

眺望点の 

概要・状況 

調査地点 No.17 は、松葉集落の道路上に位置している。 

眺望点周辺は、樹林や耕作地が広がっている。 

対象事業実施区域 

の視認性 

眺望点周辺の樹林により遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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7.9.2 予測及び評価結果 

予測及び評価項目は、表7.9-5に示すとおりである。 

 

表7.9-5 予測及び評価項目 

影響要因 予測項目 

敷地の存在（土地の改変） 

構造物の存在 

・主要な眺望点及び景観資源の分布の改変の程度 

・主要な眺望景観の変化 

 

 

（1）敷地の存在（土地の改変）及び構造物の存在 

①予測地域及び予測地点 

予測地域は調査範囲と同一とし、予測地点は主要な眺望点として選定した 17 地点のうち、

対象事業実施区域が視認できる 8 地点とした（表 7.9-6 参照）。 

 

②予測対象時期 

予測対象時期は、太陽光パネル設置後とした。 

 

③予測方法 

ア．主要な眺望点及び景観資源の分布の改変の程度 

本事業の造成計画と主要な眺望点及び景観資源の分布を重ね合わせることにより、改変

の程度を予測した。 

 

イ．主要な眺望景観の変化 

主要な眺望点から撮影した現状の眺望景観の写真に、本事業の完成予想図を合成するフ

ォトモンタージュ法により、眺望の変化の程度を予測した。 

なお、太陽光パネルの仕様、変電施設の色彩や意匠、植栽等については、現在想定して

いるプランに基づき想定したものであり、今後の行政協議等を踏まえて変更する可能性が

ある。 

 

④予測結果 

ア．主要な眺望点及び景観資源の分布の改変の程度 

主要な眺望点及び景観資源は、対象事業実施区域及び近傍に存在せず、本事業による改

変はないため、影響は生じないと予測する。 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 
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イ．主要な眺望景観の変化 

主要な眺望景観の変化の予測結果は、表 7.9-6 及び写真 7.9-1～8 に示すとおりである。 

近景及び中景からの眺望は、本事業によりスカイラインの一部が変化するが、現況と比べて

大きな変化はない。また、わずかに太陽光パネルを視認できる程度であり、眺望の変化は小

さいと予測する。 

遠景からの眺望は、本事業の太陽光パネルが出現するが、現況と比べて著しく目立つも

のではなく、周辺の自然的な景観の一部として調和し眺望の変化は小さいと予測する。 

 

表 7.9-6 主要な眺望景観の変化の予測結果 

地点 

番号 
主要な眺望点 眺望景観の変化 

対象事業 

実施区域 

からの距離 

No.1 

逢瀬公園 

（西側駐車場付近の 

階段最上段） 

本地点からは、郡山市の山々を眺望できるほか、本事業

の太陽光パネルの一部を視認できる。見通しが良く眺望の

変化は生じるが、現況と比べて著しく目立つものではな

く、周辺の自然的な景観の一部として調和し眺望の変化は

小さいと予測する。 

約 4.4km 

（遠景） 

No.3 額取山（頂上） 

本地点からは、郡山市の街並みを眺望できるほか、本事

業の太陽光パネル上部を視認できる。対象事業実施区域を

上部から見渡せる位置であり、眺望の変化は生じるが、現

況と比べて著しく目立つものではなく、周辺の自然的な景

観の一部として調和し眺望の変化は小さいと予測する。 

約 2.1km 

（遠景） 

No.4 
待池公園北西角付近の 

交差点 

本地点からは、工業団地の建築物及び植栽とともに本事

業の太陽光パネルの一部が視認できる。 

本事業の太陽光パネルはわずかに視認できる程度であ

り、眺望の変化は小さいと予測する。 

約 3.6km 

（遠景） 

No.5 四ッ谷集落 

本地点からは、耕作地や四ッ谷集会所とともに、本事業

の太陽光パネルの一部が視認できる。 

本事業の太陽光パネルはわずかに視認できる程度であ

り、眺望の変化は小さいと予測する。 

約 3.8km 

（遠景） 

No.6 屋敷集落 

本地点からは、耕作地や四ッ谷集落の建築物とともに、

太陽光パネルの一部が視認できる。 

本事業の太陽光パネルはわずかに視認できる程度であ

り、眺望の変化は小さいと予測する。 

約 4.4km 

（遠景） 

No.7 磐越西線喜久田駅 

本地点からは、駅周辺の建築物とともに、本事業の太陽

光パネルの一部が視認できる。 

本事業の太陽光パネルはわずかに視認できる程度であ

り、眺望の変化は小さいと予測する。 

約 6.4km 

（遠景） 

No.8 後庵集落 

本地点からは、落葉期のみ木々の隙間から本事業の太陽

光パネルの一部が視認できる。 

本事業によりスカイラインの一部が変化するが、現況と

比べて大きな変化はない。また、太陽光パネルはわずかに

視認できる程度であり、眺望の変化は小さいと予測する。 

約 350ｍ 

（中景） 

No.16 大穴集落 

本地点からは、耕作地や既存の建築物とともに、本事業

の太陽光パネルの一部が視認できる。 

本事業によりスカイラインの一部が変化するが、現況と

比べて大きな変化はない。また、太陽光パネルはわずかに

視認できる程度であり、眺望の変化は小さいと予測する。 

約 150ｍ 

（近景） 
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写真7.9-1(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.1：逢瀬公園（西側駐車場付近の階段最上段） 展葉期） 
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写真7.9-1(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.1：逢瀬公園（西側駐車場付近の階段最上段） 落葉期） 
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写真7.9-2(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.3：額取山（頂上） 展葉期） 
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写真7.9-2(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.3：額取山（頂上） 落葉期） 
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写真7.9-3(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.4：待池公園北西角付近の交差点 展葉期） 
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写真7.9-3(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.4：待池公園北西角付近の交差点 落葉期） 
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写真7.9-4(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.5：四ッ谷集落 展葉期） 
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写真7.9-4(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.5：四ッ谷集落 落葉期） 
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写真7.9-5(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.6：屋敷集落 展葉期） 
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写真7.9-5(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.6：屋敷集落 落葉期） 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




466 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真7.9-6(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.7：磐越西線喜久田駅 展葉期） 
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写真7.9-6(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.7：磐越西線喜久田駅 落葉期） 
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写真7.9-7(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.8：後庵集落 展葉期） 
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写真7.9-7(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.8：後庵集落 落葉期） 
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写真7.9-8(1) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.16：大穴集落 展葉期） 
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写真7.9-8(2) 主要な眺望景観の変化の予測結果 

（No.16：大穴集落 落葉期） 
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⑤評価結果 

ア．環境影響の回避・低減 

敷地の存在（土地の改変）及び構造物の存在に伴う景観への影響の予測結果は、主要な

眺望点及び景観資源への影響は生じないと予測した。また、主要な眺望点からの眺望の変

化は小さいと予測した。本事業では、以下に示す環境保全のための措置を講じることから、

事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られているものと評価する。 

 

＜環境保全のための措置＞ 

・現況の地形を考慮した造成計画とし、地形の改変を極力小さくする。 

・樹木の伐採を最小限とし、造成により生じた切盛法面は必要に応じて散布吹付け工な

どによる早期緑化を行い、修景を図る。 

・設備の色彩は、周囲の環境になじみやすいように彩度を抑えた塗装とする。 

・太陽光パネルは、フレームにつや消しがなされた製品を採用する。 

・付帯する送電線は基本的に公道地下埋設とし、景観に配慮する。 

 

 

7.9.3 環境保全のための措置 

景観への影響に関する環境保全のための措置は、表 7.9-7 に示すとおりである。 

 

表 7.9-7 景観の影響に関する環境保全のための措置 

影響要因 環境保全のための措置 

敷地の存在（土地の改変） 

構造物の存在 

・現況の地形を考慮した造成計画とし、地形の改変を極力小さく

する。 

・樹木の伐採を最小限とし、造成により生じた切盛法面は必要に

応じて散布吹付け工などによる早期緑化を行い、修景を図る。 

・設備の色彩は、周囲の環境になじみやすいように彩度を抑えた

塗装とする。 

・太陽光パネルは、フレームにつや消しがなされた製品を採用す

る。 

・付帯する送電線は基本的に公道地下埋設とし、景観に配慮する。 

 

 

7.9.4 事後調査計画 

本事業に伴う景観への影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評

価するため、事後調査は実施しない。 
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7.10 廃棄物等 
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7.10 廃棄物等 

7.10.1 調査結果の概要 

（1）調査内容 

調査内容は、表 7.10-1 に示すとおりである。 

 

表7.10-1 調査内容 

調査内容 

廃棄物 
廃棄物の種類ごとの再資源化施設、中間処理施設及び

最終処分場における処分の状況 

建設廃棄物 

地形の状況 

土地利用の状況 

切土・盛土に伴う土砂の保管状況 

 

 

（2）調査方法 

調査方法は、事業計画内容の整理及び既存資料調査とした。 

 

（3）調査範囲等 

調査範囲は、対象事業実施区域内とした。 

 

（4）調査期間及び調査頻度 

資料は、できる限り最新の情報を用いた。 

 

（5）調査結果 

①既存資料調査 

廃棄物の状況は、「第3章 対象事業実施区域及びその周囲の概況」の「3.2.7 生活環境関

連施設の状況」に示すとおりである。 

地形の状況及び土地利用の状況は、「第3章 対象事業実施区域及びその周囲の概況」の

「3.1.12 地形、地質及び土壌の状況」及び「3.2.3 土地利用の状況」に示すとおりである。 

対象事業実施区域において、切土・盛土に伴う土砂の保管はない。 
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7.10.2 予測及び評価結果 

予測及び評価項目は、表7.10-2に示すとおりである。 

 

表7.10-2 予測及び評価項目 

影響要因 予測項目 

造成等の施工による一時的な影響 
建設工事に伴う廃棄物の種類ごとの

発生及び処分状況 

 

 

（1）造成等の施工による一時的な影響 

①予測地域及び予測地点 

予測地域は、対象事業実施区域内とした。 

 

②予測対象時期 

予測対象時期は、工事期間中とした。 

 

③予測方法 

刈草・伐採木については、「7.7 植物」の植生の状況の現地調査結果と既存文献の原単位

等より発生量を推計した。その他の廃棄物については、他事例（太陽光発電事業）の実績値

と施工計画の整理により発生量を推計した。 

 

④予測結果 

廃棄物及び建設副産物の予測結果は、表 7.10-3～4 に示すとおりである。 

造成等の施工による一時的な影響に伴う廃棄物及び建設副産物は、刈草・伐採木が約 3,730ｔ、

がれき類が約 5ｔ、木くずが約 220ｔ、廃プラスチック類が約 20ｔ、建設混合廃棄物が約 100ｔ

発生するものと予測する。これらは、可能な限り有効利用するとともに、適正に処理・処分され

るものと予測される。 

なお、本事業では、対象事業実施区域内で切土・盛土のバランスを図ることから、残土の発生

はない。 

 

表7.10-3 廃棄物及び建設副産物の発生量の予測結果 

廃棄物及び 

建設副産物 
発生量 有効利用及び処分の方法 

刈草・伐採木 約3,730ｔ 

・基本的に現場でチップ化、一部を土砂流出防止柵等に再利用 

・現場で再利用できなかったものは、中間処理施設に搬出、適

正処理・処分 

がれき類 約5ｔ 中間処理施設に搬出、適正処理・処分 

木くず 約220ｔ 
・梱包材は、運搬業者が回収 

・梱包材以外は、中間処理施設に搬出、適正処理・処分 

廃プラスチック類 約20ｔ 
中間処理施設に搬出、適正処理・処分 

建設混合廃棄物 約100ｔ 

残土 0ｔ 対象事業実施区域内で切土・盛土のバランスを図る 
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Expired 

Expired 

Expired 
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表7.10-4 廃棄物及び建設副産物の発生量の算出根拠 

廃棄物及び 

建設副産物 
発生量の算出根拠 

刈草・伐採木 

【刈草】 

刈草発生量＝想定草刈面積×刈草発生量原単位※1 

＝約65.9ha×13.05t/ha 

＝約860t 
※1 刈草のt換算原単位は、「国土技術政策総合研究所資料 都市由来植物廃材のエネル

ギー利用手法等に関する技術資料」（平成27年5月、国土交通省国土技術政策総合研

究所）の「刈草（道路事業）」の発生重量の換算値を用いた。 

 

【伐採木】 

伐採木発生量は、植生タイプごとに推計した「地上部現存量※2＋地下部現存量
※3」とした。 

伐採木発生量 

植生タイプ 
地上部現存量（t） 

① 

地下部現存量（t） 

② 

伐採木発生量（t） 

③＝①＋② 

コナラ群落 462.0 154.0 616.0 

落葉低木二次林 455.4 151.8 607.2 

アカマツ群落 598.0 199.3 797.3 

スギ植林 612.5 204.2 816.7 

竹林 21.0 7.0 28.0 

合計 2148.9 716.3 2865.2 

 

 
※2 地上部現存量は、「7.7 植物」の植生の状況の現地調査結果と「自然環境保全調査報

告書（第1回緑の国勢調査）」（昭和52年、環境庁）の現存量算定基準より設定した

「地上部現存量原単位」と「改変面積」から推計した。 

※3「森林･林業百科事典」（平成13年、日本林業技術協会）よると、地下部現存量は一般

的に地上部現存量の1/3～1/4であるとされていることから、ここでは地下部の現存量

/地上部の現存量＝1/3とした。 

 

地上部現存量及び地下部現存量 

植生タイプ 
改変面積（ha） 

① 

地下部現存量 

原単位（t/ha） 

② 

地上部現存量（t） 

③＝①×② 

地下部現存量（t） 

④＝③／3 

コナラ群落 8.6 55 462.0 154.0 

落葉低木二次林 50.6 9 455.4 151.8 

アカマツ群落 2.6 230 598.0 199.3 

スギ植林 2.5 245 612.5 204.2 

竹林 0.3 70 21.0 7.0 

合計 64.4 － 2148.9 716.3 

 

 

【合計】 

刈草発生量＋伐採木発生量＝約860t＋約2,865t＝約3725t≒約3,730t 

 

がれき類 

他事例（太陽光発電事業）の実績値より推計した。 
木くず 

廃プラスチック類 

建設混合廃棄物 

残土 
対象事業実施区域内で切土・盛土のバランスを図る計画であるため、残土の発

生はない。 
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⑤評価結果 

ア．環境影響の回避・低減 

造成等の施工による一時的な影響に伴う廃棄物及び建設副産物の発生量は、刈草・伐採

木が約 3,730ｔ、がれき類が約 5ｔ、木くずが約 220ｔ、廃プラスチック類が約 20ｔ、建設

混合廃棄物が約 100ｔ発生するものと予測した。また、本事業では、以下に示す環境保全

のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図ら

れているものと評価する。 

 

＜環境保全のための措置＞ 

・建設副産物（残土等及び建設産業廃棄物）の処理にあたっては、「資源の有効な利用促

進に関する法律（リサイクル法）」、「建設工事に係る資材の再資源化に関する法律（通

称「建設リサイクル法」）」等の関係法令に基づき業者に委託し、産業廃棄物管理票（マ

ニフェスト）を交付し、適切に処理されることを監視する。 

・工事現場内において発生した一般廃棄物についても分別収集を行い、リサイクル等再

資源化に努める。 

・コンクリート型枠は、計画的な転用に努める。 

・使用する部材等は、加工品や完成品を可能な限り採用し、廃棄物等の減量化に努める。 

・伐採樹木は基本的に現場でチップ化等をし、対象事業実施区域内に散布する。また、

現場でチップ化等ができなかったものは、中間処理施設に搬出し、チップ化による再

利用を図り、再資源化率を向上させるとともに、廃棄物量の削減に努める。 

・切土、掘削工事に伴う発生土は、埋め戻し、盛土及び敷き均しに利用し、残土は発生

させない。 
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7.10.3 環境保全のための措置 

廃棄物等の影響に関する環境保全のための措置は、表 7.10-5 に示すとおりである。 

 

表7.10-5 廃棄物等の影響に関する環境保全のための措置 

影響要因 環境保全のための措置 

造成等の施工による一時的な影響 ・建設副産物（残土等及び建設産業廃棄物）の処理にあたっては、

「資源の有効な利用促進に関する法律（リサイクル法）」、「建設

工事に係る資材の再資源化に関する法律（通称「建設リサイク

ル法」）」等の関係法令に基づき業者に委託し、産業廃棄物管理

票（マニフェスト）を交付し、適切に処理されることを監視す

る。 

・工事現場内において発生した一般廃棄物についても分別収集を

行い、リサイクル等再資源化に努める。 

・コンクリート型枠は、計画的な転用に努める。 

・使用する部材等は、加工品や完成品を可能な限り採用し、廃棄

物等の減量化に努める。 

・伐採樹木は基本的に現場でチップ化等をし、対象事業実施区域

内に散布する。また、現場でチップ化等ができなかったものは、

中間処理施設に搬出し、チップ化による再利用を図り、再資源

化率を向上させるとともに、廃棄物量の削減に努める。 

・切土、掘削工事に伴う発生土は、埋め戻し、盛土及び敷き均し

に利用し、残土は発生させない。 

 

 

 

7.10.4 事後調査計画 

本事業に伴う廃棄物等の影響は、実行可能な範囲で低減が図られているものと評価する

ため、事後調査は実施しない。 
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第 8 章 環境保全のための措置 

 

8.1 環境保全のための措置の検討の経過及び検証の結果 

本事業において実施する環境保全措置の内容は、表 8.1-1～13 に示すとおりである。 

工事中においては、工事工程の調整等により工事用車両台数を平準化し、建設工事のピー

ク時の台数を低減すること等により、粉じん、騒音及び振動による環境影響の低減を図る計

画とした。 

また、造成工事においては、先行して調節池を完成させ、工事期間中の仮設沈砂池として

利用し、濁水の発生を抑制する計画とした。 

動物、植物及び生態系の保全については、工事にあたっては、可能な限り低騒音型の建設

機械を使用すること、猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可能

な限り避けること等により環境影響の低減を図る計画とした。 

景観については、眺望の変化に係る環境影響を低減するため、樹木の伐採を最小限とし、

造成により生じた切盛法面は必要に応じて散布吹付け工などによる緑化を行うなど、植生の

早期回復を図る計画とした。 

産業廃棄物については、有効利用に努める計画であるとともに、造成計画として、対象事

業実施区域内で切土・盛土のバランスを図ることから、残土を発生させない計画とした。 
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表 8.1-1 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（大気質 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 

措置の効果及びその不確実性等 

 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

建設機械の稼働 造成区域内において適宜散水を行

う。 事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 建設機械のタイヤに付着した土砂

の払落しや清掃等を徹底する。 事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

資材及び機械の 

運搬車両の運行 

工事関係者の通勤においては、乗

り合いの促進により、工事用車両台

数の低減を図る。 

事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 工事工程の調整等により工事用車

両台数を平準化し、建設工事のピー

ク時の台数を低減する。 

事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 工事用車両の出入口付近は敷鉄板

で養生するなど、タイヤに付着した

土砂が公道路面に運び出されるのを

防止する。 

事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 
なし 

 造成区域内において適宜散水を実

施する。 事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 工事用車両のタイヤに付着した土

砂の払落しや清掃等を徹底する。 事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

造成等の施工に 

よる一時的な影響 

適宜整地、転圧等を行い、土砂粉

じん等の飛散を抑制する。 事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 必要に応じて、造成地をシートに

より被覆し、裸地からの粉じんの飛

散を防止する。 

事業者 

粉じんの飛散を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 定期的に会議等を行い、工事関係

者に環境保全措置の内容について、

周知徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 なし 
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表 8.1-2 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（騒音 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

建設機械の稼働 可能な限り低騒音型の建設機械等

の採用に努める。 事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 低騒音工法の採用や騒音に配慮し

た建設機械の配置等に努める。 事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 建設機械等の点検・整備を十分に

実施する。 事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 建設機械等の集中稼働を行わない

よう工事を平準化し、計画的かつ効

率的に作業を実施する。 

事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 工事関係者に対して、入場前教育

や作業前ミーティングにおいて、建

設機械等のアイドリングストップや

無用な空ぶかし、過積載や急加速等

の高負荷運転をしないよう指導・教

育を徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 

なし 

資材及び機械の 

運搬車両の運行 

工事工程の調整等により工事用車

両台数を平準化し、建設工事のピー

ク時の台数を低減する。 

事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 工事関係者の通勤においては、乗

り合いの促進により、工事用車両台

数の低減を図る。 

事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 工事用車両の点検・整備を十分に

実施する。 事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 工事関係者に対して、入場前教育

や作業前ミーティングにおいて、車

両等のアイドリングストップや無用

な空ぶかし、過積載や急加速等の高

負荷運転をしないよう指導・教育を

徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 

なし 

 必要に応じて、工事用車両の走行

を円滑にするための交通誘導を実施

する。 

事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 定期的に会議等を行い、工事関係

者に環境保全措置の内容について、

周知徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 なし 
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表 8.1-3 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（振動 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

建設機械の稼働 可能な限り低振動型の建設機械等

の採用に努める。 事業者 

振動の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 低振動工法の採用や振動に配慮し

た建設機械の配置等に努める。 事業者 

振動の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 建設機械等の点検・整備を十分に

実施する。 事業者 

振動の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 建設機械等の集中稼働を行わない

よう工事を平準化し、計画的かつ効

率的に作業を実施する。 

事業者 

振動の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 工事関係者に対して、入場前教育

や作業前ミーティングにおいて、建

設機械等のアイドリングストップや

無用な空ぶかし、過積載や急加速等

の高負荷運転をしないよう指導・教

育を徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 

なし 

資材及び機械の 

運搬車両の運行 

工事工程の調整等により工事用車

両台数を平準化し、建設工事のピー

ク時の台数を低減する。 

事業者 

振動の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 工事関係者の通勤においては、乗

り合いの促進により、工事用車両台

数の低減を図る。 

事業者 

振動の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 工事用車両の点検・整備を十分に

実施する。 事業者 

振動の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 工事関係者に対して、入場前教育

や作業前ミーティングにおいて、車

両等のアイドリングストップや無用

な空ぶかし、過積載や急加速等の高

負荷運転をしないよう指導・教育を

徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 

なし 

 必要に応じて、工事用車両の走行

を円滑にするための交通誘導を実施

する。 

事業者 

振動の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 定期的に会議等を行い、工事関係

者に環境保全措置の内容について、

周知徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 なし 
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表 8.1-4 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（水質 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

造成等の施工によ

る一時的な影響 

造成箇所は、速やかに転圧等を行

う。 事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 造成工事においては、先行して調

節池を完成させ、工事期間中の仮設

沈砂池として利用し、濁水の発生を

抑制する。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 仮設沈砂池は、適切な数を設置す

るとともに、定期的に沈砂池内の土

砂の除去を行うことで、一定の容量

を維持する。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 土砂の流出を防止するため、土砂

流出防止柵（板柵工）・土堰堤やふと

んかご等を必要に応じ適所に設置す

る。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 必要に応じ、濁水濾過フィルター

等を設け、対象事業実施区域外及び

放流河川への土砂や濁水の流出防止

に努める。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 

 

表 8.1-5 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（地形及び地質 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

敷地の存在 

（土地の改変） 

現況の地形を考慮した造成計画と

し、地形の改変を極力小さくする。 事業者 

改変の程度を小さくすることで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 造成法面は、安定計算等により安

定性を確保する。 事業者 

法面の安定性を確保することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 適宜整地、転圧等を行い、法面の

崩壊を防止する。 事業者 

法面の崩壊を防止することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 排水路を適切に配置、管理し、法

面の崩壊を防止する。 事業者 

法面の崩壊を防止することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 
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表 8.1-6(1) 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（動物 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

建設機械の稼働 工事にあたっては、可能な限り低

騒音型の建設機械を使用する。 事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 猛禽類が最も敏感になる抱卵期～

育雛期は、営巣地付近の工事は可能

な限り避ける。 
事業者 

粉じんの飛散や騒音・振動の発生

を抑制することで、影響を低減す

る。その効果は、確実に得られるも

のである。 

なし 

 工事関係者に対して、入場前教育

や作業前ミーティングにおいて、建

設機械等のアイドリングストップや

無用な空ぶかし、過積載や急加速等

の高負荷運転をしないよう指導・教

育を徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 

なし 

資材及び機械の 

運搬車両の運行 

対象事業実施区域内の搬入路を工

事用車両が通行する際は、十分に減

速し、動物が接触する事故を未然に

防止する。 

事業者 

動物が接触する事故を未然に防

止する。その効果は、確実に得られ

るものである。 
なし 

 工事計画の策定にあたっては、工

事用車両が一時的に集中しないよう

工事を平準化し、計画的かつ効率的

な運行を行う等、環境の保全に努め

る。 

事業者 

粉じんの飛散や騒音・振動の発生

を抑制することで、影響を低減す

る。その効果は、確実に得られるも

のである。 

なし 

 工事関係者に対して、入場前教育

や作業前ミーティングにおいて、車

両等のアイドリングストップや無用

な空ぶかし、過積載や急加速等の高

負荷運転をしないよう指導・教育を

徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 

なし 

造成等の施工に 

よる一時的な影響 

造成工事においては、先行して調

節池を完成させ、工事期間中の仮設

沈砂池として利用し、濁水の発生を

抑制する。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 土砂の流出を防止するため、土砂

流出防止柵（板柵工）・土堰堤やふと

んかご等を必要に応じ適所に設置す

る。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 必要に応じ、濁水濾過フィルター

等を設け、対象事業実施区域外及び

放流河川への土砂や濁水の流出防止

に努める。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




485 

表 8.1-6(2) 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（動物 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

造成等の施工に 

よる一時的な影響 

太陽光発電パネル及び搬入路の設

置に伴う樹木の伐採は必要最小限に

とどめ、改変面積、切土量の削減に

努める。また、地形を十分考慮し、

地形の改変を極力小さくする。 

事業者 

動物の生息環境の改変を最小限

にすることで、影響を低減する。そ

の効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 造成により生じた裸地部は、必要

に応じ緑化する。緑化の際には、可

能な限り造成時の表土等を活用し、

植生の回復に努める。 

事業者 

動物の生息環境を創出すること

で、影響を低減する。その効果は、

確実に得られるものである。 
なし 

 地上移動性の小動物等の逃避に配

慮して徐々に造成を進めるなど、配

慮した施工方法を検討する。 

事業者 

工事による影響を低減する。その

効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 改変区域外への工事関係者の必要

以上の立ち入りを制限する。 事業者 

工事による影響を低減する。その

効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 工事中は定期的に会議を実施し、

環境保全措置の内容について、工事

関係者に周知徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 なし 

 

 

表 8.1-7 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（動物 供用時） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

敷地の存在 

（土地の改変） 

道路脇などの排水施設は、落下後

の這い出しが可能となるような設計

を極力採用し、動物の生息環境の分

断を低減する。 

事業者 

動物の生息環境の分断を最小限

にすることで、影響を低減する。そ

の効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 付帯する送電線は基本的に公道地

下埋設とする。 事業者 

構造物の存在を最小限にするこ

とで、影響を低減する。その効果は、

確実に得られるものである。 

なし 
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表 8.1-8 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（植物 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

造成等の施工に 

よる一時的な影響 

太陽光パネル及び搬入路の設置に

伴う樹木の伐採は必要最小限にとど

め、改変面積、切土量の削減に努め

る。また、地形を十分考慮し、地形

の改変を極力小さくする。 

事業者 

植物の生育環境の改変を最小限

にすることで、影響を低減する。そ

の効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 造成により生じた裸地部は、必要

に応じ緑化する。緑化の際には、可

能な限り造成時の表土等を活用し、

植生の回復に努める。 

事業者 

植生の回復を図ることで、影響を

低減する。その効果は、確実に得ら

れるものである。 
なし 

 造成工事においては、先行して調

節池を完成させ、工事期間中の仮設

沈砂池として利用し、濁水の発生を

抑制する。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 土砂の流出を防止するため、土砂

流出防止柵（板柵工）・土堰堤やふと

んかご等を必要に応じ適所に設置す

る。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 必要に応じ、濁水濾過フィルター

等を設け、対象事業実施区域外及び

放流河川への土砂や濁水の流出防止

に努める。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 改変区域外への工事関係者の必要

以上の立ち入りを制限する。 事業者 

工事による影響を低減する。その

効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 工事中は定期的に会議を実施し、

環境保全措置の内容について、工事

関係者に周知徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 なし 
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表 8.1-9 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（植物 供用時） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

敷地の存在 

（土地の改変） 

太陽光パネルの設置に影響がない

範囲で現存の植生を残存させる。 
事業者 

植物の生育環境の改変最小限に

することで、影響を低減する。その

効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 残置森林を確保するとともに、可

能な限り植物の生育環境を保全する

ため、伐採されていて樹木が少ない

部分は自然の遷移による緑化を図

る。 

事業者 

植生の回復を図ることで、影響を

低減する。その効果は、確実に得ら

れるものである。 なし 

 

 

表 8.1-10(1) 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（生態系 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

建設機械の稼働 工事にあたっては、可能な限り低

騒音型の建設機械を使用する。 事業者 

騒音の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 

なし 

 猛禽類が最も敏感になる抱卵期～

育雛期は、営巣地付近の工事は可能

な限り避ける。 
事業者 

粉じんの飛散や騒音・振動の発生

を抑制することで、影響を低減す

る。その効果は、確実に得られるも

のである。 

なし 

 工事関係者に対して、入場前教育

や作業前ミーティングにおいて、建

設機械等のアイドリングストップや

無用な空ぶかし、過積載や急加速等

の高負荷運転をしないよう指導・教

育を徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 

なし 

資材及び機械の 

運搬車両の運行 

対象事業実施区域内の搬入路を工

事用車両が通行する際は、十分に減

速し、動物が接触する事故を未然に

防止する。 

事業者 

動物が接触する事故を未然に防

止する。その効果は、確実に得られ

るものである。 
なし 

 工事計画の策定にあたっては、工

事用車両が一時的に集中しないよう

工事を平準化し、計画的かつ効率的

な運行を行う等、環境の保全に努め

る。 

事業者 

粉じんの飛散や騒音・振動の発生

を抑制することで、影響を低減す

る。その効果は、確実に得られるも

のである。 

なし 
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表 8.1-10(2) 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（生態系 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

資材及び機械の 

運搬車両の運行 

工事関係者に対して、入場前教育

や作業前ミーティングにおいて、車

両等のアイドリングストップや無用

な空ぶかし、過積載や急加速等の高

負荷運転をしないよう指導・教育を

徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 

なし 

造成等の施工に 

よる一時的な影響 

造成工事においては、先行して調

節池を完成させ、工事期間中の仮設

沈砂池として利用し、濁水の発生を

抑制する。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 土砂の流出を防止するため、土砂

流出防止柵（板柵工）・土堰堤やふと

んかご等を必要に応じ適所に設置す

る。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 必要に応じ、濁水濾過フィルター

等を設け、対象事業実施区域外及び

放流河川への土砂や濁水の流出防止

に努める。 

事業者 

濁水の発生を抑制することで、影

響を低減する。その効果は、確実に

得られるものである。 
なし 

 太陽光パネル及び搬入路の設置に

伴う樹木の伐採は必要最小限にとど

め、改変面積、切土量の削減に努め

る。また、地形を十分考慮し、地形

の改変を極力小さくする。 

事業者 

生物の生息・生育環境の改変を最

小限にすることで、影響を低減す

る。その効果は、確実に得られるも

のである。 

なし 

 造成により生じた裸地部は、必要

に応じ緑化する。緑化の際には可能

な限り造成時の表土等を活用し、植

生の回復に努める。 

事業者 

生物の生息・生育環境を創出する

ことで、影響を低減する。その効果

は、確実に得られるものである。 
なし 

 地上移動性の小動物等の逃避への

配慮として、工区を細分化した上で

順次施工する段階的施工計画を検討

する。 

事業者 

工事による影響を低減する。その

効果は、確実に得られるものであ

る。 
なし 

 改変区域外への工事関係者の必要

以上の立ち入りを制限する。 事業者 

工事による影響を低減する。その

効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 工事中は定期的に会議を実施し、

環境保全措置の内容について、工事

関係者に周知徹底する。 

事業者 

環境保全措置をより確実に実行

することができる。 なし 
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表 8.1-11 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（生態系 供用時） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

敷地の存在 

（土地の改変） 

道路脇などの排水施設は、落下後

の這い出しが可能となるような設計

を極力採用し、動物の生息環境の分

断を低減する。 

事業者 

動物の生息環境の分断を最小限

にすることで、影響を低減する。そ

の効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 付帯する送電線は基本的に公道地

下埋設とする。 事業者 

構造物の存在を最小限にするこ

とで、影響を低減する。その効果は、

確実に得られるものである。 

なし 

 

 

表 8.1-12 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（景観 供用時） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

敷地の存在 

（土地の改変） 

構造物の存在 

現況の地形を考慮した造成計画と

し、地形の改変を極力小さくする。 事業者 

改変の程度を最小限にすること

で、影響を低減する。その効果は、

確実に得られるものである。 

なし 

 樹木の伐採を最小限とし、造成に

より生じた切盛法面は必要に応じて

散布吹付け工などによる早期緑化を

行い、修景を図る。 

事業者 

改変の程度を最小限にすること

で、影響を低減する。その効果は、

確実に得られるものである。 
なし 

 設備の色彩は、周囲の環境になじ

みやすいように彩度を抑えた塗装と

する。 
事業者 

対象事業実施区域周辺との調和

を図ることで、影響を低減する。そ

の効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 太陽光パネルは、フレームにつや

消しがなされた製品を採用する。 
事業者 

対象事業実施区域周辺との調和

を図ることで、影響を低減する。そ

の効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 

 付帯する送電線は基本的に公道地

下埋設とし、景観に配慮する。 
事業者 

対象事業実施区域周辺との調和

を図ることで、影響を低減する。そ

の効果は、確実に得られるものであ

る。 

なし 
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表 8.1-13 環境保全のための措置の検討結果の整理 

（廃棄物 工事中） 

影響要因 措置の内容 
実施 

主体 
措置の効果及びその不確実性等 

措
置
の
実
施
に
伴
う 

環
境
影
響 

造成等の施工に 

よる一時的な影響 

建設副産物（残土等及び建設産業

廃棄物）の処理にあたっては、「資源

の有効な利用促進に関する法律（リ

サイクル法）」、「建設工事に係る資材

の再資源化に関する法律（通称「建

設リサイクル法」）」等の関係法令に

基づき業者に委託し、産業廃棄物管

理票（マニフェスト）を交付し、適

切に処理されることを監視する。 

事業者 

廃棄物の発生を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 工事現場内において発生した一般

廃棄物についても分別収集を行い、

リサイクル等再資源化に努める。 

事業者 

廃棄物の発生を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 コンクリート型枠は、計画的な転

用に努める。 事業者 

廃棄物の発生を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 使用する部材等は、加工品や完成

品を可能な限り採用し、廃棄物等の

減量化に努める。 

事業者 

廃棄物の発生を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 伐採樹木は基本的に現場でチップ

化等をし、対象事業実施区域内に散

布する。また、現場でチップ化等が

できなかったものは、中間処理施設

に搬出し、チップ化による再利用を

図り、再資源化率を向上させるとと

もに、廃棄物量の削減に努める。 

事業者 

廃棄物の発生を抑制することで、

影響を低減する。その効果は、確実

に得られるものである。 

なし 

 切土、掘削工事に伴う発生土は、

埋め戻し、盛土及び敷き均しに利用

し、残土は発生させない。 

事業者 

残土を発生させないことで、影響

を低減する。その効果は、確実に得

られるものである。 

なし 
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第 9 章 事後調査計画 

 

9.1 事後調査計画の概要 

事後調査は、福島県環境影響評価技術指針において、次のいずれかに該当すると認められ

る場合において、環境影響の程度が著しいものとなるおそれがあるときは、対象事業に係る

工事の実施中及び土地又は工作物の供用開始後において環境の状況を把握するための調査を

行うものとされている。 

 

(1) 予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる場合 

(2) 効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合 

(3) 工事の実施中及び土地又は工作物の供用開始後において環境保全措置の内容をより詳

細なものにする場合 

(4) 代償措置を講ずる場合であって、当該代償措置による効果の不確実性の程度及び当該代

償措置に係る知見の充実の程度を踏まえ、事後調査が必要であると認められる場合 

 

本事業においては、「第 7 章 環境影響評価」に示したとおり、周辺環境に著しい環境影響

を及ぼすことはないと予測しており、概ね上記の項目に該当せず、環境保全のための措置を

確実に実行することにより、予測及び評価の結果を確保できると考える。 

ただし、動物及び生態系については、予測において不確実性を伴うものであることから、

表 9.1-1～2 に示す事後調査を実施することとした。 

 

9.2 事後調査の結果により環境影響の程度が著しいことが明らかとなった場合の対応と方針 

事後調査の結果により環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合は、関係機関と

協議し、必要に応じて専門家の指導・助言を得た上で、対策を講じることとする。 

 

9.3 事後調査結果の公表方法 

事後調査結果の公表については、報告書にとりまとめて関係機関へ提出するとともに、重

要な種の保護に配慮した上で、事業者のホームページより公表する。 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




492 

表9.1-1 事後調査計画（動物） 

調査項目 調査内容 

希少猛禽類の 

生息状況調査 

調査対象 希少猛禽類 

調査理由 

本事業では、猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可

能な限り避けるなど、環境保全のための措置を講じることとしている。 

しかしながら、環境保全のための措置を実施した場合でも影響の回避には不確実

性を伴うことから、希少猛禽類の生息状況を確認し、環境保全のための措置の効果

を検証するため。 

調査時期 供用開始後 1 年間、毎月 3 日間とする。 

調査方法 
定点調査 

（調査方法は現況調査に準ずることとし、定点は 1 日につき 5 地点とする。） 

 

 

表9.1-2 事後調査計画（生態系） 

調査項目 調査内容 

希少猛禽類の 

生息状況調査 

調査対象 希少猛禽類 

調査理由 

本事業では、猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可

能な限り避けるなど、環境保全のための措置を講じることとしている。 

しかしながら、環境保全のための措置を実施した場合でも影響の回避には不確実

性を伴うことから、希少猛禽類の生息状況を確認し、環境保全のための措置の効果

を検証するため。 

調査時期 供用開始後 1 年間、毎月 3 日間とする。 

調査方法 
定点調査 

（調査方法は現況調査に準ずることとし、１日につき定点は 5 地点とする。） 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 章 環境影響の総合的な評価 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 




493 

第 10 章 環境影響の総合的な評価 

 

10.1 環境影響の総合的な評価 

調査結果、予測及び評価結果の概要は、表 10-1～10 に示すとおりである。 

本事業の実施による環境への影響は、環境保全のための措置を講じることにより、実行可

能な範囲内で回避又は低減が図られていることから、適切に配慮した計画であると評価する。 

 

表 10-1 環境影響評価結果総括表【大気質】 

（工事による影響 -建設機械の稼働- ） 

調査結果 

現地調査の結果、粉塵（降下ばいじん）は地点 1 で 0.6～3.1t/kｍ2/月、地点 2 で 0.2～4.8t/kｍ2/月であった。 

 

調査地点 夏季(t/kｍ2/月) 秋季(t/kｍ2/月) 冬季(t/kｍ2/月) 春季(t/kｍ2/月) 

地点１ 1.1 3.1 0.6 2.4 

地点２ 4.8 1.7 0.2 3.2 
 

予測結果 

粉じん（降下ばいじん）の予測地点における寄与濃度の最大値は、夏季の 0.9t/kｍ2/月と予測する。 

 

予測地点 
予測値（t/kｍ2/月） 

春季 夏季 秋季 冬季 

対象事業実施区域に最も近い民家 0.7 0.9 0.6 0.8 
 

環境保全措置 

・造成区域内において適宜散水を行う。 

・建設機械のタイヤに付着した土砂の払落しや清掃等を徹底する。 

評価結果 

建設機械の稼働による粉じん（降下ばいじん）の予測結果は、寄与濃度の最大値が 0.9t/kｍ2/月と予測した。本事業で

は、環境保全のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られていると評価す

る。 

また、この値は以下に示す降下ばいじん量の参考値を下回っていることから、環境保全の基準等との整合が図られてい

るものと評価する。 

【参考値】粉じん 10t/km2/月 

出典：「道路環境影響評価の技術手法(平成 24 年度版)」 

（平成 25 年 3 月、国土交通省 国土政策総合研究所・独立法人 土木研究所） 

事後調査 

本事業に伴う大気質への影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実施

しない。 
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表 10-1(2) 環境影響評価結果総括表【大気質】 

（工事による影響 -資材及び機械の運搬車両の運行- ） 

調査結果 

現地調査の結果、粉塵（降下ばいじん）は地点 1 で 0.6～3.1t/kｍ2/月、地点 2 で 0.2～4.8t/kｍ2/月であった。 

 

調査地点 夏季(t/kｍ2/月) 秋季(t/kｍ2/月) 冬季(t/kｍ2/月) 春季(t/kｍ2/月) 

地点１ 1.1 3.1 0.6 2.4 

地点２ 4.8 1.7 0.2 3.2 
 

予測結果 

粉じん（降下ばいじん）の予測地点における寄与濃度の最大値は、0.3t/km2/月と予測する。 

 

予測地点 
予測値（t/kｍ2/月） 

春季 夏季 秋季 冬季 

地点1 0.2 0.3 0.2 0.2 
 

環境保全措置 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により、工事用車両台数の低減を図る。 

・工事工程の調整等により工事用車両台数を平準化し、建設工事のピーク時の台数を低減する。 

・工事用車両の出入口付近は敷鉄板で養生するなど、タイヤに付着した土砂が公道路面に運び出されるのを防止する。 

・造成区域内において適宜散水を実施する。 

・工事用車両のタイヤに付着した土砂の払落しや清掃等を徹底する。 

評価結果 

資材及び機械の運搬車両の運行による粉じん（降下ばいじん）の予測結果は、寄与濃度の最大値が 0.3t/kｍ2/月と予測

した。本事業では、環境保全のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られ

ているものと評価する。 

また、この値は以下に示す降下ばいじん量の参考値を下回っていることから、環境保全の基準等との整合が図られてい

るものと評価する。 

【参考値】粉じん 10t/km2/月 

出典：｢道路環境影響評価の技術手法(平成 24 年度版)｣ 

（平成 25 年 3 月、国土交通省 国土政策総合研究所・独立法人 土木研究所） 

事後調査 

本事業に伴う大気質への影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実施

しない。 
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表 10-1(3) 環境影響評価結果総括表【大気質】 

（工事による影響 -造成等の施工による一時的な影響- ） 

調査結果 

現地調査の結果、粉塵（降下ばいじん）は地点 1 で 0.6～3.1t/kｍ2/月、地点 2 で 0.2～4.8t/kｍ2/月であった。 

 

調査地点 夏季(t/kｍ2/月) 秋季(t/kｍ2/月) 冬季(t/kｍ2/月) 春季(t/kｍ2/月) 

地点１ 1.1 3.1 0.6 2.4 

地点２ 4.8 1.7 0.2 3.2 
 

 

予測結果 

粉じんが発生しやすい気象条件（風力 4 以上）の発生する割合が最も多いのは 2 月の 3.2％である。また、降水量が少な

いと土壌の乾燥により風食が激しくなることから、月降水量が少ない 12 月～2 月にかけて粉じんが飛散しやすくなると考

えられる。 

以上により、粉じんが発生しやすくなる時期は、12 月～2 月の冬季と予測される。 

 

風力 

階級 

風速(WS) 

(m/s) 

出現率(％) 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 計 

0 WS<0.3 0.2 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.3 0.3 0.2 1.8 

1 0.3≦WS<1.6 1.7 1.2 1.4 1.3 1.4 1.4 2.0 2.2 2.4 2.9 2.5 2.2 22.7 

2 1.6≦WS<3.4 2.2 1.7 2.4 2.7 3.4 3.3 4.5 4.0 2.7 3.3 2.4 2.9 35.5 

3 3.4≦WS<5.5 2.2 1.4 2.2 2.1 2.5 2.4 1.6 1.9 2.1 1.1 1.4 1.4 22.2 

4 5.5≦WS<8.0 1.5 1.9 1.8 1.5 1.0 0.9 0.2 0.2 0.9 0.5 1.3 1.1 12.8 

5 8.0≦WS<10.8 0.6 0.9 0.6 0.5 0.1 0.2 0.0 - 0.0 0.3 0.3 0.5 4.0 

6 10.8≦WS<13.9 0.0 0.4 0.0 0.0 0.1 0.0 - - 0.0 0.1 0.0 0.2 0.8 

7 13.9≦WS<17.2 - 0.0 - 0.1 - - - - - - - 0.0 0.1 

8 17.2≦WS<20.8 - - - 0.0 - - - - - 0.0 - 0.0 0.0 

計 8.5 7.7 8.5 8.2 8.5 8.2 8.5 8.5 8.2 8.5 8.2 8.5 100.0 

風力階級 4 以上 2.1 3.2 2.4 2.1 1.2 1.1 0.2 0.2 0.9 0.9 1.6 1.8 17.7 

※1 欄内の”-“はその風向が出現しなかったことを意味する。 

2 欄内の”0.0”は四捨五入をした結果、0.1 に満たないことを示している。 

3 計欄の数値は個々の欄の四捨五入前の数値を合計しているため、個々の欄の合計とは会わないことがある。 

 

環境保全措置 

・適宜整地、転圧等を行い、土砂粉じん等の飛散を抑制する。 

・必要に応じて、造成地をシートにより被覆し、裸地からの粉じんの飛散を防止する。 

・定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底する。 

評価結果 

造成等の施工による一時的な影響による粉じん（降下ばいじん）が発生しやすくなる時期は、12 月～2 月の冬季と予測

した。また、本事業では、環境保全のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が

図られているものと評価する。 

事後調査 

本事業に伴う大気質への影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実施

しない。 
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表 10-2(1) 環境影響評価結果総括表【騒音】 

（工事による影響 -建設機械の稼働- ） 

調査結果 

現地調査の結果、環境騒音（地点 1）の等価騒音レベルは、昼間が 44dB、夜間が 36dB であった。 

道路交通騒音（地点 2）の等価騒音レベルは、昼間が 47dB、夜間が 37dB であった。 
単位：dB 

区分 調査地点 時間区分 

等価騒音レベル 
騒音レベル 

LA5 
騒音 

レベル 

環境基準 

（参考） 

環境騒音 
地点 1 

対象事業実施区域に隣接した民家付近 

昼間 

（6:00～22:00） 
44 60 44 

夜間 

（22:00～6:00） 
36 50 38 

道路交通騒音 

地点 2 

資材及び機械の運搬車両が運行する 

ルート沿道 

昼間 

（6:00～22:00） 
47 65 44 

夜間 

(22:00～6:00） 
37 60 37 

注）調査地点は、いずれも騒音に係る環境基準及び規制基準の指定を受けていないことから、ルート沿道の調査地点について

は、C地域の道路に面する地域における環境基準を当てはめた。民家周辺の調査地点については、C地域の一般地域にお

ける環境基準を当てはめた。 

予測結果 

建設機械の稼働に伴う騒音レベル(LA5)の予測結果は、以下に示すとおりである。 

建設機械の稼働に伴う騒音レベルは、敷地境界で最大 80.2dB と予測する。 

単位：dB 

予測地点 予測結果 

敷地境界における建設機械の稼働に伴う騒音レベル(ＬA5) 80.2 

対象事業実施区域に最も近い民家における建設機械の稼働に伴う騒音レベル(LAeq) 61.9 
 

 

環境保全措置 

・可能な限り低騒音型の建設機械等の採用に努める。 

・低騒音工法の採用や騒音に配慮した建設機械の配置等に努める。 

・建設機械等の点検・整備を十分に実施する。 

・建設機械等の集中稼働を行わないよう工事を平準化し、計画的かつ効率的に作業を実施する。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおいて、建設機械等のアイドリングストップや無用な空ぶ

かし、過積載や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

評価結果 

建設機械の稼働に伴う騒音の予測結果は、敷地境界で最大 80.2dB と予測した。本事業では、環境保全のための措置

を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られているものと評価する。 

また、この値は、以下に示す建設工事騒音の規制基準の値を下回っていることから、環境保全の基準等との整合が

図られているものと評価する。 

【規制基準】建設工事騒音 85dB（特定建設作業に係る規制） 

事後調査 

本事業に伴う騒音の影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実施

しない。 
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表 10-2(2) 環境影響評価結果総括表【騒音】 

（工事による影響 -資材及び機械の運搬車両の運行- ） 

調査結果 

現地調査の結果、環境騒音（地点 1）の等価騒音レベルは、昼間が 44dB、夜間が 36dB であった。 

道路交通騒音（地点 2）の等価騒音レベルは、昼間が 47dB、夜間が 37dB であった。 
単位：dB 

区分 調査地点 時間区分 

等価騒音レベル 
騒音レベル 

LA5 
騒音 

レベル 

環境基準 

（参考） 

環境騒音 
地点 1 

対象事業実施区域に隣接した民家付近 

昼間 

（6:00～22:00） 
44 60 44 

夜間 

（22:00～6:00） 
36 50 38 

道路交通騒音 

地点 2 

資材及び機械の運搬車両が運行する 

ルート沿道 

昼間 

（6:00～22:00） 
47 65 44 

夜間 

(22:00～6:00） 
37 60 37 

注）調査地点は、いずれも騒音に係る環境基準及び規制基準の指定を受けていないことから、ルート沿道の調査地点について

は、C地域の道路に面する地域における環境基準を当てはめた。民家周辺の調査地点については、C地域の一般地域におけ

る環境基準を当てはめた。 

予測結果 

資材及び機械の運搬車両の運行に伴う騒音レベル（LAeq）の予測結果は、56.5dB と予測する。 

単位：dB 

予測地点 
時間 

区分 

予測 

高さ 

（ｍ） 

工事中基礎交通量の 

等価騒音レベル LAeq① 

資材及び機械の運搬車両

の運行に伴う等価騒音 

レベルの増加分② 

工事中の 

等価騒音レベル LAeq 

①+② 

地点 2 昼間 1.2 47 9.5 56.5 
 

 

環境保全措置 

・工事工程の調整等により工事用車両台数を平準化し、建設工事のピーク時の台数を低減する。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により、工事用車両台数の低減を図る。 

・工事用車両の点検・整備を十分に実施する。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおいて、車両等のアイドリングストップや無用な空ぶか

し、過積載や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

・必要に応じて、工事用車両の走行を円滑にするための交通誘導を実施する。 

・定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底する。 

評価結果 

資材及び機械の運搬車両の運行に伴う騒音の予測結果は、予測地点で 56.5dB と予測した。また、本事業では、環境

保全のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られているものと評価す

る。 

また、この値は、以下に示す道路交通騒音の環境基準を下回っていることから、環境保全の基準等との整合が図ら

れているものと評価する。 

【環境基準】道路交通騒音 65dB（環境基準の適用はないが、C 地域の道路に面する地域を当てはめる。） 

事後調査 

本事業に伴う騒音の影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実施

しない。 
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表 10-3(1) 環境影響評価結果総括表【振動】 

（工事による影響 -資材等の運搬- ） 

調査結果 

現地調査の結果、環境振動（地点 1：対象事業実施区域に隣接した民家付近）、道路交通振動（地点 2：資材及び機

械の運搬車両が運行するルート沿道）ともに、すべての時間帯で 25dB 未満であった。 

 

予測結果 

建設機械の稼働に伴う振動レベル（Ｌ10）は、敷地境界で最大 51.2dB と予測する。 

単位：dB 

予測地点 予測結果 

敷地境界における建設機械の稼働に伴う振動レベル(Ｌ10) 51.2 

対象事業実施区域に最も近い民家における建設機械の稼働に伴う振動レベル(Ｌ10) 41.8 

 

 

環境保全措置 

・可能な限り低振動型の建設機械等の採用に努める。 

・低振動工法の採用や振動に配慮した建設機械の配置等に努める。 

・建設機械等の点検・整備を十分に実施する。 

・建設機械等の集中稼働を行わないよう工事を平準化し、計画的かつ効率的に作業を実施する。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおいて、建設機械等のアイドリングストップや無用な空

ぶかし、過積載や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

評価結果 

建設機械の稼働に伴う振動の予測結果は、敷地境界で最大 51.2dB と予測した。本事業では、環境保全のための措置

を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られているものと評価する。 

また、この値は、以下に示す建設工事振動の規制基準の値を下回っていることから、環境保全の基準等との整合が

図られているものと評価する。 

【規制基準】建設工事振動 75dB（特定建設作業に係る規制） 

事後調査 

本事業に伴う振動の影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実施

しない。 
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表 10-3(2) 環境影響評価結果総括表【振動】 

（工事による影響 -資材及び機械の運搬車両の運行- ） 

調査結果 

現地調査の結果、環境振動（地点 1：対象事業実施区域に隣接した民家付近）、道路交通振動（地点 2：資材及び機

械の運搬車両が運行するルート沿道）ともに、すべての時間帯で 25dB 未満であった。 

 

予測結果 

資材及び機械の運搬車両の運行に伴う振動レベル（LA10）の予測結果は、最大 31.6dB と予測する。 

単位：dB 

予測 

地点 
時間帯 

工事中基礎交通量の 

振動レベル 

L10①
※1,2 

資材及び機械の運搬車両の 

運行に伴う振動レベルの 

増加分② 

工事中の振動レベル L10 

①+②※1 

地点 2 

7:00～8:00 25 0.0 25.0 

8:00～9:00 25 6.1 31.1 

9:00～10:00 25 5.9 30.9 

10:00～11:00 25 6.6 31.6 

11:00～12:00 25 5.7 30.7 

12:00～13:00 25 0.0 25.0 

13:00～14:00 25 6.5 31.5 

14:00～15:00 25 5.9 30.9 

15:00～16:00 25 5.9 30.9 

16:00～17:00 25 5.9 30.9 

17:00～18:00 25 5.8 30.8 

18:00～19:00 25 0.0 25.0 
※1 予測式の適用範囲は、等価交通量Q*が10～1,000台/500秒/車線であることから、等価交通量が10台/500秒/車線未満となる時間帯の予測値L10

は25dBとした。 

※2 工事中基礎交通量は、予測式の適用範囲の等価交通量未満である。また、工事中基礎交通量は、現況交通量と同じ台数であり、道路交通振

動の現況調査結果は 25dB 未満であったことから、工事中基礎交通量の振動レベル L10は 25dB とした。 

環境保全措置 

・工事工程の調整等により工事用車両台数を平準化し、建設工事のピーク時の台数を低減する。 

・工事関係者の通勤においては、乗り合いの促進により、工事用車両台数の低減を図る。 

・工事用車両の点検・整備を十分に実施する。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおいて、車両等のアイドリングストップや無用な空ぶか

し、過積載や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

・必要に応じて、工事用車両の走行を円滑にするための交通誘導を実施する。 

・定期的に会議等を行い、工事関係者に環境保全措置の内容について、周知徹底する。 

評価結果 

資材及び機械の運搬車両の運行に伴う振動の予測結果は、予測地点（地点 2）で最大 31.6dB と予測した。本事業で

は、環境保全のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られているもの

と評価する。 

また、この値は、以下に示す道路交通振動の要請限度値を下回っていることから、環境保全の基準等との整合が図

られているものと評価する。 

【環境基準】道路交通振動 昼間 70dB（振動規制法の道路交通振動に係る第 2 種区域の要請限度） 

事後調査 

本事業に伴う振動の影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実施

しない。 
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表 10-4 環境影響評価結果総括表【水質】 

（工事による影響 -造成等の施工による一時的な影響- ） 

調査結果 

現地調査の結果、浮遊物質量（SS）は、晴天時では 1 未満～4mg/L、降雨時では 100～180mg/L であった。なお、調

査地点の後庵川及びその支流には環境基準の類型指定はない。 

 

単位：mg/L 

測定日 後庵川上流 後庵川下流 後庵川支流 環境基準 

平成 28 年 11 月 1 日 

（晴天時） 
2 1 未満 4 － 

平成 29 年 6 月 21 日 

（降雨時） 
140 100 180 － 

 

予測結果 

水の濁り（浮遊物質量）の予測結果は、以下に示すとおりである。 

各調節池の排出地点における浮遊物質量は、66～ 以下と予測する。 

 

予測地点 雨水滞留時間 予測結果 

A1 調節池 約 4 日 66～98mg/  

A2 調節池 約 5 日 66～98mg/  

A3 調節池 約 5 日 66～98mg/  

C1 調節池 約 3 日 66～98mg/  

C2 調節池 約 4 日 66～98mg/  

E1 調節池 約 5 日 66～98mg/  

F1 調節池 約 4 日 66～98mg/  

F2 調節池 約 5 日 66～98mg/  
 

 

環境保全措置 

・造成箇所は、速やかに転圧等を行う。 

・造成工事においては、先行して調節池を完成させ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、濁水の発生を抑制する。 

・仮設沈砂池は、適切な数を設置するとともに、定期的に沈砂池内の土砂の除去を行うことで、一定の容量を維持す

る。 

・土砂の流出を防止するため、土砂流出防止柵（板柵工）・土堰堤やふとんかご等を必要に応じ適所に設置する。 

・必要に応じ、濁水濾過フィルター等を設け、対象事業実施区域外及び放流河川への土砂や濁水の流出防止に努める。 

評価結果 

造成等の施工による一時的な影響に伴う水の濁り（浮遊物質量）の予測結果は、66～98mg/

本事業では、環境保全のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られて

いるものと評価する。 

事後調査 

本事業に伴う騒音の影響は、実行可能な範囲で低減が図られているものと評価するため、事後調査は実施しない。 
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表 10-5 環境影響評価結果総括表【地形及び地質】 

（工事による影響 -造成等の施工による一時的な影響- ） 

調査結果 

①既存資料調査 

対象事業実施区域内には、指定文化財、レッドデータブック、日本の重要な地形･地質等に指定された重要な地形・

地質は存在しない。 

 

②現地調査 

地質層序は、以下に示すとおりである。 

なお、地下水位については、B-1～3 の孔内水位は GL-1.78～-0.99m（自然水位）であり、B-4～6 では自然水位を確

認することはできなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質時代 地質名 地質記号 平均Ｎ値 

第四紀 完新世 

表土 

（盛土含む） 
ts 

B-1～3：3 

B-4～6：10 

礫質土 Asg B-4～6：30 

新第三紀 中新世 

強風化 

砂質シルト岩 
Sis-sw 

B-1～3：27 

B-4～6：28 

風化 

砂質シルト岩 
Sis-w 

B-1～3：50以上 

B-4～6：50以上 

 
風化集塊岩 

（挟在層） 
Cg-w B-4～6：50以上 

砂質シルト岩 Sis 
B-1～3：50以上 

B-4～6：50以上 

予測結果 

対象事業実施区域内には、重要な地形・地質は存在しないことから、重要な地形・地質への影響はないと予測する。 

なお、造成については、現況地形を生かす計画であり、造成法面は、概ね 33％の勾配とする計画である。また、雨

水等による侵食防止を図るため、植栽や小段の設置等により法面保護を実施する。 

環境保全措置 

・現況の地形を考慮した造成計画とし、地形の改変を極力小さくする。 

・造成法面は、安定計算等により安定性を確保する。 

・適宜整地、転圧等を行い、法面の崩壊を防止する。 

・排水路を適切に配置、管理し、法面の崩壊を防止する。 

評価結果 

敷地の存在（土地の改変）による地形及び地質への影響は、対象事業実施区域内には、重要な地形・地質をは存在

しないことから、重要な地形・地質への影響はないと予測した。また、本事業では、環境保全のための措置を講じる

ことから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られているものと評価する。 

事後調査 

本事業に伴う地形及び地質への影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後

調査は実施しない。 
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表 10-6 環境影響評価結果総括表【動物】 

（工事による影響 -建設機械の稼働、資材及び機械の運搬車両の運行、 

造成等の施工による一時的な影響-、供用による影響 -敷地の存在（土地の改変）-） 

調査結果 

現地調査の結果、哺乳類 6 目 13 科 20 種、鳥類 14 目 37 科 86 種(猛禽類調査結果を含む)、爬虫類 1 目 4 科 7 種、両

生類 2 目 6 科 10 種、昆虫類 16 目 203 科 847 種、魚類 4 目 5 科 11 種、底生動物 19 目 66 科 140 種を確認した。 

また、重要種に該当する種は、以下のとおりである。 

分類 確認種数 主な確認種 

哺乳類 4 目 4 科 4 種 カヤネズミ、ツキノワグマ、カモシカ等 

鳥類 8 目 11 科 21 種 アオバト、ハチクマ、ミサゴ、ハイタカ、オオタカ、サシバ、クマタカ等 

爬虫類 1 目 3 科 4 種 ヒガシニホントカゲ、ジムグリ、ヤマガカシ等 

両生類 2 目 4 科 6 種 バンダイハコネサンショウウオ、ニホンアカガエル等 

昆虫類 4 目 6 科 9 種 コオイムシ、ハマダラハルカ、クロゲンゴロウ、ミズスマシ、ガムシ、等 

魚類 3 目 4 科 6 種 スナヤツメ類、キンブナ、ドジョウ、ニッコウイワナ等 

底生動物 3 目 5 科 8 種 オオタニシ、コオイムシ、ミズスマシ、ケスドロムシ等 
 

予測結果 

建設機械の稼働（主に騒音・振動）による影響については、低騒音・低振動型の建設機械の採用に努めることにより、重

要な種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより低減されると予測する。 

なお、調査範囲内において営巣が確認されている希少猛禽類のクマタカについては、クレーンのアームが動くとそちらを

凝視したり、発破時に首をすくめて驚くしぐさを見せることがあったが、それ以外はほとんど気にする様子はなく、工事の

影響は小さいと報告されている。また、工事に伴う騒音は一時的なものであることから、クマタカを含む希少猛禽類への影

響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じることから、低減できるものと予測する。 

資材及び機械の運搬車両の運行による影響については、造成計画として、対象事象実施区域内で切土、盛土のバランスを

図り、残土を発生させない計画とすることで、工事用車両の走行台数を低減するほか、工事用車両の走行による動物との接

触事故を回避するため、現場内における走行速度の制限や工事関係者への注意喚起に努めることにより、重要な種へ及ぼす

影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより低減されると予測する。 

造成等の施工による一時的な影響（工事中の濁水の排水による影響）については、造成工事に先行して調節池を完成させ、

工事期間中の仮設沈砂池として利用し、また必要に応じて土砂流出防止柵を設置するなど、対象事業実施区域外への土砂や

濁水の流出防止に努めることから、重要な種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じるこ

とにより低減されると予測する。 

敷地の存在（土地の改変）による影響については、事業の実施により、調査範囲内のコナラ群落が約 13％、落葉低木二

次林が約 76％、アカマツ林が約 4％、スギ植林が約 4％、竹林、ヨシ群落、ヨモギ群落、人工裸地が合わせて約 4％が減少

する。最も改変割合の大きい落葉低木二次林においては、重要な種としてツキノワグマ、カモシカといった大型哺乳類が確

認されている。両種とも落葉低木二次林（伐採跡地）の作業道を移動経路の一部として利用していると推定されるが、いず

れも本来樹林性の種であることから、餌場やねぐらといった重要な環境は、対象事業実施区域外に広く分布する樹林環境を

より利用、依存していると推定される。したがって、本事業が両種に及ぼす影響はほとんどないと予測する。 

また、サシバ及びクマタカについては、調査範囲内において営巣が確認されているが、クマタカについては、営巣適地の

推定結果において対象事業実施区域内には営巣適地としてポテンシャルの高いエリアは少ないことから営巣環境への影響

は小さいものと予測する。さらに、サシバ、クマタカ両種の営巣地近傍は改変を避ける計画とするとともに、繁殖期には営

巣地近傍における工事を控えるなどの環境保全のための措置を講じることから影響は低減されると予測する。 
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環境保全措置 

・工事にあたっては、可能な限り低騒音型の建設機械を使用する。 

・猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可能な限り避ける。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおいて、建設機械及び車両等のアイドリングストップや無用な

空ぶかし、過積載や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

・対象事業実施区域内の搬入路を工事用車両が通行する際は、十分に減速し、動物が接触する事故を未然に防止する。 

・工事計画の策定にあたっては、工事用車両が一時的に集中しないよう工事を平準化し、計画的かつ効率的な運行を行う等、

環境の保全に努める。 

・造成工事においては、先行して調節池を完成させ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、濁水の発生を抑制する。 

・土砂の流出を防止するため、土砂流出防止柵（板柵工）・土堰堤やふとんかご等を必要に応じ適所に設置する。 

・必要に応じ、濁水濾過フィルター等を設け、対象事業実施区域外及び放流河川への土砂や濁水の流出防止に努める。 

・太陽光発電パネル及び搬入路の設置に伴う樹木の伐採は必要最小限にとどめ、改変面積、切土量の削減に努める。また、

地形を十分考慮し、地形の改変を極力小さくする。 

・造成により生じた裸地部は、必要に応じ緑化する。緑化の際には、可能な限り造成時の表土等を活用し、植生の回復に努

める。 

・地上移動性の小動物等の逃避への配慮として、工区を細分化した上で順次施工する段階的施工計画を検討する。 

・改変区域外への工事関係者の必要以上の立ち入りを制限する。 

・工事中は定期的に会議を実施し、環境保全のための措置の内容について、工事関係者に周知徹底する。 

・道路脇などの排水施設は、落下後の這い出しが可能となるような設計を極力採用し、動物の生息環境の分断を低減する。 

・付帯する送電線は基本的に公道地下埋設とする。 

評価結果 

予測の結果、動物の重要な種への影響はほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより影響が低減さ

れると予測する。 

以上のことから、本事業に係る動物の重要な種への影響は、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図

られているものと評価する。なお、工事中において、新たに重要な動物が確認された場合には、専門家の指導・助言

を得て、適切な措置を講じるものとする。 

事後調査 

 

調査項目 調査内容 

希少猛禽類の 

生息状況調査 

調査対象 希少猛禽類 

調査理由 

本事業では、猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可

能な限り避けるなど、環境保全のための措置を講じることとしている。 

しかしながら、環境保全のための措置を実施した場合でも影響の回避には不確実

性を伴うことから、希少猛禽類の生息状況を確認し、環境保全のための措置の効果

を検証するため。 

調査時期 供用開始後１年間、毎月 3 日間とする。 

調査方法 
定点調査 

（調査方法は現況調査に準ずることとし、定点は 1 日につき 5 地点とする。） 
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表 10-7 環境影響評価結果総括表【植物】 

（工事による影響 -造成等の施工による一時的な影響-、 

供用による影響 -敷地の存在（土地の改変）-） 

調査結果 

現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺において、126 科 764 種の植物が確認された。 

また、重要種に該当する種は、14 科 19 種であり、分類ごとの目科種数は、以下のとおりである。 

 

分類 確認種数 主な確認種 

シダ植物 2 科 4 種 オオクジャクシダ、シケチシダ、オニヒカゲワラビ等 

離弁科類 7 科 8 種 ノダイオウ、ヤマシャクヤク、タコノアシ、ハナビゼリ等 

合弁科類 3 科 3 種 オオハシカグサ、ヒキヨモギ、オオニガナ 

単子葉植物 2 科 4 種 ウリカワ、エビネ、アケボノシュスラン、ヒトツボクロ 

合計 14 科 19 種 - 

 

調査範囲は、主に樹林部と平野部から構成されている。樹林部では、対象事業実施区域内は主に落葉低木群落が、

対象事業実施区域外は主に尾根部にアカマツ群落、斜面から谷部にかけてはスギ植林やコナラ群落が分布していた。 

平野部では、水田や畑地等がみられた他、放棄水田がみられた。また、長期間放棄された耕作地では、ヨシ群落や

ウキヤガラ群落、ヨモギ群落、セイタカアワダチソウ群落等の多年生草本群落、ヤナギ低木群落といった木本群落に

遷移している様子が確認された。 

予測結果 

の実施に伴い改変される植物群落の面積及び割合は表 7.7-17、植生改変区域図は図 7.7-4 に示すとおりである。 

造成等の施工による一時的な影響（工事中の濁水の排水による影響）については、造成工事に先行して調節池を完

成させ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、また必要に応じて土砂流出防止柵を設置するなど、対象事業実施区

域外への土砂や濁水の流出防止に努めることから、重要な種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないと予測する。 

敷地の存在（土地の改変）による影響については、事業の実施により、調査範囲内のコナラ群落が約 13％、落葉低

木二次林が約 76％、アカマツ林が約 4％、スギ植林が約 4％、竹林、ヨシ群落、ヨモギ群落、人工裸地が合わせて約 4％

が減少する。ただし、最も改変の割合が大きい落葉低木二次林は、自然度の低い伐採跡地から遷移した植生である。

一方、その他の植生は対象事業実施区域周辺に同様の環境が広く分布していることから、事業の実施による植物相へ

の影響はほとんどなく、今後も持続すると予測する。 

なお、重要な種のうち、対象事業実施区域内の休耕田部に生育するタコノアシについては、生育地点 2 ヶ所各 1 株

が、土地の改変により消失するおそれがある。ただし、対象事業実施区域近辺には多数の生育が確認されていること

から、影響は軽微と予測する。同じく対象事業実施区域内において確認されているミスミソウ属及びヒキヨモギにつ

いては、残置森林として周辺の樹林環境も含め残存する計画であることから、影響はないと予測する。 
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環境保全措置 

・太陽光パネル及び搬入路の設置に伴う樹木の伐採は必要最小限にとどめ、改変面積、切土量の削減に努める。また、

地形を十分考慮し、地形の改変を極力小さくする。 

・造成により生じた裸地部は、必要に応じ緑化する。緑化の際には、可能な限り造成時の表土等を活用し、植生の回

復に努める。 

・造成工事においては、先行して調節池を完成させ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、濁水の発生を抑制する。 

・土砂の流出を防止するため、土砂流出防止柵（板柵工）・土堰堤やふとんかご等を必要に応じ適所に設置する。 

・必要に応じ、濁水濾過フィルター等を設け、対象事業実施区域外及び放流河川への土砂や濁水の流出防止に努める。 

・改変区域外への工事関係者の必要以上の立ち入りを制限する。 

・工事中は定期的に会議を実施し、環境保全のための措置の内容について、工事関係者に周知徹底する。 

・太陽光パネルの設置に影響がない範囲で現存の植生を残存させる。 

・残置森林を確保するとともに、可能な限り植物の生育環境を保全するため、伐採されていて樹木が少ない部分は自

然の遷移による緑化を図る。 

評価結果 

予測の結果、植物の重要な種及び群落への影響は、一部の種を除き、ほとんどないか、環境保全のための措置を講

じることにより低減されると予測された。 

以上のことから、本事業に係る植物の重要な種及び群落への影響は、事業者の実行可能な範囲内で回避又は低減が

図られているものと評価する。 

なお、工事中において、新たに重要な植物が確認された場合には、適切な措置を講じるものとする。 

事後調査 

本事業に伴う植物への影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実

施しない。 
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表 10-8 環境影響評価結果総括表【生態系】 

（工事による影響 -建設機械の稼働、資材及び機械の運搬車両の運行、 

造成等の施工による一時的な影響-、供用による影響 -敷地の存在（土地の改変）-） 

調査結果 

対象事業実施区域は、標高は約 310～550ｍであり、額取山の東の尾根から連なる丘陵地上に位置し、対象事業実施

区域の北西から東方向に流れる後庵川と、南側を流れる藤田川の間に位置している。 

また、対象事業実施区域の地質は、砂岩・頁岩等からなる固結堆積物が広く分布し、西側の一部は石英安山岩から

なる火成岩（火山岩）が、東側の一部は火山性堆積物や変成岩が分布している。 

地域を特徴づける自然環境の類型区分及び動植物の概要は、以下に示すとおりである。 

また、地域の生態系を特徴づける注目種等は、以下に示すとおり選定した。 

 

自然環境の類型区分 

地形 環境区分 主な植生区分 
丘陵地 樹林環境 コナラ群落、落葉低木二次林、アカマツ群落、スギ植林、伐採跡地群落 
谷戸 乾性草地環境 ススキ群落、ヨモギ群落、畑地、竹林、人工構造物 
谷戸 湿性草地環境 ヨシ群落、水田、放棄水田、開放水域 

 

動植物の概要 

環境類型区分 生産者 消費者 

丘陵地 樹林環境 コナラ 

クリ 

ヤマグワ 

マタタビ 

アカマツ 等 

【草食】 

ノウサギ 

バッタ類 

ハムシ類 

トンボ類 

チョウ類 

ガ類 

ミミズ類 

ユスリカ類 

カゲロウ類 

【草食・昆虫食】 

アカネズミ 

ヤマドリ 

カラ類 

ホオジロ類 

アブラハヤ 

ドジョウ 

 

【昆虫食】 

ニホンアマガエル 

ニホンアカガエル 

トウキョウダルマガエル 

【肉食】 

キツネ 

クマタカ 

ノスリ 

サシバ 

アオサギ 

シマヘビ 

ヤマカガシ 

アオダイショウ 

 

谷戸 乾性草地環境 コハコベ 

ヘビイチゴ 

ワラビ 

セイヨウタンポポ 

カモガヤ 等 

谷戸 湿性草地環境 ヨシ 

ガマ 

ミゾソバ 

イネ 

藻類 等 

 

生態系を特徴づける注目種等の選定結果 

区分 注目種等 選定理由 

上位性 クマタカ 

調査地域の生態系において、最上位に位置する消費者である。調査地域を営巣地とし

て利用しているほか、餌資源の一部を調査地域に生息する哺乳類、鳥類、爬虫類に依

存していると推定される。 

典型性 

ノウサギ 

調査範囲の樹林環境、草地環境において広く確認されている。生態系における中間消

費者（植物食）であるほか、キツネ、クマタカといった上位消費者の餌資源として重

要な存在であると推定される。 

ドジョウ 

調査範囲の河川、水路、ため池といった水域環境において広く確認されている。底生

動物や藻類を摂餌する生態系の中間消費者であるほか、イタチ、アオサギといった上

位消費者の餌資源として重要な存在であると推定される。 

特殊性 該当なし 
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予測結果 

ア．注目種等の分布、生息環境又は生育環境の改変の程度 

建設機械の稼働（主に騒音・振動）による影響については、低騒音・低振動型の建設機械の採用に努めることにより、

注目種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより低減されると予測する。 

なお、調査範囲内において営巣が確認されている希少猛禽類のクマタカについては、クレーンのアームが動くとそち

らを凝視したり、発破時に首をすくめて驚くしぐさを見せることがあったが、それ以外はほとんど気にする様子はなく、

工事の影響は小さいと報告されている。また、工事に伴う騒音は一時的なものであることから、クマタカを含む希少猛

禽類については、影響はほとんどないか、環境保全のための措置を講じることから、影響は低減できるものと予測する。 

資材及び機械の運搬車両の運行による影響については、造成計画として、対象事象実施区域内で切土、盛土のバラン

スを図り、残土を発生させない計画とすることで、工事用車両の走行台数を低減するほか、工事用車両の走行による動

物との接触事故を回避するため、現場内における走行速度の制限や工事関係者への注意喚起に努めることにより、重要

な種へ及ぼす影響は、いずれもほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより低減されると予測する。 

造成等の施工による一時的な影響（工事中の濁水の排水による影響）については、対象事業実施区域に近接する水路

に生息する一部のドジョウに対して、工事による濁水の排水により、生息環境が悪化するおそれがある。しかし、造成

工事に先行して調節池を完成させ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、また必要に応じて土砂流出防止柵を設置す

るなど、対象事業実施区域外への土砂や濁水の流出防止に努めることから、ドジョウへ及ぼす影響はほとんどないか、

環境保全のための措置を講じることにより影響が低減されると予測する。 

敷地の存在（土地の改変）による影響については、事業の実施により、調査範囲内のコナラ群落が約 13％、落葉低木

二次林が約 76％、アカマツ林が約 4％、スギ植林が約 4％、竹林、ヨシ群落、ヨモギ群落、人工裸地が合わせて約 4％が

減少する。 

ノウサギは、最も改変割合の大きい落葉低木二次林での確認例は少なく、対象事業実施区域外に広く分布する樹林環

境や草地環境を生息地としてより選好する傾向がみられた。このため、本種への影響はほとんどないか、環境保全のた

めの措置を講じることにより影響は低減されると予測する。 

ドジョウは、春季調査時に谷戸沿いの水路において生息が確認された 2 地点が改変により消失する。但し、本種は対

象事業実施区域外に広く個体群が分布していること、及びそれらの個体群や生息地は環境保全のための措置を講じるこ

とにより影響が低減、保全されることから、一部の生息地は消失するものの、個体群及び生息地の多くは持続すると予

測する。 

クマタカについては、営巣適地の推定結果において対象事業実施区域内には営巣適地としてポテンシャルの高いエリ

アは少ないことから営巣環境への影響は小さいものと予測する。さらに、クマタカの営巣地近傍は改変を避ける計画と

するとともに、繁殖期には営巣地近傍における工事を控えるなどの環境保全のための措置を講じることから影響は低減

されるものと予測する。 

イ．クマタカへの影響の程度 

採餌環境の適合性区分ごとの面積改変率の最大値は、適合性区分 0.00-0.20 における約 5.4％であり、いずれの適合性

区分においても面積改変率は小さいと予測する。 

調査地域における餌資源量は、本事業の実施により約 30.1kg 減少し、事業実施後の餌資源量は約 1,598.2kg と推定され

ることから、調査地域周辺に生息するクマタカの必要餌資源量を上回っている。よって、本事業の実施後においても、

クマタカが必要とする餌資源量は対象事業実施区域及びその周囲において維持されると予測する。 

クマタカの営巣適地点数ごとの解析範囲に対する改変率は、3 点で 0.57％、2 点で 2.94％、1 点で 9.20％、0 点で 0.00％

であり、いずれにおいてもその改変率は小さいと予測する。 

幼鳥の 95％行動圏内に含まれる改変区域の面積は約 0.1ha であると予測する。また、改変部は営巣木のある斜面の反

対側であり、営巣木からは視認できないことから、幼鳥の行動圏への影響は小さいと予測する。 
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環境保全措置 

・工事にあたっては、可能な限り低騒音型の建設機械を使用する。 

・猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可能な限り避ける。 

・工事関係者に対して、入場前教育や作業前ミーティングにおいて、建設機械及び車両等のアイドリングストップや

無用な空ぶかし、過積載や急加速等の高負荷運転をしないよう指導・教育を徹底する。 

・対象事業実施区域内の搬入路を工事用車両が通行する際は、十分に減速し、動物が接触する事故を未然に防止する。 

・工事計画の策定にあたっては、工事用車両が一時的に集中しないよう工事を平準化し、計画的かつ効率的な運行を

行う等、環境の保全に努める。 

・造成工事においては、先行して調節池を完成させ、工事期間中の仮設沈砂池として利用し、濁水の発生を抑制する。 

・土砂の流出を防止するため、土砂流出防止柵（板柵工）・土堰堤やふとんかご等を必要に応じ適所に設置する。 

・必要に応じ、濁水濾過フィルター等を設け、対象事業実施区域外及び放流河川への土砂や濁水の流出防止に努める。 

・太陽光パネル及び搬入路の設置に伴う樹木の伐採は必要最小限にとどめ、改変面積、切土量の削減に努める。また、

地形を十分考慮し、地形の改変を極力小さくする。 

・造成により生じた裸地部は、必要に応じ緑化する。緑化の際には可能な限り造成時の表土等を活用し、植生の回復

に努める。 

・地上移動性の小動物等の逃避に配慮して徐々に造成を進めるなど、配慮した施工方法を検討する。 

・改変区域外への工事関係者の必要以上の立ち入りを制限する。 

・工事中は定期的に会議を実施し、環境保全のための措置の内容について、工事関係者に周知徹底する。 

・道路脇などの排水施設は、落下後の這い出しが可能となるような設計を極力採用し、動物の生息環境の分断を低減

する。 

・付帯する送電線は基本的に公道地下埋設とする。 

評価結果 

予測の結果、地域を特徴づける生態系への影響はほとんどないか、環境保全のための措置を講じることにより影響

が低減されると予測された。 

以上のことから、本事業に係る地域を特徴づける生態系への影響は、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は

低減が図られているものと評価する。 

事後調査 

 

調査項目 調査内容 

希少猛禽類の 

生息状況調査 

調査対象 希少猛禽類 

調査理由 

本事業では、猛禽類が最も敏感になる抱卵期～育雛期は、営巣地付近の工事は可

能な限り避けるなど、環境保全のための措置を講じることとしている。 

しかしながら、環境保全のための措置を講じた場合でも影響の回避には不確実性

を伴うことから、希少猛禽類の生息状況の確認し、環境保全のための措置の効果を

検証するため。 

調査時期 供用開始後１年間、毎月 3 日間とする。 

調査方法 
定点調査 

（調査方法は現況調査に準ずることとし、定点は 5 地点とする。） 
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表 10-9 環境影響評価結果総括表【景観】 

（供用による影響 -敷地の存在（土地の改変）、構造物の存在-） 

調査結果 

既存資料調査の結果、対象事業実施区域及びその近傍には、景観資源及び主要な眺望点はない。 

現地調査の結果、主要な眺望点及び主要な眺望景観の状況は、以下に示すとおりである。 

 

番 

号 
名称 

対象事業実施区域 

からの距離 
対象事業実施区域の視認性 

1 

逢瀬公園 

（西側駐車場付近

の階段最上段） 

南、約 4.4km 
眺望点周辺の樹林や対象事業実施区域より手前にある尾根により遮られ

るものの、対象事業実施区域の一部を視認できる。 

2 
高篠山森林公園 

（展望台付近） 
南西、約 4.0km 眺望点周辺の樹林に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

3 額取山（頂上） 西、約 2.1km 
眺望点周辺の樹林により遮られるものの、対象事業実施区域の一部を視認

できる。 

4 
待池公園北西角付

近の交差点 
東、約 3.6km 

眺望点周辺の植栽や建物等により遮られるものの、対象事業実施区域の一

部を視認できる。 

5 四ッ谷集落 東、約 3.8km 
対象事業実施区域より手前にある尾根により遮られるものの、対象事業実

施区域の一部を視認できる。 

6 屋敷集落 東、約 4.4km 
対象事業実施区域より手前にある尾根により遮られるものの、対象事業実

施区域の一部を視認できる。 

7 磐越西線喜久田駅 東、約 6.4km 
眺望点周辺の建物より遮られるものの、対象事業実施区域の一部を視認で

きる。 

8 後庵集落 東、約 350ｍ 
眺望点周辺の植栽や建物により遮られており、対象事業実施区域は視認で

きない。 

9 乙宿禰神社 南東、約 500ｍ 眺望点周辺の樹林等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

10 慈眼寺 東、約 1.4km 眺望点周辺の建物等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

11 長橋神社 東、約 1.9km 眺望点周辺の建物等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

12 鹿島神社 東、約 2.7km 眺望点周辺の建物等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

13 熊野神社 北東、約 2.1km 眺望点周辺の樹林に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

14 鬼渡神社 南東、約 3.0km 眺望点周辺の建物等に遮られており、対象事業実施区域は視認できない。 

15 滝集落 南、約 450ｍ 
眺望点周辺の建物や対象事業実施区域より手前にある尾根により遮られ

ており、対象事業実施区域は視認できない。 

16 大穴集落 北東、約 150ｍ 
眺望点周辺の建物等により遮られるものの、対象事業実施区域の一部を視

認できる。 

17 松葉集落 南東、約 600ｍ 
眺望点周辺の樹林により遮られており、対象事業実施区域は視認できな

い。 
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予測結果 

ア．主要な眺望点及び景観資源の分布の改変の程度 

主要な眺望点及び景観資源は、対象事業実施区域及び近傍に存在せず、本事業による改変はないため、影響は生

じないと予測する。 

イ．主要な眺望景観の変化 

近景及び中景からの眺望は、本事業によりスカイラインの一部が変化するが、現況と比べて大きな変化はない。

また、わずかに太陽光パネルを視認できる程度であり、眺望の変化は小さいと予測する。 

遠景からの眺望は、本事業の太陽光パネルが出現するが、現況と比べて著しく目立つものではなく、周辺の自然

的な景観の一部として調和し眺望の変化は小さいと予測する。 

環境保全措置 

・現況の地形を考慮した造成計画とし、地形の改変を極力小さくする。 

・樹木の伐採を最小限とし、造成により生じた切盛法面は必要に応じて散布吹付け工などによる早期緑化を行い、修

景を図る。 

・設備の色彩は、周囲の環境になじみやすいように彩度を抑えた塗装とする。 

・太陽光パネルは、フレームにつや消しがなされた製品を採用する。 

・付帯する送電線は基本的に公道地下埋設とし、景観に配慮する。 

評価結果 

敷地の存在（土地の改変）及び構造物の存在に伴う景観への影響の予測結果は、主要な眺望点及び景観資源への影

響は生じないと予測した。また、主要な眺望点からの眺望の変化は小さいと予測した。 

本事業では、環境保全のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減が図られ

ているものと評価する。 

事後調査 

本事業に伴う景観への影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は実

施しない。 
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表 10-10 環境影響評価結果総括表【廃棄物等】 

（工事による影響 -造成等の施工による一時的な影響-） 

調査結果 

対象事業実施区域において、切土・盛土に伴う土砂の保管はない。 

予測結果 

廃棄物及び建設副産物の予測結果は、以下に示すとおりである。 

造成等の施工による一時的な影響に伴う廃棄物及び建設副産物は、刈草・伐採木が約 3,730ｔ、がれき類が約 5ｔ、

木くずが約 220ｔ、廃プラスチック類が約 20ｔ、建設混合廃棄物が約 100ｔ発生するものと予測する。これらは、可

能な限り有効利用するとともに、適正に処理・処分されるものと予測される。 

なお、本事業では、対象事業実施区域内で切土・盛土のバランスを図ることから、残土の発生はない。 

 

廃棄物及び 

建設副産物 
発生量 有効利用及び処分の方法 

刈草・伐採木 約 3,730ｔ 
・基本的に現場でチップ化、一部を土砂流出防止柵等に再利用 

・現場で再利用できなかったものは、中間処理施設に搬出、適正処理・処分 

がれき類 約 5ｔ 中間処理施設に搬出、適正処理・処分 

木くず 約 220ｔ 
・梱包材は、運搬業者が回収 

・梱包材以外は、中間処理施設に搬出、適正処理・処分 

廃プラスチック類 約 20ｔ 
中間処理施設に搬出、適正処理・処分 

建設混合廃棄物 約 100ｔ 

残土 0ｔ 対象事業実施区域内で切土・盛土のバランスを図る 
 

 

環境保全措置 

・建設副産物（残土等及び建設産業廃棄物）の処理にあたっては、「資源の有効な利用促進に関する法律（リサイクル

法）」、「建設工事に係る資材の再資源化に関する法律（通称「建設リサイクル法」）」等の関係法令に基づき業者に委

託し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）を交付し、適切に処理されることを監視する。 

・工事現場内において発生した一般廃棄物についても分別収集を行い、リサイクル等再資源化に努める。 

・コンクリート型枠は、計画的に転用することに努める。 

・使用する部材等は、加工品や完成品を可能な限り採用し、廃棄物等の減量化に努める。 

・伐採樹木は基本的に現場でチップ化等をし、対象事業実施区域内に散布する。また、現場でチップ化等ができなか

ったものは、中間処理施設に搬出し、チップ化による再利用を図り、再資源化率を向上させるとともに、廃棄物量

の削減に努める。 

・切土、掘削工事に伴う発生土は、埋め戻し、盛土及び敷き均しに利用し、残土は発生させない。 

評価結果 

造成等の施工による一時的な影響に伴う廃棄物及び建設副産物の発生量は、刈草・伐採木が約 3,730ｔ、がれき類が

約 5ｔ、木くずが約 220ｔ、廃プラスチック類が約 20ｔ、建設混合廃棄物が約 100ｔ発生するものと予測した。また、

本事業では、以下に示す環境保全のための措置を講じることから、事業者の実行可能な範囲内で影響を回避又は低減

が図られているものと評価する。 

事後調査 

本事業に伴う廃棄物等の影響は、実行可能な範囲で回避又は低減が図られているものと評価するため、事後調査は

実施しない。 
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第 11 章 環境影響評価の委託を受けた者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

 

受 託 者 の 名 称 ： 株式會社オオバ 東京支店 

代 表 者 の 氏 名 ： 支店長 一條 岳 

主たる事務所の所在地： 東京都目黒区青葉台四丁目4番12-101号 

 

 

 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 

Expired 



	07章_01_大気質181004
	07章_02_騒音_181004
	07章_03_振動_181004
	07章_04_水質_181004
	07章_05_地形及び地質_181004
	07章_06_動物_181005
	07章_07_植物_181005
	07章_08_生態系_181005
	07章_09_景観_181005
	07章_10_廃棄物_181005
	08章_環境保全のための措置_181005
	09章_事後調査計画_181005
	10章_総合評価_181005
	11章_環境影響評価の委託先_181004

	cover1: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover1: 
	cover2: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover2: 
	cover3: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover3: 
	cover4: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover4: 
	cover5: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover5: 
	cover6: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover6: 
	cover7: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover7: 
	cover8: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover8: 
	cover9: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover9: 
	cover10: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover10: 
	cover11: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover11: 
	cover12: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover12: 
	cover13: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover13: 
	cover14: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover14: 
	cover15: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover15: 
	cover16: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover16: 
	cover17: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover17: 
	cover18: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover18: 
	cover19: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover19: 
	cover20: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover20: 
	cover21: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover21: 
	cover22: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover22: 
	cover23: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover23: 
	cover24: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover24: 
	cover25: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover25: 
	cover26: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover26: 
	cover27: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover27: 
	cover28: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover28: 
	cover29: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover29: 
	cover30: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover30: 
	cover31: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover31: 
	cover32: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover32: 
	cover33: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover33: 
	cover34: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover34: 
	cover35: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover35: 
	cover36: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover36: 
	cover37: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover37: 
	cover38: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover38: 
	cover39: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover39: 
	cover40: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover40: 
	cover41: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover41: 
	cover42: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover42: 
	cover43: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover43: 
	cover44: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover44: 
	cover45: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover45: 
	cover46: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover46: 
	cover47: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover47: 
	cover48: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover48: 
	cover49: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover49: 
	cover50: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover50: 
	cover51: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover51: 
	cover52: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover52: 
	cover53: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover53: 
	cover54: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover54: 
	cover55: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover55: 
	cover56: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover56: 
	cover57: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover57: 
	cover58: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover58: 
	cover59: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover59: 
	cover60: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover60: 
	cover61: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover61: 
	cover62: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover62: 
	cover63: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover63: 
	cover64: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover64: 
	cover65: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover65: 
	cover66: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover66: 
	cover67: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover67: 
	cover68: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover68: 
	cover69: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover69: 
	cover70: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover70: 
	cover71: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover71: 
	cover72: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover72: 
	cover73: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover73: 
	cover74: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover74: 
	cover75: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover75: 
	cover76: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover76: 
	cover77: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover77: 
	cover78: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover78: 
	cover79: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover79: 
	cover80: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover80: 
	cover81: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover81: 
	cover82: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover82: 
	cover83: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover83: 
	cover84: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover84: 
	cover85: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover85: 
	cover86: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover86: 
	cover87: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover87: 
	cover88: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover88: 
	cover89: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover89: 
	cover90: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover90: 
	cover91: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover91: 
	cover92: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover92: 
	cover93: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover93: 
	cover94: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover94: 
	cover95: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover95: 
	cover96: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover96: 
	cover97: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover97: 
	cover98: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover98: 
	cover99: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover99: 
	cover100: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover100: 
	cover101: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover101: 
	cover102: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover102: 
	cover103: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover103: 
	cover104: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover104: 
	cover105: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover105: 
	cover106: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover106: 
	cover107: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover107: 
	cover108: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover108: 
	cover109: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover109: 
	cover110: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover110: 
	cover111: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover111: 
	cover112: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover112: 
	cover113: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover113: 
	cover114: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover114: 
	cover115: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover115: 
	cover116: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover116: 
	cover117: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover117: 
	cover118: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover118: 
	cover119: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover119: 
	cover120: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover120: 
	cover121: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover121: 
	cover122: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover122: 
	cover123: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover123: 
	cover124: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover124: 
	cover125: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover125: 
	cover126: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover126: 
	cover127: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover127: 
	cover128: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover128: 
	cover129: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover129: 
	cover130: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover130: 
	cover131: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover131: 
	cover132: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover132: 
	cover133: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover133: 
	cover134: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover134: 
	cover135: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover135: 
	cover136: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover136: 
	cover137: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover137: 
	cover138: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover138: 
	cover139: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover139: 
	cover140: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover140: 
	cover141: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover141: 
	cover142: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover142: 
	cover143: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover143: 
	cover144: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover144: 
	cover145: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover145: 
	cover146: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover146: 
	cover147: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover147: 
	cover148: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover148: 
	cover149: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover149: 
	cover150: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover150: 
	cover151: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover151: 
	cover152: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover152: 
	cover153: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover153: 
	cover154: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover154: 
	cover155: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover155: 
	cover156: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover156: 
	cover157: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover157: 
	cover158: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover158: 
	cover159: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover159: 
	cover160: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover160: 
	cover161: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover161: 
	cover162: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover162: 
	cover163: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover163: 
	cover164: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover164: 
	cover165: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover165: 
	cover166: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover166: 
	cover167: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover167: 
	cover168: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover168: 
	cover169: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover169: 
	cover170: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover170: 
	cover171: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover171: 
	cover172: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover172: 
	cover173: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover173: 
	cover174: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover174: 
	cover175: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover175: 
	cover176: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover176: 
	cover177: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover177: 
	cover178: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover178: 
	cover179: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover179: 
	cover180: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover180: 
	cover181: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover181: 
	cover182: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover182: 
	cover183: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover183: 
	cover184: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover184: 
	cover185: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover185: 
	cover186: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover186: 
	cover187: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover187: 
	cover188: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover188: 
	cover189: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover189: 
	cover190: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover190: 
	cover191: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover191: 
	cover192: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover192: 
	cover193: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover193: 
	cover194: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover194: 
	cover195: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover195: 
	cover196: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover196: 
	cover197: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover197: 
	cover198: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover198: 
	cover199: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover199: 
	cover200: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover200: 
	cover201: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover201: 
	cover202: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover202: 
	cover203: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover203: 
	cover204: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover204: 
	cover205: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover205: 
	cover206: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover206: 
	cover207: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover207: 
	cover208: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover208: 
	cover209: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover209: 
	cover210: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover210: 
	cover211: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover211: 
	cover212: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover212: 
	cover213: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover213: 
	cover214: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover214: 
	cover215: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover215: 
	cover216: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover216: 
	cover217: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover217: 
	cover218: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover218: 
	cover219: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover219: 
	cover220: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover220: 
	cover221: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover221: 
	cover222: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover222: 
	cover223: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover223: 
	cover224: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover224: 
	cover225: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover225: 
	cover226: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover226: 
	cover227: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover227: 
	cover228: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover228: 
	cover229: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover229: 
	cover230: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover230: 
	cover231: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover231: 
	cover232: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover232: 
	cover233: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover233: 
	cover234: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover234: 
	cover235: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover235: 
	cover236: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover236: 
	cover237: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover237: 
	cover238: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover238: 
	cover239: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover239: 
	cover240: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover240: 
	cover241: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover241: 
	cover242: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover242: 
	cover243: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover243: 
	cover244: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover244: 
	cover245: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover245: 
	cover246: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover246: 
	cover247: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover247: 
	cover248: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover248: 
	cover249: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover249: 
	cover250: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover250: 
	cover251: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover251: 
	cover252: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover252: 
	cover253: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover253: 
	cover254: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover254: 
	cover255: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover255: 
	cover256: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover256: 
	cover257: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover257: 
	cover258: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover258: 
	cover259: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover259: 
	cover260: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover260: 
	cover261: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover261: 
	cover262: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover262: 
	cover263: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover263: 
	cover264: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover264: 
	cover265: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover265: 
	cover266: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover266: 
	cover267: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover267: 
	cover268: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover268: 
	cover269: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover269: 
	cover270: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover270: 
	cover271: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover271: 
	cover272: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover272: 
	cover273: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover273: 
	cover274: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover274: 
	cover275: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover275: 
	cover276: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover276: 
	cover277: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover277: 
	cover278: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover278: 
	cover279: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover279: 
	cover280: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover280: 
	cover281: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover281: 
	cover282: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover282: 
	cover283: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover283: 
	cover284: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover284: 
	cover285: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover285: 
	cover286: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover286: 
	cover287: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover287: 
	cover288: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover288: 
	cover289: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover289: 
	cover290: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover290: 
	cover291: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover291: 
	cover292: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover292: 
	cover293: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover293: 
	cover294: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover294: 
	cover295: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover295: 
	cover296: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover296: 
	cover297: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover297: 
	cover298: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover298: 
	cover299: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover299: 
	cover300: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover300: 
	cover301: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover301: 
	cover302: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover302: 
	cover303: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover303: 
	cover304: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover304: 
	cover305: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover305: 
	cover306: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover306: 
	cover307: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover307: 
	cover308: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover308: 
	cover309: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover309: 
	cover310: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover310: 
	cover311: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover311: 
	cover312: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover312: 
	cover313: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover313: 
	cover314: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover314: 
	cover315: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover315: 
	cover316: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover316: 
	cover317: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover317: 
	cover318: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover318: 
	cover319: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover319: 
	cover320: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover320: 
	cover321: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover321: 
	cover322: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover322: 
	cover323: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover323: 
	cover324: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover324: 
	cover325: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover325: 
	cover326: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover326: 
	cover327: Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired Expired 
	wcover327: 


